
J09200102888

この取扱説明書は , お客様のお車をいつも安全・快

適に運転していただくための正しい取り扱いについ
て説明しています。
また , お車のお手入れや万一のときの処置について

も記載してありますので , ご使用前に必ずお読みく

ださい。

運転者や他の人が傷害を受けるおそれがあることと，その回

避方法をつぎの表示で記載しています。重要な事項ですので
必ず読んでお守りください。

このたびは OUTLANDER をお買い上げ

いただき , ありがとうございます。

安全に関する表示 

記載事項を守らないと，死亡や重大な傷害につなが
るおそれがあること。
記載事項を守らないと，傷害や事故につながるおそ
れがあること。
安全のためにしてはならない行為。（イラスト内に
表示されています）

お車に関することやその他のアドバイスは，つぎの表示で記

載しています。

お車や装備品に貼られているラベルなどに表示されている

マークの意味は，つぎの通りです。

取扱説明書は車の中に保管してください。

保証および点検，整備内容については，別冊のメンテナンス

ノートをお読みください。
スマートフォン連携ナビゲーションの取り扱い要領につい

ては，別冊の取扱説明書をお読みください。
三菱自動車販売会社で取り付けられた装備の取り扱い要領

については，その装備に添付の取扱説明書をお読みくださ
い。

お車をゆずられるときは，取扱説明書およびメンテナンス

ノートを車につけておいてください。

•装備仕様の変更などにより，本書の内容がお客様のお車と合

わないことがありますので，あらかじめご了承ください。
•ご不明な点は，担当営業スタッフにお問い合わせください。

その他の表示 

お車のために守っていただきたいこと。
知っておくと便利なこと。
グレードにより異なる装備やオプション
装備に表示しています。

取扱説明書をお読みください。
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1
ハンドルまわり

1-1 絵で見る目次

J00100802562

ハンドルまわり 

アクティブスタビリティコントロール
（ASC）OFF スイッチ P.5-46

マルチインフォメーションディスプレイスイッチ
P.4-5

車線逸脱警報システム

(LDW) スイッチ 
P.5-84

オートストップ＆ゴー (AS&G) OFF
スイッチ P.5-25

エレクトリックテールゲートスイッチ
P.2-22，2-24

衝突被害軽減ブレー
キシステム (FCM) ／
誤発進抑制機能
ON/OFF スイッチ

P.5-70

パドルシフト P.5-28

エンジンスイッチ
P.5-17

メーター P.4-2
表示灯・警告灯 P.4-36，4-37

ワイパー／ウォッシャー
スイッチ P.4-48

チルト・テレスコピック
ステアリングレバー P.5-12

運転席 SRS エアバッグ P.3-28， 3-30
ホーンスイッチ P.4-54

ライトスイッチ P.4-40
方向指示レバー P.4-46
フロントフォグランプスイッチ P.4-48
オートマチックハイビームシステムスイッチ
P.4-42

クルーズコントロールスイッチ P.5-48
レーダークルーズコントロール (ACC) スイッチ P.5-52

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

*：取り扱いについては，別冊のスマートフォン連携ナビゲーションの取扱説明書をお読みください。

カメラスイッチ
P.5-96

ステアリングホイール
オーディオ リモコンスイッチ *

運転席 SRS ニーエア

バッグ P.3-28，3-32

パーキングセンサースイッチ
P.5-88

吹き出し口 P.7-2

吹き出し口 P.7-2

ステアリングホイール
オーディオ リモコンスイッチ *



計器盤まわり

絵で見る目次 1-2
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計器盤まわり 

マルチアラウンドモニター P.5-92
スマートフォン連携ナビゲーション *

エアコン P.7-4

リヤウインドウデフォッガー
（曇り取り）スイッチ P.4-53

非常点滅灯スイッチ P.4-47

ECO モード

スイッチ
P.4-47

吹き出し口 P.7-2

ヒューズボックス P.11-34

キーボックス P.5-22

エンジンフード（ボンネット）
リリースレバー P.9-5

アクセサリーソケット
P.6-2

エレクトリックテールゲート
メインスイッチ P.2-22

フューエルリッド（燃料補給口）
オープナー P.2-38

カップホルダー P.6-8

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

*：別冊の取扱説明書をお読みください。

ステアリングヒータースイッチ
P.4-54

後側方車両検知警報システム
スイッチ P.5-79，5-82

アームレスト

フロアコンソールボックス
P.6-7

USB 入力端子

P.8-2

USB 入力端子 P.8-2

吹き出し口 P.7-2

USB 充電ポート P.6-3



計器盤まわり

1-3 絵で見る目次

1

セレクターレバー
P.5-26，5-28

電動パーキングブレーキスイッチ
P.5-10

シートヒーター

スイッチ P.3-5

ブレーキオートホールド
スイッチ P.5-39

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

S-AWC ドライブモード

セレクター P.5-35

グローブボックス P.6-6

助手席 SRS エアバッグ P.3-28，3-30



室内

絵で見る目次 1-4

1
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室内 

ハンズフリーマイク

アームレスト（ひじ掛け）
P.3-6
カップホルダー P.6-8

ヘッドレスト P.3-7

SRS カーテンエアバッグ P.3-33

カップホルダー
P.6-8

フロントシート P.3-3

SRS サイドエアバッグ P.3-32

セカンドシート P.3-6

サードシート P.3-7

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

サンルーフスイッチ
P.2-35

マップ＆ルームランプ

（フロント）
P.6-4，6-5，11-40

サングラスポケット P.6-7
ダウンライト

P.4-40，6-5

サンバイザー P.6-2
バニティーミラー P.6-2
チケットホルダー P.6-2

シートベルト警告表示
P.3-15



室内

1-5 絵で見る目次

1

パワーウインドウスイッチ P.2-34
ボトルホルダー P.6-9

ルームミラー P.5-13
マルチアラウンドモニター P.5-92

シートベルト P.3-12
アジャスタブルシートベルトアンカー P.3-16

アシストグリップ P.6-9
コートフック P.6-9

ラゲッジルームランプ P.6-5

ジャッキ P.11-12
工具 P.11-12

発炎筒 P.11-12

ラゲッジフロアボックス P.6-7
パンクタイヤ応急修理キット P.11-15

ラゲッジフック P.6-10

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

ルームランプ（リヤ）P.6-4

アクセサリーソケット
P.6-2

テザーアンカー P.3-27



外まわり

絵で見る目次 1-6

1
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外まわり

サンルーフ P.2-35
パワーウインドウ P.2-34

フューエルリッド（燃料給油口）
P.2-37
給油するときは P.2-38

フロントワイパー P.4-48

エンジンフード（ボンネット）
P.9-5

ドアミラー P.5-14
方向指示灯／非常点滅灯 P.4-46，11-39
サイドアンダーミラー P.5-16
サイドビューカメラ P.5-92

ヘッドライト（ハイビーム）

P.4-42，11-39

フロントフォグランプ

P.4-48，11-39

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

方向指示灯／非常点滅灯
P.4-46，11-39，11-41

車幅灯 P.4-40，11-39

ヘッドライト（ロービーム）

P.4-40，11-39

オートマチックハイビーム／衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) ／
車線逸脱警報システム (LDW) 用センサー P.4-42，5-65，5-84
レインセンサー P.4-49

誤発進抑制機能（前進＆後退時）P.5-75
パーキングセンサー P.5-88

フロントビューカメラ P.5-92

キーレスエントリー P.2-3
キーレスオペレーションシステム
P.2-6
ドアの施錠・解錠 P.2-17



外まわり

1-7 絵で見る目次
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テールゲート P.2-19
エレクトリックテールゲート P.2-21

ハイマウントストップランプ P.11-39

ルーフレール P.5-2

リヤワイパー P.4-52

リヤビューカメラ 
P.5-92

番号灯 P.11-39，11-43

後退灯 P.11-39，11-43

尾灯 P.11-39，11-42

スペアタイヤ P.11-21
方向指示灯／非常点滅灯
P.4-46，11-39，11-42

・装備仕様の違いやメーカーオプションなども含んでいます。

制動灯 P.11-39，11-42

誤発進抑制機能（前進＆後退時）P.5-75
パーキングセンサー P.5-88

シャークフィンアンテナ

タイヤ，ホイールのサイズ P.12-7
タイヤの空気圧 P.12-8
タイヤ交換 P.11-23
タイヤローテーション P.9-7
タイヤチェーン P.10-4

ルーフスポイラー
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キー
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キーナンバーがキーナンバープレートに
打刻してあります。万一，キーを紛失し
た場合，キーナンバーを三菱自動車販売
会社にご連絡ください。新しいキーを作
ることができます。

J00400201559

エンジンイモビライザー（盗難防止装置）
は，車両盗難防止のため，あらかじめ登

キー 

1- キーレスオペレーションキー
2- キーレスオペレーションキー（エレ

クトリックテールゲート付き車）
3- エマージェンシーキー

警告
航空機内にキーを持ち込むときは，機内

でキーのスイッチを押さないでくださ
い。スイッチを押すと電波が発信され，航

空機の運航に悪影響をおよぼすおそれが

あります。
かばんなどに入れて持ち込むときも，簡

単にスイッチが押されないようにしてく
ださい。

アドバイス
キー（除く，エマージェンシーキー）は

信号発信機が内蔵された精密な電子機器
部品です。故障を防ぐため，つぎの点を

お守りください。

•ダッシュボードの上など直射日光が当

たる場所には放置しない

•分解，改造をしない

•キーを無理に曲げたり，強い衝撃を与え

ない

•水にぬらさない

•磁気を帯びたキーホルダーなどを近づ

けない

•オーディオ，パソコン，テレビなど磁気

を帯びた機器の近くに置かない

•携帯電話や無線機，高周波医療機器など

強い電波を発する機器の近くに置かな

い

•超音波洗浄器などで洗浄しない

•高温，多湿になる場所に置かない

電池交換のとき以外はキーを不用意に分

解しないでください。分解，改造したキー
を使用することは法律で禁止されていま

す。
また，必ず日本国内でご使用ください。

万一，キーを紛失したときは，盗難など

を防ぐため，ただちに三菱自動車販売会

社にご相談ください。

キーナンバープレート 

アドバイス
キーナンバープレートは車の中以外の安

全な場所に，キーとは別に大切に保管し

てください。

エンジンイモビライザー
（盗難防止装置） 



キーレスエントリー

各部の開閉 2-3

2

録されたキー以外ではエンジンがかから
ないようにした装置です。

J00400302759

キーレスオペレーションキーのスイッチ
でつぎの操作をすることができます。

すべてのドアおよびテールゲートの

施錠・解錠
エレクトリックテールゲートの開閉

（タイプ別装備）

LOCK スイッチを押すとすべてのドアお

よびテールゲートが施錠し，UNLOCK ス

アドバイス
周囲の環境や条件により，車がキーから

の信号を受信できずエンジンが始動でき
ないことがあります。

エンジンが始動できないときは，「キーレ

スオペレーションシステム」項をお読み
になって原因を取り除くか，三菱自動車

販売会社にご連絡ください。
「キーレスオペレーションシステム」

P.2-6
キーを紛失したときや，新しいキーを作

りたいときは，三菱自動車販売会社にご
相談ください。同じ車両で最大 4 個まで

登録できます。このとき残りのすべての
キーとお車を三菱自動車販売会社へお持

ちください。

キーレスエントリー 

1- LOCK スイッチ
2- UNLOCK スイッチ
3- エレクトリックテールゲートス

イッチ（タイプ別装備）
4- 作動表示灯

アドバイス
近くに TV 塔や変電所，放送局があるなど

周囲の状況によりキーレスオペレーショ
ンキーのスイッチの作動距離が変わるこ

とがあります。

ドア，テールゲートが開いている，また

は半ドアのときはキーレスオペレーショ

ンキーのスイッチは作動しません。

キーレスオペレーションキーを紛失した

ときや，新しいキーレスオペレーション
キーを作りたいときは三菱自動車販売会

社にご相談ください。

4 個まで作ることができます。

つぎのときはキーレスオペレーション

キーの電池の消耗が考えられます。

•作動距離が短くなったとき

•作動表示灯が暗い，または点灯しないと

き

電池が消耗した場合は，新しい電池に交

換してください。
「電池交換のしかた」P.2-6

エレクトリックテールゲートについて

は，「エレクトリックテールゲートの操
作」をお読みください。P.2-21

ドアおよびテールゲートの施
錠・解錠 



キーレスエントリー
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2

イッチを押すとすべてのドアおよびテー
ルゲートが解錠します。
UNLOCKスイッチを押して解錠しても約

30秒以内にドアおよびテールゲートを開

けなければ自動的に施錠されます。

つぎの通り作動を確認することができま
す。ただし，ルームランプの点灯はスイッ
チが中間（）の位置にあるときに限られ

ます。

J00432801109

運転席以外のドアからの不正侵入を防止
するため，キーレスエントリー機能，ま
たはキーレスオペレーション機能で解錠
されるドアを運転席のみに限定すること
ができます。
この機能をありにした場合，キーレスオ
ペレーションキーの UNLOCK スイッチ，

または運転席ドアのスイッチを続けて 2
回押すことにより，すべてのドアおよび
テールゲートを解錠することが可能で
す。

工場出荷時は，UNLOCK スイッチ，また

は運転席ドアスイッチを 1 回押すと，す

べてのドアおよびテールゲートが解錠す
る設定になっています。
設定を変更するときは「運転席ドア限定
アンロック機能の設定のしかた」の手順
にしたがって操作してください。
P.2-5
スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で設定を変更すること
ができます。
詳しくは別冊の取扱説明書をお読みくだ
さい。

アドバイス
UNLOCK スイッチを押すと車幅灯が約

30 秒点灯します。

詳しくは「ウェルカムライト」をお読み

ください。P.4-45
キーレスオペレーションキーのスイッチ

ですべてのドアおよびテールゲートを施

錠・解錠すると，ドアミラーは自動格納・
自動復帰します。

詳しくは「ドアミラー」をお読みくださ
い。P.5-14

UNLOCK スイッチを押した後，自動的に

施錠されるまでの時間を調整することが

できます。詳しくは三菱自動車販売会社
にご相談ください。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で調整することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をお読

みください。

施錠・解錠時の作動確認 

施錠時 : 非常点滅灯が 1 回点滅

解錠時 : ルームランプが約 15 秒間点灯

し，非常点滅灯が 2 回点滅

アドバイス
つぎの機能を変更することができます。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）を

施錠時のみ，または解錠時のみにする。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）を

働かなくする。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）の

点滅回数を変更する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をお読

みください。

運転席ドア限定アンロック機
能 
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設定を変更するときは，つぎの手順にし
たがって操作してください。

1.エンジンスイッチの電源モードを
OFF にします。

2.ライトスイッチをOFF位置にして，運

転席ドアを開いたままにします。

3. LOCKスイッチを押して保持し続けま

す。
4.約 4 秒経過後に，UNLOCK スイッチ

を押し続けます。
5. LOCK ス イ ッ チ を 離 し た 後 に

UNLOCK スイッチを離します。

（3. ～ 5. の操作は 10 秒以内に行って

ください。）

6.設定状態をブザーの回数によって確
認します。

やり直すときは手順3.からもう一度操

作してください。

運転席ドア限定アンロック機能
の設定のしかた 

LOCK
スイッチ

UNLOCK
スイッチ

ブザーの
回数

運転席ドア限定
アンロック機能の

設定状態

1 回

（機能なし）

UNLOCK スイッチを 1
回押すとすべてのドア
およびテールゲートを
解錠する

運転席ドア，助手席ド

アのスイッチを押す，
またはテールゲートの
OPEN スイッチを押す

とすべてのドアおよび
テールゲートが解錠す
る
（工場出荷状態）

2 回

（機能あり）

UNLOCK スイッチまた

は運転席ドアのスイッ
チを 1 回押すと運転席

ドアのみ解錠し，続け
て 2 回押すとすべての

ドアおよびテールゲー
トを解錠する
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J00415101471

1.電池交換をする前に部屋のドアノブ
等の金属部分に触れて，身体の静電気
を除去します。

2.エマージェンシーキーを取り外しま
す。
「エマージェンシーキー」P.2-16

3.三菱マークを上にして，先端に布をか
ぶせたマイナスドライバーなどを差
し込んでケースを開きます。

4.新しい電池は＋極を上にして取り付
けます。

5.取り付けるときは，取り外したときと
逆の手順で行います。

J00407402052

キーレスオペレーションキーを携帯するだけで，ドアおよびテールゲートの施錠・解錠操作やエンジンの始動操作ができるシステ
ムです。
「エンジンのかけ方」P.5-19
また，キーレスオペレーションキーはキーレスエントリーのリモコンスイッチとしても使えます。

アドバイス
運転席ドア限定アンロック機能の設定の

しかたがわかりにくいときは三菱自動車
販売会社にご相談ください。

電池交換のしかた 

警告
電池および取り外した部品は，誤ってお

子さまが飲み込まないように注意してく
ださい。

アドバイス
電池交換をする際は，キーを破損するお

それがあるため，三菱自動車販売会社で
の交換をおすすめします。

キーは信号発信機が内蔵された精密な電

子機器部品です。故障を防ぐため，内部
の金属部分や回路に触れないでくださ

い。また水やゴミを付着させないでくだ
さい。

電池は三菱自動車販売会社，時計店また

はカメラ店などでお買い求めください。

使用電池：CR2032

アドバイス

ケース

電池

キーレスオペレーションシステム 
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「キーレスエントリー」P.2-3
キーレスオペレーションキーは必ず運転者が携帯してください。ドアおよびテールゲートの施錠・解錠やエンジンの始動など車を
操作するために必要ですので，車から離れるときは必ずキーレスオペレーションキーを携帯していることを確認してから施錠する
ようにしてください。
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2
警告

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を使用している方は，車室外発信機・車室内発信機から約 22 cm 以内に近づかないよう

にしてください。キーレスオペレーションシステムに使用している電波が植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影
響をおよぼすおそれがあります。

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器以外の医療用電気機器を使用している方は，キーレスオペレーションシステムに使用

している電波による影響について医療用電気機器製造業者などに確認してからご使用ください。電波が医療用電気機器の作動に影響をおよ

ぼすおそれがあります。

車室外発信機 車室内発信機

車室内発信機 車室外発信機

車室外発信機

車室内発信機
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キーレスオペレーションシステムでできる操作をつぎのように変更することができます。ただし，キーレスオペレーションキー
はキーレスエントリーのリモコンスイッチとして使用できます。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。
•ドアおよびテールゲートの施錠・解錠操作のみできるようにする

•エンジンの始動操作のみできるようにする

•キーレスオペレーションシステムを働かないようにする。

アドバイス
キーレスオペレーションキーは微弱な電波を使用しています。

つぎのような場合，正しく作動しなかったり，不安定な作動となることがあります。

•近くに ＴＶ 塔や変電所，放送局，空港 ,  電気自動車の急速充電器など強い電波を発する設備があるとき

•携帯電話や無線機などの通信機器やパソコンなどの電化製品と一緒に携帯しているとき

•キーレスオペレーションキーが金属製のものに接したり，覆われているとき

•近くでキーレスエントリーを使用しているとき

•キーレスオペレーションキーの電池が消耗しているとき

•強い電波，ノイズのある場所に置いたとき

•電波で車両の検出を行っているコインパーキングに駐車したとき

このようなときは，つぎのいずれかの方法でドアの施錠・解錠を行ってください。

•キーレスオペレーションキーの LOCK または UNLOCK スイッチを押す

「キーレスエントリー」P.2-3
•エマージェンシーキーを使用する

 「キーレスオペレーション機能を使わずに操作するときは」P.2-16
また，キーレスオペレーションキーをドアスイッチに近づけてドアスイッチを押すと作動する場合もあります。
「キーレスオペレーション機能を使って操作するときは」P.2-11
なお，エンジンの始動はキーレスオペレーションキーをキーボックスに差し込んで行ってください。
「キーレスオペレーションキーが正常に作動しないときは（電池切れなど）にエンジンを始動するときは」P.5-22

キーレスオペレーションキーは，車両との通信のために常時受信動作をしているため，キーレスオペレーションキーの使用に関係なく常に

電池を消耗しています。使用状況にもよりますが，電池の寿命は約 1 年 ~3 年です。電池が消耗した場合は，新しい電池に交換してください。

「電池交換のしかた」P.2-6
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J00407501766

キーレスオペレーションキーを携帯して
キーレスオペレーションシステムの作動
範囲内に入り，ドアまたはテールゲート
のスイッチを押すと IDコードの照合を行

います。
車両とキーレスオペレーションキーの ID
コードが一致した場合のみ，ドアおよび
テールゲートの施錠・解錠操作やエンジ
ンの始動操作が可能になります。

作動範囲はフロントドアおよびテール
ゲートのハンドルから周囲約 70 cm 以内

です。

J00407601392

作動範囲は車室内です。

キーレスオペレーションキーは，常時受信動作をしているため，強い電波の受信は電池の消耗につながります。テレビ，パソコンなどの電

化製品の近くには置かないでください。

アドバイス

キーレスオペレーションシス
テムの作動範囲について 

アドバイス
キーレスオペレーションキーの電池が消

耗しているときや，強い電波またはノイ
ズのある場所などでは，作動範囲が狭く

なったり，不安定な作動となることがあ

ります。

ドアおよびテールゲートを施錠・
解錠するときの作動範囲 

車両前方

アドバイス
キーレスオペレーションキーを検知した

ドアまたはテールゲートの操作でのみ施
錠・解錠ができます。

キーレスオペレーションキーがフロント

ドア，ドアガラス，テールゲートのすぐ

近くにあるときは作動しないことがあり
ます。

キーレスオペレーションキーがフロント

ドアまたはテールゲートのハンドルから

周囲約 70 cm 以内でも，地面の近くや高

い場所にあるときは，作動しないことが

あります。

キーレスオペレーションキーが作動範囲

内にあれば，キーレスオペレーション

キーを携帯していない人でも，フロント
ドアまたはテールゲートの操作で施錠・

解錠ができます。

エンジンを始動する，電源モード
を切り換えるときの作動範囲 
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J00407701843

キーレスオペレーションキーを携帯して
いるとき，作動範囲内でフロントドアス
イッチを押す，またはテールゲートス
イッチを押すとすべてのドアおよびテー
ルゲートが施錠または解錠します。
フロントドアスイッチまたはテールゲー
トの OPEN スイッチを押して解錠した

後，約 30 秒以内にドアまたはテールゲー

トを開けなければ自動的に施錠されま
す。つぎの項も合わせてお読みください。
「ドア」P.2-16
「センタードアロック」P.2-18
「テールゲート」P.2-19

アドバイス
キーレスオペレーションキーが作動範囲

内にあっても，グローブボックスなどの

小物入れやインストルメントパネル周

辺，ドアポケットまたはラゲッジルーム
などにあるときは，エンジン始動ができ

ないことがあります。

キーレスオペレーションキーが車外に

あっても，ドアやドアガラスのすぐ近く
にあるときは，エンジン始動または電源

モードの切り換えができることがありま
す。

車両前方

キーレスオペレーション機能
を使って操作するときは 

ドアおよびテールゲートの施錠
／解錠 

フロントドアスイッチ

ドアスイッチ

アドバイス
ドアスイッチまたはテールゲートスイッ

チで施錠／解錠すると，ドアミラーは自

動格納／自動復帰します。

詳しくは「ドアミラー」をお読みくださ
い。P.5-14

つぎのようなときは，キーレスオペレー

ション機能は作動しません。

•車内にキーレスオペレーションキーが

あるとき

•ドア，テールゲートが開いている，また

は半ドアのとき

•電源モードが OFF 以外のとき

運転席ドア限定アンロック機能を使っ

て，運転席ドアスイッチで解錠するドア
を運転席のみに限定することができま

す。この機能を使いたいときは「運転席

ドア限定アンロック機能の設定のしか
た」をお読みください。P.2-5

テールゲートスイッチ

LOCK
スイッチ

OPEN
スイッチ
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つぎの通り作動を確認することができま
す。ただし，ルームランプの点灯はスイッ

チが DOOR 位置，または中間（）の位

置にあるときに限られます。
セキュリティーアラームを「作動する」に

設定しているときは，施錠と同時にシス
テム準備状態，続いてシステム作動可能

状態になります。
詳しくは「セキュリティーアラーム」を

お読みください。P.2-28
施錠の確認をテールゲートでしたいとき

は，施錠後約 3 秒以内にテールゲートの

OPEN スイッチを押してください。施錠

後約 3 秒以上過ぎて OPEN スイッチを押

すと，ドアおよびテールゲートは解錠さ
れます。

施錠の確認ができる時間を調整すること

ができます。詳しくは三菱自動車販売会

社にご相談ください。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で調整することができ
ます。詳しくは別冊の取扱説明書をお読

みください。

解錠した後，自動的に施錠されるまでの

時間を調整することができます。詳しく
は三菱自動車販売会社にご相談くださ

い。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で調整することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をお読
みください。

施錠・解錠時の作動確認

アドバイス

施錠時 : 非常点滅灯が 1 回点滅し，車外

ブザーが 1 回鳴る

解錠時 : ルームランプが約15秒点灯し，

非常点滅灯が 2 回点滅し，車外

ブザーが 2 回鳴る

アドバイス
つぎの機能を変更することができます。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）を

施錠時のみ，または解錠時のみにする。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）お

よびブザーを働かなくする。

•作動確認の機能（非常点滅灯の点滅）の

点滅回数を変更する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で変更することができ
ます。詳しくは別冊の取扱説明書をお読

みください。
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警告表示について 

項目 警告表示 ブザーの鳴りかた 原因および処置 備考

キーレスオペレー
ションキー持ち出
し監視機構

表示します 車内ブザー
1 回

車外ブザー
断続的

駐車中，かつエンジンスイッチの電
源モードが OFF 以外のとき，いずれ

かのドアを開けてキーレスオペレー
ションキーを車内から持ち出した後
ドアを閉めると警告します。キ－が
車外に持ち出されていないか確認し
てください。

・ドアを開けずに窓からキーレスオ
ペレーションキーを持ち出すと，
キーレスオペレーションキー持ち出
し監視機構は働きません。
・ドアを開けずに窓からキーレスオ
ペレーションキーを持ち出したとき，
キーレスオペレーションキー持ち出
し監視機構を働かせることができま
す。詳しくは三菱自動車販売会社に
ご相談ください。
・エンジン始動の作動範囲内でキー
レスオペレーションキーを携帯して
いても，周囲の環境または電波状態
などにより，キーレスオペレーショ
ンキーと車両の ID コードの照合がで

きなかったときは，警告が作動する
ことがあります。

キー閉じ込め防止
機構

表示します 車内ブザー
1 回

車外ブザー
断続的に約 3 秒

電源モードが OFF のとき，車内に

キーレスオペレーションキーを置い
たまますべてのドアおよびテール
ゲートを閉め，ドアスイッチおよび
テールゲートの LOCK スイッチを押

して施錠しようとすると警告し，ド
アおよびテールゲートの施錠ができ
ません。キーを持って車から降りて
ください。

必ずキーレスオペレーションキーを
携帯していることを確認してから施
錠するようにしてください。車内に
キーレスオペレーションキーを置い
たままでも，周囲の環境または電波
状態などにより，施錠されることが
あります。
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2 半ドア防止機構 表示します 車内ブザー
1 回

車外ブザー
断続的に約 3 秒

電源モードが OFF のとき，いずれか

のドアまたはテールゲートを完全に
閉めずにドアスイッチおよびテール
ゲートの LOCK スイッチを押して施

錠しようとすると警告し，ドアおよ
びテールゲートの施錠ができません。
ドアまたはテールゲートが完全に閉
まっているか確認してください。

—

電源モード OFF
切り換え忘れ防止
機構

表示します 車内ブザー
1 回

車外ブザー
断続的に約 3 秒

電源モードが OFF 以外のとき，ドア

スイッチおよびテールゲートスイッ
チを押して施錠しようとすると警告
し，ドアおよびテールゲートの施錠
ができません。電源モードを OFF に

してください。

—

キーレスオペレー
ションキーの電池
切れ

表示します 車内ブザー
1 回

キーレスオペレーションキーの電池
が消耗しているとき警告します。で
きるだけ早くキーレスオペレーショ
ンキーの電池を交換してください。

・電池交換をする際は，キーを破損
するおそれがあるため，三菱自動車
販売会社での交換をおすすめします。
・お客様自身で電池交換をする場合
は，
“ 電池交換のしかた ” をよく読んでか

ら行ってください。 「電池交換の

しかた」P.2-6

キーレスオペレー
ションシステムの
異常

表示します 車内ブザー
1 回

システムに何らかの異常があります。 
警告灯が点灯したときは，三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

—

項目 警告表示 ブザーの鳴りかた 原因および処置 備考
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2キーが検知できな
い

表示します 車内ブザー
1 回

電源モードを OFF 切り換えるとき，

またはエンジンをかけるとき，つぎ
のいずれかの場合に警告します。
 ID コードが車両と異なるキーレス

オペレーションキーを携帯してい
る，またはキーレスオペレーショ
ンキーが作動範囲外にある

キーレスオペレーションキーの電

池切れ
周囲の環境または電波状態などに

より，キーレスオペレーション
キーと車両の ID コードの照会が

できない

—

キー抜き忘れ監視
機構

表示します 車内ブザー
約 1 分

車外ブザー
約 3 秒

電源モードが OFF のとき，キーボッ

クスにキーレスオペレーションキー
を差したまま運転席ドアを開くと警
告し，キーの抜き忘れを知らせます。
キーボックスからキーを抜いてくだ
さい。

—

項目 警告表示 ブザーの鳴りかた 原因および処置 備考
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J00407901760

エマージェンシーキーはキーレスオペ
レーションキーに内蔵されています。
キーレスオペレーションキーの電池切れ
やバッテリー上がりなどによりキーレス
オペレーション機能が使用できないと
き，ドアの施錠・解錠操作をすることが
できます。

ロックノブを矢印の方向に押しながら，
キーレスオペレーションキーからエマー
ジェンシーキーを取り外します。

エマージェンシーキーを車両前方に回す
と施錠，車両後方に回すと解錠されます。

「ド ア」も 合 わ せ て お 読 み く だ さ
い。P.2-16

J00400400600

キーレスオペレーション機能
を使わずに操作するときは 

エマージェンシーキー 

ロックノブ

アドバイス
エマージェンシーキーは緊急を要する場

合のみご使用ください。
キーレスオペレーションキーの電池が切

れたときなどはできるだけ早く電池交換
をして，キーレスオペレーションキーと

して使用するようにしてください。

「電池交換のしかた」P.2-6
エマージェンシーキーを使用した後は，

必ずキーレスオペレーションキーに戻し

ておいてください。

ドアの施錠・解錠

施錠解錠

ドア 

警告
車から離れるときは，火災や盗難などを

未然に防ぐため，必ずエンジンを止めド

アを施錠してください。
法的にも義務付けられています。

お子さま連れのときは必ずお子さまも一
緒に連れて出てください。

また車内に貴重品を置いたままにしない

でください。

運転席ドアのキーを使って施錠・解錠し

たときは，運転席ドアのみ施錠・解錠し

ます。

走行する前にすべてのドアが確実に閉

まっていることを確認してください。半
ドアのときは，メーター内のマルチイン

フォメーションディスプレイ内の画面に
半ドア警告を表示します。

確実に閉まっていないと，走行中にドア

が開いて乗員が車外に放り出されるなど
思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

アドバイス
運転席のドアが開いているときは，キー

閉じ込め防止のため運転席ドアのキーま

たはロックノブを使って施錠しようとし

ても運転席のドアは施錠できません。



ドア
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2
J00404400884

キーを車両前方に回すと施錠，車両後方
に回すと解錠されます。

1.ドア内側のロックノブを車両前方に
倒し，

2.ドアを閉じます。

J00404600815

ロックノブを車両前方へ倒すと施錠し，
車両後方へ戻すと解錠します。

運転席ドアはロックノブを車両前方に倒
したままでも，室内側のドアハンドルを
引くとドアを開けることができます。

車外から施錠・解錠するときは
（運転席ドア） 

キーを使って施錠・解錠するとき
は 

アドバイス
エマージェンシーキーを使って運転席ド

アを施錠・解錠することができます。

「エマージェンシーキー」P.2-16
キーを使って施錠・解錠したときは，運

転席ドアのみ施錠・解錠します。

施錠解錠

キーを使わずに施錠するときは
（助手席，後席ドア） 

車内から施錠・解錠するときは 

オーバーライド機構 

アドバイス
すべてのドアおよびテールゲートを施

錠・解錠するときは，センタードアロッ

ク，キーレスエントリーまたはキーレス
オペレーション機能の操作で施錠・解錠

してください。
「センタードアロック」P.2-18
「キーレスエントリー」P.2-3
「キーレスオペレーション機能を使っ

て操作するときは」P.2-11

施錠

解錠



センタードアロック
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2 J00400501086

つぎの操作ですべてのドアおよびテール
ゲートの施錠・解錠ができます。

J00412200041

センタードアロックスイッチ（1）側を押

すとすべてのドアおよびテールゲートが
施錠し，（2）側を押すとすべてのドアお

よびテールゲートが解錠します。

J00411000101

エンジンスイッチを使って解錠する機能
を設定することができます。これらの機
能は工場出荷時は「解錠しない」に設定
されています。「解錠する」に変更したい
ときは三菱自動車販売会社にご相談くだ
さい。

エンジンスイッチの電源モードをOFFに

するとすべてのドアおよびテールゲート
が解錠します。

J00415300131

セレクターレバーを使って解錠する機能
を設定することができます。この機能は
工場出荷時は「解錠しない」に設定され
ています。「解錠する」に変更したいとき
は三菱自動車販売会社にご相談くださ
い。

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときにセレクターレバーを に入れると
すべてのドアおよびテールゲートが解錠
します。

センタードアロック 

アドバイス
運転席のドアが開いているときは，キー

閉じ込め防止のためセンタードアロック

スイッチを使って施錠しようとしても運
転席のドアは施錠できません。

施錠と解錠を交互に連続操作すると保護

回路が働いてセンタードアロックが一時

的に作動しなくなることがあります。
このようなときはしばらくしてから（約

1 分後）操作してください。

センタードアロックスイッチ
を使って施錠・解錠するときは 

エンジンスイッチを使って解
錠するときは 

解錠するときは 

セレクターレバーを使って解
錠するときは 

解錠するときは 



チャイルドプロテクション（後席ドア安全施錠装置）

各部の開閉 2-19

2
J00400601843

レバーを施錠側（1）にしてドアを閉める

と，ドアのロックノブの位置に関係なく，
車内からはドアが開けられなくなりま
す。
安全上，お子さまを乗せるときにご使用
ください。

ドアを開けるときは車外のドアハンドル
で開けます。

J00401102305

チャイルドプロテクション
（後席ドア安全施錠装置） 

1- 施錠
2- 解錠

アドバイス
万一の場合，車内からドアを開けたいと

きは，ドアのロックノブを解錠状態にし
てドアガラスを下げ，窓から手を出して

車外のドアハンドルを引いてください。

テールゲート 

警告
走行前に必ずテールゲートが確実に閉じ

ていることを確認してください。

開けたまま走行すると，車内に排気ガス
が侵入し，一酸化炭素中毒になるおそれ

があります。

また，走行中に開くと，荷物が落ちて思
わぬ事故につながるおそれがあります。

ラゲッジルームは人が乗る構造になって

おりません。人を乗せたりお子様を遊ば
せたりしないでください。万一の場合，重

大な事故につながるおそれがあります。

テールゲートを開閉するときは，周囲の

安全や車両の後方および上方に十分なス
ペースがあることを確認し，頭をぶつけ

たり，手や首などをはさまないように注
意してください。

テールゲートに積雪や氷の付着があると

きは，テールゲートを開ける前に雪や氷

を取り除いてください。取り除かずに開
けておくと雪や氷の重みでテールゲート

が突然閉じるおそれがあります。

テールゲートを開けたときは，テール

ゲートが必ず全開で静止していることを
確認してください。途中までしか開いて

いないと，突然閉まるおそれがあります。
特に傾斜地では，平坦な場所よりもテー

ルゲートの開閉がしにくかったり，急に

開いたり閉じたりするおそれがありま
す。

注意
ラゲッジルームの荷物を出し入れすると

きは，排気管の後方に立たないでくださ

い。
排気熱によりやけどをするおそれがあり

ます。

テールゲートが損傷しないように，テー

ルゲートを開ける前にテールゲートの上
や後ろに障害物がないか確認してくださ

い。

警告



テールゲート

2-20 各部の開閉

2

J00411900041

センタードアロックまたはキーレスオペ
レーションシステムの操作で，テール
ゲートの施錠・解錠をすることができま
す。

詳しくは，つぎの項をお読みください。
「センタードアロック」P.2-18
「キーレスオペレーションシステム」
P.2-6
「キーレスエントリー」P.2-3

J00408101163

解錠後，OPEN スイッチを押してテール

ゲートを持ち上げます。

車内からもテールゲートを開けることが
できます。
バッテリー上がりなどで車外から開けら
れなくなったときにご使用ください。

1.車内からインサイドリリースレバー
のカバーを外します。

アドバイス
テールゲートを支えるためのガススプリ

ングがつぎの位置についています。

損傷や作動不良を防止するため，つぎの

ことをお守りください。

•ガススプリングに手をかけてテール

ゲートを閉めたり，押したり引いたりし

ないでください。

•ビニール片，テープなどがガススプリン

グに付着しないようにしてください。

•ひもなどをガススプリングに巻き付け

ないでください。

•ガススプリングに物をかけないでくだ

さい。

テールゲートの施錠・解錠 

ガス

スプリング

テールゲートの操作（除く，エ
レクトリックテールゲート） 

車外から開けるときは 

アドバイス
OPEN スイッチを押した後すぐに開けな

いと，テールゲートは持ち上がりません。

その場合はもう一度 OPEN スイッチを押

してテールゲートを持ち上げます。

OPEN
スイッチ

バッテリーが上がったり，または外して

いるときは，テールゲートを開けること
はできません。

車内から開けるときは 

アドバイス



テールゲート

各部の開閉 2-21

2

2.インサイドリリースレバーを矢印の
方向に動かします。

3.テールゲートを押しながら開けます。

テールゲートの取っ手に手をかけてテー
ルゲートを途中まで引き下げた後，取っ
手から手を離してテールゲートを軽く押
しつけます。

J00408201177

警告
通常はインサイドリリースレバーのカ

バーは閉じておいてください。カバーが

開いたままだと荷物などがレバーに当た
り，テールゲートが開いて思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

レバー

閉めるときは 

注意
テールゲートの取っ手に手をかけたまま

直接テールゲートを閉じないでくださ

い。手や腕をはさみ，けがをするおそれ
があります。

取っ手

エレクトリックテールゲート
の操作 

エレクトリックテールゲートの
開閉 

警告
安全のため，エレクトリックテールゲー

トの開閉操作はお子さまでなく大人が

行ってください。

エレクトリックテールゲートが完全に開
いたことを確認してから荷物を出し入れ

してください。

注意
エレクトリックテールゲートを閉めると

きは，ストライカー付近に異物がないこ

とを確認してください。

異物が入るとエレクトリックテールゲー
トが正常に閉まらなくなるおそれがあり

ます。

ストライカー



テールゲート

2-22 各部の開閉

2
J00408301253

エレクトリックテールゲートは，エレク
トリックテールゲートメインスイッチが

ON のときに，４つの方法で自動操作を行

うことができます。
詳しくは，つぎの項をお読みください。
「キーレスオペレーションキーを使っ

て開閉するときは」P.2-23
「運転席側エレクトリックテールゲー

トスイッチを使って開閉するときは」
P.2-24
「クローズスイッチを使って閉じると

きは」P.2-24
また，カスタマイズ（機能の設定変更）に
より，OPEN スイッチを使って開ける機

能を追加することができます。
「OPEN スイッチを使って開けるとき

は」P.2-25

エレクトリックテールゲートには，三菱

自動車純正品以外のアクセサリーなどを
取り付けないでください。種類によって

は重みがかかり，落下防止機構が作動す
ることがあります。

「落下防止機構」P.2-26
また，三菱自動車純正品でも種類によっ

ては取り付けられない場合があります。

詳しくは，三菱自動車販売会社へご相談
ください。

エレクトリックテールゲートを開閉する

ときは，エレクトリックテールゲートの
アーム付近に手をかけないようにしてく

ださい。手や指などをはさみ，けがをす

るおそれがあります。

ラゲッジルームの荷物を出し入れすると

きは，エレクトリックテールゲートの

アーム付近に頭をぶつけないようにして

ください。けがをするおそれがあります。

注意

アーム

スイッチによる自動操作 

エレクトリックテール

ゲートメインスイッチ

警告
開閉作動中にエレクトリックテールゲー

トメインスイッチを OFF にしたときは，

作動が停止して手動操作に切り換わりま

す。
このとき，エレクトリックテールゲート

の位置によっては急に開閉することがあ
ります。

注意
開閉作動中にエレクトリックテールゲー

トに無理な力をかけないでください。故

障の原因となります。

開閉作動中にエンジンを始動しないでく

ださい。急開閉防止機構が働き，エレク

トリックテールゲートが小刻みに止まり
ながら動くことがあります。

アドバイス
エレクトリックテールゲートメインス

イッチがOFFのときに各スイッチを使っ

て操作をすると，警報ブザーが 4 回鳴り，

エレクトリックテールゲートが開閉でき
ないことを知らせます。

つぎのようなときは，エレクトリック

テールゲートが正常に作動しないことが

あります。

•車が大きく傾いた状態で駐車している

とき

•風の強いとき



テールゲート
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J00416900105

つぎの条件がそろったときに，キーレス
オペレーションキーのエレクトリック
テールゲートスイッチを押して，エレク
トリックテールゲートを自動で開閉する
ことができます。

エンジンスイッチの電源モード：OFF
エレクトリックテールゲート：全閉，

解錠

エンジンスイッチの電源モード：OFF
エレクトリックテールゲート：全開

人や荷物などがセンサーに触れてい

ない
エレクトリックテールゲートスイッチを
続けて 2 回押すと警報ブザーが鳴り，非

常点滅灯が点滅してエレクトリックテー
ルゲートがつぎの通り作動します。

開閉作動中，エレクトリックテールゲー
トスイッチを 1 回押すと警報ブザーが鳴

り，エレクトリックテールゲートが作動
している方向と反対方向に作動します。

•エレクトリックテールゲートに積雪が

あるとき

開閉作動を交互に連続操作すると保護回

路が働いて手動操作に切り換わります。

開閉作動中にエレクトリックテールゲー

トの OPEN スイッチを押すとエレクト

リックテールゲートが作動している方向

と反対方向に作動します。

エレクトリックテールゲートを自動で全

開にしたときや，開閉作動中にセレク

ターレバーを 以外に入れたとき，警報

ブザーが約 10 秒間鳴り続け，エレクト

リックテールゲートが開いていることを

知らせます。

エレクトリックテールゲートが開いてい

る状態でバッテリーやヒューズを交換し
た場合は，自動では閉まらなくなります。

その場合は，手動でエレクトリックテー
ルゲートを閉めてください。

■キーレスオペレーションキーを
使って開閉するときは 

アドバイス 開けるときの条件

閉めるときの条件

エレクトリック
テールゲート

スイッチ

• 閉まっているとき：警報ブザーが鳴り，
全開します。

• 開いているとき： 警報ブザーが鳴り，
全閉します。

センサー



テールゲート
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2

J00417000129

つぎの条件がそろったときに，運転席側
エレクトリックテールゲートスイッチを
押して，エレクトリックテールゲートを
自動で開閉することができます。

エンジンスイッチの電源モードが

OFF または ACC，もしくはエンジン

スイッチの電源モードがONでセレク

ターレバーが
エレクトリックテールゲート：全閉，

解錠

エンジンスイッチの電源モードが

OFF または ACC，もしくはエンジン

スイッチの電源モードがONでセレク

ターレバーが
エレクトリックテールゲート：全開

人や荷物などがセンサーに触れてい

ない 

運転席側エレクトリックテールゲートス
イッチを約 1 秒以上押すと警報ブザーが

鳴り，非常点滅灯が点滅してエレクト
リックテールゲートがつぎの通り作動し
ます。

開閉作動中，運転席側エレクトリック
テールゲートスイッチを 1 回押すと警報

ブザーが鳴り，エレクトリックテール
ゲートが作動している方向と反対方向に
作動します。

J00417100120

つぎの条件がそろったときに，エレクト
リックテールゲート内側のクローズス
イッチを押して，エレクトリックテール
ゲートを自動で閉じることができます。

エンジンスイッチの電源モードが

OFF または ACC，もしくはエンジン

スイッチの電源モードがONでセレク

ターレバーが
エレクトリックテールゲート：全開

人や荷物などがセンサーに触れてい

ない

アドバイス
 3 回以上続けてエレクトリックテール

ゲートスイッチを押すと，正常に開閉作
動しないことがあります。

このようなときは，しばらくしてから再
度エレクトリックテールゲートスイッチ

を続けて 2 回押してください。

■運転席側エレクトリックテール
ゲートスイッチを使って開閉する
ときは 

開けるときの条件

閉めるときの条件

• 閉まっているとき：警報ブザーが鳴り，
全開します。

• 開いているとき： 警報ブザーが鳴り，
全閉します。

■クローズスイッチを使って閉じる
ときは 

条件
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クローズスイッチを押すと警報ブザーが
鳴り，非常点滅灯が点滅してエレクト
リックテールゲートが閉まります。
閉じている途中でクローズスイッチ
を 1 回押すと警報ブザーが鳴り，エレク

トリックテールゲートが開きます。

J00417200059

この機能は工場出荷時は「作動しない」に
設定されています。

「作動する」に変更したいときは三菱自動
車販売会社にご相談ください。

エレクトリックテールゲートが施錠され
ていても，キーレスオペレーションキー
がエレクトリックテールゲートのハンド
ルから周囲約 70cm 以内にあれば，OPEN
スイッチを押して，エレクトリックテー
ルゲートを自動で開けることができま
す。
また，エレクトリックテールゲートが解
錠されていれば OPEN スイッチを押すと

自動で開きます。

OPEN スイッチを押すと警報ブザーが鳴

り，非常点滅灯が点滅してエレクトリッ
クテールゲートが開きます。
開いている途中で OPEN スイッチを 1 回

押すと警報ブザーが鳴り，エレクトリッ
クテールゲートが閉じます。

J00417300063

自動開閉中，エレクトリックテールゲー
トに人や荷物などをはさんだ場合，また
はエレクトリックテールゲートの両側に
あるセンサーに人や荷物などが触れた場
合は，安全のため自動的にエレクトリッ
クテールゲートが，動いている方向と反
対の方向に動きます。このとき警報ブ
ザーが 1 回鳴ります。

アドバイス
エレクトリックテールゲートが開く方向

に作動している途中で再度クローズス
イッチを 1 回押すと警報ブザーが鳴り，

エレクトリックテールゲートが閉じま
す。

■OPEN スイッチを使って開けると
きは 

OPEN
スイッチ

■セーフティー機構 

警告
はさまれた物の形状や，はさまれ方に

よってはセーフティー機構が働かないこ

とがあります。手，身体または物などを

はさまないように注意してください。

センサー
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J00417400064

エレクトリックテールゲートを自動で開
けたとき，積雪などの重みによるエレク

トリックテールゲートの落下を感知する
と，自動的にエレクトリックテールゲー
トが閉まります。
落下防止機構が作動しているときは警報
ブザーが鳴り続けます。

J00417500023

エレクトリックテールゲートの自動開閉
中にエンジンを始動すると，バッテリー
の電圧不足により手動操作に切り換わ
り，エレクトリックテールゲートが小刻
みに止まりながら動くことがあります。
これは，エレクトリックテールゲートが
急に開閉することを防止するためであ
り，一度全閉または全開して約 10 秒後に

自動操作ができるようになります。

J00408401111

解錠後，OPEN スイッチを押してテール

ゲートを持ち上げます。

注意
つぎの場合はセーフティー機構が働かな

いようになっています。手や指などをは
さまないように注意してください。

•閉め切り直前（エレクトリックテール

ゲートを確実に閉めるため）

•エレクトリックテールゲートを手動で

閉めるとき

連続してセーフティー機構が働いた場合

は，手動操作に切り換わることがありま

す。このとき，エレクトリックテールゲー
トの位置によっては急に開閉することが

ありますので注意してください。

手動操作に切り換わった場合は，エレク
トリックテールゲートを一度全開または

全閉すれば元通りに自動操作ができるよ
うになります。

アドバイス
環境や使用条件により，人や物などをは

さんだときと同じ衝撃が加わると，セー

フティー機構が働くことがあります。

荷物を出し入れするときやリヤガラスを

清掃するときなどは，センサーを傷つけ

ないようにしてください。自動で閉めら
れなくなります。

■落下防止機構 

アドバイス
エレクトリックテールゲートに積雪等が

ある場合は，エレクトリックテールゲー
トを作動させる前に積雪などを取り除い

てください。

エレクトリックテールゲートを自動で全

開した後すぐに手動で閉めようとする

と，落下防止機構が作動することがあり

ます。

■急開閉防止機構 

注意
急開閉防止機構が作動しているときは，

セーフティー機構が働かないようになっ
ています。手や指などをはさまないよう

に注意してください。

手動操作 

車外から開けるときは

OPEN
スイッチ
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車内からもエレクトリックテールゲート
を開けることができます。 
バッテリー上がりなどで車外から開けら
れなくなったときにご使用ください。

1.車内からインサイドリリースレバー
のカバーを外します。

2.インサイドリリースレバーを矢印の
方向に下げます。

3.エレクトリックテールゲートを押し
ながら開けます。

エレクトリックテールゲートの取っ手に
手をかけてエレクトリックテールゲート
を途中まで引き下げた後，取っ手から手
を離してエレクトリックテールゲートを
軽く押しつけます。

J00407301168

テールゲートイージークローザーはエレ
クトリックテールゲートを閉めるのを補
助する装置です。
エレクトリックテールゲートを半ドアの
位置まで閉めると自動的にエレクトリッ
クテールゲートが閉まります。

アドバイス
OPEN スイッチを押した後すぐに開けな

いと，エレクトリックテールゲートは持
ち上がりません。

その場合はもう一度 OPEN スイッチを押

してエレクトリックテールゲートを持ち

上げます。

バッテリーが上がったり，または外して

いるときは，エレクトリックテールゲー

トを開けることはできません。

車内から開けるときは

警告
通常はインサイドリリースレバーのカ

バーは閉じておいてください。カバーが
開いたままだと荷物などがレバーに当た

り，エレクトリックテールゲートが開い

て思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

閉めるときは

レバー

注意
エレクトリックテールゲートの取っ手に

手をかけたまま直接エレクトリックテー

ルゲートを閉じないでください。手や腕

をはさみ，けがをするおそれがあります。

エレクトリックテールゲートを手動で閉

めるときは，セーフティー機構が働かな

いようになっています。手や指などをは

さまないように注意してください。

テールゲートイージークロー
ザー 

取っ手
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J00401202319

セキュリティーアラームは，車両内への
不正侵入防止のため，キーレスエント
リーまたは，キーレスオペレーション機
能で解錠せずにドアやテールゲートを開
けたとき，またはエンジンフードを開け
たときに警報を作動させ，周囲に異常を
知らせるシステムです。

工場出荷時は，セキュリティーアラーム
が「作動しない」に設定されています。
設定を変更するときは「セキュリティー
アラームの設定変更のしかた」の手順に
したがって操作してください。P.2-30
スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ
ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧
ください。

警告
テールゲートイージークローザー作動中

に手や指などをはさまないように注意し
てください。作動中に手や指などをはさ

みそうになったときは，エレクトリック
テールゲートの OPEN スイッチを押して

ください。エレクトリックテールゲート
が半ドアの位置まで戻ります。

注意
エレクトリックテールゲート内側のラッ

チに触れないでください。テールゲート

イージークローザーが作動してラッチで
指などをはさむおそれがあります。

エレクトリックテールゲートメインス

イッチが OFF のときでもテールゲート

イージークローザーは作動します。手や
指などをはさまないように注意してくだ

さい。

ラッチ

アドバイス
OPEN スイッチを連続で押すと保護回路

が働いてテールゲートイージークロー
ザーが一時的に作動しなくなることがあ

ります。
このようなときはしばらくしてから（約

1 分後）OPEN スイッチを押すとエレク

トリックテールゲートが開きます。

セキュリティーアラーム 

アドバイス
キーレスエントリーまたはキーレスオペ

レーション機能以外の操作で（キーやセ
ンタードアロックスイッチを使って）す

べてのドアおよびテールゲートを施錠し
たときは，このシステムは働きません。

三菱自動車純正品以外の部品を装着する

と，セキュリティーアラームに影響をお

よぼすおそれがあります。

キーレスオペレーションキーのスイッチ

を押しても施錠，解錠およびセキュリ

ティーアラームのセット，解除ができな

いときには電池の消耗が考えられます。
新しい電池に交換してください。

「電池交換のしかた」P.2-6
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2セキュリティーアラームにはシステム準
備状態，システム作動可能状態，警報作
動，システム作動解除の 4 つの状態があ

ります。
それぞれの状態に応じて，ブザー，セキュ
リティーインジケーター，非常点滅灯ま
たはホーンがつぎの通り作動します。

（ブザーが断続的に鳴り，セキュリティー
アラームインジケーターが点滅する）

キーレスエントリーの LOCK スイッチを

押す，またはキーレスオペレーション機
能ですべてのドアおよびテールゲートを
施錠した後，システム作動可能状態にな
るまでの準備時間です。
車内に荷物を忘れたり，ドアガラスを閉
め忘れたのに気がついて，一時的にキー
レスエントリーまたはキーレスオペレー
ション機能を使わずにドアを開けたとき
に警報しないよう，この状態を設定して
います。

（ブザーは停止し，セキュリティーインジ
ケーターの点灯時間が短くなり，点滅し
続ける）

システム準備状態が過ぎると，システム
作動可能状態になります。
作動可能状態のとき，不正にドアなどが

開けられると警報が作動し，周囲に異常

を知らせます。

車内警報（約 10 秒間）:

ブザーが鳴り，車内に異常を知らせま
す。

車外警報（約 30 秒間）:

非常点滅灯が点滅し，ホーンが鳴り，
周囲に異常を知らせます。

「警報作動」P.2-32

システム準備状態，システム作動可能状
態のときにシステムの作動を解除するこ
とができます。
また，警報が作動しているときも警報作
動を解除することができます。
「システム作動の解除のしかた」P.2-32
「警報作動の解除のしかた」P.2-33

システムの基本状態 

準備状態，作動可能状態，車内警報

セキュリティーインジケーター

車外警報

システム準備状態 : 約 20 秒間 

システム作動可能状態 

警報作動 

アドバイス
警報が停止した後も警報作動する状況が

繰り返されると，車外警報が再び作動し

ます。

システム作動解除 
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J00402701066

セキュリティーアラームの設定を「作動

する」または「作動しない」のいずれか

に変更することができます。つぎの手順
にしたがって設定を変更してください。

1.エンジンスイッチの電源モードを
OFF にします。

2.ライトスイッチをOFF位置にして，運

転席ドアを開いたままにします。

3.フロントワイパー・ウォッシャース
イッチを手前に引いたまま保持しま
す。
（電源モードが OFF のため，ウォッ

シャー液は出ません。）

4.約 10 秒経過するとブザーが鳴ります

が，フロントワイパー・ウォッシャー
スイッチは手前に引いたまま保持し
てください。
（フロントワイパー・ウォッシャース
イッチを離すと，設定変更モードが無
効になります。
やり直すときは手順3.からもう一度操

作してください。）
5.ブザーが鳴り止んだら，フロントワイ
パー・ウォッシャースイッチを手前に
引いたままキーレスエントリーの
UNLOCK スイッチを押してセキュリ

ティーアラームの設定状態を選択し
ます。
設定状態は UNLOCK スイッチを押す

ごとに切り換わり，ブザーの回数に
よって確認できます。

アドバイス
他の人にお車を貸されるときや，セキュ

リティーアラームの作動について知らな
い人が運転されるときは，セキュリ

ティーアラームについて十分ご説明いた
だくか，セキュリティーアラームを「作

動しない」に設定してください。セキュ

リティーアラームについて知らない人が
誤って解錠すると，警報が作動し，周囲

への迷惑となります。

セキュリティーアラームの設
定変更のしかた 
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6.つぎのいずれかの操作でシステム設
定変更モードが終了します。
•フロントワイパー・ウォッシャース

イッチを離す
•運転席ドアを閉じる

•ライトスイッチをOFF位置以外にす

る
•設定を変更しないまま約30秒経過す

る
•電源モードを ON にする

J00402802077

あらかじめセキュリティーアラームを
「作動する」に設定した後，つぎの手順で
システム作動可能状態にセットします。

1.電源モードを OFF にします。

2.車両から出てすべてのドア，テール
ゲートおよびエンジンフードを閉じ
ます。

3.キーレスエントリーのLOCKスイッチ

を押す，またはキーレスオペレーショ
ン機能ですべてのドアおよびテール
ゲートを施錠します。
キーレスエントリーまたはキーレス
オペレーション機能による施錠操作
で，システム準備状態になります。こ
のとき確認のためのブザーが断続的
に鳴り，セキュリティーインジケー
ターが点滅します。

ブザーの
回数

セキュリティーアラームの
設定状態

1 回 警報作動しない

2 回 警報作動する

UNLOCK
スイッチ

アドバイス
セキュリティーアラームの設定変更がわ

かりにくいときは三菱自動車販売会社に
ご相談ください。

セキュリティーアラームを「作動する」に

設定した場合も，万一のため，車を離れ
るときは車内に貴重品を置いたままにし

ないでください。

セキュリティーアラームの
セットのしかた 

LOCK スイッチ

UNLOCK スイッチ

アドバイス
キーレスエントリーまたはキーレスオペ

レーション機能以外の操作で（キーやセ

ンタードアロックスイッチを使って）す
べてのドアおよびテールゲートを施錠し

たときは，システム準備状態になりませ
ん。

セキュリティーインジケーター
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4.約 20 秒後，ブザーが止まり，セキュ

リティーインジケーターの点滅速度
が遅くなり始めたらシステム作動可
能状態です。システム作動可能状態中
は，セキュリティーインジケーターは
点滅し続けます。

J00402901954

システム準備状態またはシステム作動可
能状態のときに，つぎの方法でシステム
作動を解除することができます。

キーレスエントリーの UNLOCK ス

イッチを押す

電源モードを ON または ACC にする

システム準備状態のとき，いずれかの

ドア，テールゲートを開ける
キーレスオペレーションキーを携帯

し，ドアスイッチまたはテールゲート
の OPEN スイッチで解錠する

J00403002223

システム作動可能状態のときに，キーレ
スエントリーの操作またはキーレスオペ
レーション機能で解錠せずに，いずれか
のドア，テールゲートまたはエンジン
フードを開けると警報作動します。

エンジンフードが開いているときは，セ

キュリティーインジケーターが点灯し，
システム作動可能状態になりません。

エンジンフードを閉めるとシステム準備
状態になり，約 20 秒後にシステム作動可

能状態になります。

アドバイス
車内に人が乗っている状態，またはドア

ガラスが開いた状態でもセキュリティー
アラームは作動します。警報の思わぬ作

動を防ぐため，車内に人が乗っている状
態ではシステム作動可能状態にしないで

ください。

システム作動の解除のしかた 

アドバイス

アドバイス
システム準備状態のときにエンジンフー

ドを開けるとシステム準備状態が中断

し，エンジンフードを閉めるとシステム
準備状態に戻ります。

システム準備状態のときにバッテリー端

子を外すと記憶は消去されます。

キーレスオペレーションキーは 4 個まで

登録できます。

登録済みのキーであれば，セットした

キーと別のキーを使ってもシステムを解
除することができます。

キーの追加登録については三菱自動車販
売会社にお問い合わせください。

UNLOCKスイッチまたはドアスイッチを

押して解錠しても約30秒以内にドアおよ

びテールゲートを開けなければ自動的に

施錠されます。このときもシステム準備
状態になります。

UNLOCKスイッチまたはドアスイッチを

押した後，自動的に施錠されるまでの時

間を調整することができます。詳しくは
三菱自動車販売会社にご相談ください。

スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で調整することができ
ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

警報作動 

アドバイス
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1.車内警報が約 10 秒間作動します。 2.車外警報が約 30 秒間作動します。

非常点滅灯が点滅し，ホーンが断続的
に鳴ります。

3.警報が停止した後も警報作動する状
況が繰り返されると，車外警報が再び
作動します。

J00403100709

つぎの方法で警報作動を止めることがで
きます。

キーレスエントリーの LOCK または

UNLOCK スイッチを押す

〔LOCK スイッチを押したとき，すべ

てのドアおよびテールゲートが閉じ
ていれば施錠し，再びシステム準備状
態になります〕

電源モードを ON または ACC にする

キーレスオペレーションキーを携帯

し，キーレスオペレーション機能でド
アおよびテールゲートを施錠または
解錠する

アドバイス
システム作動可能状態のときにエンジン

フードを開けると車内警報は作動せず，

すぐに車外警報が作動します。

車内警報の時間を調整することができま

す。詳しくは三菱自動車販売会社にご相

談ください。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で調整することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧
ください。

警報作動の解除のしかた 

アドバイス
車内警報中にドアまたはテールゲートを

閉じても警報作動は解除されません。

電源モードをONにしたときブザーが4回
鳴り，セキュリティーインジケーターが

4 回点滅したときは，駐車中に警報が作

動したことを示しています。

盗難にあっていないかお車の中を確認し
てください。

バッテリーを外しても警報作動の記憶は

消去されません。
一時的にバッテリーを外して警報作動し

ないようにしても，バッテリーを再び接

続するとすぐに警報し，周囲に異常を知
らせます。



パワーウインドウ

2-34 各部の開閉

2 J00401502051

運転席スイッチで全席のドアガラスの開
閉をすることができます。
エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときにスイッチを押すと開き，引き上げ
ると閉まります。
スイッチを強く押したり，強く引き上げ
ると自動的に全開，全閉します。
途中で止めたいときはスイッチを反対方
向に操作します。

電源モードが ON のときにスイッチを押

すと開き，引き上げると閉まります。
後席ドアガラスは全開しません。

J00405201916

エンジンを止めた後でも約30秒間はドア

ガラスを開閉することができます。この
時間内に運転席ドアを開けるとさらに約
30 秒間ドアガラスの開閉ができます。た

だし，運転席ドアを閉めるとドアガラス
の開閉操作はできなくなります。

J00404300809

お子さまを乗せるときはロックスイッチ
を ON にしてください。

パワーウインドウ 

警告
パワーウインドウを閉じるときは，安全

のため同乗者が窓から顔や手を出してい

ないことを確認してください。

安全のためパワーウインドウの操作はお

子さまではなく大人が行ってください。
車を離れるときは必ずお子さまも一緒に

連れて出てください。
車内にキーを残したままにしておくと，

お子さまがいたずらをして手や首をはさ

むおそれがあります。

開ける 閉じる

運転席スイッチ 

アドバイス
スイッチを連続で操作するとパワーウイ

ンドウの保護機能が働き，ドアガラスが

自動で開閉できなくなることがありま

す。このようなときはドアガラスが完全
に閉じるまでスイッチを引き上げれば，

ドアガラスを自動で開閉できるようにな
ります。

運転席側

後席右側

助手席側

後席左側

助手席 , 後席スイッチ 

タイマー機構 

ロックスイッチ 



サンルーフ

各部の開閉 2-35

2

助手席，後席スイッチを操作してもドア
ガラスは開閉できなくなります。
解除するときはもう一度押します。

J00403201778

万一，手や首などをはさんだ場合は安全
のため自動的にドアガラスが少し下がり
ます。
ドアガラスが下がった後，再度スイッチ
を引き上げるとドアガラスを閉めること
ができます。

J00401801549Aアドバイス
ロックスイッチがONのときは，運転席ス

イッチでは運転席ドアガラスのみ開閉す

ることができます。

セーフティー機構 

警告
電源モードが ON のときパワーウインド

ウスイッチを引き上げている間は，セー
フティー機構は働きません。

手や首をはさまないように注意してくだ
さい。

手や首などをはさんで故意にセーフ

ティー機構を働かせないでください。

万一，手や首をはさんだ場合，重大な事
故につながるおそれがあります。

注意
ドアガラスを確実に閉めるため，閉め切

り直前ではセーフティー機構が働かない
ようになっています。指などをはさまな

いように注意してください。

アドバイス
環境や走行条件により，手や首などをは

さんだときと同じ衝撃が加わると，セー
フティー機構が働くことがあります。

バッテリーを外したとき，またはパワー

ウインドウのヒューズを外したときは，
セーフティー機構が働かなくなります。

また，ドアガラスが自動的に完全に開か
なくなったり，閉じなくなったりします。

この場合は，つぎの操作をすれば正常に

戻ります。
ドアガラスが完全に閉じるまで，繰り返

し運転席スイッチを引き上げてくださ
い。つぎに，いったんスイッチから手を

離し，再度約 1 秒間スイッチを引き上げ

て保持してください。

サンルーフ 

アドバイス



サンルーフ

2-36 各部の開閉

2
エンジンスイッチの電源モードが ON の

とき，スイッチを（1）の方向に押すと自

動的に開きます。
途中で止めたいときは，スイッチを（2）
の方向に押すか，または（3）の方向に押

します。

電源モードが ON のとき，スイッチを（3）
の方向に押すと全閉します。
途中で止めたいときは，スイッチを（2）
の方向に押すか，または（1）の方向に押

します。

電源モードが ON のとき，スイッチを（2）
の方向に押すとサンルーフの後端が上が
ります。（チルトアップ）
スイッチを（3）の方向に押すとサンルー

フが閉じます。（チルトダウン）

J00403500400

万一，手や首などをはさんだ場合は安全
のため自動的にサンルーフが数 cm 開き

ます。サンルーフが開いた後スイッチで
サンルーフを閉めることができます。
５回以上連続してセーフティー機構が働
いたときは，サンルーフが正常に閉まら
なくなります。
このようなときは，つぎの手順でサン
ルーフの初期化を行ってください。

1.サンルーフを数 cm 開きます。

2.チルトアップスイッチを約 10 秒間押

し続けます。
3.サンルーフが自動的にチルトアップ
の位置まで小刻みに動きます。

4.サンルーフが自動的にチルトアップ
の位置で停止したら初期化は完了で
す。

初期化を行っても，サンルーフが正常に
戻らないときは三菱自動車販売会社へ相
談してください。

開けるときは 

アドバイス
サンルーフは全開の手前で一時停止しま

す。

再度スイッチを押すと完全に開きます。

閉めるときは 

チルトアップするときは（サン
ルーフの後端を上げる）  

セーフティー機構 

アドバイス
環境や走行条件により，手や首などをは

さんだときと同じ衝撃が加わると，セー

フティー機構が働くことがあります。

警告
サンルーフを閉じるときは，安全のため

同乗者がサンルーフから手や顔を出して

いないことを確認してください。

安全のためサンルーフの操作はお子さま

ではなく大人が行ってください。

車を離れるときは必ずお子さまも一緒に

連れて出てください。
車内にキーを残したままにしておくと，

お子さまがいたずらをして手や首などを
はさむおそれがあります。 

走行中はサンルーフ開口部から手や顔，

荷物などを絶対に出さないでください。

注意
サンルーフを確実に閉めるため，閉め切

り直前ではセーフティー機構が働かない

ようになっています。指などをはさまな

いように注意してください。



フューエルリッド（燃料補給口）

各部の開閉 2-37

2

J00403600108

手動で開閉することができます。
J00402300717

フューエルリッド（燃料補給口）は車両
の左側後方にあります。

アドバイス
サンルーフを自動で開けると，全開前に

いったん作動を停止します。
この位置で走行すると全開状態に比べて

風切音が小さくなります。

降雪時，厳寒時は凍結することがありま

すので開閉操作は行わないでください。

故障の原因となります。

サンルーフやルーフ開口部の縁に腰をか

けたり荷物を乗せるなどの大きな力を加
えないでください。サンルーフが破損す

るおそれがあります。

サンルーフが全開または全閉した後はス

イッチを押し続けないでください。

サンルーフスイッチを押してもサンルー

フが動かないときは，すぐにスイッチか

ら手を離しサンルーフに何かはさまれて
いないか確かめてください。何もはさま

れていないのにサンルーフが動かないと

きは三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

スキーキャリアまたはルーフキャリアを

装着しているとき，チルトアップすると

種類によってはキャリアと当たる場合が
ありますので気をつけて操作してくださ

い。

車から離れるときや洗車時にはサンルー

フが完全に閉じていることを確認してく

ださい。

サンルーフ開口部周囲のウェザースト

リップ（黒いゴム）にワックスが付くと
サンルーフとの密着が悪くなります。

ワックスがけを行うときは気をつけてく
ださい。

雨が降った後や洗車後に開けるときは，

車内に水が入るおそれがありますのでサ

ンルーフの水を拭き取ってください。

エンジンをかけずに何度もサンルーフを

開閉するとバッテリーが上がることがあ

ります。なるべくエンジンがかかってい

るときに操作してください。

サンシェードを開閉するとき
は 

アドバイス 注意
開閉するときは，指をはさまれないよう

に注意してください。

アドバイス
サンシェードはサンルーフを開けるとき

連動して開きます。

サンシェードは必ずチルトダウンしてか

ら閉めてください。

サンルーフが開いた状態でサンシェード

のみ閉じることはできません。

フューエルリッド（燃料補
給口） 



給油するときは

2-38 各部の開閉

2 J00405001813

1.運転席右下のレバーを引き上げて
リッド（補給口）を開けます。

2.フューエルキャップのつまみを持ち，
ゆっくり左に回して外します。

J00405100295

1.フューエルキャップをカチッカチッ
と音がするまで右に回して閉めます。

2.フューエルリッドを手で軽く押して
閉めます。

J00415401067

給油するときは，つぎの内容をしっかり
読んでから給油を行ってください。

開けるときは 

アドバイス
フューエルキャップのひもをリッド裏側

のフックにかけてキャップを固定するこ

とができます。

燃料は必ず指定された燃料をご使用くだ

さい。
「燃料の量と種類」P.12-2

閉めるときは 

給油するときは 

警告
燃料を補給するときは火気厳禁です。

燃料は引火しやすいため火災や爆発のお
それがあります。

•必ずエンジンを止めてください。

•たばこ，ライター，携帯電話などは使用

しないでください。

フューエルキャップを外す前に車体や給

油機の金属部分に触れて，必ず身体の静
電気を除去してください。

静電気を帯びていると，放電による火花

で気化した燃料に引火するおそれがあり
ます。



給油するときは

各部の開閉 2-39

2リッド（補給口）の開閉，フューエル

キャップの取り付け，取り外しなど，給
油操作は必ず一人で行い，補給口に他の

人を近づけないでください。
複数で行うと他の人が帯電していた場

合，気化した燃料に引火するおそれがあ

ります。

給油が終わるまで補給口から離れないで

ください。途中，シートに座るなどする

と，再帯電するおそれがあります。

急激にフューエルキャップを回さないで

ください。急激に回すと，燃料タンク内
の圧力により，補給口から燃料が吹き返

すおそれがあります。

フューエルキャップをゆるめたときに

シューッという音がしたときは，音がし

なくなるまで待ってから，フューエル

キャップをゆっくり回してください。

気化した燃料を吸わないように注意して

ください。燃料には有毒な成分を含んで

いるものもあります。

給油中はドアおよびドアガラスを閉めて

ください。車内に気化した燃料が侵入す
るおそれがあります。

補給口に給油ノズルを確実に差し込んで

ください。
給油ノズルが正しく差し込まれていない

と，燃料がこぼれるおそれがあります。

給油ノズルが自動的に停止したら給油を

終了してください。
つぎ足しを繰り返すと燃料があふれ出る

おそれがあります。

警告
フューエルキャップを閉めたときは，確

実に閉まっていることを確認してくださ
い。確実に閉まっていないと燃料が漏れ，

火災になるおそれがあります。

三菱自動車純正以外のフューエルキャッ

プは使用しないでください。

燃料をこぼさないように注意してくださ

い。塗装の変色，シミ，ひび割れの原因

になります。付着したときは，柔らかい
布などでふき取ってください。

ガソリンスタンドに掲示されている注意

事項を守ってください。

給油方法についてご不明な点は，ガソリ

ンスタンドの係員にご相談ください。

警告
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シートアレンジ

3-2 安全装備

3

J00500100611

お好みに合わせて，つぎのようなシートアレンジをすることができます。

シートアレンジ 

通常の使い方

フラットシート
 P.3-11

荷室の作り方

セカンドシートの折りたたみ
P.3-9

サードシートの折りたたみ
P.3-10



シート調整

安全装備 3-3

3

J00500201488

シート各部の調整は走行前に行ってくだ
さい。

J00500300714

正しい運転姿勢がとれるように，つぎの
点に注意してシートを調整してくださ
い。

シート調整 

警告
シートの調整は必ず走行前に行ってくだ

さい。走行中にシートを調整すると必要

以上に動くことがあり，重大な事故につ
ながるおそれがあります。

シートの調整をした後は，シートが確実

に固定されていることを確認してくださ

い。シートが固定されていないとシート
が動き，重大な事故につながるおそれが

あります。

シートの背もたれを必要以上に倒して走

行しないでください。急ブレーキをかけ
たときや衝突したときなどに，身体が

シートベルトの下にもぐり，重大な傷害
を受けるおそれがあります。

シートの下に物を置かないでください。

物がはさまってシートが固定されず，思

わぬ事故につながるおそれがあります。
また，シートなどの故障の原因になりま

す。

注意
シートの調整は必ず大人が行ってくださ

い。お子さまが操作すると思わぬ事故を

起こすおそれがあります。

フロントシートの背もたれを調整すると

きは，背もたれに身体を添わせるか，手
を添えて行ってください。背もたれが急

に戻り顔などにあたるおそれがありま
す。

シートを操作しているときは，シートの

下や動いている部分に手足を近づけない

でください。はさまれてけがをするおそ
れがあります。

シートの下に落とした物を拾うときや車

内を清掃するときなど，シートの下に手

を入れるときは十分注意してください。
シートレールやシートフレームなどでけ

がをするおそれがあります。

セカンドシートを折りたたんだ状態でフ

ロントシートを調整するときは，跳ね上

げたシートクッションに強い力が掛から

ないように注意してください。
無理にフロントシートを調整すると，フ

ロントシートのカバーに穴が開いたり，
セカンドシートクッションの取り付け金

具が変形するおそれがあります。

フロントシート 

注意

警告
背もたれと背中の間にクッションなどを

入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないため，思わぬ

事故につながるおそれがあります。

ヘッドレストの中央部を

できるだけ耳の高さにする

ハンドルが楽に操作できる

ペダルが十分に

踏み込める

シートベルトが正しく

着用できるP.3-12

背すじをのばし背もたれに
軽くつける



フロントシート

3-4 安全装備

3

J00514701110
A

調整のしかた 

手動式 

1-前後調整
レバーを引き上げたまま調整します。

2-背もたれの角度調整
レバーを引き上げたまま調整します。

3-高さ調整（運転席のみ）
レバーを繰り返し操作して調整しま
す。

4-ランバーサポート（腰部張出量調整，

運転席のみ）
スイッチを押して調整します。

電動式 



フロントシート

安全装備 3-5

3

J00501301688A

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときにスイッチを LO または HI にすると

ヒーターが作動し，スイッチ内の表示灯
が点灯します。

1-前後調整
スイッチを前後に操作して調整しま
す。

2-背もたれの角度調整
スイッチの上部を前後に操作して調
整します。

3-高さ調整
スイッチの前後部を上下に操作して
調整します。
スイッチ全体を操作するとシート全
体が動きます。

4-ランバーサポート（腰部張出量調整，

運転席のみ）
スイッチを押して調整します。

フロントシートヒーター 

1 - 運転席用スイッチ
2 - 助手席用スイッチ
HI - 急速暖房
LO - 通常暖房
OFF（中立） - 暖房停止

注意
長時間の連続使用は低温やけど（水ぶく

れなど）の原因になります。特につぎの

ような方は注意してください。

•乳幼児，お子さま，お年寄，病気の方，

身体の不自由な方

•皮膚の弱い方

•疲労の激しい方

•飲酒した方およびねむけをさそう薬を

飲んだ方（かぜ薬など）

重い荷物をシートの上に置いたり，針や

くぎなどをシートに刺したりしないでく

ださい。

表示灯

毛布や座ぶとんなど保温性のよいものを

シートにかけないでください。過熱の原
因となります。

シートを手入れするとき，ベンジン，ガ

ソリン，およびアルコールなどの有機溶
剤を使用しないでください。シート表面

およびヒーターの損傷原因となります。

水，ジュースなどをこぼしたときは十分

乾かしてから使用してください。

アドバイス
エンジン停止状態での連続使用はバッテ

リー上がりの原因になりますので，エン
ジンをかけた状態で使用してください。

スイッチのHI 側は消費電力が大きいので

シートが適温に暖められたら LO または

OFF にしてください。

注意
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J00502101175 J00502500257

手前に倒して使用します。
元に戻すときは，背もたれと同じ面にな
るまで後ろに押しつけます。

J00502600245

レバーを引き上げたまま背もたれを前に
倒し，シート全体を前方へ移動させてく
ださい。
シートを元に戻すときは，シート全体を
後方へ固定したい位置まで移動し，背も
たれを固定するまで起こします。
元にもどした後は，確実に固定されてい
ることを確認してください。

セカンドシート 

調整のしかた 

1- 前後調整
レバーを引き上げたまま調整しま
す。

2- 背もたれの角度調整
レバーを引き上げたまま調整しま
す。

アームレスト（ひじ掛け） 

アドバイス
アームレストの上に乗ったり座ったりし

ないでください。アームレストが破損す

るおそれがあります。

アームレストを倒すとカップホルダー

（後席用）があります。
「カップホルダー」P.6-8

サードシートへの乗り降り
（ウォークイン機構） 

警告
背もたれを前に倒した状態で運転しない

でください。シートが固定されていない

ため，急ブレーキをかけたときや衝突し
たときなどに重大な傷害を受けるおそれ

があります。
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J00502801156

ストラップを引き上げたまま，背もたれ
の角度を調整します。

J00503401869

J00532401278

ヘッドレストの中央部ができるだけ耳の
高さになるように調整します。
耳の高さに届かない場合（特に背の高い
人など）は，固定できる範囲で一番高い
位置に調整してください。
上げるときはそのまま引き上げ，下げる
ときは固定ボタンを押しながら下げま
す。

カチッと音がするまで引き上げます。
上げるときはそのまま引き上げ，下げる
ときは固定ボタンを押しながら下げま
す。

サードシート 

調整のしかた 

ヘッドレスト 

警告
ヘッドレストは走行前に必ず取り付けて

ください。
ヘッドレストを取り外したままで走行す

ると，万一，衝突したときなどに重大な

傷害を受けるおそれがあります。

ヘッドレストの効果を十分に発揮させる

ため，つぎのことをお守りください。

•ヘッドレストを正しい位置に調整する。

•背もたれと背中の間にクッションなど

を入れない。

上下調整 

フロントシート

警告

固定ボタン

セカンドシート，サードシート

固定ボタン
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J00508900107

固定ボタンを押したまま，いっぱいに引
き上げて取り外します。

J00509001623

切り欠きのあるヘッドレストステーが固
定ボタン側になるように，固定ボタンを
押しながら差し込みます。

J00503501437

セカンドシートまたはサードシートを折
りたたんで荷室を作ることができます。

警告
セカンドシートおよびサードシートに座

る場合は，ヘッドレストを下げた状態で
走行しないでください。衝突したときな

どに重大な傷害を受けるおそれがありま
す。走行前に必ずヘッドレストを固定で

きる高さまで引き上げてください。

取り外すときは 

取り付けるときは 

注意
前後の向きを間違えて取り付けると，

ヘッドレストは固定できません。

ヘッドレストを取り付けた後，固定ボタ

ンがロックされていることを確認してく

ださい。

切り欠き

固定ボタン

例：フロントシート

　　取付け時

ロックされた

状態

固定ボタン 固定ボタン

荷室の作り方 

警告
走行中に荷室に人が乗ったり，お子さま

を遊ばせないでください。また，セカン

ドシートを折りたたんだ状態でサード
シートを使用しないでください。

急ブレーキをかけたときや衝突したとき

などに重大な傷害を受けるおそれがあり
ます。

注意
室内にはシートの高さ以上に荷物を積ま

ないでください。また荷物は確実に固定
してください。

後方が確認できなくなったり，急ブレー

キをかけたときなどに荷物が前方に飛び
出して思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

アドバイス
シートの折りたたみは片側ずつ操作でき

ます。
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J00503701022

1.ヘッドレストを一番下の位置まで下
げます。
「ヘッドレスト：上下調整」P.3-7

2.中央席用シートベルトを格納します。
「分離格納式シートベルト」P.3-17
「セカンドシート／サードシートベ

ルトの格納のしかた」P.3-19
3.セカンドシートを一番後ろの位置に
調整します。「セカンドシート：調

整のしかた」P.3-6

4.シートクッションの前部を引き上げ
ます。

5.シートクッションを前方へ跳ね上げ
ます。その後，レバーを荷室モードの
位置に動かしてください。

6.シートベルトのバックルを前に倒し
ます。

7.レバーを引き上げて，背もたれを前に
倒します。

セカンドシートの折りたたみ 

折りたたむときは 

アドバイス
セカンドシートの位置が一番後ろの位置

でないと，セカンドシートを折りたたむ

ことができないことがあります。
レバー

注意
プラスチックカバーの上に乗ったり，荷

物を乗せないでください。カバーが破損

するおそれがあります。

プラスチック
カバー
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1.背もたれを確実に固定するまで起こ
します。

2.レバーがウォークインモードの位置
にあることを確認します。ウォークイ
ンモードの位置にないときは，レバー
を動かしてください。

3.シートベルトのバックルを持ち上げ
ながら，シートクッションをゆっくり
と下ろします。フックが図に示す位置
にあることを確認します。

4.シートクッションを確実に固定する
まで押し下げます。

5.シートベルトのバックルがシート
クッションの上にあることを確認し
てください。

J00504100013

1.ヘッドレストを一番下の位置まで下
げます。
「ヘッドレスト：上下調整」P.3-7

2.ストラップを引き上げたまま，背もた
れを前に倒します。

注意
跳ね上げたシートクッションの上に人や

荷物などを乗せないでください。シート
の取り付け金具が変形し，シートが車両

に固定できなくなるおそれがあります。

アドバイス
一旦背もたれを折りたたむと，荷室モー

ドからウォークインモードに自動的に切

り替わります。

戻すときは 

フック サードシートの折りたたみ 

折りたたむときは 



フラットシートの作り方

安全装備 3-11

3

ストラップを引きながら，背もたれを確
実に固定するまで起こします。
背もたれを戻した後は背もたれを軽くゆ
すり，確実に固定されていることを確認
します。

J00504500554

シートを倒して大きな空間を作ることが
できます。

1.フロントシートのヘッドレストを取
り外します。
セカンドシートのアームレストを起
こします。
「ヘッドレスト : 取り外すときは」
P.3-8
「アームレスト」P.3-6

2.セカンドシートを後方へいっぱいま
で移動させます。
「調整のしかた」P.3-6

戻すときは 

フラットシートの作り方 

警告
フラットにした状態で人や荷物を乗せて

走行しないでください。

急ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに，重大な傷害を受けたり，荷物が

飛び出して重大な事故につながるおそれ

があります。

注意
フラットにするときは，必ず車を安全な

場所に止めてから行ってください。

フラットにする操作は必ず大人が行って

ください。
お子さまが操作すると思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

フラットにしたときは，シートの上を歩

き回らないでください。シートから足を
踏み外すと危険です。必ずシートの中央

を踏んで，ゆっくり移動してください。

アドバイス
フラットにしたときは，背もたれ上部に

飛び乗ったり，強い衝撃を与えないでく

ださい。シートが損傷することがありま

す。 
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3.フロントシートを前方へいっぱいま
で移動させ，背もたれを倒します。
「調整のしかた」P.3-4

4.セカンドシートの背もたれを倒しま
す。
「調整のしかた」P.3-6

5.これでフラットシートの完成です。
戻すときは逆の手順で行います。

J00505101727

シートベルトは万一の場合，運転者と同
乗者の安全を守ります。シートベルトは
つぎの使用方法，注意を守り，運転する
前に必ず着用してください。

シートベルト 

警告
車に乗るときは必ず全員がシートベルト

を着用してください。ベルトを着用しな
いと急ブレーキをかけたときや衝突した

ときなどに身体がシートに保持されず，

車外に投げ出されたりして，重大な傷害
を受けるおそれがあります。

上体を起こし深く座り
シートを正しい位置に

調整する
肩に十分

かかるように

ねじれて

いない
ように

腰部ベルトは必ず腰骨の
できるだけ低い位置にかける
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肩部ベルトは脇の下を通さないで，肩に

十分かかるように着用してください。ベ
ルトが肩に十分かかっていないと衝突し

たときなどに身体が前方に投げ出され，
重大な傷害を受けるおそれがあります。

腰部ベルトは腹部にかけないでくださ

い。衝突したときなどに腹部などに強い

圧迫を受け，シートベルトにより重大な
傷害を受けるおそれがあります。

ベルトは 1 人用です。2 人以上で使用しな

いでください。衝突のときなどにベルト

が正常に働かず，重大な傷害を受けるお
それがあります。

シートの背もたれを必要以上に倒して走

行しないでください。急ブレーキをかけ
たときや衝突したときなどに，身体が

シートベルトの下にもぐり，重大な傷害

を受けるおそれがあります。

シートベルトは上体を起こして，シート

に深く腰かけた状態で着用してくださ

い。正しい姿勢で着用しないと十分な効
果を発揮しないおそれがあります。正し

い姿勢については「フロントシート」を

参照してください。 P.3-3
シートベルトはねじれのないように着用

してください。ねじれがあるとベルトの

幅が狭くなり，衝突したときなどに局部
的に強い力を受けてシートベルトにより

重大な傷害を受けるおそれがあります。

警告
ハンドルやインストルメントパネルに必

要以上に近づいて運転しないでくださ
い。衝突したときなどにシートベルトが

十分な効果を発揮しないおそれがありま
す。

お子さまでもシートベルトを必ず着用さ

せてください。ひざの上でお子さまを抱

いていても，急ブレーキをかけたときや
衝突したときなどに十分に支えることが

できず，お子さまが重大な傷害を受ける
おそれがあります。

シートベルトは，大人の体格に合わせて

設計されています。シートベルトを着け

たとき肩部のベルトが首，あご，顔など
に当たる場合や，腰部ベルトが腰骨にか

からないような小さなお子さまは通常の

シートベルトでは衝突のとき強い圧迫を
受け，シートベルトにより重大な傷害を

受けるおそれがあります。体格に合った
チャイルドシートを使用してくださ

い。「チャイルドシート」P.3-20
お子さまをシートベルトで遊ばせないで

ください。

ベルトを身体に巻き付けたりして遊んで

いると，窒息などの重大な傷害を受ける
おそれがあります。

万一，シートベルトが外せなくなったと
きは，はさみなどでベルトを切断してく

ださい。

警告
妊娠中の女性や疾患のある方も，万一の

ときのためにシートベルトを着用してく
ださい。ただし，局部的に強い圧迫を受

けるおそれがありますので，医師にご相
談のうえ注意事項を確認してからご使用

ください。

妊娠中の方は，腰部ベルトを腹部を避け
て腰部のできるだけ低い位置にぴったり

と着用してください。肩部ベルトは確実
に肩を通し，腹部を避けて胸部にかかる

ように着用してください。

シートベルトを着用する場合は洗たくば

さみやクリップなどでベルトにたるみを
つけないでください。ベルトにたるみが

あると十分な効果を発揮しないおそれが
あります。

ほつれや切り傷ができたり，金具部など

が正常に動かなくなったときは，シート

ベルトを交換してください。異常がある
状態で使用すると衝突時に正常に動か

ず，性能を十分発揮できないおそれがあ

ります。

万一，事故にあって，シートベルトに強

い衝撃を受けた場合は，外観に異常がな

くても必ず交換してください。軽い事故
の場合も三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。ベルト自体が壊れている

場合があり，性能を十分発揮できないお
それがあります。

シートベルトを修理または交換する場合

は三菱自動車販売会社へご相談くださ
い。

警告
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J00505201353

ベルトの長さを調整する必要はありませ
ん。ベルトは身体の動きに合わせて伸縮
しますが，強い衝撃を受けたときは，ベ
ルトが自動的にロックされ身体を固定し
ます。 

J00507800170

1.プレートを持ってシートベルトを
ゆっくりと引き出します。 

2.ベルトがねじれていないか確認した
後，プレートをバックルにカチッと音
がするまではめ込みます。

3.腰部ベルトを腰骨のできるだけ低い
位置にかけ，ベルトを引いて腰部に密
着させます。

バックルや巻き取り装置の内部に異物

（ビニール片，クリップ，ボタンなど）を
入れないようにしてください。またシー

トベルトの改造や取り外し，取り付けを
しないでください。衝突したときなどに

十分な効果を発揮できないおそれがあり

ます。

ベルトが汚れた場合は，中性洗剤を使用

してください。ベンジンやガソリンなど
の有機溶剤の使用や漂白，染色は絶対に

しないでください。
シートベルトの性能が落ち，十分な効果

を発揮できなくなるおそれがあります。

3 点式シートベルト 

警告 アドバイス
ベルトをすばやく引き出すことにより，

ベルトがロックするか確認できます。

セカンドシートベルトのバックルが見つ

からないときは，シートクッションの下

に埋もれていると考えられます。「荷室の
作り方：セカンドシートの折りたたみ」を

参照して，バックルをシートクッション

の上に出してください。P.3-9

着用するときは 

アドバイス
シートベルトがロックしたまま引き出せ

ないときは，一度ベルトを強く引いてか

らベルトをゆるめ，再度ゆっくりと引き
出してください。

プレート

バックル

腰骨のできるだけ
低い位置

引く
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J00507901484

1.プレートを持ってバックルのボタン
を押します。

2.ベルトは自動的に巻き取られますの
で，プレートに手を添えてゆっくり戻
します。

J00514801179

シートベルトを着用しないままエンジン
スイッチの電源モードをONにすると，警

告灯が点灯し，約 6 秒間ブザーが鳴って

シートベルトの着用を促します。

外すときは 

ボタン

アドバイス
ベルトやリングが汚れていると，ベルト

がスムーズに巻き取られないことがあり
ます。ベルトやリングが汚れていれば，中

性洗剤を使用して汚れをふき取ってくだ

さい。

リング
ベルト

シートベルト非着用警告シス
テム 

運転席 • 助手席用 

運転席用

助手席用
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シートベルトを着用せずにそのまま走行
すると（約 8km/h 以上），約 90 秒間警告

灯の点滅とブザーでシートベルトの着用
を促します。また，同時にマルチインフォ
メーションディスプレイ内のインフォ
メーション画面にも警告が表示されま
す。
警告灯の点滅とブザーでの警告は，シー
トベルトを装着するまで繰り返します。

シートベルトを着用しないままエンジン
スイッチの電源モードをONにすると，警

告灯が約 30 秒間点灯し，シートベルトの

着用を促します。
シートベルトを着用せずにそのまま走行
すると（約 8km/h 以上），さらに約 30 秒

間警告灯が点灯しシートベルトの着用を
促します。

J00514900014

肩部ベルトの高さを調整することができ
ます。
ベルトが首，顔に当たったり，肩から外
れて腕にかかってしまうときに調整して
ください。
上げるときはアンカーをそのまま押し上
げ，下げるときはロックノブを押したま
まアンカーを下げます。
調整後はアンカーが固定されていること
を確認します。

警告
警告灯の上にステッカーなどを貼ったり

しないでください。

アドバイス
助手席用の警告は，助手席に組み込まれ

た乗員検知センサーが助手席に掛かる重

量を検知したときに作動します。助手席
に荷物などを置くと，センサーが重量を

検知して，警報が作動することがありま

す。

後席用 

警告
警告灯の上にステッカーなどを貼ったり

しないでください。

アドバイス
警告灯は後席の乗員がいなくても点灯し

ます。

走行中にシートベルトを外したときは，

ブザーが鳴って約30秒間警告灯が点灯し

ます。このとき，シートベルトが装着さ

れていない席の警告灯も同時に点灯しま
す。

ベルトが首，顔に当たるときは
（アジャスタブルシートベルト
アンカー） 

フロントシート

アドバイス
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J00513401136

セカンドシート中央席のシートベルトは
分離格納式となっています。
ベルトは身体の動きに合わせて伸縮しま
すが，強い衝撃を受けたときは，ベルト
が自動的にロックされ身体を固定しま
す。

1.バックルAを背もたれのポケットから

引き出します。
2.プレート A を引き出し，プレート B を

図のように引き出します。

3.プレート A を持ってシートベルトを

ゆっくりと引き出します。

警告
アンカーを調整するときは，肩部ベルト

が首に当たらず，肩の中央に十分かかる

ように調整してください。また，調整後

はアンカーが確実に固定されていること
を確認してください。衝突したときなど

にシートベルトが十分な効果を発揮でき
ず，重大な傷害を受けるおそれがありま

す。

分離格納式シートベルト   

上げるとき 下げるとき
ロックノブ

アンカー

アンカー

アドバイス
ベルトをすばやく引き出すことにより，

ベルトがロックするか確認できます。

セカンドシートベルトのバックルが見つ

からないときは，シートクッションの下

に埋もれていると考えられます。「荷室の
作り方：セカンドシートの折りたたみ」を

参照して，バックルをシートクッション

の上に出してください。P.3-9

着用するときは 

プレート B

バックル A
プレート A

バックル B

注意
プレートを無理に引き出すと天井が破損

するおそれがあります。

アドバイス
シートベルトがロックして引き出せない

ときは，ベルトを強く引いてから一度ベ
ルトをゆるめて，再度ゆっくりと引き出

してください。

プレート A

プレート B
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4.ベルトがねじれていないか確認した
後，プレート A とバックル A のマーク

を合わせてカチッと音がするまでは
め込みます。

5.プレートBをバックルBにカチッと音

がするまではめ込みます。

6.腰部ベルトを腰骨のできるだけ低い
位置にかけ，ベルトを引いて腰部に密
着させます。

1.プレート B を持って，バックル B のボ

タンを押します。

2.先の細いもの（プレート B またはキー

など）を使ってバックル A のボタンを

押し，シートベルトとバックルを分離
します。
ベルトは自動的に巻き取られますの
で，プレートに手を添えて，ゆっくり
戻してください。

警告
シートベルトを使用するときは，必ずプ

レートＡがバックルAに差し込まれた状

態にしてください。結合しない状態で使

用すると，シートベルトが十分な効果を
発揮できず，命にかかわる重大な障害を

受けるおそれがあります。

プレート A

マーク

バックル A

プレート A バックル A

プレート B
バックル B

腰骨のできるだけ

低い位置

引く

外すときは 

ボタン

ボタン

バックル A
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3.シートベルトがすべて巻き取られた
ら，プレート B を上側のスリットへ，

プレートAを下側のスリットへ差し込

みます。

4.バックルBを背もたれのポケットに格

納します。

J00508700222

シートベルトを使用しないときは，プ
レートとバックルを図のように格納して
ください。

ホルダーの前側と後ろ側の切り込みに格
納します。
後ろ側の切り込みにベルト部を通した
後，前側の切り込みにプレートを差し込
みます。

J00505702179

プリテンショナー付シートベルトは，運
転席，助手席およびセカンドシートの左
右に装備されています。 

プリテンショナー機構は，エンジンス
イッチの電源モードが ON のときに乗員

に重大な危害がおよぶような強い衝撃を
車両前方および側方より受けたときに，
シートベルトを瞬時に引き込み，シート
ベルトの効果をいっそう高める装置で
す。セカンド／サードシートベル

トの格納のしかた 

プレート B スリット
スリット

プレート A

格納場所

プレートの格納方法

プリテンショナー機構／
フォースリミッター機構付
シートベルト   

プリテンショナー機構 

警告
プリテンショナー付シートベルトの効果

を十分に発揮させるため，つぎのことを

お守りください。

•シートを正しい位置に調整してくださ

い。
「フロントシート」P.3-3
「セカンドシート」P.3-6

•シートベルトを正しく着用してくださ

い。

 「シートベルト」P.3-12
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衝突時に，シートベルトにかかる荷重を
効果的に吸収し，乗員への衝撃をやわら
げる装置です。

正常なときは，エンジンスイッチの電源
モードを ON にすると点灯し，数秒後に

消灯します。
SRS エアバッグまたはプリテンショナー

機構に異常があるときは，点灯します。
また，マルチインフォメーションディス
プレイ内のインフォメーション画面にも
警告表示が表示されます。

J00506002270

シートベルトを正しく着用できない小さ
なお子さまを乗せるときは，チャイルド
シートをお使いください。
チャイルドシートには主に乳児用（ベ
ビーシート），幼児用（チャイルドシー
ト），学童用（ジュニアシート）の 3 種類

があります。車の仕様やお子さまの体格
に合わせて適切なチャイルドシートをお
選びください。
取り付け方法はチャイルドシートに添付
の取扱説明書にしたがってください。

プリテンショナー付シートベルトやフロ

アコンソール付近の修理，カーオーディ
オ等の取り付けをする場合はプリテン

ショナー機構に影響をおよぼすおそれが
ありますので，三菱自動車販売会社にご

相談ください。

注意
廃車するときは三菱自動車販売会社へご

相談ください。プリテンショナー付シー
トベルトが思いがけなく作動し，けがを

するおそれがあります。

アドバイス
プリテンショナー付シートベルトはシー

トベルトを装着していなくても，前方お
よび側方からの強い衝撃を受けると作動

します。

プリテンショナー付シートベルトは一度

作動すると再使用できません。

三菱自動車販売会社で運転席，助手席側

を同時に交換してください。

フォースリミッター機構 

警告 SRS エアバッグ／プリテン
ショナー機構警告灯 

警告
警告灯がエンジンスイッチの電源モード

を ON にしても点灯しない場合や点灯し

たままの場合，または走行中に警告表示

される場合は，事故のときに SRS エア

バッグやプリテンショナー付シートベル

トが正しく作動せず，重大な傷害を受け
たり，死亡したりするおそれがあります。

ただちに三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

チャイルドシート 

警告
６才未満のお子さまはチャイルドシート

の使用が法律で義務付けられています。

チャイルドシートは後席に装着してご使

用ください。
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J00506102024

チャイルドシート固定専用バーおよびテザーアンカーが装備された座席専用のチャイルドシートです。専用バーおよびアンカーを
使用してチャイルドシートを固定します。車両のシートベルトでチャイルドシートを固定する必要はありません。
* この車は 2006 年 10 月 1 日施行の保安基準に適合した ISO FIX 対応チャイルドシート固定専用バーおよびテザーアンカーを標準

装備しています。

注意
取り付けたチャイルドシートの前にある

シートを調整するときは，チャイルド
シートと干渉しないように注意してくだ

さい。

後方へシートを移動したり背もたれを倒

すときは，チャイルドシートに座ったお

子さまに十分注意してください。

お子さまがシートとチャイルドシートの
間にはさまれるおそれがあります。

助手席へのチャイルドシート
取り付け時の注意 

警告
助手席に後ろ向き装着のチャイルドシー

トは絶対に取り付けないでください。
また，前後向きとも装着可能なチャイル

ドシートでも後ろ向きには絶対に取り付
けないでください。

助手席 SRS エアバッグが膨らむとき，強

い力が後ろ向きチャイルドシートの上部

にかかり，背もたれに押しつけられてお

子さまが死亡，または重大な傷害を受け
るおそれがあります。

やむを得ず助手席にチャイルドシートを

取り付ける場合は，助手席を一番後ろの

位置にし，前向き装着のチャイルドシー

トを取り付けてください。

助手席

ISO FIX 対応 * チャイルドシート 
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シート位置別チャイルドシートの適合性一覧表（ISO FIX対応チャイルドシート固定専用バーおよび テザー
アンカーでの取り付け） 

質量グループ
（お子さまの体重）

サイズ等級 固定具
車両 ISO FIX 位置

セカンドシート左右席

キャリコット
F ISO/L1 X
G ISO/L2 X

0 10 ㎏まで E ISO/R1 IL

0+ 13 ㎏まで

E ISO/R1 IL
— ISO/R2X IL

D ISO/R2 IL，IL*1

C ISO/R3 IL

Ⅰ 9 ～ 18 ㎏

— ISO/R2X IL
D ISO/R2 IL
C ISO/R3 IL
B ISO/F2 IUF

B1 ISO/F2X IUF, IL*2

A ISO/F3 IUF

Ⅱ 15 ～ 25 ㎏ — — X

Ⅲ 22 ～ 36 ㎏ — — X
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サイズ等級の説明

記号の説明

 IUF: 国連の安全基準 UN-R44 に適合している汎用型（ユニバーサル）ISO FIX 対応の前向きチャイルドシートのみが取り付け可

能です。
 IL: 国連の安全基準 UN-R44 に適合している準汎用（ユニバーサル）ISO FIX 対応の後向きチャイルドシートのみが取り付け可能

です。
 IL*: 以下のリストに示す三菱自動車純正チャイルドシートの取り付けが可能です。

X: チャイルドシートを取り付けることはできません。

サイズ等級 固定具
お子さまの
大きさ

使用の向き 形状，大きさ

A ISO/F3 幼児 前 全高

B ISO/F2 幼児 前 低型

B1 ISO/F2X 幼児 前 低型

C ISO/R3 幼児 後ろ 大型

D ISO/R2 幼児 後ろ 小型

E ISO/R1 乳児 後ろ —
F ISO/L1 乳児 左 キャリコット

G ISO/L2 乳児 右 キャリコット

注意
チャイルドシートを取り付けるときは，ヘッドレストを取り外してください。

チャイルドシートを取り付けるときは，セカンドシートの前後位置を一番後ろの位置に調整し，背もたれを一番後ろへ倒した後，固定専用

バーに取り付けます。
チャイルドシートを取り付けた後は，背もたれを前に 4 段起こしてください。

セカンドシートの左席にチャイルドシートを取り付けたときは，セカンドシートの中央席に座らないでください。チャイルドシートがシー

トベルトに干渉するため，シートベルトが正しく着用できません。
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三菱自動車純正チャイルドシート
ご購入，ご使用に関しては三菱自動車販売会社へご相談ください。

記号 純正部品番号 UN-R44 認可番号 UN-R129 認可番号

IL*1 MZ525301（チャイルドシート本体）

MZ525302（ベースシート）
— E1-000008

IL*2 MZ525280 E1-04301133 —

注意
MZ525301 の適用身長は 40cm から 83cm です。

アドバイス
UN-R44 に適合したチャイルドシートには，つぎの認可マークが表示されています。

法規番号

カテゴリー

体重範囲

国番号

認可番号
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J00506202357

車両のシートベルトを使用して固定するチャイルドシートです。

下の表から，装着位置に応じてチャイルドシートを選択してください。

*：ブースタークッションを使用するときは，ヘッドレストを取り外さないでください。

前向きチャイルドシートを助手席に取り付ける場合は，可能な限り助手席を後方へ移動してください。

除く，ISO FIX 対応チャイルドシート 

シート位置別チャイルドシートの適合性一覧表（シートベルト使用による取り付け） 

質量グループ
（お子さまの体重）

助手席
セカンドシート

サード
シート

左右席 中央席 左右席

0 10 ㎏まで X U X X

0+ 13 ㎏まで X U, L*1 X L*1

Ⅰ 9 ～ 18 ㎏ L*2 U, L*2 X X

Ⅱ 15 ～ 25 ㎏ L*3 U*, L*3 X X

Ⅲ 22 ～ 36 ㎏ L*3 U*, L*3 X X

注意
チャイルドシートを取り付けるときは，ヘッドレストを取り外してください。ただし，ブースタークッションを使用するときは，ヘッドレ

ストを取り外さないでください。
「シートベルトでの取り付け方」P.3-28

セカンドシートの左席にチャイルドシートを取り付けたときは，セカンドシートの中央席に座らないでください。チャイルドシートがシー

トベルトに干渉するため，シートベルトが正しく着用できません。
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記号の説明

U: 国連の安全基準 UN-R44 に適合している汎用型（ユニバーサル）カテゴリーのチャイルドシートのみが取り付け可能です。

L: 以下のリストに示す三菱自動車純正チャイルドシートの取り付けが可能です。

X: チャイルドシートを取り付けることはできません。

三菱自動車純正チャイルドシート
ご購入，ご使用に関しては三菱自動車販売会社へご相談ください。

記号 純正部品番号 UN-R44 認可番号 UN-R129 認可番号

L*1 MZ525301 — E1-000008

L*2 MZ525280 E1-04301133 —

L*3 MZ525298 E1-04301312 —

注意
MZ525301 の適用身長は 40cm から 83cm です。

アドバイス
UN-R44 に適合したチャイルドシートには，つぎの認可マークが表示されています。

法規番号

カテゴリー

体重範囲

国番号

認可番号
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固定専用バーはセカンドシートクッショ
ンと背もたれの間に，テザーアンカーは
背もたれの背面に，それぞれ装備されて
います。

チャイルドシートに添付の取扱説明書に
したがって，チャイルドシートを取り付
けます。

1.チャイルドシートを取り付けたい側
のヘッドレストを取り外します。
「ヘッドレスト：取り外すときは」
P.3-8

2.セカンドシートクッションと背もた
れのすきまを手で少し広げて，固定専
用バーの位置を確認します。

3.背もたれを一番後ろへ倒した後，チャ
イルドシートを固定専用バーに取り
付けます。
取り付けた後は，背もたれを前に 4 段

起こしてください。

トップテザー付きチャイルドシート
の場合は，手順 4 から 6 を行ってくだ

さい。
トップテザーが無いチャイルドシー
トの場合は，手順6を行ってください。

4.背もたれの背面にあるテザーアン
カーの位置を確認します。

ISO FIX対応チャイルドシート
固定専用バーおよびテザーア
ンカーでの取り付け方 

固定専用バー

テザーアンカー

警告
固定専用バーおよびテザーアンカーは

チャイルドシートを固定するために装備
されています。その他の装備品の固定に

は使用しないでください。

取り付けるときは 

警告
チャイルドシートを取り付けるときは，

固定専用バーおよびテザーアンカー周辺
に異物がないこと，シートベルトなどの

かみ込みがないことを確認してくださ
い。異物があるとチャイルドシートが固

定されず，衝突したときなどに重大な傷

害を受けるおそれがあります。

チャイルドシートが取り付けられている

ときは，シートの調整はしないでくださ

い。 

固定専用バー
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5.テザーベルトのフックをテザーアン
カーに掛け，テザーベルトを締めて確
実に固定します。

6.チャイルドシートを前後左右にゆす
り，確実に固定されたことを確認しま
す。

J00506502305

つぎの手順で確実に取り付けてくださ
い。

1.チャイルドシートを取り付けたい席
に置き，ヘッドレストを取り外しま
す。
「ヘッドレスト：取り外すときは」
P.3-8

2.チャイルドシートに添付の取扱説明
書にしたがって，チャイルドシートを
シートベルトで固定します。

3.固定後は，チャイルドシートを前後左
右にゆすり，確実に固定されているこ
とを確認してください。

J00506602351

エンジンスイッチの電源モードが ON の

とき，乗員に重大な危害がおよぶような
強い衝撃を受けたときに膨らみ，シート
ベルトの働きを補って，乗員への衝撃を
やわらげる装置です。

アドバイス
テザーベルトのフックが掛けづらいとき

は，フックを横にすると掛けやすくなり

ます。

フック

シートベルトでの取り付け方 

注意
ブースタークッションを使用するとき

は，ヘッドレストを取り外さないでくだ

さい。

警告
チャイルドシートの種類によって取り付

け方法が異なります。
必ずチャイルドシートの取扱説明書にし

たがって正しく取り付けてください。

チャイルドシートによってはチャイルド
シートに付属のロッキングクリップでの

固定が必要です。

SRS エアバッグ 

ロッキングクリップ
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SRSとはSupplemental Restraint System
の略語で補助拘束装置の意味です。

強い衝撃を車両前方から受けたときに膨
らみ，運転者または助手席同乗者の頭部
や胸部への衝撃をやわらげる装置です。

強い衝撃を車両前方から受けたときに膨
らみ，運転者の脚部を受け止めることで
姿勢を制御し，身体全体の保護効果を高
める装置です。

強い衝撃を車両側面から受けたときに膨
らみ，運転者または助手席同乗者の胸な
どの上体への衝撃をやわらげる装置で
す。

強い衝撃を車両側面から受けたときに膨
らみ，運転者および同乗者の主に頭部へ
の衝撃をやわらげる装置です。

運転席，助手席SRSエアバッグ 

運転席 SRS ニーエアバッグ 

SRS サイドエアバッグ 

SRS カーテンエアバッグ 

警告
SRS エアバッグはシートベルトに代わ

るものではありません。シートベルトは
必ず着用してください。

シートベルトをしていないと急ブレーキ
などで身体が前方へ放り出されることが

あり，その際に SRS エアバッグが膨らむ

とその強い衝撃で死亡，または重大な傷

害を受けるおそれがあります。シートベ

ルトはつぎの理由により必ず着用してく
ださい。

• SRS エアバッグが膨らんだとき，シート

ベルトがあなたの身体を正しい位置に
保ちます。

• SRS エアバッグが作動しないときで

も，シートベルトによりけがを軽減する

ことができます。

シートは正しい位置に調整し，背もたれ

に背中をつけた正しい姿勢でシートに

座ってください。

SRS エアバッグは非常に強い力で膨らむ

ため，SRS エアバッグに近づきすぎた姿

勢で乗車しているとSRSエアバッグによ

り死亡，または重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

SRS エアバッグ構成部品およびその周

辺は膨らんだ後，高温になりますのでさ

わらないでください。やけどをするおそ
れがあります。

SRS エアバッグが収納されている部分に

傷がついていたり，ひび割れがあるとき
は三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。
衝突したときなどにSRSエアバッグが正

常に作動せず死亡，または重大な傷害を
受けるおそれがあります。

警告

助手席 SRS
エアバッグ

運転席 SRS
エアバッグ

運転席 SRS ニーエアバッグ

SRS カーテンエアバッグ
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J00506700648

運転席SRSエアバッグはハンドルの中に

装備されています。

J00506802340

助手席SRSエアバッグはグローブボック

ス上のインストルメントパネルの中に装
備されています。
助手席SRSエアバッグは同乗者がいなく

ても運転席SRSエアバッグと同時に作動

します。

SRS サイドエアバッグ付き車は，SRS エ

アバッグが収納されている部分に生地の
やぶれ，縫いほつれなどがあるときは三

菱自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

衝突したときなどにSRSエアバッグが正

常に作動せず死亡，または重大な傷害を

受けるおそれがあります。

アドバイス
SRS エアバッグは非常に速い速度で膨ら

むため，SRS エアバッグとの接触により

すり傷や打撲などを受けることがありま
す。

SRS エアバッグが膨らむときかなり大き

な音がし，白煙が出ますが火災ではあり

ません。また人体への影響もありません。
ただし，呼吸器系の疾患がある人や皮膚

が弱い人の場合，一時的にのどや皮膚に
刺激を感じることがあります。また，残

留物（カスなど）が目や皮膚など身体に

付着したときは，できるだけ早く水で洗
い流してください。

警告

SRS サイド

エアバッグ

膨らんだSRSエアバッグはすぐにしぼむ

ので運転席，助手席 SRS エアバッグおよ

びSRSサイドエアバッグは視界を妨げま

せん。

SRS エアバッグは一度膨らむと再使用で

きません。三菱自動車販売会社で SRS エ

アバッグ構成部品を交換してください。

衝撃や助手席SRSエアバッグが膨らむこ

とにより，前面ガラスが破損する場合が

あります。

運転席 SRS エアバッグ 

アドバイス 警告
ハンドルの交換や，パッド部にステッ

カーを貼ったり，カバーを付けることは
しないでください。SRS エアバッグが正

常に作動しなかったり，誤って作動し，重
大な傷害を受けるおそれがあります。

ハンドルに顔や胸を近づけた姿勢で運転

しないでください。

SRS エアバッグが膨らむ際，SRS エア

バッグにより死亡，または重大な傷害を

受けるおそれがあります。

助手席 SRS エアバッグ 

パッド部

ステッカー
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警告
インストルメントパネルの上に物を置い

たり，前面ガラスやルームミラーにアク

セサリーなどを取り付けたりしないでく

ださい。SRS エアバッグが膨らむときに

これらの物が飛んで重大な傷害を受ける

おそれがあります。
また，インストルメントパネルの上にス

テッカーを貼ったりしないでください。
SRS エアバッグが正常に膨らむのを妨げ

るおそれがあります。

警告
お子さまを乗せるときには，後席に座ら

せて必ずシートベルトを着用させてくだ
さい。シートベルトを正しく着用できな

い小さなお子さまには，チャイルドシー
トを後席に取り付けてお乗せください。

正しい姿勢でシートに座っていないと，

SRS エアバッグが膨らむときの強い衝

撃でお子さまが死亡，または重大な傷害

を受けるおそれがあります。
「チャイルドシート」P.3-20

助手席同乗者はインストルメントパネル

に手や足を乗せたり，シートの前端に
座って顔や胸を近づけた姿勢で座らない

でください。また，お子さまをインスト
ルメントパネルの前に立たせたり，ひざ

の上に抱いたりしないでください。SRS
エアバッグが膨らむ際，SRS エアバッグ

により死亡，または重大な傷害を受ける
おそれがあります。

警告
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J00512901150

運転席SRSニーエアバッグはハンドル下

のインストルメントパネルの中に装備さ
れています。

J00507001528

SRS サイドエアバッグは運転席，助手席

各シートの背もたれの中に装備されてお
り，衝撃を受けた側のみ作動します。
また，衝撃を受けた側に同乗者がいなく
ても作動します。

助手席同乗者は，かばんなどの荷物をひ

ざの上にかかえるなど，SRS エアバッグ

との間に物を置いたりしないでくださ

い。SRS エアバッグが膨らむ際に物が飛

ばされ重大な傷害を受けるおそれがあり

ます。 

運転席 SRS ニーエアバッグ 

警告 警告
ハンドル下のインストルメントパネルに

ステッカーなどを貼ったり，アクセサ
リーを取り付けたりしないでください。

SRS ニーエアバッグが正常に膨らむのを

妨げたり，膨らむときにこれらのものが

飛んで重大な傷害を受けるおそれがあり
ます。

SRS サイドエアバッグ 

ステッカー

アクセサリー

警告
フロントシート背もたれのSRSサイドエ

アバッグ格納部に手，足，顔を近づけた

り，ドアにもたれかかるような姿勢で座

らないでください。
また，お子さまなどに後席からフロント

シートの背もたれを抱えたような姿勢は
させないでください。

SRS サイドエアバッグが膨らむ際，SRS
エアバッグにより重大な傷害を受けるお

それがあります。

SRS サイド

エアバッグ
収納部

（ドア側）
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J00507501507

SRS カーテンエアバッグはフロントピ

ラー，リヤピラーおよびルーフサイド部
の中に装備されており，衝撃を受けた側
のみ作動します。また，衝撃を受けた側
に同乗者がいなくても作動します。

警告
三菱自動車純正のSRSサイドエアバッグ

専用シートカバー以外は使用しないでく
ださい。

取り付けるときはシートカバーに添付の
取扱説明書にしたがい確実に取り付けて

ください。

また，シートの SRS サイドエアバッグが

収納されている付近にカップホルダーな

どのカー用品を取り付けたり，ステッ
カー等を貼らないでください。

SRS サイドエアバッグが膨らむのを妨げ

たり，膨らむときにこれらの物が飛んで

重大な傷害を受けるおそれがあります。 

SRS カーテンエアバッグ 

警告

警告
フロントピラー，リヤピラーおよびルー

フサイド部の SRS カーテンエアバッグ

収納部に近づいたり，ドアにもたれかか
るような姿勢で座らないでください。

SRS カーテンエアバッグが膨らむ際，

SRS エアバッグにより重大な傷害を受け

るおそれがあります。
特にお子さまには注意してください。

SRS カーテンエアバッグ
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正常なときは，エンジンスイッチの電源
モードを ON にすると点灯し，数秒後に

消灯します。
SRS エアバッグまたはプリテンショナー

機構に異常があるときは，点灯します。
また，マルチインフォメーションディス
プレイ内のインフォメーション画面にも
警告表示が表示されます。

警告
前面ガラス，側面ガラス，フロントピ

ラー，リヤピラー，ルーフサイド部およ
びアシストグリップなどのSRSカーテン

エアバッグ展開部周辺にステッカー等を
貼りつけたり，アクセサリーやハンズフ

リーマイクなどを取り付けたりしないで
ください。

SRS エアバッグが正常に膨らむのを妨

げたり，膨らむときにこれらの物が飛ん

で重大な傷害を受けるおそれがありま

す。

荷物を積むときは，側面ガラス付近に積

まないでください。SRS エアバッグが正

常に膨らむのを妨げるおそれがありま

す。

警告

ハンズフリーマイク

アシストグリップ

アクセサリー

SRS エアバッグ／プリテン
ショナー機構警告 
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J00506900578

乗員に重大な危害がおよぶような強い衝
撃を車両前方から受けたときに作動しま
す。

衝突により車両前部が大きく変形して

も，衝突した位置や角度，衝突したも の
の形状や状態などによって SRS エア

バッグは作動しないことがあります。車

両の変形や損傷の大きさと SRS エア

バッグの作動は必ずしも一致しません。

警告
警告灯がエンジンスイッチの電源モード

を ON にしても点灯しない場合や点灯し

たままの場合，または走行中に警告表示

される場合は，事故のときに SRS エア

バッグやプリテンショナー付シートベル

トが正しく作動せず，重大な傷害を受け
たり，死亡したりするおそれがあります。

ただちに三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

運転席 SRS エアバッグ，助手
席 SRS エアバッグおよび運転
席 SRS ニーエアバッグの作動
条件 

作動するとき 

A- 約 25km/h 以上の速度でコンクリー

トのような固い壁に正面から衝突
したとき

B- 車両の前方左右約 30 度以内の方向

から強い衝撃（A と同等）を受けた

とき

約 30 度

アドバイス
コンクリートのような固い壁でなく，衝

撃を吸収できるもの（車やガードレール
のように変形，移動するもの）に衝突し

た場合は，SRS エアバッグが作動すると

きの衝突速度（車速）は高くなります。

作動しないことがあるとき 



SRS エアバッグ

3-36 安全装備

3
SRS エアバッグが膨らんでも乗員保護の

効果がないため作動しません。
また，一度作動した SRS エアバッグは，

2 回目以降の衝突では再作動しません。

走行中，車両下部に強い衝撃を受けたと

きに作動することがあります。

A- 電柱や立木など狭い範囲に衝突し
たとき

B- トラックなどの荷台へ潜り込んだ
とき

C- 斜め前方から衝突したとき

作動しないとき 

A- 追突されたとき
B- 側面から衝突されたとき
C- 横転，転覆したとき

作動することがあるとき 

A- 中央分離帯や縁石などに衝突した
とき

B- 深い穴や溝に落ちたとき
C- ジャンプして地面にぶつかったと

き
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乗員に重大な危害がおよぶような強い衝
撃を車両側方から受けたときに作動しま
す。

衝突により車両側面が大きく変形して

も，衝突した位置や角度，衝突したもの

の形状や状態などによってSRSサイドエ

アバッグおよびSRSカーテンエアバッグ

は作動しないことがありま す。車両の変

形や損傷の大きさとSRSサイドエアバッ

グおよびSRSカーテンエアバッグの作動

は必ずしも一 致しません。

SRS サイドエアバッグおよび SRS カー

テンエアバッグが膨らんでも乗員保護の
効果がないため作動しません。

SRS サイドエアバッグ，SRS
カーテンエアバッグの作動条
件 

作動するとき 

作動しないことがあるとき 

横方向から車体中央に強い衝撃を受けた

とき

A- 客室部以外の側面に衝撃を受けた
とき

B- 斜め側方から衝撃を受けたとき
C- 横転や転覆したとき

D- 側面にバイクが衝突したとき
E- 電柱などに衝突したとき

作動しないとき 
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また，一度作動した SRS サイドエアバッ

グおよび SRS カーテンエアバッグは，2
回目以降の衝突では再作動しません。

J00507401913

A- 正面衝突したとき
B- 追突されたとき

取り扱い上の注意 

警告
つぎの修理または部品の取り付けをする

ときは，SRS エアバッグに影響をおよぼ

したり，SRS エアバッグが思いがけなく

作動しけがをするおそれがありますの
で，三菱自動車販売会社へご相談くださ

い。

•運転席SRSエアバッグ，助手席SRSエア

バッグ：
ハンドル周り，インストルメントパネ

ル，フロアコンソール付近の修理，カー

オーディオなどの取り付け，および車両
前部の修理

•運転席 SRS ニーエアバッグ：

ハンドル下インストルメントパネル，お
よびその付近の修理

• SRS サイドエアバッグ：

前席シート，センターピラーおよびその

付近の修理，前席シート表皮の張り替え

• SRS カーテンエアバッグ：

フロントピラー，センターピラー，リヤ

ピラー，ルーフサイド部，およびその付

近の修理

サスペンションを改造しないでくださ

い。車高が変わったり，サスペンション

の硬さが変わるとSRSエアバッグの誤作

動につながるおそれがあります。

つぎのSRSエアバッグ展開部付近を強く

たたくなど，過度の力を加えないでくだ
さい。

SRS エアバッグが正常に作動せず重大な

傷害を受けるおそれがあります。

•ステアリングパッド

•インストルメントパネル上部

•ハンドル下インストルメントパネル

•フロントピラー

•センターピラー

•リヤピラー

•ルーフサイド部

注意
廃車するときは三菱自動車販売会社へご

相談ください。SRS エアバッグが思いが

けなく作動し，けがをするおそれがあり
ます。

電気テスターを使って，SRS エアバッグ

の回路診断はしないでください。SRS エ

アバッグの誤作動につながるおそれがあ
ります。

無線機の電波などは，SRS エアバッグを

作動させるコンピューターに悪影響を与
えるおそれがありますので，無線機など

を取り付けるときは，三菱自動車販売会

社にご相談ください。

警告
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本車両は，SRS エアバッグシステムを制

御するためのコンピューターを搭載して
います。
当該コンピューターは，当システムが正

常に作動しているかどうかを常に診断す

るとともに，衝突のときや衝突に近い状

態のときにおいて車両の速度やブレーキ

ペダルの状態などのデータを記録・蓄積

する EDR を備えています。

EDR は，一般的なデータレコーダーとは

異なり，会話などの音声や映像は記録し
ません。
三菱自動車および三菱自動車が委託した
第三者は，EDR に記録されたデータを，

車両衝突安全性能の向上などを目的とし
て取得・利用することがあります。

なお，三菱自動車および三菱自動車が委
託した第三者は，取得したデータをつぎ
の場合を除き，第三者へ提示することは
ありません。

車両の該当データ記録時の使用者の

同意がある場合
裁判所命令など，法的強制力のある要

請に基づく場合

使用者や車両が特定できないように

加工したデータを研究機関などに提
供する場合

イベントデータレコーダー
(EDR) について 
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J00600102182 J00606601632

ボタンを押すたびに音が鳴り，メーター
の明るさを変えることができます。

メーター 

1- タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

注意
指針がレッドゾーン（赤色表示部）には

いらないようにしてください。エンジン
の寿命が短くなり，破損するおそれがあ

ります。

2- マルチインフォメーションディス
プレイP.4-3
インフォメーション画面表示一覧
P.4-21

3- スピードメーター
走行速度を表示します

4- メーター照度調整ボタンP.4-2

メーター照度調整 

アドバイス
車幅灯の点灯・消灯に応じてそれぞれ8段
階ずつ調整することができます。

ライトスイッチがOFF以外の位置にある

ときは，車外の明るさに応じてメーター

の照明が自動的に調整した明るさに切り
換わります。

エンジンスイッチの電源モードをOFFに

しても，メーターの明るさの状態を記憶
しています。

明るさ表示明るい 暗い

ボタン

車幅灯点灯時にボタンを約 2 秒以上押す

と，照明の明るさが一番明るい状態に変
わります。

もう一度ボタンを約 2 秒以上押すと，元

の明るさに戻ります。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，照明の明るさが一番明るい状態で

は，つぎのような場合があります。

•画面が夜画面（暗い色）に切り替わらな

い。

•スイッチの照明が点灯しない。

アドバイス
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J00607101634

マルチインフォメーションディスプレイ
は各種警告，オドメーター，トリップメー
ター，平均・瞬間燃費，平均車速などを
表示します。

J00619601232

マルチインフォメーション
ディスプレイ 

画面表示 

エンジンスイッチの電源モードが ACC
もしくは OFF の状態での表示

1- マーク表示画面

P.4-10

2-インフォメーション画面
P.4-6
割り込み表示画面
P.4-9

3-半ドア警告表示
P.4-10

4-オドメーター（積算距離計）
走行した総距離を表示します。

5- マーク， マーク

P.4-9
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エンジンスイッチの電源モードが ON の状態での表示

1- S-AWC ドライブモードインジケーターP.5-35 10- ECO ランプP.4-14
2- マーク表示画面P.4-10 11- マーク， マークP.4-9
3- 制限速度表示画面AP.5-88 12- インフォメーション画面P.4-6

割り込み表示画面P.4-94- 車線逸脱警報システム (LDW) 表示画面P.5-84
5- ECO モード表示画面「ECO モードスイッチ」P.4-47 13- セレクターレバー位置表示P.5-30
6- エンジン冷却水温表示画面P.4-10 14- 燃料残量表示画面P.4-10
7- オドメーター（積算距離計）

走行した総距離を表示します。

15- 外気温表示画面P.4-11
16- オートストップ＆ゴー (AS&G) 表示画面P.5-22

オートストップ＆ゴー (AS&G) OFF 表示画面P.5-258- クルーズコントロール表示画面AP.5-49
9- レーダークルーズコントロールシステム (ACC) 表示画面

AP.5-52

アドバイス
燃料単位，外気温単位や表示言語などの設定を変更することができます。

「機能設定画面」P.4-15
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J00607201374

マルチインフォメーションディスプレイ
スイッチを操作するたびに音が鳴り，マ
ルチインフォメーションディスプレイの
各種警告，サービスリマインダー，平均・
瞬間燃費，平均車速などの表示を切り換
えることができます。
また，マルチインフォメーションディス
プレイに表示される言語，および単位を
マルチインフォメーションディスプレイ
スイッチで操作することにより変更する
ことができます。

マルチインフォメーション
ディスプレイスイッチ 
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J00607401347

J00623401055

マルチインフォメーションディスプレイスイッチを軽く押すごとにつぎの順で表示画面が切り換わります。

インフォメーション画面 

エンジンスイッチの電源モードが OFF のとき 

*: 警告表示があるとき
1- トリップメーター（区間距離計） P.4-11
2- トリップメーター（区間距離計） P.4-11
3- オートストップ＆ゴー (AS&G) モニター・ECO スコア

「オートストップ＆ゴー (AS&G) モニター」P.4-14
「ECO スコア」P.4-15

4- サービスリマインダーP.4-12
5- 警告表示画面の再表示P.4-9

*
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J00623501098

エンジンスイッチの電源モードを OFF から ON にすると，つぎの順で表示画面が切り換わります。

エンジンスイッチの電源モードを OFF から ON にしたとき 

*: 定期点検時期がきているとき
1- 電源モード OFF 時画面
2- システムチェック画面P.4-13
3- 電源モード ON 時画面
4- サービスリマインダーP.4-12

*
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J00623601073

マルチインフォメーションディスプレイスイッチを軽く押すごとにつぎの順で表示画面が切り換わります。

エンジンスイッチの電源モードが ON のとき 

*: 警告表示があるとき
1- トリップメーター（区間距離計） P.4-11 6- オートストップ＆ゴー (AS&G) モニター・ECO スコア

2- トリップメーター（区間距離計） P.4-11 「オートストップ＆ゴー (AS&G) モニター」P.4-14
3- 航続可能距離表示・ECO ドライブアシスト 「ECO スコア」P.4-15
4- 平均燃費表示・ECO ドライブアシスト 7- S-AWC 作動表示AP.5-36

「航続可能距離表示」P.4-13 8- サービスリマインダーP.4-12
「ECO ドライブアシスト」P.4-14 9- 機能設定画面P.4-15
「平均燃費表示」P.4-13 10- 警告表示画面の再表示P.4-9

5- 平均車速表示・瞬間燃費表示
「平均車速表示」P.4-13
「瞬間燃費表示」P.4-14

*
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J00608301343

各システムの異常などお知らせしたい情
報が発生したとき，音が鳴ってインフォ
メーション画面が警告表示画面に切り換
わります。
警告一覧を参照して必要な処置を行って
ください。
「警告表示一覧」P.4-22
警告表示の要因が解除されると，警告表
示は自動的に消えます。

警告表示の要因が解消されなくても，警
告表示する前の画面表示に戻すことがで
きます。

マルチインフォメーションディスプレイ
スイッチを押すと警告表示する前の画面

に切り換わり， マーク (A) を表示しま

す。

画面右上に または マークが表示され

ている警告表示画面を切り換えることが
できます。切り換えたいときはつぎの通

りマルチインフォメーションディスプレ
イスイッチを押します。

：軽く押します。

：約 2 秒以上押します。

マーク (A)が表示されているときに，マ

ルチインフォメーションディスプレイス
イッチを軽く数回押すと，いったん切り
換えた警告表示画面を再表示することが
できます。

各システムの作動状態をインフォメー
ション画面に表示します。
詳しくは警告一覧表示の該当ページをお
読みください。
「その他の割り込み表示」P.4-33

アドバイス
サービスリマインダーは運転中にマルチインフォメーションディスプレイスイッチで操作しても表示されません。必ず安全な場所に車を止

めてから操作してください。

機能設定画面は運転中にマルチインフォメーションディスプレイスイッチで操作しても表示されません。必ず安全な場所に車を止め，駐車

ブレーキを確実にかけ，セレクターレバーを に入れてから操作してください。

「機能設定画面」P.4-15
各システムの異常などお知らせしたい情報が発生したとき，音が鳴って表示画面が切り換わります。

「割り込み表示画面」P.4-9

割り込み表示画面 

警告表示 

警告表示する前の画面表示に戻すとき
は 表示画面を切り換えたいときは

警告表示画面の再表示 

その他の割り込み表示  
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J00608001265

マルチインフォメーションディスプレイ
スイッチを押して警告表示画面を切り換
えると表示されます。
もしくは表示されている以外に警告があ
る場合にも表示します。

警告表示の要因が解消されると， マー

クは自動的に消えます。

J00607801309

いずれかのドアおよびテールゲートが完
全に閉められていないときに開いている
ドアまたはテールゲートを表示します。
エンジンスイッチの電源モードが ON の

とき，半ドアのまま車速が約 8km/h 以上

になるとブザーが 4 回鳴り，半ドアを知

らせます。

J00619700034

エンジン冷却水の温度を示します。

冷却水の温度が高くなると， が点滅し

ます。
水温表示に注意して走行してください。

J00608601610

燃料の残量を表示します。

マーク表示画面 

アドバイス
 マークが表示されているときにイン

フォメーション画面に警告表示画面を再
表示することができます。

「インフォメーション画面」P.4-6

半ドア警告表示 

注意
走行する前に，警告表示が消灯している

ことを確認してください。

エンジン冷却水温表示画面 

注意
オーバーヒートしたときには が点滅表

示します。この場合，バーグラフはレッ
ドゾーンにかかっています。

ただちに安全な場所に車を止め，処置し

てください。
「オ ー バ ー ヒ ー ト し た と き は！」

P.11-28

燃料残量表示画面 

F- 満タンです
E- 燃料を補給してください。

アドバイス
燃料補給後，表示が安定するまで少し時

間がかかります。

エンジンスイッチの電源モードが ON の

まま燃料を補給すると，正しい燃料残量
が表示できません。

フューエルリッドマークは，フューエル

リッド（燃料補給口）が車体の左側につ

いていることを示しています。

フューエルリッドマーク
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燃料が約10L以下になると，インフォメー

ション画面が燃料残量警告表示の割り込
み表示に切り換わり，燃料残量表示の

（ ）マーク（A）がゆっくり（1 秒間に

約 1 回）点滅します。

インフォメーション画面の燃料残量警告
表示は数秒後にもとの画面に戻ります。
警告表示が出たらただちに燃料を補給し
てください。
 「フューエルリッド（燃料補給口）」
P.2-37
「燃料の量と種類」P.12-2 J00608500234

車外温度を表示します。

J00607500051

2 点間の走行距離を表示します。

＜トリップメーターA，トリップメーター

B の使用例＞

トリップメーター A で自宅を出発してか

らの距離を測りながら，トリップメー
ター B で途中の経由地からの距離を測る

ことができます。

表示を 0 に戻すときはマルチインフォ

メーションディスプレイスイッチを約 2
秒以上押し続けます。この場合，表示さ
れている方だけリセットされます。
＜例＞
トリップメーターAが表示されていれば，

トリップメーター A だけリセットされま

す。

燃料残量警告表示 

注意
燃料切れを起こすと触媒装置に悪影響を

与えるおそれがあります。警告表示が出
たらただちに燃料を補給してください。

 マークが速く点滅（1 秒間に約 2 回）し

たときは，燃料がほとんどありません。た

だちに燃料を補給してください。

アドバイス
坂道やカーブなどでは，タンク内の燃料

が移動するため，正しく表示しないこと
があります。

外気温表示画面 

アドバイス
表示単位をお好みの設定（°C または °F）
に変更することができます。
「温度単位の変更」P.4-17

走行条件などにより，実際の車外温度と

異なった表示をすることがあります。

注意 トリップメーター（区間距離
計） 

リセットするときは 

アドバイス
トリップメーターA，B 共に 9999.9km ま

で計測することができます。

9999.9km を超えると 0.0km に戻ります。

バッテリー端子を外すと，トリップメー

ターの A 表示，B 表示とも記憶が消去さ

れ，表示が 0.0km に戻ります。
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J00609800351

次回点検までの残り走行距離または月数
を知らせます。

1.次回点検までの残り走行距離または
月数を表示します。

2.点検時期が近づいたことを“------”を表

示して知らせます。
このときエンジンスイッチの電源
モードを OFF から ON にするとイン

フォメーション画面に警告表示が数
秒間表示されます。

3.三菱自動車販売会社で点検を受ける
と，次回点検までの残り走行距離また
は残り月数を表示します。

エンジンスイッチの電源モードがOFFの

ときに，“---” 表示をリセットすることが

できます。リセットするとつぎの定期点
検までの時期を表示し，電源モードを
OFF から ON にしたときに表示されてい

た「定期点検」は表示されなくなります。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを軽く数回押して，イン
フォメーション画面をサービスリマ
インダー表示画面に切り換えます。

2.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して を点滅表示させます。（点滅中，

約 10 秒間何も操作しないともとの表

示画面に戻ります。）

3.点滅中にマルチインフォメーション
ディスプレイスイッチを軽く押すと “-
--” が “CLEAR” 表示に変わります。そ

の後，つぎの定期点検までの時期を表
示します。

サービスリマインダー 

表示のしかた 

アドバイス
距離は 100km 単位，月数（期間）は 1ヶ
月単位で減少します。

新車 6ヶ月点検を過ぎると，月数（期間）

のみを表示します。

アドバイス
サービスリマインダーの設定を変更する

ことができます。詳しくは三菱自動車販

売会社にご相談ください。

リセットするときは 

注意
定期点検整備は，お客様の責任において

実施していただくことが法律で義務付け
られています。

事故や故障を未然に防ぐために必ず実施
してください。

アドバイス
 “---”表示後，一定距離および一定期間が経

過すると自動的にリセットされてつぎの

定期点検までの時期を表示します。
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エンジンスイッチの電源モードを ON に

すると約 4 秒間システムチェック画面を

表示します。異常がなければ電源モード
ON 時画面を表示します。

異常があるときは警告表示画面に切り換
わります。
「警告表示一覧」P.4-22

J00620000040

おおよその航続可能距離（あと何 km ま

たは何 miles 走行できるか）を表示しま

す。
航続可能距離が約 50km（30miles）未満

になると “---” を表示します。

早めに燃料を補給してください。

J00620201124

リセットしてから現在までの平均燃費を
表示します。

リセットモードにはマニュアルリセット
モードとオートリセットモードの 2 種類

があります。
「平均燃費・平均車速のリセットモー

ドの変更」P.4-16
平均燃費表示設定の変更方法は「機能設
定画面」をお読みください。P.4-15

J00620101048

リセットしてから現在までの平均車速を
表示します。

誤ってリセットした場合は，三菱自動車

販売会社にご相談ください。

システムチェック画面 

アドバイス
お客様の装備によりシステムチェック画

面表示は異なります。

航続可能距離表示 

アドバイス

アドバイス
航続可能な距離は，燃費データをもとに

割り出しますが，道路状況，運転のしか
たなどにより変動しますので表示された

値はあくまでも参考としてご利用くださ
い。また，バッテリー端子を外したとき

は，今までの燃費データが消去され，そ

れまでとは異なった値が表示されること
があります。

燃料を補給すると航続可能距離が更新さ

れます。ただし，給油量が少ないと正し
い数値が表示されませんので，給油する

ときはできるだけ満タンにしてくださ

い。

非常に急な坂道で停車した場合，まれに

航続可能距離の値が変動することがあり

ます。これは坂道でタンク内の燃料が移

動したためで，故障ではありません。

単位表示をお好みの設定（km または

miles）に変更することができます。

「機能設定画面」P.4-15

平均燃費表示 

アドバイス
平均燃費が測定できないときは “---” を表

示します。

平均燃費は走行状態（道路状況，運転の

しかたなど）により変化します。実際の

燃費と表示燃費が異なることがあります
ので，あくまでも参考としてご利用くだ

さい。

バッテリーを外すと，オートリセット

モードおよびマニュアルリセットモード
の平均燃費表示の記憶は消去されます。

単位表示をお好みの設定｛L/100km，mpg
（US），mpg（UK）または km/L｝に変更

することができます。

「機能設定画面」P.4-15

平均車速表示 
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リセットモードにはマニュアルリセット
モードとオートリセットモードの 2 種類

があります。
「平均燃費・平均車速のリセットモー

ドの変更」P.4-16
平均車速表示設定の変更方法は「機能設
定画面」をお読みください。P.4-15

J00620300030

走行中，バーグラフで瞬間燃費を表示し
ます。

瞬間燃費計にある 印 (A) は，平均燃費

を表します。
平均燃費より瞬間燃費が上回わると瞬間
燃費のバーグラフは緑色で表示されま
す。

瞬間燃費が平均燃費を上回るように意識
することで燃費の良い運転を心がけるこ
とができます。

J00622101114

エンジンがオートストップ＆ゴー
(AS&G) の働きによって停止していた累

積時間を表示します。
「オートストップ＆ゴー(AS&G)」P.5-22

J00619800048

燃費に良い運転状態のときに表示されま
す。

J00622401029

セレクターポジションが で走行してい
るとき，またはスポーツモードで走行し
ているとき，走行状態に応じて，燃費に
よい運転度合いを表示します。
走行速度に合ったアクセルペダルの操作
で ECO 運転をしていると ECO ドライブ

アシストが下図のように変化します。

アドバイス
平均車速が測定できないときは “---” を表

示します。

単位表示をお好みの設定（km/h または

mph）に変更することができます。

「機能設定画面」P.4-15
バッテリーを外すと，オートリセット

モードおよびマニュアルリセットモード

の平均車速表示の記憶は消去されます。

瞬間燃費表示 

アドバイス
瞬間燃費が測定できないときはバーグラ

フは表示されません。

単位表示をお好みの設定｛L/100km，mpg
（US），mpg（UK）または km/L｝に変更

することができます。

「機能設定画面」P.4-15
バーグラフの緑表示をやめることができ

ます。
「瞬間燃費表示の変更」P.4-20

オートストップ＆ゴー (AS&G)
モニター 

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードを再び

ON にすると表示はリセットされます。

ECO ランプ 

ECO ドライブアシスト 
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J00622501046

ECO運転の度合いをリーフの枚数で表示

します。

[ エンジンスイッチの電源モードがONの

時 ]
過去，数分間の度合いを表示します。

[ エンジンスイッチの電源モードを OFF
にした時 ]
エンジンスイッチの電源モードを ON か

らOFFにするまでの総合結果を表示しま

す。

J00620401197

「表示言語」，「温度単位」，「燃費単位」，
「平均燃費・車速リセット方法」などをお
好みの設定に変更することができます。
つぎの手順にしたがって操作してくださ
い。

1.安全な場所に停車します。
駐車ブレーキを確実にかけ，セレク

ターレバーを に入れます。
2.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを軽く数回押してイン
フォメーション画面を機能設定画面
に切り換えます。
「インフォメーション画面」P.4-6

3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。

ECO スコア 

ECO 運転度合い

低い 高い

機能設定画面 

ECO 運転度合い

低い 高い

アドバイス
安全のため停車してから操作してくださ

い。
走行中にマルチインフォメーションディ

スプレイスイッチを押しても機能設定画
面は表示されません。

アドバイス
メニュー画面を機能設定画面に戻すとき

は再度マルチインフォメーションディス
プレイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

します。

メニュー画面を表示した後，何も操作を

しないで約30秒以上放置すると機能設定

画面に戻ります。
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4.メニュー画面で変更したい項目を選
択し，お好みの設定に変更します。
詳しい操作方法についてはつぎの項
をお読みください。

「平均燃費・平均車速のリセット

　 モードの変更」P.4-16
「燃費表示単位の変更」P.4-17
「温度単位の変更」P.4-17
「表示言語の変更」P.4-18
「言語協調の設定」P.4-18
「制 限 速 度 表 示 機 能 の 設 定」

AP.5-88
「操作音の設定」P.4-19
｛「休憩して下さい」 表示が出るまで

　 の時間の変更｝P.4-19
「方向指示音の変更」P.4-19
「瞬間燃費表示の変更」P.4-20
「出荷時の設定に戻す」P.4-20

J00620600059

平均燃費・平均車速表示のモード条件を
「オートリセットモード」または「マニュ
アルリセットモード」に切り換えること
ができます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

 「AVG（平均燃費・平

均車速設定）」を選択します。
3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと，A（オートリセットモード）M
（マニュアルリセットモード）または
MA と切り換わり選択したモード条

件に設定が変更されます。

•平均燃費，平均車速を表示している

ときに，マルチインフォメーション
ディスプレイスイッチを長押しする
と，そのときに表示している平均燃
費表示，平均車速表示をリセットし
ます。

•平均燃費，平均車速を表示している

ときに，マルチインフォメーション
ディスプレイスイッチを長押しする
と，そのときに表示している平均燃
費表示，平均車速表示をリセットし
ます。

•エンジンスイッチの電源モードが約

4 時間以上 ACC または OFF の状態

のとき，平均燃費表示または平均車
速表示を自動でリセットします。 

アドバイス
バッテリーを外すと，設定内容がリセッ

トされ，工場出荷時の設定に戻ります。

「制限速度表示機能」は工場出荷時の設定

に戻すことができません。

平均燃費・平均車速のリセット
モードの変更 

マニュアルリセットモード

オートリセットモード
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J00620700050

燃費の表示単位を切り換えることができ
ます。選択した燃費単位に合わせて，距
離，速度，量の単位も合わせて切り換わ
ります。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

「AVG 単位（燃料表示単位設

定）」を選択します。
3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して，「AVG単位 (燃料表示単位設定）」

を表示します。
4.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを軽く押して希望の表
示を選択します。

5.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと選択した単位に設定が変更され
ます。

選択した燃費単位に合わせて，つぎの組
み合わせで距離・速度の単位も切り換わ
ります。

J00620801221

温度の表示単位を切り換えることができ
ます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

 「 （温度単位設定）」

を選択します。
3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと，°C°F または °F°C と切り換

わり選択した温度単位に設定が変更
されます。

アドバイス
平均燃費表示・平均車速表示は，オート

リセットモードまたはマニュアルリセッ
トモードのモード毎にリセットされま

す。
＜例＞

マニュアルリセットモードのときにリ

セット操作をした場合，マニュアルリ
セットモードの平均燃費表示・平均車速

表示はリセットされますが，オートリ
セットモードの平均燃費表示・平均車速

表示はリセットされません。

バッテリーを外すと，オートリセット

モードおよびマニュアルリセットモード
の平均燃費表示，平均車速表示の記憶は

消去されます。

燃費表示単位の変更 
アドバイス

航続可能距離，平均燃費，平均車速，瞬

間燃費の表示単位は切り換わりますが指

針（スピードメーター），オドメーター

（積算距離計），トリップメーター（区間
距離計）の単位は切り換わりません。

バッテリーを外すと単位設定の記憶は消

去され，自動的に km/L に設定されます。

燃費
距離（航続
可能距離）

速度（平均
速度）

km/L km km/h
L/100km km km/h

mpg 
（US） mile（s） mph

mpg 
（UK） mile（s） mph

温度単位の変更 
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J00620900049

マルチインフォメーションディスプレイ
に表示する言語を切り換えることができ
ます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

 「LANGUAGE（言語設

定）」を選択します。

3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して，「LANGUAGE（言語設定）」を

表示します。
4.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを軽く押して，希望の言
語を選択します。

5.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと選択した言語に設定が変更され
ます。

J00623801062

マルチアラウンドモニター（タイプ別装
備）で使用する言語を，マルチインフォ
メーションディスプレイの表示言語と同
じ言語へ自動的に切り換わるように設定
することができます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

「 （言語協調）」を選

択します。
3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと，A（言語協調する）M（言語

協調しない）または MA と切り換わ

り選択した条件に設定が変更されま
す。

アドバイス
エアコンパネルの設定温度表示灯の値

は，マルチインフォメーションディスプ
レイの温度単位に連動して切り換わりま

す。
なお，エアコンの設定温度表示灯には

“°C” または “°F” は表示されません。

スマートフォン連携ナビゲーションに表

示される温度の値は，マルチインフォ

メーションディスプレイの温度単位に連
動して切り換わります。なお，エアコン

情報画面の温度設定表示には “°C” また

は “°F” は表示されません。

バッテリーを外すと単位設定の記憶は消

去され，自動的に °C に設定されます。

表示言語の変更 

アドバイス
バッテリーを外すと言語設定の記憶は消

去され，自動的に日本語に設定されます。

言語設定で “---” を選択すると警告表示や

割り込み表示のときに警告メッセージを
表示しません。

言語協調の設定 

アドバイス
バッテリーを外すと言語協調設定の記憶

は消去され，自動的に A（言語協調する）

に設定されます。

言語協調の設定によって，マルチアラウ

ンドモニター（タイプ別装備）で使用さ

れる言語は，つぎのように切り換わりま

す。

• A（言語協調する）が選択されていると

き，マルチインフォメーションディスプ

レイの表示言語と同じ言語へ自動的に
変更されます。ただし，選択する言語に

よっては，同じ言語に切り換わらない場

合があります。
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J00621000034

マルチインフォメーションディスプレイ
スイッチ，メーター照度調整ボタンの操
作音を鳴らなくすることができます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

 「 （操作音の設定）」

を選択します。
3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと，ON（操作音あり）OFF（操

作音なし）または OFFON と切り換

わり選択した条件に設定が変更され
ます。

J00621100048

表示が出るまでの時間を変更することが
できます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

「アラーム（休憩時間の設
定）」を選択します。

3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して「アラーム（休憩時間の設定）」を
表示します。

4.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを軽く押して，表示が出
るまでの時間を選択します。

5.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと選択した時間に設定が変更され
ます。

J00621200049

方向指示器の音色を変更することができ
ます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

 「 （方向指示音の

変更）」を選択します。

• M（言語協調しない）が選択されている

とき，マルチインフォメーションディス
プレイの表示言語と同じ言語へ自動的

に変更されません。

オーディオ（タイプ別装備）の画面に表

示する言語は，言語協調の設定を A（協

調あり）にしても自動的に変更されませ
ん。

操作音の設定 

アドバイス アドバイス
バッテリーを外すと操作音設定の記憶は

消去され，自動的に ON（操作音あり）に

設定されます。

操作音の設定はマルチインフォメーショ

ンディスプレイスイッチ，メーター照度
調整ボタンの操作音を消すだけのもので

警告表示などの音を消すことはできませ
ん。

「休憩して下さい」表示が出るま
での時間の変更 

アドバイス
バッテリーを外すと設定の記憶は消去さ

れ，自動的に OFF に設定されます。

エンジンスイッチの電源モードをOFFに

すると運転時間はリセットされます。

方向指示音の変更 
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3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと，1（方向指示音 1）2（方向指

示音 2）または 21 と切り換わり選

択した方向指示音に設定が変更され
ます。

J00621300037

瞬間燃費のバーグラフ表示を変更するこ
とができます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

 「 （瞬間燃

費表示の変更）」を選択します。
3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

す と，ON（バ ー グ ラ フ 緑 表 示 有

り）OFF（バーグラフ緑表示無し）

またはOFFONと切り換わり選択し

たバーグラフ表示に設定が変更され
ます。

J00621401107

各種機能設定を工場出荷時の設定に戻す
ことができます。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

「リセット（工場出荷時の設
定に戻す）」を選択します。

3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 5 秒以上）押

すと，ブザーが鳴りすべての機能設定
が工場出荷時の設定に戻ります。

瞬間燃費表示の変更 

出荷時の設定に戻す 

アドバイス
工場出荷時の設定はつぎの通りです

•平均燃費・平均車速のリセットモード：

A（オートリセット）

•燃費表示単位：km/L
•温度単位：°C（摂氏）

•表示言語：日本語

•言語協調：A（言語協調する）

•操作音：ON（操作音あり）

•「休憩して下さい」表示：OFF
•方向指示音：1

•瞬間燃費色替え：ON
制限速度表示機能の設定は，工場出荷時

の設定に戻すことができません。

アドバイス
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J00601502590

J00609901681

表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧 

表示灯・警告灯一覧 

1- 車幅灯表示灯P.4-37 12- アクティブスタビリティコントロール (ASC) 作動表示灯

P.5-472- フロントフォグランプ表示灯P.4-37
3- 方向指示表示灯／非常点滅表示灯P.4-36 13- アクティブスタビリティコントロール (ASC) OFF 表示灯

P.5-474- ヘッドライト上向き表示灯P.4-36
5- セキュリティインジケーターP.2-28 14- ABS 警告灯P.5-44
6- 充電警告灯P.4-38 15- SRS エアバッグ／プリテンショナー機構警告灯 P.3-19，

3-34
7- 後側方車両検知警報システム表示灯AP.5-79 16- エンジン警告灯P.4-38
8- オートマチックハイビームシステム表示灯P.4-42 17- シートベルト非着用警告灯P.3-15
9- LED ヘッドライト警告灯P.4-41 18- ブレーキオートホールド作動表示灯P.5-39

10- 衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) OFF 表示灯P.5-65
誤発進抑制機能 OFF 表示灯P.5-75

19- ブレーキ警告灯P.4-37
20- 電動パーキングブレーキ警告灯P.4-38

11- インフォメーション画面表示一覧P.4-22
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J00609400155

ランプ類の消し忘れなどお知らせしたい情報が発生したとき，音が鳴ってつぎの画面に切り換わります。該当ページを参照して必
要な処置を行ってください。
警告表示の要因が解消されると，警告表示は自動的に消えます。
「警告表示一覧」P.4-22
「その他の割り込み表示」P.4-33

J00610001611

インフォメーション画面表示一覧  

アドバイス
つぎのようなとき，まれに数秒間，警告ブザーとともにインフォメーション画面に警告を表示することがあります。

これは，強い電磁波，ノイズなどを受けたことによって起こるもので，機能上の問題はありません。

•違法無線や電線の火花，レーダー施設などの非常に強い電磁波を受けたとき

•車載電気機器（後付け品含む）の作動時に発生する異常電圧や静電気の放電などがあったとき

ただし，何回も警告表示したときは，三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告表示一覧 

画面 要因 処置（参照先）

電動パワーステアリングの制御装置に何らかの

異常が発生しています。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
「電動パワーステアリング警告」P.5-45

いずれかのドアおよびテールゲートが完全に閉

められていません。
開いているドアが表示されています。

ドアおよびテールゲートを閉めてください。 
「半ドア警告表示」P.4-10

エンジンイモビライザー（盗難防止装置）に何

らかの異常が発生しています。

一旦，エンジンスイッチの電源モードを OFF に

戻し，再度エンジンをかけてください。
警告表示が消えないときは，最寄りの三菱自動
車販売会社へご連絡ください。
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ハンドルがロックされています。 ハンドルを左右に回しながらエンジンスイッチ

を押してください。
「エンジンスイッチ：ハンドルロック」P.5-19

ハンドルロックに何らかの異常が発生していま

す。

ただちに安全な場所に停車し，最寄りの三菱自

動車販売会社へご連絡ください。
「エンジンスイッチ：ハンドルロック」P.5-19

セレクターレバーが 以外の位置にあるときに

エンジン停止操作をしています。

エンジンスイッチの電源モードを OFF にすると

きは，セレクターレバーを に入れてください。
「エンジンのかけ方：エンジンの止め方」
P.5-19

ハンドルがロックされていない状態で運転席ド

アが開いています。

「エンジンスイッチ：ハンドルロック」P.5-19

電源システムに何らかの異常が発生しています。 ただちに安全な場所に停車し，最寄りの三菱自

動車販売会社へご連絡ください。

エンジンスイッチの電源モードが OFF 以外の状

態のときに運転席ドアが開いています。

電源モードを OFF にしてください。

「電源モード OFF 戻し忘れ防止機構」 P.5-18

エンジンスイッチの電源モードが OFF 以外の状

態のときに，すべてのドアおよびテールゲート
を施錠しようとしています。

電源モードを OFF にしてください。

「電源モード OFF 切り換え忘れ防止機構」 
P.5-18

画面 要因 処置（参照先）
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キーレスオペレーションシステムに何らかの異

常が発生しています。

「警告表示について」P.2-13

キーレスオペレーションキーが検知できません。 キーボックスにキーレスオペレーションキーを

差し込んでください。
「キーレスオペレーションキーが正常に作動

しないとき ( 電池切れなど ) にエンジンを始動す

るときは」P.5-22

キーボックスからキーレスオペレーションキー

を抜き忘れています。

キーボックスからキーレスオペレーションキー

を抜いてください。
「エンジンのかけ方：キー抜き忘れ監視機構」
P.5-22

ライト類を消し忘れています。 「ヘッドライトオートカット機能（自動消灯）」 
P.4-41

LED ヘッドライトに何らかの異常が発生してい

ます。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「LED ヘッドライト警告灯」P.4-41

画面 要因 処置（参照先）
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ABS に何らかの異常が発生しています。 急ブレーキや高速走行を避け，車を安全な場所

に停車して処置を行ってください。
「ABS 警告」P.5-44

エンジンフード（ボンネット）が開いています。 エンジンフード（ボンネット）を閉めてくださ

い。
「エンジンフード（ボンネット）」P.9-5

エンジンがオーバーヒートしています。 安全な場所に停車し処置を行ってください。

「オーバーヒートしたときは！」P.11-28

オートマチックトランスミッション（CVT）オ

イルの温度が高くなっています。

「INVECS- Ⅲ CVT」P.5-26

S-AWC システムが高温になっています。 「S-AWC」P.5-34

運転席のシートベルトを着用しないままエンジ

ンスイッチの電源モードを ON にしています。

シートベルトを着用してください。

「シートベルト非着用警告システム」P.3-15

燃料系統に何らかの異常が発生しています。 ただちに三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。

燃料の残量が少なくなっています。 ただちに燃料を補給してください。

「燃料残量警告表示」P.4-10

駐車ブレーキをかけたまま走行しています。 駐車ブレーキを解除してください。

「ブレーキ警告表示」P.4-38

画面 要因 処置（参照先）



表示灯・警告灯・インフォメーション画面表示一覧

4-26 計器盤・スイッチ

4

ブレーキ液が不足しています。

ブレーキ装置に何らかの異常が発生しています。

ただちに安全な場所に停車し，最寄りの三菱自

動車販売会社へ連絡してください。
「ブレーキ警告表示」P.4-38

電動パーキングブレーキに何らかの異常が発生

しています。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
「電動パーキングブレーキ」P.5-10

電動パーキングブレーキスイッチを短時間に繰

り返し操作したため，一時的に電動パーキング
ブレーキがかけられない状態です。

「電動パーキングブレーキ」P.5-10

電動パーキングブレーキ解除時に，セレクター

レバーが 以外の位置でブレーキペダルを踏ま
ずに電動パーキングブレーキスイッチが押され
ています。

自動的に駐車ブレーキが作動しました。 「ブレーキオートホールド」P.5-39

自動的にブレーキオートホールドがキャンセル

されました。

ブレーキオートホールドが一時的に使用できな

い状態です。

電動パーキングブレーキに何らかの異常が発生

しているため，自動で駐車ブレーキが作動でき
ない状態です。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
「ブレーキオートホールド」P.5-39

エンジンを停止させるときは，セレクターレ

バーを に入れブレーキペダルをしっかりと踏
みながらエンジンスイッチを押してください。

画面 要因 処置（参照先）
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運転席のシートベルトが着用されていない状態

でブレーキオートホールドスイッチを押してい
ます。

シートベルトを着用してからブレーキオート

ホールドスイッチを押してください。
「ブレーキオートホールド」P.5-39

ブレーキペダルを踏まずにブレーキオートホー

ルドスイッチを押しています。

ブレーキペダルを踏んだままブレーキオート

ホールドスイッチを押してください。
「ブレーキオートホールド」P.5-39

エンジンオイルの循環系統に何らかの異常が発

生しています。

ただちに安全な場所に停車し，三菱自動車販売

会社へご連絡ください。
「油圧警告表示」 P.4-39

充電系統に何らかの異常が発生しています。 ただちに安全な場所に停車し，三菱自動車販売

会社へご連絡ください。
「充電警告表示」P.4-39

SRS エアバッグまたはプリテンショナー機構に

何らかの異常が発生しています。

ただちに三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。
「SRS エアバッグ／プリテンショナー機構警

告」 P.3-34

アクティブスタビリティコントロール（ASC）

に何らかの異常が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「ASC 警告表示」P.5-48

ヒルスタートアシストシステムに何らかの異常

が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「ヒルスタートアシスト：警告表示」P.5-42

S-AWC に何らかの異常が発生しています。 三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「S-AWC ドライブモードインジケーター」
P.5-35

CVT に何らかの異常が発生しています。 ただちに三菱自動車販売会社で点検を受けてく

ださい。
「警告表示」P.5-30

画面 要因 処置（参照先）
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車外温度が 0 °C（32 °F）以下になっています。 路面の凍結に注意して走行してください。

警告表示が出ていなくても路面が凍結している

場合がありますので走行には気をつけてくださ
い。

ウォッシャー液の残量が少なくなっています。 ウォッシャー液を補給してください。

「ウォッシャー液の点検 • 補給」P.9-6
「ウォッシャー液の量と種類」P.12-5

レーダークルーズコントロールシステム(ACC)が
前方車両の接近を感知しています。

ブレーキを踏むなどして適切な車間距離を保持

してください。
「レーダークルーズコントロールシステム

(ACC)：接近警報」P.5-55

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) が衝突の

危険を感知しています。

ブレーキを踏むなど衝突を回避する操作を行っ

てください。
「衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)：前

方衝突警報機能」P.5-66

レーダークルーズコントロールシステム(ACC)が
前方車両の停止を感知し自車を停車しています
が，まもなくブレーキ制御が解除されます。

速やかにブレーキを踏んでください。

「レーダークルーズコントロールシステム

(ACC)：前方車両を検出しているときは」P.5-54

駐車ブレーキが自動で作動できない状態です。 速やかにブレーキを踏んでください。

「ブレーキオートホールド」P.5-39

画面 要因 処置（参照先）
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レーダークルーズコントロールシステム(ACC)の
制御が自動停止し，スタンバイ状態になってい
ます。

「レーダークルーズコントロールシステム

(ACC)：使い方」P.5-58

制御開始の条件が満たされていないため，レー

ダークルーズコントロールシステム (ACC) の制

御を開始できない状態です。

車速が制御範囲を超えているため，レーダーク

ルーズコントロールシステム (ACC) の制御を開

始できない状態です。

前方車両を検出していないため，レーダーク

ルーズコントロールシステム (ACC) の制御を開

始できない状態です。

センサーの汚れの付着など，レーダークルーズ

コントロールシステム (ACC) が一時的に使用で

きない状態です。故障ではありません。

レーダークルーズコントロールシステム(ACC)に
何らかの異常が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「レーダークルーズコントロールシステム

(ACC)：制御を終了するときは」P.5-62

画面 要因 処置（参照先）
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画面 要因 処置（参照先）

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) に何らか

の異常が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)：前

方衝突被害軽減ブレーキ機能」P.5-67

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) の前方衝

突被害軽減ブレーキが作動しました。

「衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)：前方衝

突被害軽減ブレーキ機能」P.5-67

何らかの理由により，衝突被害軽減ブレーキシ

ステム (FCM) が一時的に使用できない状態で

す。故障ではありません。

車線逸脱警報システム (LDW) が車線の逸脱を感

知しています。

「車線逸脱警報システム (LDW)：車線逸脱警報」
P.5-86

車線逸脱警報システム (LDW) に何らかの異常が

発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「車線逸脱警報システム (LDW)：警告表示」
P.5-86

誤発進抑制機能が作動しています。 「誤発進抑制機能 ( 前進＆後退時 )」P.5-75
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周囲の状況やセンサー温度の上昇など，何らか

の理由により誤発進抑制機能のセンサーが一時
的に使用できない状態です。

しばらく待っても警告表示が消えないときは，

三菱自動車販売会社に相談してください。
「誤発進抑制機能 ( 前進＆後退時 )」P.5-75

センサーまたはシステムになんらかの異常が発

生しているため，誤発進抑制機能が正常に作動
しません。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
「誤発進抑制機能 ( 前進＆後退時 )」P.5-75

センサー温度の上昇など，何らかの理由により

後側方車両検知警報システムが一時的に使用で
きない状態です。

警告表示が消えないときは，三菱自動車販売会

社にご連絡ください。
「後側方車両検知警報システム」P.5-79

後側方車両検知警報システムのセンサーもしく

はシステムになんらかの異常が発生しています。

できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受

けてください。
「後側方車両検知警報システム」P.5-79

センサー周辺のバンパー表面に汚れや，雪，氷

などが付着したことにより，センサーの検知性
能が低下している状態です。

バンパー表面をきれいにしても警告表示が消え

ないときは，三菱自動車販売会社にご連絡くだ
さい。
「後側方車両検知警報システム」P.5-79

画面 要因 処置（参照先）
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後退時車両検知警報システムが車両の接近を感

知しています。

後方の車両に注意してください。

「後退時車両検知警報システム」P.5-82

センサーに何らかの異常が発生しています。 三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「オートマチックハイビームシステム：警告

表示」P.4-44
「衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)：警

告表示」P.5-71
「車線逸脱警報システム (LDW)：警告表示」
P.5-86

センサーが高温または低温になりシステムが一

時的に使用できない状態です。

センサーの温度が規定の範囲内になるとシステ

ムは自動的に作動状態に戻ります。
警告表示が消えないときはセンサーの異常の可

能性がありますので，三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。
「オートマチックハイビームシステム：警告

表示」P.4-44
「衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)：警

告表示」P.5-71
「車線逸脱警報システム (LDW)：警告表示」
P.5-86

センサーまたはセンサー前方のフロントガラス

に汚れが付着するなど，システムが一時的に使
用できない状態です。故障ではありません。

「オートマチックハイビームシステム：警告表

示」P.4-44
「衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)：警告表

示」P.5-71
「車線逸脱警報システム (LDW)：警告表示」
P.5-86

画面 要因 処置（参照先）
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J00610201525

各システムの作動状態をインフォメーション画面に表示します。
詳しくは各システムの該当ページをお読みください。

オートマチックハイビームシステムに何らかの

異常が発生しています。

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

「オートマチックハイビームシステム：警告

表示」P.4-44

その他の割り込み表示 

画面 要因 処置（参照先）

エンジン始動時にセレクターレバーが または

以外にあるか，ブレーキペダルが踏まれずに
エンジンスイッチが押されています。

エンジンを始動させるときはセレクターレバー

を に入れ，ブレーキペダルを踏みながらエン
ジンスイッチを押してください。
「エンジンのかけ方」P.5-19

画面 システムの作動状態 参照先

S-AWC ドライブモードセレクターで「AWC 
ECO」モードを選択したとき

「S-AWC」P.5-34

S-AWC ドライブモードセレクターで

「NORMAL」モードを選択したとき

S-AWC ドライブモードセレクターで「SNOW」

モードを選択したとき

S-AWC ドライブモードセレクターで「GRAVEL」
モードを選択したとき

画面 要因 処置（参照先）
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定期点検の時期をお知らせします。

ナビゲーション作動中，案内ポイントなどが近

づいたとき

「ナビ情報表示」P.4-36

パーキングセンサーが障害物を感知したとき 「パーキングセンサー（フロント／リヤ）」
P.5-88

ECO モードを作動させたとき 「ECO モードスイッチ」P.4-47

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)をONにし

たとき，または警報タイミングを変更したとき

「FCM ／誤発進抑制機能 ON/OFF スイッチ」
P.5-70

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) を OFF に

したとき

「FCM ／誤発進抑制機能 ON/OFF スイッチ」
P.5-70

誤発進抑制機能を OFF にしたとき 「誤発進抑制機能の ON/OFF 作動切り換え」
P.5-78

画面 処置

三菱自動車販売会社で点検を受けてください。詳しくは「サービスリマインダー」P.4-12 をお読みくださ

い。

画面 システムの作動状態 参照先
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休憩時間を設定することができます。

画面 処置

安全な場所に停車し，エンジンを止めて休憩してください。
長距離走行の途中で休憩をとるための，目安としてご使用ください。
運転を開始してから表示がでるまでの時間を設定することができます。
｛「休憩して下さい」表示が出るまでの時間の変更｝P.4-19
設定した時間が経過すると，表示とブザーで知らせます。その後休憩しないまま運転を続けると，約 5 分

ごとにブザーが鳴り，休憩をとるようにうながします。
つぎの場合は，運転した時間がリセットされ，もとの表示画面に戻ります。その後，再び設定した時

間が経過すると表示とブザーで休憩をとるようにうながします。
• 3 回目のブザーが鳴る

•エンジンスイッチの電源モードを OFF にする

•マルチインフォメーションディスプレイスイッチを長く（約 2 秒以上）押し続ける



表示灯
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J00622601047

目的地が設定されルート案内が開始され
ているとき，道路分岐や目的地などの案
内ポイントが近づくと，つぎのようなナ
ビゲーションの一部の情報を表示しま
す。

J00601600180

J00601700413

J00601800081

ナビ情報表示 

スマートフォン連携ナビゲーション付
き車

1- 案内表示
進行方向や案内地を表示します。

2- 残り距離表示
案内表示された地点までの距離を
表示します。

アドバイス
別冊の「スマートフォン連携ナビゲー

ション」取扱説明書を合わせてご覧くだ
さい。

（例）進行方向

フェリー
ポート

（例）
経由地 1目的地 料金所

表示灯 

方向指示表示灯／非常点滅表
示灯 

つぎの場合に点滅します。
方向指示レバーを操作し，方
向指示灯を作動させたとき。
「方向指示レバー」 P.4-46
非常点滅灯スイッチを押し，
非常点滅灯を作動させたと
き。
「非常点滅灯スイッチ」
 P.4-47
走行中に急ブレーキを踏ん
で，自動的に非常点滅灯が作
動したとき。
「緊急制動信号システム」
 P.5-39

ヘッドライト上向き表示灯 

ヘッドライトを上向きにすると
点灯します。
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J00601901379

J00602100238

J00602500115

J00602602266

フロントフォグランプ表示灯 

フロントフォグランプを点灯さ
せると表示灯が点灯します。

車幅灯表示灯 

車幅灯を点灯させると表示灯が
点灯します。

警告灯 

ブレーキ警告灯 

エンジンスイッチの電源モード
を ON にすると点灯し，数秒後

に消灯します。
走行する前に，必ず警告灯が消
えていることを確認してくださ
い。
エンジンをかけても，つぎのよ
うなときは点灯します。
駐車ブレーキをかけたまま

のとき
ブレーキ液が不足している

とき
ブレーキ力配分機能の異常

駐車ブレーキをかけたまま車速
が 8km/h 以上になるとブザーが

鳴り，解除忘れを知らせます。

注意
つぎの場合はブレーキの効きが悪くなっ

たり，急ブレーキをかけたとき車体姿勢
が不安定になるおそれがありますので，

急ブレーキや高速走行を避けただちに車

を安全な場所に止めて三菱自動車販売会
社へご連絡ください。

•駐車ブレーキをかけても点灯しないと

きや戻しても消灯しないとき。

•走行中ブレーキ警告灯が点灯したまま

消灯しないとき。

•ブレーキ警告灯と ABS 警告灯が同時に

点灯したとき。

「走行中に警告を表示したときは：

ABS 警告とブレーキ警告を表示したと

きは」P.5-44
ブレーキの効きが悪い場合はつぎの処置

により車を止めてください。

•ブレーキペダルを通常より強く踏んで

ください。

ブレーキペダルが奥まで踏み込まれた

状態になることがありますが，そのまま
ブレーキペダルを強く踏み続けてくだ

さい。

•万一，ブレーキが効かないときは，エン

ジンブレーキでスピードを落としてか

ら電動パーキングブレーキスイッチを

引き上げ続けてください。
「電動パーキングブレーキ」P.5-10

このとき後続車に注意をうながすため，

ブレーキペダルを踏んでストップラン

プを点灯させてください。

注意
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J00629500064

J00602701938

J00602800352

J00608900052

J00609001406

駐車ブレーキをかけたまま走行すると警
告表示します。また，メーター内の警告
灯は駐車ブレーキをかけているだけで点
灯します。
「ブレーキ警告灯」P.4-37

電動パーキングブレーキ警告
灯 

電動パーキングブレーキに異常
があると点灯します。正常なと
きはエンジンスイッチの電源
モードを ON にすると点灯し，

数秒後に消灯します。

注意
警告灯が点灯したまま消灯しないときや

点灯しないときは，駐車ブレーキが作動

しないか解除できなくなる場合がありま
す。ただちに車を安全な場所に止めて三

菱自動車販売会社へご連絡ください。
停車する場合は，平らで安全な場所に止

めてセレクターレバーを に入れ，さら

に輪止めをしてください。

アドバイス
輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ

い。

輪止めがないときは，タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

エンジン警告灯 

エンジン制御システム，または
CVT制御システムに異常がある

と点灯または点滅します。
正常なときはエンジンスイッチ
の電源モードを ON にすると点

灯し，エンジンをかけると消灯
します。

注意
エンジン回転中に点灯したときは，高速

走行を避けてただちに三菱自動車販売会

社で点検を受けてください。走行中はア
クセルペダルを踏んでもスピードが出な

くなることがあります。停車時はアイド

リング回転数が高くなり，クリープ現象
が強くなることがあるため，よりしっか

りとブレーキペダルを踏んでください。

充電警告灯 

充電系統に異常があると点灯し
ます。また，マルチインフォメー
ションディスプレイにも警告表
示します。
正常なときはエンジンスイッチ
の電源モードを ON にすると点

灯し，エンジンをかけると消灯
します。

注意
エンジン回転中に点灯したときは，ただ

ちに安全な場所に停車し，三菱自動車販
売会社へご連絡ください。

インフォメーション画面表
示 

ブレーキ警告表示 

注意
駐車ブレーキをかけたまま運転するとブ

レーキが過熱し，ブレーキの効きが悪く

なるとともにブレーキが故障する原因に
なります。

警告表示がでたときは駐車ブレーキを解

除してください。
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エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときにブレーキ液が不足している，また
はブレーキシステムに異常があると警告
表示します。
また，メーター内の警告灯も点灯します。
「ブレーキ警告灯」P.4-37

J00609200212

充電系統に異常があると警告表示しま
す。また，メーター内の警告灯も点灯し
ます。

J00609300226

エンジン回転中，エンジンオイルの圧力
が低下すると警告表示します。

注意
走行中，警告表示したまま消灯しないと

きはブレーキの効きが悪くなるおそれが

ありますので，ただちに車を安全な場所
に止めて三菱自動車販売会社へご連絡く

ださい。

ブレーキ警告表示がブレーキ警告灯，

ABS 警告灯と同時に警告表示したとき

は，ブレーキ力の配分機能も作動しない

ことがあるため，急ブレーキをかけたと
きに車体姿勢が不安定になるおそれがあ

ります。急ブレーキや高速走行を避け，た
だちに車を安全な場所に止めて三菱自動

車販売会社へご連絡ください。

ブレーキの効きが悪い場合はつぎの処置

により車を止めてください。

•ブレーキペダルを通常より強く踏んで

ください。

ブレーキペダルが奥まで踏み込まれた

状態になることがありますが，そのまま
ブレーキペダルを強く踏み続けてくだ

さい。

•万一，ブレーキが効かないときは，エン

ジンブレーキでスピードを落としてか
ら電動パーキングブレーキスイッチを

引き上げ続けてください。
「電動パーキングブレーキ」P.5-10

このとき後続車に注意をうながすため，

ブレーキペダルを踏んでストップラン

プを点灯させてください。

充電警告表示 

注意
エンジン回転中に警告表示したときは，

ただちに安全な場所に停車し，三菱自動

車販売会社へご連絡ください。

油圧警告表示 

注意

注意
エンジンオイルが不足したまま運転した

り，エンジンオイルの量が正規であって
も警告表示したままで運転するとエンジ

ンが焼き付き，破損するおそれがありま

す。

エンジンの回転中に警告表示したとき

は，ただちに安全な場所に停車しエンジ

ンを止め，エンジンオイルの量を点検し
てください。

（点検方法は別冊の「メンテナンスノー

ト」をご覧ください。）

エンジンオイル量が正常で警告表示した

ときは，三菱自動車販売会社へご連絡く

ださい。

アドバイス
油圧警告表示はオイル量を示すものでは

ありません。オイル量の点検は必ずオイ

ルレベルゲージで行ってください。
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J00604002293

エンジンスイッチの電源モードの状態に
関係なく使用できます。
レバー先端のツマミを回すと下表の○印
のランプが点灯します。

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときに使用できます。レバー先端のツマ
ミを AUTO 位置にすると，車外の明るさ

に応じてヘッドライト，車幅灯，尾灯，番
号灯などが自動的に点灯・消灯します。
電源モードをOFFにすると自動的に消灯

します。

ライトスイッチ 

手動で使うときは 

ツマミの位置

ヘッドライト ○ —

車幅灯 ○ ○

尾灯 ○ ○

番号灯 ○ ○

計器類照明灯，
ダウンライト

○ ○

アドバイス
雨の日や洗車後などにレンズ内側が曇る

ことがあります。これは湿気の多い日な
どに窓ガラスが曇るのと同様の現象で，

機能上の問題はありません。ランプを点
灯すると熱で曇りは取れます。ただし，ラ

ンプ内に水がたまっているときは三菱自

動車販売会社で点検を受けてください。

自動で使うときは（オートライ
トコントロール） 

アドバイス
自動点灯センサーの感度を調整すること

ができます。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で調整することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧
ください。

AUTO の位置でフロントフォグランプが

点灯しているとき，エンジンスイッチの
電源モードを OFF にすると，フロント

フォグランプも自動消灯します。

フロントガラスにステッカーやラベルを

貼ってセンサーを覆わないでください。
センサーが車外の明るさを検知できなく

なり，ライトが自動に点灯・消灯しなく
なるおそれがあります。

フロントガラスの交換・センサー付近の
ガラス補修をするときは，三菱自動車販

売会社にご相談ください。

AUTO の位置で点灯・消灯しないときは，

手動スイッチを操作し，三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

センサー
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J00606002141

*1 ヘッドライトやフォグランプなどの
車外照明

ライトスイッチが または の位

置でも，エンジンスイッチの電源モー
ドを OFF にし，運転席ドアを開くと，

ランプ類が自動的に消灯します。

ライトスイッチが または の位

置でも，エンジンスイッチの電源モー
ドを OFF にし，運転席ドアを開かな

いまま約3分たつとランプ類が自動的

に消灯します。

降車後も約 3 分間ランプ類を点灯させて

おくことができます。

1.ライトスイッチを OFF にし，エンジ

ンスイッチの電源モードを OFF にし

ます。 
2.ライトスイッチを の位置にし，降車
します。

3.約 3 分後にランプ類が自動消灯しま

す。

J00618601059

LED ヘッドライトに異常があると点灯し

ます。また，マルチインフォメーション
ディスプレイにも警告表示します。

J00606100340

ライトスイッチが または の位置の
ままでエンジンスイッチの電源モードを
OFF にして運転席のドアを開くと，ブ

ザーが鳴り，ランプ類の消し忘れを知ら
せます。

ヘッドライト *1 オートカット
機能（自動消灯） 

降車後，照明として利用するとき
は 

アドバイス
ライトスイッチを 位置にすると降車

後照明として利用できません。（自動消灯

せず通常通り，ランプ類が点灯し続けま
す。） 

運転席から降車するときエンジンスイッ

チの電源モードがOFFのときはライト消

し忘れ警告ブザーが鳴り，OFF 以外のと

きは電源モードOFF戻し忘れ警告ブザー

が鳴りますが，ドアを閉じれば止まりま

す。

アドバイス
つぎの機能を変更することができます。

•ライトスイッチが 位置でも降車後照

明として利用できるようにする。

•ランプ類のオートカット機能を働かな

くする。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で変更することができ
ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

LED ヘッドライト警告灯 

アドバイス
警告灯が点灯したときは，装置の故障が

考えられます。三菱自動車販売会社で点

検を受けてください。

ライト消し忘れブザー 
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ヘッドライトオートカット機能が働く，
ライトスイッチを OFF にする，またはド

アを閉じればブザーは止まります。

J00606200484

レバーを（1）まで引くたびにヘッドライ

トの照らす方向が上向き，下向きと交互
に切り換わります。
レバーを（2）まで軽く引くと，引いてい

る間ヘッドライトが上向きになり，メー
ター内の表示灯も点灯します。

J00625000306

センサーにより先行車または対向車のラ
ンプや街路灯などの明るさを検知して，
ヘッドライトが上向き（ハイビーム）の
ときに下向き（ロービーム）への切り換
えや上向き（ハイビーム）への復帰を自
動的に行います。

1.エンジンスイッチの電源モードが ON
のとき，ライトスイッチを また
は AUTO の位置にします。

2.オートマチックハイビームシステム
スイッチを押します。
オートマチックハイビームシステム
表示灯が点灯し，システムが ON にな

ります。
もう一度スイッチを押すと，オートマ
チックハイビームシステム表示灯が
消灯しシステムが OFF になります。

上下切り換え 

アドバイス
ライトスイッチが OFF 位置でも，レバー

を（2）まで軽く引いている間ヘッドライ

トが上向きで点灯します。

ヘッドライトを上向きにしたまま戻し忘

れても，次回ライトスイッチを の位置

にすると必ず下向きで始まります。

オートマチックハイビームシ
ステム 

警告
状況によっては，ハイビームとロービー

ムが自動で切り換わらない場合がありま
す。システムを過信せず，周囲の状況に

応じて手動でハイビームとロービームを

切り換えてください。
「ライトスイッチ：上下切り換え」

P.4-42

センサー

使い方
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1.方向指示レバーを手前に引きます。
2.オートマチックハイビームシステム
表示灯が消灯します。

3.オートマチックハイビームシステム
スイッチをもう一度押すと，オートマ
チックハイビームシステムがONにな

ります。

1.方向指示レバーを手前に引きます。
2.オートマチックハイビームシステム
表示灯が消灯し，ヘッドライト上向き
表示灯が点灯します。

3.オートマチックハイビームシステム
スイッチをもう一度押すと，オートマ
チックハイビームシステムがONにな

ります。

つぎの条件をすべて満たしたときに，ハ
イビームが点灯します。

自車の速度が約 30km/h 以上のとき

車両の前方が暗いとき

先行車または対向車がいない，または

ランプを点灯していないとき

つぎの条件のいずれかのときは，ロー
ビームが点灯します。

自車の速度が約 25km/h 以下のとき

車両の前方が明るいとき

先行車または対向車がランプを点灯

しているとき

アドバイス
ライトスイッチを AUTO の位置にしてい

るときは，オートライトコントロール機

能によりヘッドライトが点灯していると

きのみ，オートマチックハイビームシス
テムが作動します。

オートマチックハイビームシステムが作

動しているときでも，方向指示レバーを

操作して手動でハイビームとロービーム
を切り換えることができます。

「ライトスイッチ：上下切り換え」
P.4-42
ライトスイッチを手動操作した場合，
オートマチックハイビームシステム表示

灯が消灯し，システムはOFFになります。

「手動での上下切り換え方法」P.4-43
オートマチックハイビームシステムが作

動しているとき，方向指示レバーを軽く
引く操作ではオートマチックハイビーム

システムは OFF になりません。

手動での上下切り換え方法 

下向きに切り換える

上向きに切り換える

自動切り換えの条件

アドバイス
つぎの状況では，ハイビームが自動で

ロービームに切り換わらない場合があり
ます。

•連続するカーブや中央分離帯，標識，街

路樹などで先行車または対向車が見え

隠れするとき

•見通しの悪いカーブなど，突然対向車と

すれ違ったとき

•他車が前方を横切ったとき

街路灯や信号，広告などの照明や標識，看

板などの反射物により，ハイビームが

ロービームに切り換わる場合や，ロー
ビームが継続する場合があります。

つぎの原因により，ハイビームとロー

ビームの切り換えのタイミングが変化す
る場合があります。

•先行車または対向車のランプの明るさ

•先行車または対向車の動きや向き

•先行車または対向車のランプが片側の

み点灯しているとき
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J00625600025

システムに異常があるときは，その状態
によってマルチインフォメーションディ
スプレイ内のインフォメーション画面に
警告が表示されます。

つぎのような状況で，システムがセン
サーの検知性能が低下したと判断したと
きは，システムは一時的に停止します。

フロントガラスのセンサー部に汚れ，

雨，雪，氷などが付着しているとき
悪天候（雨，雪，砂嵐など）のとき

前方車両や対向車が路上の水や雪，砂

などを巻き上げて走行しているとき

このとき，つぎの警告が表示されます。

システムが作動できる状態になると，表
示は消えてシステムは自動的に再開しま
す。表示が消えない場合はセンサーの異
常の可能性がありますので，三菱自動車
販売会社で点検を受けてください。

•先行車または対向車が二輪車のとき

•道路の状況（勾配やカーブ，路面状況な

ど）

•乗車人数や荷物の量

オートマチックハイビームシステムは車

両前方のランプの明るさなどで周囲の状

況を認識します。したがって，ハイビー

ムとロービームが運転者の感覚に合わず
切り換わる場合があります。

自転車などの軽車両は検知しない場合が

あります。

つぎの状況では，周囲の明るさが正確に

検知されず，ハイビームが先行車や対向
車の迷惑になる場合や，ロービームが継

続する場合があります。このような場合
は，手動でハイビームとロービームを切

り換えてください。

•悪天候のとき（大雨，霧，雪，砂嵐など）

•フロントガラスが汚れているときや，

曇っているとき

•フロントガラスにひび割れや破損があ

るとき

•センサーが変形しているときや，汚れて

いるとき

•周囲にヘッドライトや尾灯などに似た

光があるとき

•先行車または対向車のランプが無灯火

のときや，ランプに汚れや変色があった

り光軸がずれているとき

•急激な明るさの変化が連続するとき

アドバイス
•起状や段差が多い道路を走行している

とき

•カーブが多い道路を走行しているとき

•車両前方に標識やミラーのように光を

強く反射するものがあるとき

•先行車または対向車のランプが他の光

と混在しているとき

•コンテナなど，先行車の後部が光を強く

反射するとき

•自車のヘッドライトが破損または汚れ

ているとき

•パンクやけん引などにより車両が傾い

ているとき

•警告が表示されているとき 「警告表

示」P.4-44
使用環境を良い状態に保つために，つぎ

のことを守ってください。

•フロントガラスは，いつもきれいにして

おく

•センサーに強い衝撃や力を加えない，ま

た分解しない

•センサー前のフロントガラスにシール

などを貼らない

•フロントワイパーを交換する場合は，三

菱自動車純正品を使用する

アドバイス 警告表示 

■フロントガラスが汚れているとき 
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センサーが高温または低温になりシステ
ムが一時的に作動できない状態になった
ときは，つぎの警告が表示されシステム
は自動的に停止します。

センサーの温度が既定の範囲内になる
と，表示は自動的に消えてシステムは自
動的に復帰します。
表示が消えない場合はセンサーの異常の
可能性がありますので，三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

システムに異常があるときは，つぎのい
ずれかの警告が表示されシステムは自動
的に停止します。

[ システムが故障しているとき ]

[ センサーが故障しているとき ]

エンジンスイッチの電源モードをOFFに

して再度 ON にしても再び表示される場

合は，三菱自動車販売会社で点検を受け
てください。

J00618801341

ライトスイッチがOFFまたはAUTOの位

置のとき，キーレスオペレーションキー
の UNLOCK スイッチを押すと，車幅灯が

約 30 秒間点灯します。車外が暗いときの

み点灯します。

J00618901355

エンジンスイッチの電源モードをOFFに

した後，約 30 秒間ヘッドライト（ロー

ビーム）を点灯させておくことができま
す。

1.ライトスイッチを OFF または AUTO
の位置にします。

2.電源モードを OFF にします。

■センサーが高温または低温になっ
たとき 

■システムに異常があるとき 

アドバイス
炎天下での駐車などでセンサーとその周

辺の温度が極端に高くなったときに，

「AHB 点検」警告が表示される場合があ

ります。

ウェルカムライト 

アドバイス
ウェルカムライトが作動中に，つぎの操

作を行うとウェルカムライトが停止しま
す。

•キーレスオペレーションキーのLOCKス
イッチを押したとき

•ライトスイッチを または の位置

にしたとき

•エンジンスイッチの電源モードをONの

状態にしたとき

つぎの通り機能を変更することができま

す。

•ヘッドライト（ロービーム）の点灯を追

加する。

•ウェルカムライトを働かなくする。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

カミングホームライト 

アドバイス
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3.電源モードをOFFにしてから約 60秒

以内に，方向指示レバーを手前に引き
ます。

4.ヘッドライト（ロービーム）が約 30
秒間点灯します。消灯した後，再度約
30 秒間点灯させたい場合は，電源モー

ドをOFFにしてから約 60秒以内のと

きは，レバーを手前に引いてくださ
い。また，約 60 秒以上のときは，手

順 1 から操作してください。

J00604102034

J00610400197

乗員の人数や荷物の重さなどによる車両
姿勢の変化に応じて，ヘッドライトの照
らす方向（光軸）を自動的に調整する装
置です。
エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときにヘッドライトが点灯すると，停車
時にヘッドライトの光軸を自動的に調整
します。

J00604202240

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときにレバーを（1）まで操作すると，方

向指示灯とメーター内の表示灯が点滅し
ます。
レバーはハンドルを戻すと自動的に戻り
ます。ゆるいカーブなどで戻らないとき
は手で戻してください。
車線変更などのときは，レバーを（2）ま

で軽く操作すると操作している間だけ方
向指示灯とメーター内の表示灯が点滅し
ます。また，レバーを（2）まで軽く操作

し，すぐ離すと 3 回，方向指示灯とメー

ター内の表示灯が点滅します。

アドバイス
カミングホームライトが作動中に，つぎ

の操作を行うとカミングホームライトが

停止します。

•レバーを手前に引いたとき

•ライトスイッチを または の位置

にしたとき

•エンジンスイッチの電源モードをONの

状態にしたとき

つぎの機能を変更することができます。

•ヘッドライトの点灯時間を調整する。

•カミングホームライトを働かなくする。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧
ください。

ヘッドライトレベリング 

ヘッドライトオートレべリン
グ 

アドバイス 方向指示レバー 

1- 方向指示
2- 車線変更
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J00604301882

故障したときなど，やむを得ず路上に車
を止めたいときに使用します。
スイッチを押すとすべての方向指示灯が
点滅し，メーター内の表示灯も点滅しま
す。もう一度押すと消灯します。

J00622301099

ECO モードは，エンジン，エアコン，S-
AWC（4WD 車）を自動制御することで，

燃費向上に配慮したエコドライブをサ
ポートするシステムです。
「S-AWC」P.5-34
「左右独立温度コントロール式フル

オートエアコン」P.7-4

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときに，ECO モードスイッチを押すと

ECO モードが作動します。もう一度ス

イッチを押すと ECO モードが停止しま

す。
ECO モード作動中，メーター内に ECO
モード表示（表示灯）が表示されます。

アドバイス
点滅が異常に速くなったときは，方向指

示灯の球切れが考えられますので三菱自
動車販売会社で点検を受けてください。

つぎの機能を変更することができます。

•エンジンスイッチの電源モードがONま

たはACCのときにレバーを操作すると，

方向指示灯とメーター内の表示灯を点

滅させる。

•車線変更時，方向指示灯の 3 回点滅機能

を働かなくする。

•車線変更時，方向指示灯の 3 回点滅機能

のレバー操作時間を調整する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

方向指示器の音色を変更することができ

ます。

「方向指示音の変更」P.4-19

非常点滅灯スイッチ 

アドバイス
エンジンがかかっていないときに長時間

使用するとバッテリーが上がり，エンジ

ンがかからなくなることがあります。

スイッチを押して非常点滅灯を点滅させ

ているときは，緊急制動信号システムは
作動しません。

「緊急制動信号システム」P.5-39

ECO モードスイッチ 
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J00604501611

霧の出ているとき，雨や雪などの降る夜
間など視界が悪いときに使用します。
ヘッドライトまたは尾灯が点灯している
ときにノブを上に回すと，フロントフォ
グランプが点灯し，メーター内の表示灯
も点灯します。消灯するときはノブを下
に回します。

J00604802145

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードを ON に

したとき，ECO モードの ON/OFF は前

回，電源モードを OFF にしたときの状態

を維持します。

ECOモード作動時でもエアコンのみ通常

制御にすることができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

フロントフォグランプス
イッチ 

アドバイス
ヘッドライトと尾灯が消灯すると，フロ

ントフォグランプも自動消灯します。

再度点灯させたいときは，ヘッドライト

または尾灯が点灯しているときに，もう
一度ノブを上に回します。

ワイパー／ウォッシャース
イッチ 

注意
寒冷時にウォッシャーを使用するとガラ

スに噴きつけられたウォッシャー液が凍

結し，視界を妨げることがあります。
ウォッシャー使用前にヒーターやリヤウ

インドウデフォッガーを使って，ガラス
を暖めてください。

アドバイス
ガラスがほこりや泥で汚れているとき

は，洗車するかウォッシャー液を噴射し

てからワイパーを使用してください。
汚れたままでワイパーを動かすとガラス

に傷がつくことがあります。

ウォッシャー液が出ないとき，ウォッ

シャースイッチを操作し続けるとポンプ

が故障するおそれがあります。ウォッ

シャー液量やノズルのつまりを点検して
ください。

「ウォッシャー液の点検・補給」P.9-6
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J00615401535

エンジンスイッチの電源モードが ON ま
たは ACC のときに使用できます。

凍結などでワイパーブレードがガラスに

張り付いたまま作動させないでくださ
い。ガラスに張り付いたまま作動させる

とワイパーブレードを傷めたり，ワイ
パーモーターが故障するおそれがありま

す。

凍結のおそれがあるときや長時間ワイ
パーを使用しなかったときは，ワイパー

ブレードがガラスに張り付いていないこ
とを確認してください。

ワイパーを作動中，積雪などによりワイ

パーブレードが途中で止まったときは，

モーターの過熱を防ぐためワイパーの作
動が一時的に停止することがあります。

このようなときは必ず車を安全な場所に
止めてエンジンスイッチの電源モードを

OFF にして積雪などを取り除いてくださ

い。

モーターが冷えればワイパーは再び使用

できるようになりますので，ワイパーが
作動することを確認してからご使用くだ

さい。

アドバイス フロントワイパースイッチ 

アドバイス
後方の視界を確保するため，フロントワ

イパーが作動中にセレクターレバーを

に入れると，リヤワイパーが自動的に

数回作動します。

「リヤワイパー / ウォッシャースイッ

チ」P.4-52

MIST 1 回作動

（ワイパーミスト機能）
OFF 停止
AUTO 自動作動（雨滴感応）

雨の程度に応じて，自動的にワイ
パーが作動します。

LO 低速作動

HI 高速作動

アドバイス
つぎの機能を変更することができます。

•自動作動（雨滴感応）を間欠作動（車速

感応）に 変更する。

•自動作動（雨滴感応）を間欠作動（除

く，車速感応）に変更する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で変更することができ
ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。



ワイパー／ウォッシャースイッチ

4-50 計器盤・スイッチ

4

エンジンスイッチの電源モードが ON の
ときに使用できます。レバーを AUTO の
位置にすると，雨の程度（雪やその他の
液体，ほこりなどを含む）をレインセン
サーが感知し，ワイパーが自動作動しま
す。

ただし，つぎのような場合，フロントガ
ラスに傷がついたり，ワイパーブレード
を傷めるおそれがありますので，レバー
を OFF の位置にしてください。

晴れた日が続き，フロントガラスが汚

れているとき
空気が乾燥し，フロントガラスが汚れ

ているとき

レインセンサー

レインセンサー

注意
エンジンスイッチの電源モードが ON の
位置で，レバーが AUTO の位置のとき，

つぎのような場合，ワイパーが自動作動

することがあります。
手や指をはさむと，けがをしたり，ワイ

パーを損傷するおそれがありますので電
源モードを OFF にするか，レバーを OFF
にして，レインセンサーを停止するよう
注意してください。

•フロントガラス掃除の際，レインセン

サーをフロントガラス越しに触れたと

き。

•フロントガラス掃除の際，レインセン

サーをフロントガラス越しに拭いたと

き。

•自動洗車機を使用するとき。

•フロントガラスに衝撃を与えたとき。

•レインセンサーに衝撃を与えたとき。

アドバイス
ワイパーのゴム部分を保護するため，エ

ンジン始動後，車両を止めた状態で外気
温が低いとき（約 0°C 以下のとき）は，

レバーが AUTO の位置にあってもワイ

パーは作動しません。

フロントガラスにステッカーやラベルを

貼ってセンサーを覆わないでください。
また，フロントガラスにコーティングを

しないでください。センサーが雨を検知
できなくなり，ワイパーが正常に作動し

なくなるおそれがあります。

つぎのような場合は，レインセンサーの

故障が考えられます。三菱自動車販売会
社で点検を受けてください。

•雨の程度が変化しているにもかかわら

ず，ワイパーが一定間隔作動していると

き。

•雨が降っているにもかかわらず，ワイ

パーが 動 かないとき。

レインセンサー上部のウインドウガラス

に虫や異物などが付着したり，ウインド
ウガラスが凍結しているときは，ワイ

パーが自動的に作動することがありま
す。

ワイパーでフロントガラスの付着物を取

り除けないときは，ワイパーが自動的に
停止します。ワイパーを作動させたいと

きは，レバーを LO または HI の位置にし

てください。

また，強い直射日光や電磁波などの原因
によってもワイパーが自動的に作動する

ことがあります。ワイパーを停止させた

いときは，レバーを OFF の位置にしてく

ださい。

フロントガラスの交換・センサー付近の

ガラス補修をするときは，三菱自動車販
売会社にご相談ください。

アドバイス
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レバーが AUTO の位置のときに，ノブを

回すとレインセンサーの感度を調整でき
ます。

つぎのようにレバーまたは，ノブを操作
するとワイパーが 1 回だけ作動します。

霧雨のときなどにご使用ください。
エンジンスイッチの電源モードが ON ま
たはACC のときにレバーを MIST 位置に

上げて離すとワイパーが 1 回だけ作動し

ます。
レバーを MIST 位置に上げている間はワ

イパーが連続作動します。

電源モードがON のとき，レバーをAUTO
の位置にして，ノブを + 側に回すとワイ

パーが 1 回作動します。

雨滴感応の調整のしかた

+ 高感度（雨に反応しやすい）
- 低感度（雨に反応しにくい）

ノブ

ワイパーミスト機能

ノブ
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J00604901963

エンジンスイッチの電源モードが ON ま

たは ACC のときに使用できます。

レバーを手前に引いている間，ウォッ
シャー液が噴射します。
ワイパーが作動していないときや間欠作
動中にウォッシャー液を噴射するとワイ
パーが数回作動します。さらに約 6 秒後

にワイパーがもう 1 回作動します。

また，レバーを手前に引いてすぐに離す
と，自動的にウォッシャー液を数回に分
けて噴射しながらワイパーが数回作動し
ます。（インテリジェントウォッシャー）
さらに約 6 秒後にワイパーがもう 1 回作

動します。
ワイパー作動中にレバー操作すると，イ
ンテリジェントウォッシャーは停止しま
す。

J00605002160

エンジンスイッチの電源モードが ON ま

たは ACC のときに使用できます。

レバー先端のツマミを回すとつぎの通り
作動します。 

フロントウォッシャースイッ
チ 

アドバイス
ワイパーを作動させずにウォッシャー液

を噴射するときは，レバーを手前に引い
た状態でエンジンスイッチの電源モード

をONまたはACCにするとワイパーは連

動せず，ウォッシャー液のみが噴射しま

す。

つぎの機能を変更することができます。

•ウォッシャー液を噴射しても常時ワイ

パーを連動させないようにする。

•インテリジェントウォッシャーを働か

なくする。

•約 6秒後にワイパーがもう 1回作動する

機能を働かなくする。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧
ください。

リヤワイパー／ウォッシャー
スイッチ 

INT 間欠作動
数回作動し，その後約 8 秒おきに作

動
OFF 停止

この位置に回している間，ウォッ
シャー液を噴射。同時にワイパーが
数回作動。
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J00605502019

リヤガラスにプリントされた電熱線でガ
ラスを暖めて曇りを取ると同時に，ガラ
ス表面の霜や氷を取り除きやすくしま
す。
エンジンがかかっているときにスイッチ
を押すと作動し，表示灯が点灯します。
もう一度押すとスイッチが切れます。
スイッチを押すたびに音が鳴ります。

デフォッガースイッチを押すと同時にド
アミラーの曇りも取ることができます。 
「ヒーテッドドアミラー」P.5-16

アドバイス
フロントワイパーまたはリヤワイパーが

作動中にセレクターレバーを に入れる

と，リヤワイパーが自動的に数回作動し

ます。（自動作動モード）

リヤワイパーは自動的に作動した後，レ
バー先端のツマミがOFF位置にあれば停

止し，INT 位置にあれば間欠作動に戻り

ます。
また，リヤワイパーが INT 位置で作動中

にセレクターレバーを に入れるときだ

け 自動作動モードが作動するように変更

すること ができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧
ください。

ワイパーを作動させずウォッシャー液を

噴射するときは，レバー先端のツマミを

の位置に回した状態でエンジンスイッ

チの電源モードをONまたはACCにする

とワイパーは連動せず，ウォッシャー液
のみが噴射します。

レバー先端のツマミがOFF位置にあると

き，約 1 秒以内に INT 位置に 2 回繰り返

し回して INT 位置で止めると，リヤワイ

パーが連続作動します。（連続作動モー
ド）

ツマミをOFFの位置にすると連続作動は

止まります。

つぎの機能を変更することができます。

•ワイパーの間欠作動時間を調整する。

•ウォッシャー液を噴射しても常時ワイ

パーを連動させない。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で変更することができ
ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

アドバイス リヤウインドウデフォッ
ガー（曇り取り）スイッチ 

表示灯
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J00625500066

ステアリング内部のヒータ―によりステ

アリングの左右のグリップ部分を温めま
す。

：加温範囲

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときに，スイッチを押すとステアリング
ヒーターが作動し，スイッチ内の表示灯
が点灯します。
ステアリングヒーターは，作動してから
約 30 分後に自動で停止します。途中で停

止したいときは，スイッチをもう一度押
します。表示灯が消灯し，ステアリング
ヒーターが停止します。

J00605600609

ハンドルのパッドを押すとホーン（警音
器）が鳴ります。

アドバイス
エンジンがかかっているときに外気温が

低くなると，リヤウインドウデフォッ
ガースイッチを押さなくてもリヤウイン

ドウデフォッガーが自動的に作動（エン
ジンスイッチの電源モードを ON にして

から一度のみ自動的に作動）するように
設定することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で設定することができ
ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

この装置は消費電力が大きいので曇りが

取れたらスイッチを切ってください。
万一，スイッチを切り忘れても約 15~20
分後に自動的に切れます。

リヤガラス付近に物を置かないでくださ

い。車の振動で物が当たると電熱線が切

れることがあります。

リヤガラスの内側を清掃するときは，電

熱線を傷つけないように柔らかい布を使
い電熱線に沿ってふいてください。

ステアリングヒータース
イッチ 

注意
長時間の連続使用は低温やけど（水ぶく

れなど）の原因になります。特につぎの

ような方は注意してください。

•お年寄，病気の方，身体の不自由な方

•皮膚の弱い方

•疲労の激しい方

•ねむけをさそうかぜ薬などを飲んだ方

水，ジュースなどをこぼしたときは十分

乾かしてから使用してください。

エンジンがかかっていないときの連続使

用はバッテリーが上がる原因になりま
す。

ホーンスイッチ 

表示灯
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J00723600022

お車を運転の際に知っておいていただきたいこと，守っていただきたい「警告」「注意」をまとめて記載しています。
重要ですので，しっかりお読みください。

J00723701046

強い直射日光などにより車内が高温になると容器が破裂したり，蒸発ガスに引火し爆発するおそれがあります。

出発前に運転席の足元付近を点検し，空き缶などの動きやすい物を放置しないでください。

ブレーキペダルやアクセルペダルの下に物が挟まると，ペダル操作ができなくなり，思わぬ事故につながるおそれがあります。
フロアマットはペダルに引っかからないよう，車に合ったものを正しく敷いてください。「フロアマット」P.6-10
正しく敷かないと，ペダル操作の妨げになり，重大な事故につながるおそれがありますので，つぎのことをお守りください。
•ずれないよう固定クリップなどで確実に固定する。

•ペダルをおおわない。

•重ねて敷かない。

•アクセルペダルの下に敷かない。

荷くずれを起こして思わぬ事故につながるおそれがあります。

走行安全上，ルーフレールに直接荷物を積んだり，不用意にロープをかけないでください。
ルーフに荷物を積むときは，専用のルーフキャリアを使用してください。

その際は，重心が片寄らないようにバランスよく積んでください。

安全なドライブのために 

出発前は 

燃料の入った容器やスプレー缶類を車の中に持ち込まない 

運転席の足元付近を点検 

ルーフレールに直接荷物を積まない 
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フロントガラス前部の外気取り入れ口に雪，落ち葉などが付いているときは取り除いてください。

そのままにしておくと，車内の換気が十分にできずガラスが曇り，視界が悪くなるおそれがあります。

J00723801063

駐車後や信号待ちなどで停車したあとは，子どもや障害物など，車のまわりの安全を十分確認してから発進してください。

車を後退させるときは目で後方を確認してください。

バックミラーでは確認できない死角があります。

雨天時やぬれた道路ではスピードを控えめにし，ハンドルやブレーキ操作を慎重に行い安全運転に心がけてください。

特に雨の降りはじめは路面が滑りやすいため注意してください。
水たまり走行後や洗車後，ブレーキに水がかかると一時的にブレーキの効きが悪くなることがあります。

ブレーキの効きが悪いときは，前後の車や道路状況に十分注意して低速で走行しながらブレーキの効きが回復するまで数回ブ
レーキペダルを軽く踏み，ブレーキを乾かしてください。

わだちなど水のたまっている場所を高速で走行すると，ハイドロプレーニング現象を起こしやすくなります。

水のたまっている道路を高速で走行するとき，あるスピード以上になるとタイヤが路面の水を排除できず，水上を滑走する状態

になり，車のコントロールが効かなくなる現象。

冠水した道路や深い水たまりなどは走行しないでください。エンスト，電装品のショート，エンジン破損などの原因になります。

万一，冠水路などを走行し，水に浸かってしまったときは，必ず三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

フロントガラス前部の雪，落ち葉などは取り除く 

走行するときは 

発進するときは 

雨天時や水たまりを走行するときは 

ハイドロプレーニング現象とは…

冠水路などは走行しない 
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長い下り坂でフットブレーキのみを多く使用すると，ブレーキが過熱して，ブレーキの効きが悪くなることがあります。

坂の勾配に応じて必ずエンジンブレーキを併用してください。

できるだけゆっくり走行してください。

段差や凹凸のある路面を通過するときの衝撃によりタイヤおよびホイールを損傷するおそれがあります。
またつぎのような場合，車体，バンパー，マフラーなどを損傷するおそれがありますので十分注意してください。
•駐車場の出入り口

•路肩や車止めのある場所

•勾配の急な場所

•わだちのある道路

J00723900012

走行中にエンストしたときは，運転操作に変化がおきますので，つぎの点に注意して車を安全な場所に止めてください。

•ブレーキ倍力装置が働かなくなるため，ブレーキの効きが非常に悪くなります。

通常よりブレーキペダルを強く踏み続けてください。
ブレーキペダルから足を離し，再び踏み直すと，ブレーキの効きがさらに悪くなります。

•万一，スピードが落ちないときは，駐車ブレーキを慎重にかけてください。

このときも，ブレーキペダルは強く踏み続けて下さい。
•パワーステアリング装置が働かなくなるため，ハンドルが非常に重くなります。

走行中にタイヤがパンクまたはバーストすると，車両のコントロールができなくなるおそれがあります。

下り坂ではエンジンブレーキを併用 

段差などを通過するときは 

走行中に異常に気づいたら 

万一，走行中にエンストしたときは 

走行中にタイヤがパンクまたはバースト（破裂）したときは 
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ハンドルをしっかり持ち，徐々にブレーキをかけてスピードを落としてください。
つぎのようなときは，パンクやバーストが考えられます。

•ハンドルがとられるとき

•異常な振動があるとき

•車両が異常に傾いたとき

警告灯が点灯または点滅したときやマルチインフォメーションディスプレイ内のインフォメーション画面に警告表示されたと

きは安全な場所に停車し，適切な処置をしてください。
「インフォメーション画面表示一覧」P.4-22
「警告灯が点灯または点滅したときは！」P.11-2
点灯または点滅もしくは表示したまま走行すると，思わぬ事故を引き起こしたり，エンジンなどを損傷するおそれがあります。

すぐに安全な場所に車を止めて下まわりを点検してください。

ブレーキ液や燃料の漏れ，損傷などがあると，思わぬ事故につながるおそれがあります。
漏れや損傷などが見つかったときは，そのまま使用せず三菱自動車販売会社にご連絡ください。

J00724000010

枯草や紙など燃えやすいものの近くには車を止めないでください。

走行後の排気管は高温になっているため，火災になるおそれがあります。

エンジンをかけたまま仮眠すると，排気ガスが車内に侵入して，一酸化炭素中毒になるおそれがあります。

警告灯が点灯または点滅したときやマルチインフォメーションディスプレイ内に警告表示されたときは 

車体床下に強い衝撃を受けたときは 

駐停車するときは 

燃えやすいものの近くには車を止めない 

仮眠するときは必ずエンジンを止める 
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無意識にセレクターレバーを動かしたり，アクセルペダルの踏み込みにより，不用意な発進など，重大な事故につながるおそれ

があります。
無意識にアクセルペダルを踏み続けたときに，オーバーヒートを起こしたり，エンジンや排気管などの異常過熱により，火災事

故が発生するおそれがあります。

坂道に駐車するときは，駐車ブレーキを確実にかけ，セレクターレバーを に入れてください。 さらに輪止めをすると効果があ

ります。
輪止めは，三菱自動車販売会社でお買い求めください。
輪止めがないときは，タイヤを固定できる大きさの石などで代用できます。

急な坂道での駐車は避けてください。

無人で車が動き出すなど，思わぬ事故につながるおそれがあります。

エンジンがかかった状態で，車のまわりに雪が積もると排気ガスが車内に侵入して，一酸化炭素中毒になるおそれがあります。

J00724101050

不要な荷物を降ろして重量を軽くしてください。

不必要な急発進，急加速，急減速など，アクセルペダルをバタつかせるような運転は避け，アクセルペダルの操作はゆるやかに

行ってください。

坂道に駐車するときは 

雪が積もった場所や降雪時にはエンジンをかけたままにしない 

経済的な運転をするために 

無駄な荷物を載せない 

発進，加速はスムーズに 
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法定速度を守り，できるだけ一定のスピードで運転してください。

空ぶかしは，燃料の無駄使いであると同時に，騒音や排気ガスにより周辺への迷惑となりますので避けてください。

携帯電話の使用や休憩などで，長い間車を止めるときは，エンジンを止めてください。燃料の無駄使いであると同時に，騒音や

排気ガスにより周辺への迷惑となります。

タイヤの空気圧はこまめに点検し，常に規定の空気圧に調整してください。

「タイヤ空気圧の点検 • 調整」P.9-8
「タイヤの空気圧」P.12-8

J00724200012

助手席ではお子さまの動作が気になり運転の妨げになるだけでなく，お子さまが運転装置に触れて，重大な事故につながるおそ

れがあります。
やむを得ず助手席にお子さまを乗せるときでも，つぎのことをお守りください。

•必ずシートベルトを着用する

「シートベルト」P.3-12
•シートをできるだけ後方に下げる

•シートに深く腰かけて，背もたれに背中がついた正しい姿勢で座らせる

速度はできるだけ一定に 

空ぶかしは禁物 

駐車時はエンジンストップ 

タイヤの空気圧は定期的にチェック 

お子さまを乗せるときは 

お子さまは後席に座らせる 
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窓から手や顔を出していると，車外の物などに当たったり，急ブレーキをかけたとき，重大な傷害を受けるおそれがあります。

お子さまだけを車内に残さないでください。

炎天下での車内は高温となり，熱射病などのおそれがあります。

J00724301111

運転中，運転者はハンズフリー以外の携帯電話を使用しないでください。使用すると，周囲の状況に対する注意がおろそかにな

り，思わぬ事故につながるおそれがあります。運転中，運転者がハンズフリー以外の携帯電話を使用することは法律で禁止され
ています。

ブレーキペダルに常に足をのせて運転すると，ブレーキ部品が早く摩耗したり，ブレーキが過熱して，効きが悪くなるおそれが

あります。

ハンドル操作力が重くなることがあります。

「電動パワーステアリング (EPS)」P.5-45

エンジンがかかっていないと，ブレーキの効きが非常に悪くなったり，ハンドル操作が非常に重くなるため，思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

窓から手や顔を出させない 

車から離れるときはお子さまも一緒に 

こんなことにも注意 

運転中にハンズフリー以外の携帯電話を使用しない 

ブレーキペダルをフットレストがわりにしない 

ハンドルをいっぱいに回した状態を長く続けない 

車を移動するときは必ずエンジンを始動する 
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坂道で車を移動させるときも，必ずエンジンをかけてください。

ウインドウガラスなどにアクセサリーをつけたり，インストルメントパネルの上に芳香剤などを置かないでください。

運転の妨げになったり，吸盤や芳香剤の容器がレンズの働きをして火災など，思わぬ事故の原因となります。

国土交通省に届け出をした部品以外の物を装着すると，違法改造になることがあります。

また，三菱自動車純正以外の部品を装着すると，車の性能や機能に影響し，思いがけない事故が発生するおそれがあります。

電装品などを取り付けるときは，三菱自動車販売会社にご相談ください。

配線が車体に干渉したり，保護ヒューズがないなど取り付け方法が適切でない場合，電子機器部品に悪影響をおよぼしたり，火
災など思わぬ事故につながるおそれがあります。

お客様のお車には，電子制御システムの点検整備をするための故障診断コネクターが装備されています。

そのコネクターに，点検整備用の故障診断機以外の機器を取り付けると，バッテリーが上がったり，車両の電子機器に悪影響を
およぼすなど思わぬトラブルの原因となりますので，取り付けないでください。
また，故障診断機以外の取り付けによる故障は，保証の対象外となることがあります。

無線機を取り付けるときは，必要な情報（周波数，送信出力，取り付け条件）について三菱自動車販売会社にお問い合わせくだ

さい。
周波数，送信出力，取り付け条件などが適切でない場合，電子機器に悪影響をおよぼしたり，思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

アクセサリー取り付け時の注意 

違法改造はしない 

電装品などを取り付けるときは 

無線機を取り付けるときは 
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J00700102213

J00736000062

電動パーキングブレーキは，電気モー
ターを使用して駐車ブレーキをかける装
置です。

1.車を完全に止めます。

2.ブレーキペダルを踏んだまま電動
パーキングブレーキスイッチを引き
上げます。

メーター内のブレーキ警告灯とスイッチ
内の表示灯が点灯していることを確認し
てください。

駐車ブレーキ 

電動パーキングブレーキ 

アドバイス
電動パーキングブレーキの作動中に車体

下から作動音がすることがあります。こ

れは電動パーキングブレーキが正常に作
動していることを示すもので異常ではあ

りません。

バッテリーが電圧不足のとき，または上

がっているときは，電動パーキングブ
レーキをかけることも解除することもで

きなくなります。
「バッテリー上がりのときは」P.11-26

ブレーキペダルを踏み込んでいるとき

に，電動パーキングブレーキスイッチを
操作すると，ブレーキペダルが動くこと

がありますが異常ではありません。

かけるときは 

注意
電動パーキングブレーキをかけるときは

ブレーキペダルをしっかり踏み，完全に

車を止めてからスイッチを引き上げてく
ださい。

また，走行中は電動パーキングブレーキ
をかけないでください。電動パーキング

ブレーキが過熱し，効きが悪くなるとと

もに，電動パーキングブレーキの故障の
原因になります。

表示灯

アドバイス
次の状況では，ブレーキ警告灯は，約 15
秒点灯後，消灯します。

•電動パーキングブレーキが作動中に，電

源モードを OFF にしたとき

•エンジンスイッチの電源モードが OFF
のときに，電動パーキングブレーキス
イッチを引き上げたとき

フットブレーキが効かないなどの緊急時

に電動パーキングブレーキをかける必要

があるときは，電動パーキングブレーキ
スイッチを引き続けてください。

スイッチを引き続けている間，電動パー
キングブレーキがかかります。このとき，

ブザーとともにマルチインフォメーショ

ンディスプレイ内のインフォメーション
画面に警告が表示されますが，スイッチ

を引き続けてください。

坂道に駐車するときは，電動パーキング

ブレーキスイッチを引き上げたあとにも

う一度引き上げてください。電動パーキ
ングブレーキを最大にかけることができ

ます。その後，セレクターレバーを に

入れてください。

ブレーキペダルから足を離しても車両を

保持することができないときは，最寄り

の三菱自動車販売会社にご連絡くださ

い。



駐車ブレーキ

運転装置 5-11

5

1.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

2.ブレーキペダルを踏んだまま電動
パーキングブレーキスイッチを押し
ます。

つぎの条件がそろったときにアクセルペ
ダルをゆっくり踏み込むと，電動パーキ
ングブレーキが自動で解除されます。

エンジンがかかっている

セレクターレバーが または の位

置にある
運転席のシートベルトを着用してい

る

電動パーキングブレーキを解除すると，
メーター内のブレーキ警告灯とスイッチ
内の表示灯が消灯します。
運転する前にメーター内のブレーキ警告
灯とスイッチ内の表示灯が消灯している
ことを確認してください。

エンジンスイッチの電源モードが ON 以

外で電動パーキングブレーキをかける
と，スイッチの表示灯が数秒間点灯しま

す。

電動パーキングブレーキスイッチを短時

間に繰り返し操作すると，マルチイン

フォメーションディスプレイ内のイン

フォメーション画面に警告が表示され，
一時的に電動パーキングブレーキがかけ

られなくなります。このようなときは，警
告が消えるまで待ってからスイッチを操

作してください。

メーター内のブレーキ警告灯とスイッチ

内の表示灯が点滅することがあります

が，電動パーキングブレーキを解除した

ときに消灯すれば故障ではありません。

状況によって，電動パーキングブレーキ

が自動でかかることがあります。「ブ

レーキオートホールド」P.5-39

解除するときは 

手動解除

アドバイス

自動解除

注意
システムの故障により電動パーキングブ

レーキが作動できないときに電動パーキ
ングブレーキスイッチを操作すると，

メーター内のブレーキ警告灯とスイッチ
内の表示灯が点滅または，ブレーキ警告

灯が点灯することがあります。点滅また

は点灯し続けるときは，ただちに安全な
場所に停車し，最寄りの三菱自動車販売

会社へ連絡してください。

電動パーキングブレーキをかけたまま運

転するとブレーキが過熱し，ブレーキの

効きが悪くなるとともにブレーキが故障

する原因になります。

電動パーキングブレーキを解除しても

メーター内のブレーキ警告灯が消灯しな

いときは，装置の故障が考えられますの

で，ただちに安全な場所に停車し，最寄
りの三菱自動車販売会社へ連絡してくだ

さい。

寒冷時に電動パーキングブレーキを解除

しても通常より車速が上がらないとき

は，電動パーキングブレーキが完全に解

除されていない可能性があります。この
ような場合は，安全な場所に停車し，電

動パーキングブレーキをかけたあと，再
度解除してください。

この操作をしても車速が上がらないとき

は，最寄りの三菱自動車販売会社へ連絡
してください。
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システムに異常があると警告灯が点灯し
ます。
また，マルチインフォメーションディス
プレイ内のインフォメーション画面にも
警告表示が表示されます。
正常なときはエンジンスイッチの電源
モードを ON にすると警告灯のみが点灯

し，数秒後に消灯します。

警告灯

警告表示

J00700200483

ハンドルを手で支えてレバーを押し下
げ，ハンドルを前後，上下に動かして調
整します。
レバーをいっぱいまで引き上げると固定
できます。
調整後はハンドルを前後，上下に動かし
て固定されていることを確認してくださ
い。

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードが ON 以

外では電動パーキングブレーキを解除す
ることはできません。

電動パーキングブレーキが自動で解除で

きないときは，手動で解除してください。

セレクターレバーが 以外の位置でブ

レーキペダルを踏まずに電動パーキング

ブレーキを解除すると，マルチインフォ
メーションディスプレイ内のインフォ

メーション画面に警告が表示されます。

電動パーキングブレーキが解除されてい

ない状態で走行すると，マルチインフォ

メーションディスプレイ内のインフォ
メーション画面に警告が表示されます。

電動パーキングブレーキが自動で解除で

きる状態でアクセルペダルに足が接触す

ると，電動パーキングブレーキが自動で
解除されることがあります。

警告表示 注意
警告灯が点灯したままのとき，または点

灯しないときは，電動パーキングブレー
キがかけられない，または解除できない

可能性がありますので，ただちに三菱自
動車販売会社に連絡してください。

走行中に警告灯が点灯したときは，ただ

ちに安全な場所に停止し，三菱自動車販
売会社に連絡してください。

警告灯が点灯しているときに駐車すると
きは，平らな場所に車を止め，セレクター

レバーを に入れて輪止めをしてくださ

い。

チルト • テレスコピックス
テアリング 

注意
調整は必ず走行前に行ってください。

走行中の調整は運転を誤り思わぬ事故に

つながるおそれがあります。 
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固定が不十分だとハンドル位置が突然変
わり，思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

J00700301713

ミラーの本体を上下左右に動かして調整
します。

ミラーの本体を上下方向に動かして調整
します。

後続車のライトがまぶしいとき，まぶし
さの度合いに応じて自動的に防眩機能が
作動します。

ルームミラー 

固定

フリー

A タイプ

B タイプ

注意
調整は必ず走行前に行ってください。

走行中の調整は運転を誤り思わぬ事故に
つながるおそれがあります。 

ミラーの角度調整 

ミラーの上下位置調整 

防眩切り換え 
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エンジンスイッチの電源モードを ON に

すると自動防眩機能が作動します。

エンジンスイッチの電源モードを ON に

すると自動防眩機能が作動し，作動表示
灯（緑色）が点灯します。

J00700500910

J00718200134

エンジンスイッチの電源モードが ON ま

たは ACC の状態のときに調整できます。

1.切り換えレバーを調整したい側の位
置に動かします。
L: 左側ミラーの調整

R: 右側ミラーの調整

2.調整スイッチを押して角度を調整し
ます。

A タイプ

アドバイス
自動防眩センサーの周辺にアクセサリー

を取り付けたり，ガラスクリーナーをか
けたりしないでください。

自動防眩機能が誤作動する原因になりま
す。

外気温が低いときは自動防眩機能の切り

換え速度が遅くなります。

自動防眩センサー

B タイプ

アドバイス
自動防眩センサーの周辺にアクセサリー

を取り付けたり，ガラスクリーナーをか
けたりしないでください。

自動防眩機能が誤作動する原因になりま

す。

自動防眩機能を停止させたいときは，ス

イッチを長押し（約 2 秒）して作動表示

灯を消灯させます。もう一度スイッチを
長押しするか，パワースイッチの電源

モードを OFF にして再度 ON にすると，

自動防眩機能は作動状態に戻ります。

外気温が低いときは自動防眩機能の切り

換え速度が遅くなります。

作動表示灯

スイッチ

自動防眩センサー

ドアミラー    

ミラーの角度調整 

注意
調整は必ず走行前に行ってください。

ドアミラーは凸面鏡を採用しています。

凸面鏡は平面鏡に比べ，物が遠くに見え，
実際と距離感覚が異なりますので注意し

てください。

アドバイス
調整が終わったら切り換えレバーは中央

の位置に戻してください。



ドアミラー
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J00718300135

J00718401553

エンジンスイッチの電源モードが ON ま

たは ACC の状態のときに操作できます。

格納スイッチを押すとミラーが格納され
ます。
もう一度押すと元の位置に戻ります。
エンジンスイッチの電源モードをOFFの

状態にした後でも，約 30 秒間はミラーを

格納・復帰することができます。

J00718401696

キーレスオペレーションキーのスイッチ
またはキーレスオペレーション機能を
使ってすべてのドアおよびテールゲート
を施錠・解錠するとミラーが自動格納・
自動復帰します。

ドアミラーの格納・復帰 

注意
ミラーを倒したままで運転しないでくだ

さい。ミラーによる後方確認ができず思
わぬ事故につながるおそれがあります。

切り換えレバー

調整スイッチ

格納スイッチによるミラーの格
納・復帰 

格納
スイッチ

注意
ミラーは手で格納することも復帰するこ

ともできますが，格納スイッチの操作で
格納したミラーは手で戻さず，再度格納

スイッチを押してミラーを元の位置に戻
してください。

格納スイッチで格納したミラーを手で戻

すとミラーの固定が不完全になり，走行
中の振動および風の影響などでミラーが

動き，後方の確認ができなくなるおそれ
があります。

アドバイス
ミラーが動いているときは手などをはさ

まないように注意してください。

凍結などによりドアミラーが動かないと

きはミラー格納スイッチを何回も操作し
ないでください。モーターが焼き付くこ

とがあります。

格納スイッチの操作以外による
ミラーの格納・復帰 



サイドアンダーミラー
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J00706801576

エンジンがかかっているときにリヤウイ
ンドウデフォッガースイッチを押すと，
ドアミラー内部のヒーターが作動し，ミ
ラーの曇りを取ることができます。
ヒーターは約 15~20 分後に自動的に切れ

ます。
「リヤウインドウデフォッガー（曇り

取り）スイッチ」P.  4-53

J00700601279

発進時またはごく低速時に助手席側の車
両側面を確認するときに使用します。

アドバイス
つぎの機能に変更することができます。

•運転席ドアを閉め，エンジンスイッチの

電源モードを ON または ACC にすると

自動復帰する。

また，電源モードを OFF にした後，運

転席ドアを開くと自動格納する。

•走行スピードが約30 km/hになると自動

復帰する。

•格納スイッチ以外での操作をできなく

する。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

ヒーテッドドアミラー 

アドバイス
この装置は消費電力が大きいので曇りが

取れたらスイッチを切ってください。
万一，スイッチを切り忘れても約 15~20
分後に自動的に切れます。

エンジンがかかっているときに外気温が

低くなると，リヤウインドウデフォッ

ガースイッチを押さなくてもヒーテッド
ドアミラーが自動的に作動（エンジンス

イッチの電源モードを ON にしてから一

度のみ自動的に作動）するように設定す

ることができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で設定することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧

ください。

サイドアンダーミラー 

ドアミラー

サイドアンダーミラー
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J00700800955

車両盗難防止のため，あらかじめ登録さ

れたキーレスオペレーションキー以外で
はエンジンがかかりません。（エンジンイ
モビライザー機能）
キーレスオペレーションキーを携帯して
いるとき , エンジンの始動ができます。

J00727100012

ミラーに映るおよその範囲 

注意
後方の確認はルームミラー，ドアミラー

で行ってください。

車の直前，後方および左斜め前方は運転

席からでは十分に確認しにくい箇所で
す。駐車場などで前進または後退を行う

ときはミラーだけにたよらず，一度車か

ら降りて周りの状況をよく確認して車を
動かしてください。

信号待ちなどで一旦停止したときでも周

りの状況に注意し，安全を十分に確認し
てから発進してください。

エンジンスイッチ 

警告
エンジンスイッチ上のインジケーターが

橙色に点滅したときは，絶対に走行しな

いでください。思わぬ事故につながるお
それがあります。

ただちに三菱自動車販売会社へご連絡く

ださい。

インジケーター

注意
エンジンスイッチに引っかかりがあると

きは，エンジンスイッチの操作をせず，た
だちに三菱自動車販売会社へご連絡くだ

さい。

アドバイス
エンジンスイッチは奥まで確実に押して

ください。押し方が不十分な場合は，電

源モードの切り換えやエンジンの始動が

できない場合があります。確実に操作す
れば，エンジンスイッチを押し続ける必

要はありません。

エンジンスイッチの電源モー
ドと働き 

スイッチ上のインジケー
ターは消灯します
セ レ ク タ ー レ バ ー が

以外のときは OFF に

なりません

エンジンを止めたままで
もオーディオ，アクセサ
リーソケットなどが使用
できるモード
スイッチ上のインジケー
ターが橙色に点灯します



エンジンスイッチ
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J00727201052

ブレーキペダルを踏まずにエンジンス
イッチを押すと , 電源モードが「OFF」

「ACC」「ON」「OFF」の順に切り

換わります。

J00727301024

電源モードが OFF 以外のとき，ドアス

イッチおよびテールゲートの LOCK ス

イッチを押して施錠しようとすると，警
告表示と約 3 秒間のブザーで警告し，ド

アおよびテールゲートの施錠ができませ
ん。

J00727400015

すべての電気系統が働く
モード
スイッチ上のインジケー
ターが緑色に点灯します
エンジン回転中は消灯し
ます

電源モードの切り換え方 

アドバイス
エンジンを止めたままオーディオなどの

電気製品を使用したり，電源モードを長
時間 ACC または ON のままにしておく

と，バッテリー上がりを起こし，エンジ
ンの始動やハンドルロックの作動および

解除ができなくなります。

バッテリーを外しても電源モードの状態

は記憶されます。バッテリーを再接続し

たときは，電源が絶たれる前の電源モー

ドの状態に戻ります。修理などでバッテ
リーを外すときは，必ず電源モードを

OFF にしてから行ってください。

バッテリー上がりのときに，バッテリー

が上がる前の電源モードの状態がわから
ない場合は十分注意をしてください。

キーレスオペレーションキーが車室内に

ないと電源モードを OFF から ACC，ま

たはONに切り換えることはできませ ん。

「エンジンを始動する，電源モードを

切り換えるときの作動範囲」P.2-10
キーレスオペレーションキーが車室内に

あっても電源モードが切り換わらないと
きは，キーの電池切れなどが考えられま

す。

「警告表示について」P.2-13
電源モードが OFF にならない場合は，つ

ぎの手順で対応してください。

1. セレクターレバーを に入れてから

電源モードを OFF にしてください。

2. 他の原因の一つとしてバッテリーの

電圧が低下している可能性がありま
す。このとき，キーレスエントリー，

キーレスオペレーション機能やハン

ドルロックも作動しません。三菱自動
車販売会社にご連絡ください。

電源モード OFF 切り換え忘れ防
止機構 

電源モード OFF 戻し忘れ防止機
構 

アドバイス



エンジンのかけ方
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エンジンが止まっている，かつ電源モー
ドが OFF 以外のとき，運転席ドアを開く

と警告ブザーが断続的に鳴り，電源モー
ドがOFFに切り換えられていないことを

知らせます。

J00713801291

エンジンスイッチが ACC のままで約 30
分経過すると，オーディオなど ACC の位

置で作動する装備の電源を自動的にカッ
トする機能です。
ACCの位置からエンジンスイッチを操作

すると，再び電源が入ります。

J00727500016

エンジンスイッチを押して電源モードを

OFF にした後，運転席ドアを開くとハン

ドルが固定されます。
解除するときはエンジンスイッチを押し
ます。

J00700902934

ACC 電源オートカット機能 

アドバイス
つぎの通り機能を変更することができま

す。

•電源カットするまでの時間を約 60 分間

に変更する。

•電源カットの機能を働かなくする。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で変更することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧
ください。

ハンドルロック 

警告
走行中にエンストしたときは，車が安全

な場所に停車するまでドアを開いたりし

ないでください。ハンドルロックが作動
する可能性があるため，重大な事故につ

ながるおそれがあります。

アドバイス
電源モードがOFFのときにつぎの操作を

行うとハンドルが固定されます。

•いずれかのドアを開く，または閉じる

（除く，テールゲート）

•キーレスオペレーション機能の操作で

ドアやテールゲートを施錠する

ハンドルが施錠されていないときに運転

席のドアが開いているとブザーが鳴りま

す。

ハンドルロックが解除されないときは，

警告灯が点滅し，ブザーが鳴ります。ハ
ンドルを左右に動かしながら再度エンジ

ンスイッチを押してください。

ハンドルロックが異常で，施錠ができな

いときは警告が表示します。電源モード

を ON から OFF にして，ハンドルロック

を再度施錠してください。警告が再び表

示するならば三菱自動車販売会社で点検

を受けてください。

ハンドルロックシステム内に障害がある

ときは警告が表示しブザーが鳴ります。
直ちに，車を安全な場所に止めて三菱自

動車販売会社へ連絡してください。

エンジンのかけ方 

警告
車庫など周囲が囲まれた換気の悪い場所

でエンジンをかけたままにしないでくだ

さい。排気ガスが車内に侵入して，一酸
化炭素中毒になるおそれがあります。

アドバイス
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1.正しい運転姿勢がとれるように , シー

トを調整します。
「フロントシート」P.3-3

2.駐車ブレーキがかかっていることを
確認します。

3.セレクターレバーが にあることを
確認します。

4.ブレーキペダルを右足でしっかり踏
み，エンジンスイッチを押してエンジ
ンをかけます。

排気音が変わったり，車内でガソリンや

排気ガスのにおいが消えない場合は排気
系や燃料系の異常が考えられますので，

必ず三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

注意
窓越しなど車外からエンジンをかけない

でください。思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

エンジン回転中にエンジン警告灯が点灯

または点滅したときは，高速走行を避け
てただちに三菱自動車販売会社で点検を

受けてください。
「エンジン警告灯」P.4-38

アドバイス
エンジンが冷えているときや，再始動直

後はエンジン保護のため高回転させた
り，高速運転は避けてください。

エンジンルームから，エンジン始動直後

に特有の音が聞こえることがあります。

エンジンが暖まれば音は止まります。

エンジンのかけ方

警告

アドバイス
セレクターレバーが または 以外で

はエンジンがかかりません。

安全のため車輪が固定できる でエンジ

ンをかけてください。

アドバイス
エンジンがかかっていないときはブレー

キペダルが踏み込み難くなることがあ
り，ペダル操作が検出されず，エンジン

が始動しないことがあります。そのよう
な場合は通常よりも強くブレーキペダル

を踏んでください。

バッテリーの交換直後などはバッテリー

状態を把握のため，エンジン始動に若干
の遅れを生じる場合があります。

警告
アクセルペダルとブレーキペダルの踏み

間違いを防ぐため，各ペダルの位置を右
足で確認してください。

アクセルペダルをブレーキペダルと間違

えて踏んだり，両方のペダルを同時に踏
んでしまうと，車が急発進し，重大な事

故につながるおそれがあります。

ブレーキ

ペダル アクセルペダル
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1.車を完全に止めます。
2.ブレーキペダルを踏んだまま駐車ブ
レーキを確実にかけます。

3.セレクターレバーを に入れてから，
エンジンスイッチを押してエンジン
を止めます。

アドバイス
どの電源モードのときでもエンジンが始

動できます。

エンジンの始動操作をしてすぐにエンジ

ンスイッチから手を離すと，エンジン始

動のために最大で約15秒間スターチング

モーターが回り続けます。

スターチングモーターが回転中に再度エ
ンジンスイッチを押すと，スターチング

モーターが止まります。

エンジンスイッチを押したままでも，最

大で約30秒間スターチングモーターが回

り続けます。

エンジンがかからないときは，しばらく

してから再度エンジンの始動操作を行っ
てください。エンジンやスターチング

モーターが止まらないうちに始動の操作

を繰り返すと関連部品の故障の原因とな
ります。

エンジンが冷えているときや，再始動直

後はエンジン保護のため高回転させた

り，高速運転は避けてください。

エンジンルームから，エンジン始動直後

に特有の音が聞こえることがあります。

エンジンが暖まれば音は止まります。

エンジンがかからないときはつぎの手順

にしたがってください。

•ブレーキペダルを踏んだまま，アクセル

ペダルを半分程度踏みながらエンジン

をかけてください。

•エンジンがかかったらアクセルペダル

をすみやかに戻してください。

エンジンの止め方

警告
緊急を要する場合以外は走行中にエンジ

ンを止めないでください。ブレーキの効

きが悪くなったり，ハンドルが非常に重
くなるため，思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

アドバイス
緊急時以外は走行中にエンジンスイッチ

を操作しないでください。万一，走行中
にエンジンを緊急停止したい場合は，エ

ンジンスイッチを3秒以上押し続けるか，

素早く 3 回以上押してください。エンジ

ンが止まり，電源モードが ACC になりま

す。

セレクターレバーが 以外でエンジンを

止めないでください。セレクターレバー

が 以外でエンジンを止めると，電源

モードは ACC に切り換わり，OFF にな

りません。セレクターレバーを に入れ

てから電源モードを OFF にしてくださ

い。

オートストップ＆ゴー (AS&G) によって

エンジンが自動停止しているときにブ
レーキペダルを強く踏み込み，セレク

ターレバーをすばやく から へ操作

した後ブレーキペダルから足を離すと，

表示が点滅して，エンジン停止状態

を保持することができます。この状態か
ら，電源モードを OFF にするときは，ブ

レーキペダルを踏まずにエンジンスイッ
チを押します。

アドバイス



オートストップ＆ゴー (AS&G)
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J00730100191

キーボックスにキーレスオペレーション
キーを差し込みます。 エンジンの始動，電

源モードの切り換えが可能になります。
エンジンの始動後または電源モードの切
り換え後は，キーボックスからキーレス
オペレーションキーを抜いてください。

電源モードが OFF のとき，キーボックス

にキーレスオペレーションキーを差した
まま運転席ドアを開くと，警告表示と約
3 秒間のブザーで警告し，キーの抜き忘

れを知らせます。

J00723001254

オートストップ＆ゴー (AS&G) は，信号

待ちや渋滞などで停車する際に，エンジ
ンスイッチを使用することなく自動的に
エンジンを停止および再始動して，排気
ガスの排出を削減するとともに燃費効率
を向上させます。（アイドリングストップ
機能）

J00723101138

AS&G は，エンジンスイッチの電源モー

ドを ON にすると自動的に起動します。

AS&G を 非 作 動 に す る に は AS&G
OFF スイッチを押します。詳しくは

「AS&G を非作動にするには」をお読みく

ださい。P.5-25

キーレスオペレーションキー
が正常に作動しないとき（電池
切れなど）にエンジンを始動す
るときは 

アドバイス
キーに接している金属や他のキーを取り

除いてからキーボックスにキーレスオペ

レーションキーを差し込んでください。
車がキーからの信号を受信できずエンジ

ンの始動や電源モードの切り換えができ

ないことがあります。

キーボックスにキーレスオペレーション

キー以外のものを入れないでください。
破損したり，正常に作動しなくなるおそ

れがあります。

図の方向に差し込むとキーが固定されま

す。抜くときはそのまま引き抜いてくだ

さい。

キー抜き忘れ監視機構

オートストップ＆ゴー
(AS&G) 

アドバイス 注意
車を長時間停車させたり，車から離れる

ときは，エンジンスイッチの電源モード
をOFFにしてエンジンを停止させてくだ

さい。

アドバイス
AS&G でエンジンを止めた累積時間を

メーター内のインフォメーション画面に

表示します。
「オートストップ＆ゴーモニター」

P.4-14

AS&G を起動するには 
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1. 表示が点灯しているときにブ
レーキペダルを踏み込んで，停車させ
ます。

AS&G 表示

2.完全に停車し，ブレーキペダルがしっ
かり踏み込まれていると，エンジンが
自動的に停止します。

エンジンを自動で停止させるに
は 

注意
エンジンが自動的に停止しているとき

は，車外に出ようとしないでください。
運転者がシートベルトを外したり，運転

席ドアを開けたりすると，エンジンが自
動的に再始動するため，車両が動き出し

て思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

アドバイス
エンジンが自動的に停止した場合，車両

停止後は電動パワーステアリングが作動

しなくなり，ハンドル操作が重くなりま
すので十分注意してください。

エンジンが自動的に停止したときに，ブ

レーキオートホールド作動表示灯が点灯

していれば，ブレーキペダルから足を離
してもエンジン停止状態を保持すること

ができます。

つぎのようなときは， 表示が点滅

し，エンジンは自動的に停止しません。

•運転者がシートベルトを着用していな

いとき

•運転席のドアが開いているとき

•エンジンフードが開いているとき

つぎのようなときは， 表示は点灯せ

ず，エンジンは自動的に停止しません。

•エンジンが始動してから，速度が 5km/h
以上になっていないとき

•駐車ブレーキをかけているとき

•エンジンスイッチでエンジンをかけて

から，30 秒未満のとき

•エンジンが自動的に再始動してから

10 秒以内に再停車したとき

•セレクターレバーが 以外のとき

•エンジン冷却水の温度が低いとき

• 車外の気温が低いとき

•バッテリー性能が劣化などの理由によ

り低下しているときや，バッテリー上が

りなどにより充電した直後に走行した
とき

•エンジン警告灯が点灯しているとき

• 表示が点滅しているとき

•メーター内のセレクターレバー位置表

示灯が点滅しているとき

• ASC作動表示灯とASC OFF表示灯が点

灯しているとき

• ABS 警告灯が点灯しているとき

•車内の温度が高いときに，エアコンを使

用しているとき

• デフロスタースイッチが押されている

とき

•設定温度を最高または最低にして，エア

コンを AUTO 作動させているとき

• リヤウインドウデフォッガー（曇り取

り）や電装品が作動している場合や，エ
アコンの風量が強に設定されている場

合など，消費電力が大きいとき

アドバイス
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[ ブレーキオートホールド作動表示灯が

点灯していないとき ]
ブレーキペダルから足を離すと，エンジ
ンが自動的に再始動します。

[ ブレーキオートホールド作動表示灯が

点灯しているとき ]
アクセルペダルを踏み込むと，エンジン
が自動的に再始動します。

つぎのようなときは， 表示が点灯し

ていても，エンジンが自動的に停止しな

い場合があります。

•アクセルペダルを踏んでいるとき

•ブレーキペダルを踏む力が弱いとき

•ブレーキペダルを繰り返し踏み込んだ

り，通常より強めに踏み込んだりして，
ブレーキの負圧が低いとき

•勾配が急な場所で停車したとき

•ハンドル操作をしているとき

ブレーキオートホールド作動表示灯が点

灯しているときに 表示が点灯して

も，エンジンが自動的に停止しない場合
があります。このようなときにエンジン

を自動で停止させるには，ブレーキペダ
ルを踏み込んでください。

エアコン作動中に AS&G が作動した場

合，エンジンとエアコンコンプレッサの

両方が停止し，送風のみとなるため，ウ
インドウガラスが曇ることがあります。

ウインドウガラスが曇ったときは，デフ
ロスタースイッチを押してエンジンを再

始動させてください。

「デフロスタースイッチ」P.7-9
エンジンが停止するたびにウインドウガ

ラスが曇る場合は，AS&G OFF スイッチ

を押して AS&G を非作動にすることをお

すすめします。
「AS&G を非作動にするには」P.5-25

アドバイス
車外の温度が高い状態でエアコンが作動

している場合，エアコンの設定温度を高
めに設定すると，エンジンの自動停止時

間が延長されます。

エンジンを自動で再始動させる
には 

アドバイス アドバイス
エンジンを自動で再始動させたときに，

ブレーキをかけた状態を一時的に保持し
て，クリープ現象などによる車両の不意

な飛び出しを防ぐ機能が装備されていま

す。セレクターレバーを にすると，機

能は解除されます。

機能作動中に，車体下から作動音がした
り，ブレーキペダルにショックを感じる

ことがありますが，これは機能が正常に
作動していることを示すもので，異常で

はありません。

ブレーキペダルから足を離しても，ブ

レーキオートホールド作動表示灯が点灯
しているときは，エンジンは自動的に再

始動しません。

エンジンが自動的に再始動しない場合や

エンストした場合，充電警告灯およびエ
ンジン警告灯が点灯します。また再始動

に失敗した場合， 表示が点滅および

警告ブザーが鳴り，運転者へ知らせます。
この状態になると，ブレーキペダルから

足を離してもエンジンは自動で再始動し
ません。

ブレーキペダルを踏み込みながら，セレ

クターレバーを に入れ，エンジンス

イッチを押してエンジンを手動で始動し

てください。エンジンが始動するとブ

ザーは停止しますが， 表示はエンジ

ンスイッチの電源モードをOFFにするま

で点滅します。詳しくは「エンジンのか
け方」をお読みください。

P.5-19
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AS&G が起動しているときに AS&G OFF
スイッチを押すと，マルチインフォメー

ションディスプレイ内に 表示が点
灯して AS&G が非作動状態になります。

もう一度 AS&G OFF スイッチを押すと，

表示が消灯して，AS&G が再度起動

します。

AS&G OFF 表示

注意
つぎのようなときは，ブレーキペダルか

ら足を離さなくてもエンジンが自動的に
再始動します。エンジンの再始動時に思

わぬ事故につながるおそれがありますの
で，十分ご注意ください。

•エンジンが自動停止してから約3分経過

したとき

•坂道を惰性で下るなど，車両が動き出し

たとき

•ブレーキペダルを繰り返し踏み込んだ

り，通常より強めに踏み込んだりして，

ブレーキの負圧が低いとき

•エンジン冷却水の温度が低いとき

•セレクターレバーを に入れたとき

•エアコンスイッチを ON にしたとき

•温度調整スイッチを使用して，エアコン

の設定温度を大きく変更したとき

•デフロスタースイッチをONにしたとき

•エアコンを AUTO で使用しているとき

に，温度調整スイッチを操作し，最高温

度または最低温度に設定したとき

•エアコンを使用しているときに，車内の

温度が上昇して，エアコンのコンプレッ

サーが作動したとき

•リヤウインドウデフォッガー（曇り取

り）や電装品を作動させた場合や，エア
コンの風量を強に設定した場合など，消

費電力が大きくなったとき

•バッテリーの充電量が低下したとき

•ハンドル操作をしたとき

•運転者がシートベルトを外したとき

•運転席のドアを開けたとき

•電動パーキングブレーキスイッチを引

き上げて，電動パーキングブレーキをか
けたとき

アドバイス
エンジンが自動停止しているときにブ

レーキペダルを強く踏み込み，セレク

ターレバーをすばやく から へ操作

した後ブレーキペダルから足を離すと，

表示が点滅して，エンジン停止状態

を保持することができます。
この状態から，エンジンを自動で再始動

させるときは，もう一度ブレーキペダル

を踏み込みます。
電源モードを ＯＦＦ にするときは，ブ

レーキペダルを踏まずにエンジンスイッ
チを押します。

エンジンが自動停止しているときにエン

ジンフードを開けると， 表示が点滅

してブザーが鳴り，エンジンは自動で再
始動しません。再始動する場合は，ブレー

キペダルを踏み込みながら，セレクター

レバーを に入れ，エンジンスイッチを

押してエンジンを手動で始動してくださ

い。詳しくは「エンジンのかけ方」をお
読みください。

P.5-19
エンジンが自動的に再始動するとき，一

時的にオーディオの音量が下がることが

ありますが，故障ではありません。

注意
エンジンが自動で停止している間，一時

的にエアコンの風量が変化することがあ
りますが，故障ではありません。

AS&G を非作動にするには 

アドバイス
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J00723501204

走行中に 表示が点滅したときは，
AS&G が正常に作動しません。

表示が点滅したまま消えないとき
は，ただちに三菱自動車販売会社で点検
を受けてください。

J00701400411

INVECS-III CVT は，路面や走行状況に応

じて，常に適切な変速比を無段階に自動
選択し，低燃費で変速ショックのないス
ムーズな走行を実現します。

アクセルペダルを戻しても不必要なシフ
トアップを防止し，スムーズな走りを実
現します。

状況に応じて変速比を変更して，運転者
がブレーキペダルを踏む回数を低減しま
す。

アドバイス
この表示は，エンジンスイッチをONにし

た時も，数秒間点灯します。

AS&G を使ってエンジンを自動停止させ

ているときは，AS&G OFF スイッチを押

しても，AS&G を非作動にすることはで

きません。

走行中に AS&G OFF 表示灯が
点滅したときは 

CVT 

INVECS-III CVT 

INVECS: Intelligent ＆ Innovative
Vehicle Electronic Control
System

CVT: Continuously Variable
Transmission

上り坂では 

下り坂では 

注意
エンジンブレーキの効きが弱いと感じた

ときは，必要に応じてブレーキペダルを

踏んだり，パドルシフトを使ってシフト
ダウンしてください。

なお，滑りやすい路面ではシフトダウン

するとタイヤがスリップするおそれがあ
りますので，常に道路状況に合った安全

な運転を心がけてください。
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J00701701440

セレクターレバーの位置・働き 

（パーキング）
駐車およびエンジンをかけると
き

車輪が固定されます。駐車のときは必ず駐車ブレーキをかけて

にしてください。

（リバース）
後退させるとき

にするとブザーが鳴り， にあることを運転者に知らせます。

注意
ブザーは車外の人には聞こえません。

（ニュートラル）
動力が伝達されません

この位置でもエンジンをかけることができますが安全のため

で行ってください。

（ドライブ）
通常走行

発進から高速走行まで無段階に自動変速されます。

（ロー）
急な下り坂走行

強力なエンジンブレーキが必要なときに使います。

警告
ぬれた道路や凍結した道路では急激なエンジンブレーキは避けてください。スリップして重大な事故につながるおそれがあります。
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J00701801470

スポーツモードでは，パドルシフトを操
作するだけで，素早くシフトチェンジす
ることができます。
マニュアルトランスミッションと違っ
て，アクセルペダルを踏み込んだままシ
フトチェンジをすることができます。
カーブの手前の軽快なシフトダウンによ
る減速と素早いコーナーの立ち上がりな
ど，スポーティなドライブを楽しむこと
ができます。

セレクターレバーを に入れて停車して
いるときまたは走行中に，パドルシフト
を手前に引くことで，スポーツモードが
選択されます。

セレクターレバーの動かし方 

ブレーキペダルを踏んだまま，セ
レクターレバーをゲートに沿って
操作します。
セレクターレバーをゲートに沿っ
て操作します。

警告
セ レ ク タ ー レ バ ー を  ま た は

 に操作するときは，安全のため必

ずブレーキペダルを右足で踏んだまま

行ってください。絶対にアクセルペダル
を踏み込んだまま行わないでください。

車が急発進し，重大な事故につながるお
それがあります。

アドバイス
レバーの操作は誤操作防止のため，各位

置ごとにいったん止めて確実に行ってく

ださい。操作後は必ずメーター内の表示
でポジションを確認してください。

ブレーキペダルを踏んでいないと，シフ

トロック装置が働いて から他の位置に

操作できません。また，エンジンスイッ
チの電源モードがつぎの状態のときはブ

レーキペダルを踏んでも から他の位置

に操作できません。

•電源モードが OFF または ACC の状態。

 の操作はブレーキペダルを先に踏ん

でから行ってください。ブレーキペダル
を踏む前に操作すると，セレクターレ

バーが動かなくなることがあります。

 から ， から および に入れる

ときはブレーキペダルをしっかりと踏

み，完全に車を止めてから入れてくださ

い。車が動いているうちに や に入れ

るとトランスミッションの故障の原因に

なります。

スポーツモード 

スポーツモードを選択するときは

アドバイス
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パドルシフトの＋ (UP) 側を引くごとに 1
段ずつシフトアップします。

パドルシフトの－ (DOWN)側を引くごと

に 1 段ずつシフトダウンします。

パドルシフトの＋ (UP)側を約2秒以上手

前に引くと，セレクターレバー位置表示

灯が に切り換わり， 走行に戻ります。

アドバイス
停車中選択できる変速段は1速のみです。

シフトアップするときは

- (DOWN) + (UP)

シフトダウンするときは

走行に戻すときは

注意
スポーツモードで走行中は，道路状況に

合わせて，エンジン回転がレッドゾーン

に入らないよう適切にシフトチェンジし
てください。

滑りやすい路面ではシフトダウンすると

タイヤがスリップするおそれがあります

ので，常に道路状況に合った安全な運転
を心がけてください。

左右のパドルシフトを同時に操作する

と，シフトチェンジしないことがありま
す。
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J00701600585

セレクターレバーの位置をメーター内に
表示します。
スポーツモードで走行中は変速段を表示
します。

J00730800042

外気温が低いとき，エンジン始動直後に

セレクターレバーを ， または に入
れると，セレクターレバー位置表示が点
滅することがあります。この場合は，ト
ランスミッション内部で動力が伝達され
ず，発進できません。つぎの方法で処置
してください。

1.ブレーキペダルを右足で踏んで，セレ

クターレバーを に入れます。

2.再度セレクターレバーを ， または

に入れて，セレクターレバー位置表
示の点滅が止まるか確認します。

3.セレクターレバー位置表示の点滅が
止まるまで，手順 1．から 2．の操作

を繰り返します。

J00712201546

マルチインフォメーションディスプレイ
内のインフォメーション画面に警告が表
示されたときは，つぎの方法で処置して
ください。

アドバイス
 1 速から 6 速の前進しか選択できません。

後退，駐車するときはセレクターレバー

を， ， に入れてください。

スポーツモードで走行中に車速が下がる

と自動的にシフトダウンし，停車前に 1
速に入り，停車すると自動的に 走行へ

戻ります。

パドルシフトを連続して操作すると変速

段が連続して切り換わります。

走行性能を確保するため，車速によって

はパドルシフトを操作してもシフトアッ

プしない場合があります。また，エンジ

ンの過回転を防止するため，車速によっ
てはパドルシフトを操作してもブザーが

鳴ってシフトダウンしない場合がありま
す。

エンジン回転数がレッドゾーン付近まで

上昇すると，自動的にシフトアップする

ことがあります。

セレクターレバーが のときは，スポー

ツモードが選択されません。

スポーツモード走行中にセレクターレ

バーを から へ操作をすると，スポー

ツモードが解除され通常の 走行に切り

換わります。

セレクターレバー位置表示灯 

セレクターレバー位置表示が点
滅したときは 

警告
セレクターレバー位置表示が点滅してい

るときは，絶対にアクセルペダルを踏み

込まないで，右足でブレーキペダルを踏

んだままにしてください。アクセルペダ
ルを踏み込んだ状態のままで動力が伝達

されると車が急発進し，重大な事故につ
ながるおそれがあります。

アドバイス
セレクターレバー位置表示が点滅したと

きは，ブザーが断続的に鳴ります。この

ブザーは，セレクターレバーを に入れ

たときに鳴る通常のブザーとは音色が異
なります。

警告表示 
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オートマチックトランスミッション
(CVT)オイルの温度が高くなっています。

高くなったオートマチックトランスミッ
ション (CVT) オイルの温度を下げるため

にエンジン制御が働き，エンジン回転数
と車速が下がることがあります。
このようなときは，つぎのいずれかの方
法で処置してください。

車速を下げて走行します。

車を安全な場所に止めてセレクター

レバーを に入れ，エンジンをかけた
ままエンジンフードを開けて冷やし
ます。

しばらくしたらセレクターレバーを 以
外に入れて表示が消えるか確認します。
表示が消えればもとのように走行できま
す。
警告表示が消えないときは，ただちに三
菱自動車販売会社にご連絡ください。

トランスミッションに何らかの異常が発
生し，安全装置が働いていると考えられ
ます。ただちに三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。

万一，エンジンスイッチの電源モードが
ON でブレーキペダルを踏んだ状態でも，

から他の位置に操作できないときは，
バッテリー上がりやシフトロック装置の
故障が考えられます。ただちに三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。
また，お車を移動させる必要がある場合
はつぎの手順でセレクターレバーを操作
してください。

1.駐車ブレーキがかかっていることを
確認します。

2.エンジンをかけている場合は，エンジ
ンを切ります。

3.ブレーキペダルを右足で踏みます。
4.シフトロック解除穴にマイナスドラ
イバーなどを差込，押下げながらセレ

クターレバーを に入れます。

J00702902446

アドバイス
 または が表示されているときは，セ

レクターレバー位置表示灯も点滅しま
す。

セレクターレバー位置表示の “A” は，CVT
ポジションスイッチに異常があるときの
み点滅します。通常の走行時には表示し

ません。

セレクターレバーを から操作
できないときは 

CVT 車の運転のしかた 

注意
車を少し移動させるときでも，正しい運

転姿勢をとり，ブレーキペダルとアクセ
ルペダルが確実に踏めるようにしてくだ

さい。

少しだけ後退したときなどは，セレク

ターレバーが に入っていることを忘れ

てしまうことがあります。

後退した後は，すぐに から または

に戻す習慣をつけましょう。

車を後退させるときは，身体を後ろにひ

ねった姿勢になり，ペダルの操作がしに

くくなります。
ブレーキペダルが確実に踏めるように注

意してください。

シフトロック

解除穴
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1.ブレーキペダルを右足で踏みます。

2.セレクターレバーを前進は ，後退は

に入れます。

3.セレクターレバーの位置を確認しま
す。

4.周囲の安全を確認し，駐車ブレーキを
解除します。

5.ブレーキペダルを徐々にゆるめ，アク
セルペダルをゆっくりと踏み込んで
発進します。

1.車が動き出さないよう駐車ブレーキ
をかけたまま，ブレーキペダルから足
を離します。

2.アクセルペダルをゆっくり踏みなが
ら，車が動き出す感触を確認してか
ら，駐車ブレーキを解除して発進しま
す。

切り返しなどで から ， から と

何度もレバーを操作するときは，そのつ

どブレーキペダルをしっかりと踏み，車
を完全に止めてから行ってください。

車が動いているうちに や に入れる

と，トランスミッションの故障の原因に
なります。

発 進 

警告
ブレーキペダルは必ず右足で踏んでくだ

さい。左足でのブレーキ操作は，緊急時

の反応が遅れるなど適切な操作ができ
ず，重大な事故につながるおそれがあり

ます。

注意 注意
セレクターレバーを ， 以外の位置

（前進または後退の位置）に入れるとク

リープ現象により，ブレーキペダルから
足を離すとアクセルペダルを踏まなくて

も車が動き出します。

特に冷暖房中やエンジン始動直後などエ
ンジン回転数が高くなるとクリープ現象

が強くなりますので，よりしっかりとブ
レーキペダルを踏んでください。

クリープ現象とは…

セレクターレバーを ， 以外に入
れると動力がつながった状態となり，
アクセルペダルを踏まなくても車が
ゆっくりと動き出すオートマチック
車（CVT 車）特有の現象。

警告
セレクターレバーの操作は必ずブレーキ

ペダルを右足で踏んだまま行ってくださ

い。絶対にアクセルペダルを踏み込んだ
まま行わないでください。車が急発進し，

重大な事故につながるおそれがありま

す。

急な上り坂での発進 

ブレーキペダル
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セレクターレバーを で走行します。
発進するとスピードに応じて自動的に変
速されます。

アクセルペダルを深く踏み込みます。
自動的に変速比が切り換わって急加速が
できます。これをキックダウンといいま
す。

1.セレクターレバーは のままブレー
キペダルをしっかりと踏みます。

2.必要に応じて駐車ブレーキをかけま
す。

3.渋滞などで停車時間が長くなりそう

なときはセレクターレバーを に入
れます。

4.再発進するときは，セレクターレバー

が 位置にあることを確認してから
発進してください。

1.車を完全に止めます。
2.ブレーキペダルを踏んだまま駐車ブ
レーキを確実にかけます。

3.セレクターレバーを に入れます。

走 行 

警告
走行中はセレクターレバーを に入れな

いでください。誤って ， に入れてし

まったり，エンジンブレーキが効かなく

なり，思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。また，トランスミッションの故
障の原因になります。

注意
セレクターレバーは走行状況に合った正

しい位置で使用してください。

坂道などで，前進の位置（ ， ）にし

たまま惰性で後退したり，後退の位置

にしたまま惰性で前進しないでくださ

い。

エンストしてブレーキの効きが非常に悪
くなったり，ハンドルが非常に重くなり，

思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

通常走行 

急加速したいとき 

停 車 

注意
冷暖房中やエンジン始動直後などは，自

動的にエンジン回転数が高くなり，ク

リープ現象が強くなります。ブレーキペ
ダルをしっかり踏んでください。

注意
急な上り坂ではクリープ現象が働いて

も，車が後退することがあります。停止

時はブレーキペダルを踏み，しっかりと
駐車ブレーキをかけてください。

上り坂でブレーキペダルを踏まずに，ア

クセルペダルを踏みながら停止状態を保

つことはしないでください。トランス
ミッションの故障の原因になります。

注意
停車中はむやみに空ぶかしをしないでく

ださい。万一，セレクターレバーが ，

以外に入っていると思わぬ急発進の原

因になります。

駐 車 

注意
 では車輪が固定されるため，車が動き

出す心配がなく安全です。駐車時には必

ずセレクターレバーが に入っているこ

とを確認してください。

車が完全に止まらないうちに に入れる

と，急停止してけがをするおそれがあり

ます。また，トランスミッションの故障
の原因になります。



S-AWC

5-34 運転装置

5 4.エンジンを止めます。

J00715101067A

S-AWC は，電子制御 4WD，アクティブ

ヨーコントロール (AYC)，ABS，ASC を

統合制御することにより駆動性能および
車両の旋回性能と安定性能を広範囲な走
行条件で向上させる車両運動統合制御シ
ステムです。

電子制御 4WD は，リヤデファレンシャル

アッセンブリに設けられた電子制御カッ
プリングを制御し，前後輪間の駆動力配
分をコントロールすることで加速性能と
安定性能を向上させるシステムです。

J00715301069

AYC: Active Yaw Control system
アクティブヨーコントロール [AYC] は，

ヨーコントロール機能を持ち，ブレーキ
を制御することで左右輪間の駆動／制動
力配分をコントロールするシステムで
す。

ヨーコントロール機能は，素早くハンド
ルを操作したときや滑りやすい路面でハ

ンドル操作したときなどに，左右輪の駆
動力差やブレーキ力を制御し車両の旋回
する力（ヨーモーメント）をコントロー
ルすることで，車両の旋回性能と安定性
能を向上させる機能です。

J00715501074

走行条件に合わせて，つぎの中から S-
AWC ドライブモードを選択することが

できます。

アドバイス
坂道では，まず駐車ブレーキをかけてか

らつぎにセレクターレバーを に入れて

ください。駐車ブレーキをかけずに に

入れると発進時にセレクターレバーの操

作力が重くなる場合があります。

注意
車から離れるときは必ずエンジンを止め

てください。

エンジンをかけたままにしておくと，万

一，セレクターレバーが 以外に入って

いた場合，クリープ現象で車がひとりで

に動き出したり，乗り込むときに誤って

アクセルペダルを踏み，急発進するおそ
れがあります。

S-AWC 

注意
S-AWC を過信しないでください。S-

AWC が作動した状態でも車両の安全確

保には限界があり，無理な運転は思わぬ

事故につながるおそれがあります。
常に道路状況に合った安全運転を心がけ

てください。

電子制御 4WD 

AYC 

ヨーコントロール機能 

注意
ブレーキ力の制御は，車両の停止性能を

向上させる制御ではありませんので，周
囲の安全に十分注意して走行してくださ

い。

S-AWC ドライブモード 

S-AWC ドラ

イブモード
働き

NORMAL

乾燥舗装路，ウェット
路など通常使用する
モード。
走行状態に応じてフロ
ント左右輪と前後輪の
駆動力／制動力を適切
にコントロールし，低
燃費で軽快な走りを実
現する。
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J00716801087

エンジンスイッチの電源モードが ON の

状態のときスイッチを押すごとにドライ
ブモードが「NORMAL」「SNOW」
「GRAVEL」「AWC ECO」「NORMAL」
の順に切り換わります。

J00716901075

S-AWC ドライブモードを切り換えると

マルチインフォメーションディスプレイ
内のインフォメーション画面に，割り込
み表示で S-AWC ドライブモードが表示

SNOW

主に雪道での走行に適
したモード。
滑りやすい路面で安定
性が向上する。

GRAVEL

主にダートや起伏のあ
る路面での走行に適し
たモード。
4WD の高い走破性と安

定した旋回性を実現す
る。

AWC ECO

燃費性能を高めたモー
ド。
通常は効率のよい 2WD
で走行し，車輪スリッ
プなどでは 4WD 性能

を発揮する。

S-AWC ドラ

イブモード
働き S-AWC ドライブモードセレク

ター 

注意
雪道等で前輪を空転させたまま，スイッ

チを操作しないでください。車両が思わ
ぬ方向に飛び出すおそれがあります。

乾いた舗装道路を「GRAVEL」モードで

走行すると燃料の消費量が多くなった

り，騒音，タイヤの早期摩耗を発生する
ことがあります。

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードをOFFに

する前に「NORMAL」以外の S-AWC ド

ライブモードを選択していても，電源

モードを再度 ON にしたときは，S-AWC
ドライブモードは「NORMAL」になりま

す。

S-AWC ドライブモードは走行中，停止中

ともに切り換えることができます。

S-AWC ドライブモードインジ
ケーター 

表示例：「AWC ECO」モードを選択した

とき
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されます。インフォメーション画面の S-
AWC ドライブモードの表示は，数秒後に

元の画面に戻ります。

J00715601105

マルチインフォメーションディスプレイ
内のインフォメーション画面に S-AWC
の作動状態を表示させることができま
す。
表示させるときはマルチインフォメー
ションディスプレイスイッチを押してイ
ンフォメーション画面を切り換えます。
詳しくは「インフォメーション画面（エ
ンジンスイッチの電源モードが ON のと

き）」をお読みください。P.4-8

S-AWC の作動状態を表示します。

ヨーモーメントの強さをバーグラフで表
示します。

前後輪間のトラクションの強さをメー
ター内の E 部にバーグラフで表示しま

す。

注意
ドライブモードインジケータの表示（選

択中のモード）が点滅し，メーター内の

インフォメーション画面に警告が表示さ
れたときは，自動的に駆動系部品を保護

するモードになります。

速度を控えめにし，しばらく走行して表

示が消灯すればもとのように走行できま
す。

ドライブモードインジケータの表示

“4WD” が点滅し，メーター内のインフォ

メーション画面に警告が表示されたとき

は，S-AWC に何らかの異常が発生し，安

全装置が働いていると考えられます。た

だちに三菱自動車販売会社で点検を受け

てください。

同一指定サイズ，同一種類，同一銘柄お

よび摩耗差のないタイヤを使用してくだ
さい。サイズ，種類，銘柄および摩耗度

合いの異なるタイヤを使用すると，上記
の警告が表示されることがあります。

S-AWC 作動状態表示 

注意 表示例  

ヨーコントロール機能制御表示

A, D-車両重心まわりの右回転のヨー
モーメント

B, C-車両重心まわりの左回転のヨー
モーメント

トラクション機能制御表示
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J00726501045

ドライブモードが「NORMAL」のとき，

ECO モードスイッチを ON にするとドラ

イブモードが「AWC ECO」のモードに変

わります。
ECO モードスイッチを OFF にするとド

ライブモードは「NORMAL」に復帰しま

す。
「ECO モードスイッチ」P.4-47

J00707400123

4WD車といってもどこでも走れるわけで

はありません。無理な運転はしないでく
ださい。
2WD 車と同様，ハンドル・ブレーキ操作

を慎重に行い安全運転に心がけてくださ
い。

J00706602106

「GRAVEL」モード時に急なカーブを低速

で旋回した場合，ブレーキをかけた状態
と同じような現象が発生することがあり
ます。
これはタイトコーナーブレーキング現象
と呼ばれているもので，４輪のタイヤの
軌跡（回転差）が違うために発生する４
輪駆動車特有の現象です。
このような現象が発生したときには，ハ
ンドルを直進状態に戻すか「GRAVEL」以
外のモードに切り換えることによって解
消することができます。

注意
運転中に S-AWC 作動画面を見るときは

必要最小限にとどめてください。画面に
気をとられて思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

ECO モードスイッチを ON に
したときは 

アドバイス
ドライブモードが「AWC ECO」に変わっ

た後にドライブモードを変更するとECO
モードスイッチをOFFにしてもドライブ

モードは変わりません。

4WD 車の上手な運転 

注意
オンロード専用車です。無理な運転はし

ないでください。

•砂地やぬかるみ等タイヤが空転しやす

いところでの走行は避けてください。タ

イヤの空転を続けると駆動系部品に無
理がかかり，重大な故障の原因となるお

それがあります。

•渡河などの水中走行はしないでくださ

い。

•ブレーキ性能は 2WD 車とあまり差はあ

りません。極端な急ハンドル，急ブレー

キは避けて十分な車間距離をとって走
行してください。

4WD 車取り扱い上の注意 

乾燥した舗装道路を走行する
ときは 

注意
乾いた舗装道路を「GRAVEL」モードで

走行すると燃料の消費量が多くなった
り，騒音を発生することがあります。

急なカーブを回るときは 
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4WD 車は 4 輪に駆動力がかかるため，タ

イヤの状態が車の性能に大きく影響しま
す。タイヤには細心の注意をしてくださ
い。

4 輪とも指定のタイヤ，ホイールを装

着してください。
「タイヤ，ホイールのサイズ」
P.12-7

タイヤ，ホイールを交換するときは 4
輪とも交換してください。

タイヤのローテーションは5,000kmご

とに行ってください。
「タイヤローテーション」P.9-7

タイヤの空気圧は定期的に点検して

ください。

「タイヤの空気圧」P.12-8

けん引はできるだけ専門業者に依頼して
ください。
4WD 車は，必ず４輪を持ち上げてレッ

カー車で搬送するか，４輪接地の状態で
けん引してください。
ただし，つぎの場合は三菱自動車販売会
社にご連絡ください。

エンジンが回っているのに車が動か

ない。または異音がする。
下まわりを点検し，オイルなどが漏れ

ている。

注意
急旋回したときは，タイトコーナーブ

レーキング現象を起こし，運転しにくく
なりますので，急な旋回は避けてくださ

い。

アドバイス
タイトコーナーブレーキング現象が起き

るとタイヤのスリップ音や駆動系のきし

み音などが発生することがあります。

タイヤ，ホイールについて 

注意
同一指定サイズ，同一種類，同一銘柄お

よび摩耗差のないタイヤを使用してくだ
さい。サイズ，種類，銘柄や摩耗度合い

の異なるタイヤを使用すると，駆動系部
品に無理がかかり，オイル漏れや焼き付

きなどの重大な故障となり思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

けん引について 

注意
前輪または後輪だけを持ち上げたけん引

を行うと，駆動系部品が損傷したり，車
がレッカー（台車）から飛び出すおそれ

があります。
「けん引」P.11-30

ドライブモードを「AWC ECO」モードに

しても，前輪または後輪だけを持ち上げ

たけん引はできません。

アドバイス
レッカー車による搬送は，別冊の「メン

テナンスノート」を見て三菱自動車販売

会社へ依頼してください。
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J00721300083

急ブレーキ時に，非常点滅灯を自動的に
速く点滅させることで後続車に注意をう
ながし，追突の可能性を低減させる装置
です。
緊急制動信号システムが作動すると，
メーター内の非常点滅表示灯も同時に速
く点滅します。 J00736200064

信号待ちなどの停車中に，ブレーキペダ
ルを踏み続けなくてもブレーキがかかっ
た状態を保持する装置です。
ブレーキ保持中にアクセルペダルを踏み
込むとブレーキは自動で解除されます。

つぎの条件がそろったときにブレーキ
オートホールドスイッチを押します。

ジャッキアップするときは  

注意
ジャッキアップ中はエンジンをかけた

り，ジャッキアップした車輪を回転させ

ないでください。
接地しているタイヤが回ってジャッキか

ら車体が外れ，思わぬ事故につながるお

それがあります。

緊急制動信号システム 

注意
ABS警告またはASC警告が表示されてい

るときは，緊急制動信号システムが作動

しないことがあります。

「ABS 警告」P.5-44
「ASC 警告表示」P.5-48

アドバイス
 [ 緊急制動信号システムの作動条件 ]
つぎの条件がそろったときに作動しま
す。

•車速が約 55km/h 以上のとき

•ブレーキペダルが踏み込まれ，車両の減

速度やアンチロックブレーキシステム

(ABS) の作動状況から，システムが急ブ

レーキだと判断したとき

[ 緊急制動信号システムの作動停止条件 ]
つぎのいずれかの条件で作動を停止しま
す。

•ブレーキペダルから足を離したとき

•非常点滅灯スイッチを押したとき

•車両減速度やABSの作動状況から，シス

テムが急ブレーキではないと判断した

とき

ブレーキオートホールド 

注意
ブレーキオートホールドを過信しないで

ください。極端に急な上り坂では，車両
を保持することができない場合がありま

すので，ブレーキペダルをしっかりと踏
んでください。

ブレーキオートホールドによる停車中は

車から離れないでください。車から離れ

るときは，駐車ブレーキをかけてセレク

ターレバーを に入れてください。

滑りやすい路面ではブレーキオートホー

ルドを使用しないでください。車両を保

持することができず，思わぬ事故につな
がることがあります。

アドバイス
ブレーキオートホールドの作動中に車両

の動きを検知したときは，ブレーキ力を
強めるためエンジンルーム内から作動音

がすることがありますが異常ではありま

せん。

使い方 

システムを起動（スタンバイ）す
るときは 
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エンジンスイッチの電源モードが ON
のとき

運転席のシートベルトを着用してい

る
運転席ドアが閉じている

システムがスタンバイ状態に切り換わ
り，スイッチ内の表示灯が点灯します。

セレクターレバーが または 以外の位
置にあるときに，ブレーキペダルを踏ん
で停車します。
メーター内のブレーキオートホールド作
動表示灯が点灯し，自動でブレーキがか
かった状態を保持します。

アドバイス
ブレーキオートホールドが使用できない

ときは，ブザー音とともにマルチイン
フォメーションディスプレイ内のイン

フォメーション画面に警告が表示されま
す。

表示灯

運転席のシートベルトが着用されていな

いときにブレーキオートホールドスイッ
チを押すと，ブザー音とともにマルチイ

ンフォメーションディスプレイ内のイン
フォメーション画面に警告が表示されま

す。

システム起動中，つぎのようなときは，ブ

レーキオートホールドは自動的にOFFに

なり，スイッチ内の表示灯は消灯します。
また，ブザー音とともにマルチインフォ

メーションディスプレイ内のインフォ

メーション画面に警告が表示されます。

•運転席のシートベルトを外したとき

•運転席ドアを開けたとき

•システムの異常を検知したとき

アドバイス
システム起動中にブレーキオートホール

ドスイッチを押し続けると，保護回路が
働いてシステムが自動的にOFFになりま

す。
自動的に OFF になったあとは，スイッチ

を押してもスタンバイ状態に切り換える
ことができなくなります。

スタンバイ状態に切り換えるときは，エ
ンジンを再始動してからスイッチを押し

てください。

作動させるときは 

アドバイス
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セレクターレバーが または 以外の位
置にあるときに，アクセルペダルを踏み
込みます。
ブレーキの保持が解除され，メーター内
のブレーキオートホールド作動表示灯が
消灯します。

ブレーキオートホールドスイッチを押し
てスイッチ内の表示灯を消灯させます。
ブレーキオートホールド作動表示灯が点
灯しているときは，ブレーキペダルを踏
みながらスイッチを押します。

注意
ブレーキオートホールド作動表示灯が点

灯したあとで，ブレーキペダルから足を
離してください。

アドバイス
つぎの操作をすると，ブレーキ保持状態

が自動的に解除され，メーター内のブ
レーキオートホールド作動表示灯が消灯

します。

•ブレーキペダルを踏みながらセレク

ターレバーを または の位置にした

とき

•電動パーキングブレーキスイッチを引

き上げたとき

ブレーキオートホールドが作動中，つぎ

の場合は駐車ブレーキが自動で作動し，
ブレーキオートホールドによるブレーキ

保持が解除されると同時にブザーが鳴っ
て，マルチインフォメーションディスプ

レイ内のインフォメーション画面に警告

が表示されます。

•ブレーキオートホールドによるブレー

キ保持をしてから約 10 分経過したとき

•運転席のシートベルトを外したとき

•運転席ドアを開けたとき

•エンジンスイッチの電源モードを OFF
にしたとき

•坂道で車両のずり下がりを検知したと

き

このとき，駐車ブレーキが自動で作動し
ない場合は，マルチインフォメーション

ディスプレイ内のインフォメーション画
面に警告が表示されますのでブレーキペ

ダルを踏み込んでください。

セレクターレバーが 以外の位置でエン

ジンスイッチの電源モードをOFFにする

と，マルチインフォメーションディスプ

レイ内のインフォメーション画面に警告

が表示されることがあります。警告が表
示されたときは，ブレーキペダルを踏み

ながらセレクターレバーを に入れてく

ださい。

アドバイス 発進するときは 

システムを非作動にするときは 

アドバイス
ブレーキオートホールド作動表示灯が点

灯しているときに，ブレーキペダルを踏

まずにスイッチを押すと，ブザーととも
にマルチインフォメーションディスプレ

イ内のインフォメーション画面に警告が
表示されます。
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J00721801199

ヒルスタートアシストは，急な上り坂で
発進するときに起こる車両の後退を防止
し，発進を容易にする装置です。ブレー
キペダルからアクセルペダルに踏み換え
るとき，ブレーキをかけた状態を約 2 秒

間保持します。

J00721901275

1.ブレーキペダルを踏んで車両を完全
に停止させます。

2.ブレーキペダルから足を離します。
ヒルスタートアシストがブレーキ力
を保持し，車両の後退を約 2 秒間防止

します。
3.アクセルペダルを踏み込みます。
ヒルスタートアシストは，車両の発進
に合わせて，徐々にブレーキ力をゆる
めます。

4.

J00722000191

システムに異常があると表示灯／警告表
示が点灯します。
警告灯

警告表示

このような場合は，つぎの方法で処置し
てください。

1.安全な場所に車を止め，エンジンを停
止します。

ヒルスタートアシスト 

注意
ヒルスタートアシストを過信しないでく

ださい。

極端に急な上り坂，凍結した上り坂，ぬ

かるんだ上り坂など路面の状態によって
は車両を保持することができない場合が

あります。
また，停止するときにブレーキペダルの

踏み方が不十分であったり，乗員の人数，

荷物の重さなどによってヒルスタートア
シストが作動しないことがあります。

ヒルスタートアシストは，2 秒以上車両の

後退を防止することはできません。

上り坂でブレーキペダルを踏み込まず

に，ヒルスタートアシストを使って停止

状態を保つことはしないでください。

思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

ヒルスタートアシストが作動中に，エン

ジンスイッチの電源モードを ON または

ACC にしないでください。

ヒルスタートアシストが作動を停止し，

思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

使い方 

アドバイス
ヒルスタートアシストは，つぎの条件が

そろったときに作動します。

•エンジンがかかっている。

•セレクターレバーが または 以外の

位置に入れてある。

•ブレーキペダルを踏んで，車両が完全に

停止している。

•駐車ブレーキを解除している。

注意
ヒルスタートアシストは，ブレーキペダ

ルから足を離す前にアクセルペダルを踏
み込むと作動しません。

ヒルスタートアシストは，坂道を後ろ向

きに登るときにも作動します。

ヒルスタートアシスト作動中に車体下か

ら作動音がすることがあります。これは
ヒルスタートアシストが正常に作動して

いることを示すもので異常ではありませ
ん。

警告表示 

アドバイス
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2.再度エンジンをかけ，表示が消えるか
確認します。

表示が消えれば異常ありません。消えな
いときや，たびたび表示するときは，通
常走行には支障はありませんが，できる
だけ早く三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

J00722200092

ブレーキアシストは，緊急制動時などに
ブレーキペダルを強く踏み込めない運転
者を補助し，より大きな制動力を確保す
る装置です。ブレーキペダルを素早く踏
み込んだときにブレーキが強くかかるよ
うになります。 J00703000772

アンチロックブレーキシステム（ABS）と
は，急ブレーキや滑りやすい道路でブ
レーキを踏んだときに車輪のロックを防
止し，制動力を維持し，かつ安定した車
体姿勢とハンドル操舵性を保つ装置で
す。 

注意
警告が表示されるとヒルスタートアシス

ト が作動を停止します。慎重に発進して

ください。

ブレーキアシスト 

注意
ブレーキアシストはブレーキ性能以上の

制動力を発揮させる装置ではありませ
ん。ブレーキアシストを過信せず，十分

な車間距離をとって安全運転を心がけて

ください。

アドバイス
いったんブレーキアシストが作動する

と，ブレーキペダルをゆるめても大きな
制動力を保持します。

ブレーキアシストの作動を停止させたい
ときは，ブレーキから完全に足を離して

ください。

走行中にブレーキアシストが作動する

と，ブレーキペダルが軽く感じられるこ
とがあります。また作動音とともにペダ

ルが小刻みに動いたり，車体やハンドル
に振動を感じることがあります。これは

装置が正常に作動していることを示すも

ので異常ではありません。そのままブ
レーキペダルを強く踏み続けてくださ

い。

ABS 警告灯または ASC 警告灯のみが点

灯しているときは，ブレーキアシストは
作動しない場合があります。

アンチロックブレーキシス
テム（ABS） 

注意
ABS は制動時の車体安定性を確保するた

めのもので必ずしも制動距離が短くなる
とはかぎりません。ABS を過信せず，十

分な車間距離をとって安全運転を心がけ
てください。

雪道を走行した後は足回りに付いた雪や

泥を取り除いてください。足回りを清掃
するときはホイール付近に付いている車

速感知装置や配線などを傷付けないよう

十分注意してください。

 4 輪とも同一サイズ，同一種類の指定タイ

ヤを装着してください。

サイズや，種類の異なるタイヤを混用す

ると，ABS が正常に作動しなくなるおそ

れがあります。

市販のリミテッドスリップディファレン

シャル（LSD）を装着しないでください。

ABS が正常に作動しなくなるおそれがあ

ります。

アドバイス
つぎのような場合は，ABS の付いていな

い車に比べて制動距離が長くなることが
ありますので，速度はひかえめにし，車

間距離を十分とって運転してください。

•砂利道や深い新雪路を走行するとき

•タイヤチェーンを装着しているとき

•道路の継ぎ目や段差を乗り越えるとき

•  凸凹道などの悪路を走行するとき
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J00704500947

警告灯

警告表示

システムに異常があると警告灯が点灯し
ます。
また，マルチインフォメーションディス
プレイ内のインフォメーション画面にも
警告表示が表示されます。
正常なときはエンジンスイッチの電源
モードをONにすると警告灯が点灯し，数

秒後に消灯します。

J00704601844

急ブレーキや高速走行を避け安全な

場所に車を止めます。
エンジンを停止し，再度エンジンをか
け，その後しばらく走行して警告表示
しなければ異常ありません。
しばらく走行しても警告表示したま
まのときは三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。この場合，ABS
は作動せず，普通のブレーキとして作
動します。

バッテリーが電圧不足のときにエン

ジンをかけると，警告を表示すること
がありますが ABS の故障ではありま

せん。
このようなときは，しばらくアイドリ
ング回転でバッテリーを充電してく
ださい。
充電しても警告表示したままのとき
や，たびたび警告表示するときは三菱
自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

マンホール，工事用の鉄板，白線の上，段

差を乗り越えるときなど，車輪が滑りや
すい状況では，車輪のロックを防止する

ため急制動以外でもABSが作動すること

があります。

ABS が作動すると車体，ハンドル，ブレー

キペダルに振動を感じたり，作動音が聞
こえます。

また，ブレーキペダルを踏み込んだとき

に固く感じることがあります。
これは装置が正常に作動していることを

示すもので異常ではありません。そのま
まブレーキペダルを強く踏み続けてくだ

さい。

つぎのような場合は，エンジンルーム内

より作動音がすることがあります。また，
ブレーキペダルにショックを感じること

があります。これは ABS 装置の作動を

チェックしているためで異常ではありま

せん。

•エンジンスイッチの電源モードをONに

したとき。

•エンジンをかけてしばらく走行したと

き。

ABSは，発進後車速が約 10km/hになるま

で作動しません。また，車速が約 5km/h
まで下がると作動を停止します。

アドバイス ABS 警告 

注意
点灯したままのとき，または点灯しない

ときは装置の故障が考えられますので，

三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

走行中に警告を表示したとき
は 

ABS 警告のみ表示したときは 
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警告灯

警告表示

ブレーキ力の配分機能が作動しないこと
があるため，急ブレーキをかけたときに
車体姿勢が不安定になるおそれがありま
す。
急ブレーキや高速走行を避け，ただちに
車を安全な場所に止めて三菱自動車販売
会社へ連絡してください。

J00703100382

エンジン回転中にパワーアシストが作動
し，ハンドルの操作力を軽くする装置で
す。
もし，パワーアシストが作動しなくなっ
たときは，ハンドルが重くなります。こ
の場合は，三菱自動車販売会社で点検を
受けてください。

J00704701441

システムに異常があるときマルチイン
フォメーションディスプレイ内のイン
フォメーション画面に警告表示が表示さ
れます。

ABS 警告とブレーキ警告を表示
したときは 

アドバイス
警告灯は同時に点灯し，マルチインフォ

メーションディスプレイ内のインフォ

メーション画面には，交互に表示します。

電動パワーステアリング
(EPS) 

警告
走行中はエンジンを止めないでくださ

い。エンジンを止めると，ハンドルが非
常に重くなり，思わぬ事故につながるお

それがあります。

アドバイス
駐車するときなどに，ハンドルをいっぱ

いに回す操作を繰り返すと，システムの

過熱を防止するため保護機能が働きハン

ドル操作が徐々に重くなります。この場
合，しばらくハンドル操作を控えてくだ

さい。
システムの温度が下がるとハンドルの操

作力は元に戻ります。

ヘッドライトを点灯したままで停車して

いるとき，ハンドル操作をするとヘッド
ライトが暗くなることがありますが異常

ではありません。しばらくすれば元の明
るさに戻ります。

電 動 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ
(EPS) 警告 

注意
エンジン回転中に表示したときは，ハン

ドルが重くなることがありますので，で

きるだけ早く三菱自動車販売会社で点検
を受けてください。

アドバイス
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J00710300344

アクティブスタビリティコントロール
（ASC）はトラクションコントロール機能

とスタビリティーコントロール機能を持
ち，アンチロックブレーキシステムと統
合的に制御を行うことで，車両姿勢を安
定させると共に駆動力を確保する装置で
す。つぎの項も合わせてお読みください。
「アンチロックブレーキシステム

（ABS）」P.5-43
「トラクションコントロール機能」
P.5-46
「スタビリティコントロール機能」
P.5-46

J00710400156

トラクションコントロール機能は，滑り
やすい路面での駆動輪の空転を防止して

発進しやすくすると共に，旋回加速時の
適切な駆動力・操舵能力を向上させる機
能です。

J00710500186

スタビリティコントロール機能は，急激
なハンドル操作や滑りやすい路面のカー
ブに進入したときなどに生じる車両の横
滑りを，各車輪のブレーキとエンジン出
力を制御することにより抑制し，車両の
安定性を向上させる機能です。

アクティブスタビリティコ
ントロール（ASC） 

注意
ASC が作動した状態でも車両の安定確保

には限界があり，無理な運転は思わぬ事

故につながるおそれがあります。ASC を

過信せず，常に道路状況に合った安全運

転を心がけてください。

 4 輪とも同一サイズ，同一種類の指定タイ

ヤを装着してください。
サイズや種類の異なるタイヤを混用する

と，ASC が正常に作動しなくなるおそれ

があります。

市販のリミテッドスリップディファレン

シャル（LSD）を装着しないでください。

ASC が正常に作動しなくなるおそれがあ

ります。

アドバイス
つぎのような場合は，エンジンルーム内

より作動音がすることがあります。また，

ブレーキペダルにショックを感じること
があります。これは ASC 装置の作動を

チェックしているためで異常ではありま
せん。

•エンジンスイッチの電源モードをONに

したとき。

•エンジンをかけてしばらく走行したと

き

ASC が作動すると，車体に振動を感じた

り，エンジンルーム内より作動音が聞こ

えたりします。

これは装置が正常に作動していることを
示すもので異常ではありません。

ABS 警告灯が点灯しているときは，ASC
は作動しません。

トラクションコントロール機
能 

注意

注意
雪道や凍結路を走行するときは，冬用タ

イヤを装着して速度は控えめにし，車間

距離を十分とって運転してください。

スタビリティコントロール機
能 

アドバイス
スタビリティコントロール機能は，車速

が約 15km/h 以上で作動します。
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J00710801652

エンジンスイッチの電源モードを ON に

すると自動的に ASC は ON になります。

ASCをOFFにしたいときはASC OFFス

イッチを 3 秒以上押し続けます。

スイッチを押し続けると3秒後に， 表示

灯が表示されます。もう一度押すと ON
になります。

J00711601367

ASCのON/OFF作動切り換え 

アドバイス
ぬかるみ，砂地または新雪などからの脱

出時に，アクセルペダルを踏み込んでも

ASC の働きによりエンジン回転が上がら

ないことがあります。このようなときは，

ASC OFFスイッチでASCを OFFにする

と駆動輪が回転しやすくなり，脱出に効

果的な場合があります。

注意
安全のため，ASC OFF スイッチの操作は

停車しているときに行ってください。

通常走行時は必ずASCをON にしてくだ

さい。

アドバイス
ASC OFF スイッチではスタビリティコ

ントロール機能とトラクションコント
ロール機能の両方が OFF になります。

ASC を OFF にしたあとも ASC OFF ス

イッチを押し続けると，誤操作防止機能
が働いて ASC は ON に戻ります。

ASC作動表示／ASC OFF表示 

- ASC 作動表示灯

ASC が作動すると点滅します。

- ASC OFF 表示灯

ASC OFFスイッチでASCをOFF
にすると点灯します。

注意
 作動表示灯が点滅したときは路面が滑

りやすい状態か，タイヤが滑り始めてい

ます。
アクセルペダルをゆるめて控えめな運転

をしてください。

滑りやすい路面などでブレーキ制御が連

続で作動し，ブレーキ装置の温度が上昇
しすぎた場合は，ブレーキ制御によるト

ラクションコントロール機能の作動を一

時停止します。これはブレーキ装置を保
護するためで通常走行に問題ありませ

ん。（エンジン出力の制御によるトラク
ションコントロール機能は作動します。）

この場合は 表示灯が点滅し，ブレーキ

制御によるトラクションコントロール機
能が停止していることを運転者に知らせ

ます。車をいったん停車し，点滅が消え

ればブレーキ制御によるトラクションコ
ントロール機能は再び作動します。

アドバイス
エンジンをかけると 表示灯が点灯する

ことがあります。これは，エンジン始動

時にバッテリーの電圧が一時的に低下し

たためで，すぐに消灯すれば故障ではあ
りません。
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システムに異常があると 作動表示灯

と， 表示灯が点灯し警告表示が表示し

ます。

警告灯

-ASC 作動表示灯

-ASC OFF 表示灯

警告表示

このような場合は，つぎの方法で処置し
てください。

1.安全な場所に車を止め，エンジンを停
止します。

2.再度エンジンをかけ，表示が消えるか
確認します。

表示が消えれば異常ありません。消えな
いときや，たびたび表示するときは，通

常走行には支障はありませんが，できる
だけ早く三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

J00716100096

J00704001284A

クルーズコントロールはアクセルペダル
を 踏 ま ず に 一 定 の ス ピ ー ド（約
40km/h~100km/h）で定速走行する装置で

す。

スペアタイヤ装着時は，タイヤのグリッ

プ力が低下するため 作動表示灯が点滅

しやすくなります。

ASC 警告表示 

アドバイス

けん引するときは 

注意
エンジンスイッチの電源モードを ON に
して前輪だけを持ち上げたけん引を行う
と，ASC が作動し思わぬ事故につながる

おそれがあります。前輪を持ち上げてけ
ん引するときはエンジンスイッチの電源

モードを ACC にしてください。

詳しくは「けん引」をお読みください。

P.11-30

クルーズコントロール（自
動定速走行装置） 

注意
つぎのような道路では安全のため，使用

しないでください。

•交通量が多く車間距離が十分取れない

道路

•急なカーブや見通しの悪い道路

•滑りやすい道路（凍結路，積雪路，砂利

路，ぬれた道路）

•長い急な下り坂

定速走行しないときは，安全のためク

ルーズコントロール機能を停止してくだ

さい。

アドバイス
上り坂や下り坂では，状況により一定の

速度を保てない場合があります。

上り坂では，設定した車速を下回ること

があります。

このような場合は，アクセルペダルを踏
んで希望の車速まで加速してください。

下り坂では，設定した車速を上回ること

があります。ブレーキペダルを踏んで減

速してください。この場合，定速走行は
終了します。

注意
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J00705601199

J00705700207

エンジンスイッチの電源モードが ON の

状態のときに，クルーズコントロール
ON/OFF スイッチを押してクルーズコン

トロール機能を作動させると点灯しま
す。

J00705800181

1.エンジンスイッチの電源モードが ON
の状態のときに，クルーズコントロー
ルON/OFFスイッチを押すとクルーズ

コントロール機能が作動し，メーター
内の表示灯が点灯します。

2.希望する車速まで加速または減速し，
SET －スイッチを押し下げて手を離

すと，インフォメーション画面に

が点灯し定速走行が開始されま

す。

クルーズコントロールスイッ
チ 

1- CANCEL スイッチ

定速走行を終了するときに使用し
ます。

2- RES ＋スイッチ

設定車速を上げたり，定速走行を終
了した後，元の設定車速に戻すとき
に使用します。

3- SET －スイッチ

設定車速を下げたり，定速走行する
車速をセットするときに使用しま
す。

4- クルーズコントロール ON/OFF ス

イッチ
クルーズコントロール機能を作動
または停止するときに使用します。
（レーダークルーズコントロール
(ACC) 付き車の場合は，スイッチに

表示されているマークがイラスト
とは異なります。）

アドバイス
クルーズコントロールスイッチを操作す

るときは，個々のスイッチを確実に押し

てください。
2 個以上のスイッチを同時に押すと，定

速走行が自動的に終了することがありま
す。

クルーズコントロール表示灯 

希望車速をセットし，定速走行
するときは 
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J00705900182

希望する車速まで加速し，SET －スイッ

チを押し下げて手を離します。

希望する車速まで減速し，SET －スイッ

チを押し下げて手を離します。

RES ＋スイッチを押し上げ，または SET
－スイッチを押し下げ続け，希望する車
速になったら手を離します。アドバイス

スイッチから手を離したときの車速が

セットされます。

エンジンを止めるとクルーズコントロー

ル機能は自動的に停止します。

設定車速を変更するときは 

アクセルペダルを使って 

アドバイス
スイッチから手を離したときの車速が

セットされます。

ブレーキペダルを使って 

アドバイス
スイッチから手を離したときの車速が

セットされます。

クルーズコントロールスイッチ
を使って 

1- 加速したいとき
2- 減速したいとき

アドバイス
スイッチから手を離したときの車速が

セットされます。
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アクセルペダルを踏んで加速します。
アクセルペダルから足を離すと自動的に
元の設定車速に戻ります。

ブレーキペダルを踏んで減速します。
元の設定車速に戻すときは，RES ＋ス

イッチを押し上げます。
「定速走行終了前の設定車速に戻すと

きは」 P.5-52

J00706000236

つぎのいずれかの操作で定速走行が終了
します。

クルーズコントロールON/OFFスイッ

チを押す
CANCEL スイッチを押す

ブレーキペダルを踏む

また，つぎの場合も自動的に定速走行が
終了します。

セットした速度より車速が約 15km/h
以上下がったとき

車速が約 40km/h 以下になったとき

アクティブスタビリティコントロー

ル (ASC) が作動したとき

「アクティブスタビリティコント

ロール (ASC)」P.5-46

RES ＋スイッチを押し上げ，または SET
－スイッチを押し下げてすぐに手を離す
と，設定車速を約 1.5km/h ずつ微調整す

ることができます。

一時的に加速または減速した
いときは 

一時的に加速したいときは 

アドバイス 一時的に減速したいときは 

定速走行を終了するときは 
警告

セレクターレバーを にしても定速走行

は自動的に終了しますが，走行中はセレ

クターレバーを に入れないでくださ

い。エンジンブレーキが効かなくなり，思

わぬ事故につながるおそれがあります。
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J00706100208

定速走行を終了した後でも車速が
約 40km/h 以上であれば，RES ＋スイッ

チを押し上げることにより，インフォ

メーション画面に が点灯し元の設

定車速に戻すことができます。

ただし，つぎの場合は RES ＋スイッチを

押し上げても，元の設定車速に戻すこと
はできません。もう一度車速をセットし
直してください。

エンジンを止めたとき

クルーズコントロールON/OFFスイッ

チを押したとき
車速が約 40km/h 以下になったとき

クルーズコントロール表示灯が消灯

しているとき

J00736800057A

e-Assist とは，各種センサーによって事

故の危険を検知して運転者に知らせると
ともに，できる限り事故被害を予防・回
避・軽減できるよう支援する安全技術で
す。

e-Assist にはつぎの機能があります。

レーダークルーズコントロールシス

テム (ACC)P.5-52
衝突被害軽減ブレーキシステム

(FCM)P.5-65
誤 発 進 抑 制 機 能（前 進 ＆ 後 退

時）P.5-75
後側方車両検知警報システム（レーン

チェンジアシスト機能付）P.5-79
後退時車両検知警報システムP.5-82
車線逸脱警報システム (LDW)P.5-84

J00724501096A

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) は，アクセルペダルを踏まなくて

も設定した車速で走行するとともに，セ

アドバイス
上記以外のときに定速走行が自動的に終

了した場合は，クルーズコントロールに
何らかの異常が発生していると考えられ

ます。
クルーズコントロール ON/OFF スイッチ

を押してクルーズコントロール機能を停
止し，三菱自動車販売会社で点検を受け

てください。

定速走行終了前の設定車速に
戻すときは e-Assist 

警告
 e-Assistの各機能は，運転者の安全運転を

前提としたシステムであり，運転操作の

負担や衝突被害を軽減することを目的と
しています。システムの検知性能・制御

性能には限界があるため，これらのシス
テムに頼った運転はせず，常に安全運転

を心がけてください。

レーダークルーズコント
ロールシステム (ACC) 
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ンサーを使用して前方車両との相対速
度，相対距離を測定し，前方車両に近づ
けば減速して設定した車間距離を保って
走行する機能です。レーダークルーズコ
ントロールシステム (ACC) は高速道路や

自動車専用道路での運転を快適にするた
めの運転支援システムです。
レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) によるブレーキが作動したとき

は，制動灯（ブレーキランプ）が点灯し
ます。
車間距離制御を行わず，一定速で走行す
る「クルーズコントロール」も選択でき
ます。

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。レーダークルーズコントロールシス
テム (ACC) を使用していても，常に周囲

の状況を把握して，安全運転を心がけて
ください。

センサー

レーダークルーズコントロールシステム

(ACC) は，運転者の負担を軽減するシス

テムであり，自動的に運転したり，追突

を防止する装置ではありません。また，脇
見運転やぼんやり運転などの前方不注意

を許容したり，雨・霧などの視界不良を
補助するものではありません。周囲の状

況に応じてブレーキペダルを踏んで減速

するなど，常に安全運転に心がけてくだ
さい。

前方車両の種類や状態，天候状況，道路

状況によっては実際の状況を正確に検知
できないことがあります。また，前方車

両が急ブレーキをかけたときや他車が割

り込んだときなどは十分な減速ができ
ず，前方車両に接近することがあります。

システムを過信して注意を怠ったり，
誤った使い方をしたりすると，重大な事

故につながるおそれがあるので，必要に

応じて運転者自身で安全を確保してくだ
さい。

注意
つぎのような状況では一時的に前方車両

を検出できなくなったり，前方車両以外

のものを検出して制御や警報が作動する
ことがあります。

警告
•カーブが連続する道路やカーブの出入

り口を走行するとき（前方車両を認識で
きない場合や隣車線の車両を認識する

場合があります）

•工事による車線規制や仮設車線を走行

するとき

•車線内の自車と前方車両の横方向の位

置関係や，ハンドルの操作状況，事故や

故障で走行が不安定なとき

•車線内の自車と前方車両の横方向の位

置関係がずれる道を走行するとき

つぎのような状況では思わぬ事故につな

がることがあるのでACCを使用しないで

ください。

•交通量の多い道や急カーブ，曲がりく

ねった道

注意
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設定した車速で定速走行します。
設定できる車速範囲は約 40~100km/h で

す。

J00730300021

設定した車速を上限として，車速に応じ
た車間距離（車間時間）を保つように，必
要に応じてブレーキも使用して車間制御
を行い走行します。

前方車両が停車したときは，自車もそれ
に応じて停車します。
停車状態を保持する機能はありませんの
で，停車したら速やかにブレーキを踏ん
でください。

•凍結路や積雪路，未舗装路など滑りやす

い路面

•悪天候 ( 雨，雪，砂嵐など ) のとき

•急な下り坂

•急な上り坂，下り坂や勾配の変化が激し

い道

•頻繁な加減速が必要な交通状況

•頻繁に接近警報が鳴るとき

•けん引されるとき，またはけん引すると

き

•整備工場などでシャシーダイナモメー

ターやフリーローラーなどを使用する
とき

•タイヤの空気圧が適正でないとき

•応急用スペアタイヤを装着していると

き

•タイヤチェーンを装着しているとき 
システムの正しい作動のため，つぎのこ

とをお守りください。センサーの検知性
能を低下させるなど，思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

•センサー部に強い力や衝撃を与えたり，

センサー固定ネジに触れたり分解しな
いでください。

•センサー部やセンサー前方カバー部は

常にきれいにしてください。

•センサー部やセンサー前方カバー部に

ステッカーを貼り付けたり，グリルガー
ドなどを取り付けないでください。

注意
•センサー前方カバー部を改造したり，塗

装しないでください。

•指定以外のサイズのタイヤを装着しな

いでください。また，摩耗差の著しいタ

イヤを混ぜて装着しないでください。

•サスペンションを改造しないでくださ

い。   
事故などでセンサー部またはセンサー前

方カバー部が変形した場合は，レーダー

クルーズコントロールシステム (ACC) を
使用せず，三菱自動車販売会社に連絡し

てください。

前方車両を検出していないと
きは 

アドバイス
下り坂などで設定した車速を超えそうな

ときは，自動でブレーキが作動して速度

を維持します。

ACCによるブレーキ中にブレーキペダル

を踏んだとき，ペダルが固く感じられる
ことがありますが，異常ではありません。

さらに踏み込むことで踏み増すこともで
きます。

注意
ACCによるブレーキ中に音が聞こえるこ

とがありますが，ブレーキ制御によるも
のであり異常ではありません。

前方車両を検出しているとき
は 

アドバイス
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前方車両を検出しなくなったときはブ
ザー音とともに前方車両表示が消え，設
定した車速までゆっくりと加速し，再び
定速走行を行います。

J00724701030

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) 制御中に，前方車両の減速度合い

が大きい場合や他車の割り込みにより十
分な減速ができず前方車両に接近したと
きは，ブザーと表示で運転者に注意を促
します。
ブレーキを踏むなどして適切な車間距離
を保持してください。

注意
ブレーキ制御による停車中は，車から離

れないでください。

アドバイス
停車後ブレーキを踏まずに 2 秒経過する

と，ブザー音と表示とともに ACC は自動

的にキャンセルされスタンバイ状態にな
ります。

このとき，ブレーキ制御は解除され，ク
リープ現象で車両は動き出します。

注意
前方車両に追従している場合，つぎのよ

うな状況では，前方車両を検出しなくな
ることにより設定車速まで自動的に加速

することがあるため，必要に応じてブ
レーキを踏むなどして，安全な速度で走

行してください。

•高速道路本線から出る ( インターチェン

ジ，サービスエリア，パーキングエリア
などに進入する）とき

•カーブを走行するとき

前方車両に追従走行していた場合に，前

方車両が車線変更などで自車前方からい

なくなったとき，その先に停車している
車両に対しては減速制御は働きませんの

で，必要に応じてブレーキを踏むなどし
てください。

接近警報 

注意
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注意
未使用時はシステムを OFF してくださ

い。
誤ってレーダークルーズコントロールシ

ステム (ACC) を作動させてしまい，思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

車外からの操作は絶対にしないでくださ

い。

つぎのような状況では制御も警報も行い

ません。

•歩行者など車両以外のもの

•システムに異常があるとき（システムが

異常を検知した場合は，「ACC 点検」が

表示されます）

つぎのような状況では警報のみが働き，

加減速制御を行いません。

•停車中または非常に速度が遅い車両

つぎのような状況では前方車両を正確に

検出できず，車間距離を適切に保てな
かったり，警報が作動しないことがあり

ます。適切な車間距離を保つよう，必要
に応じてブレーキペダルを踏むなどの操

作を行ってください。

•近距離で前方車両に割り込まれたとき

•前方車両が自車両と左右にずれている

とき

•前方車両がトレーラーなどをけん引し

ているとき

•自車速より極端に遅い車両など

•二輪車，自転車など

•荷物を積んでいない貨物トレーラーな

ど

•積荷が荷台から突き出ている車両など

•車高の低い車両など

•最低地上高が極端に高い車両など

•急な上り坂，下り坂が繰り返される道を

走行しているとき

•路面がうねっていたり，凹凸があるとき

•トンネル内を走行しているとき

•後席やラゲッジルームに極端に重いも

のを積んだとき

•エンジン始動後に走行してからしばら

くの間

•カーブが連続する道路やカーブの出入

り口を走行するとき

•センサーおよびセンサー前方カバー部

に汚れ，雪，氷などが付着した場合 *

注意
•前方車両や対向車が路上の水や雪，砂な

どを巻き上げて走行しているとき *
*：これらの状況などで検出性能低下や

レーダークルーズコントロールシステ

ム (ACC) が一時的に作動できない状態

を自動的に判定した場合は，レーダー

クルーズコントロールシステム (ACC)
が自動的にキャンセルされた後，ブ

ザー音と表示で運転者に知らせます。
レーダークルーズコントロールシステ

ム (ACC) が作動できる状態になると，

表示は自動的に消えます。

表示が消えない場合はシステムの異常
の可能性があります。三菱自動車販売

会社に連絡してください。

注意
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J00724801028

J00726201026

クルーズコントロールスイッ
チ 

1- ACC ON/OFF スイッチ

レーダークルーズコントロールシ
ステム(ACC)またはクルーズコント

ロールを ON/OFF します。
2- SET －スイッチ

希望する速度に設定したり，設定し
た速度を下げたりするときに使い
ます。

3- RES ＋スイッチ

一度設定した速度で動作させたり，
設定した車速を上げたりするとき
に使います。

4- CANCEL スイッチ

レーダークルーズコントロールシ
ステム(ACC)またはクルーズコント

ロールの制御をキャンセルすると
きに使います。

5- ACC 車間設定スイッチ

前方車両との車間距離の設定を変
更するときに使います。

アドバイス
スイッチは1個1個確実に操作してくださ

い。
複数のスイッチを同時に押すと，レー

ダークルーズコントロールシステム

(ACC)がOFFまたは制御がキャンセルさ

れることがあります。

レーダークルーズコントロー
ルシステム (ACC) インフォ
メーション画面 

1- ACC インジケーター：

レーダークルーズコントロールシ
ステム (ACC)がONしていることを

示します。

2- 制御状態インジケーター：
レーダークルーズコントロールシ
ステム(ACC)制御状態時に表示しま

す。
3- 設定車速：

目標車速を表示します。
4- 前方車両表示：レーダーが前方車両

を認識しているときに表示します。
以下のようにスタンバイ中と制御
中で表示が異なります。

表示

状態

スタンバイ
中

制御中

前方車両
認識

5- 車間設定表示：
前方車両との距離設定を表示しま
す。
以下のようにスタンバイ中と制御中
で表示が異なります。
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J00724901074

エンジンスイッチの電源モードが ON の

位置で，ACC ON/OFF スイッチを短く押

すと，レーダークルーズコントロールシ
ステム (ACC) が ON します。

メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイのインフォメーション画面
がレーダークルーズコントロールシステ
ム (ACC) 表示に切り換わります。

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) を ON したときはスタンバイ状態

で制御は開始されません。

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC)ON（スタンバイ）状態で SET －ス

イッチを押し下げます。
SET －スイッチを離したときの車速が設

定され，レーダークルーズコントロール
システム (ACC) は，このときの車速で制

御します。

車間設定
表示

状態

スタンバイ
中

制御中

長

中

短

使い方 

システムを起動（スタンバイ）す
るときは 

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードをOFFに

するときにレーダークルーズコントロー
ルシステム (ACC)がONしていても次回，

エンジンスイッチの電源モードを ON に

したときは自動的にレーダークルーズコ

ントロールシステム (ACC) は起動しませ

ん。

制御を開始するときは 
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設定車速はインフォメーション画面に表
示されます。
設定できる車速範囲は約 40~100km/h で

す。
前方車両を検出しているときは約
10~40km/h でも制御開始できますが，こ

のときは設定車速は 40km/h に設定され

ます。
上記車速の範囲外で操作しても制御開始
しません。
レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) 制御が開始すると，ブザー音と共

に， が点灯し，設定車間表示や前方

車両表示（前方車両を検出しているとき
のみ）が制御中表示に切り換わります。

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC)制御中にRES＋スイッチを一回押

し上げると設定車速が1km/h上昇します。

また，RES ＋スイッチを押し上げ続ける

と，設定車速が 5km/h きざみで上昇しま

す。

アドバイス
つぎのときは，制御開始できません。こ

のときブザーが鳴ります。

•車速が約 10km/h 未満または約 100km/h
　以上のとき

•車速が約 10km/h~40km/h で前方車両を

検出していないとき

• ASC が OFF のとき

• ABS/ASC/TCL が作動中

•セレクターレバーが 以外の位置のと

き

•ブレーキペダルを踏んでいるとき

•駐車ブレーキがかかっているとき

•センサー部に汚れが付着しているなど

による検出性能低下を自動的に判定し
ている場合

•システムに異常があるとき

アドバイス 設定車速を上げるときは 

RES ＋スイッチで設定車速を上げる

注意
設定車速は状況に応じた適切な車速を設

定してください。

アドバイス
実際の車速は遅れて上昇します。
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レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) 制御中にアクセルペダルを踏むと

一時的に加速することができます。
設定したい車速まで加速して，SET －ス

イッチを押し下げて離すとそのときの車
速が設定車速に設定されます。

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC)制御中にSET－スイッチを一回押

し下げると設定車速が1km/h減少します。

また，SET －スイッチを押し下げ続ける

と，車速が 5km/h きざみで減少します。

前方車両がいるときにも操作できます

が，設定車速が上昇するだけで実際には
加速しません。

スイッチを押し上げ続けたとき，設定車

速の変化に合せてブザーが鳴ります。

アクセルペダルで加速する

注意
アクセルペダルを踏んでいる間はブレー

キ制御や警報は行いません。

アドバイス アドバイス
アクセルペダルを踏んでいる間は設定車

速表示は「---」となります。

アクセルペダルを離せば，もとの設定車

速で再びレーダークルーズコントロール

システム (ACC) 制御状態に戻ります。た

だし，状況によっては，アクセルペダル

を離した後一定時間，ブレーキ制御や警
報が働かないことがあります。

アクセルペダルを踏んでいる間は設定車

速の調整はできません。

設定車速を下げるときは 

SET －スイッチで設定車速を下げる

注意
設定車速は状況に応じた適切な車速を設

定してください。

アドバイス
実際の車速は遅れて減少します。
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レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) 制御中にブレーキペダルを踏むと

制御はキャンセルされ，減速することが
できます
設定したい車速まで減速して，SET －ス

イッチを押し下げるとそのときの車速が
設定車速に設定されます。

アクセルペダルを踏み込めば，一時的に
車速を上げることができます。
アクセルペダルを離せば，自動的に元の
設定車速に減速してレーダークルーズコ
ントロールシステム (ACC) 制御を再開し

ます。

前方車両がいて，設定車速よりも低い車

速で追従走行しているときは，設定車速
が減少するだけで実際には減速しませ

ん。

スイッチを押し下げ続けたとき，設定車

速の変化に合せてブザーが鳴ります。

ブレーキペダルで減速する

アドバイス アドバイス
ブレーキペダルを一度踏むと，レーダー

クルーズコントロールシステム (ACC) 制
御はキャンセルされ，ペダルを離しても

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) 制御状態には戻りません。

一時的に車速を上げるときは 

注意
アクセルペダルを踏んでいる間はブレー

キ制御や警報は行いません。

設定車速は状況に応じた適切な車速を設

定してください。

アドバイス
アクセルペダルを踏んでいる間は設定車

速表示は「---」となります。

状況によっては，アクセルペダルを離し

た後一定時間，ブレーキ制御や警報が働

かないことがあります。

アクセルペダルを踏んでいる間は設定車

速の調整はできません。

注意
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レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) 制御中につぎのいずれかの操作を

すると，レーダークルーズコントロール
システム (ACC) 制御はキャンセルされ，

スタンバイ状態になります。
制御開始条件が再び成立すれば，SET －

またはRES＋スイッチで制御開始できま

す。

CANCEL スイッチを押す

ブレーキペダルを踏む

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) 制御がキャンセルされ，スタンバ

イ状態になると， が消灯し，設定車

間表示や前方車両表示（前方車両を検出
しているときのみ）がスタンバイ表示に
切り換わります。

また，つぎのような状況では，ブザー音
と表示とともにレーダークルーズコント
ロールシステム (ACC) 制御は自動的に

キャンセルされ，スタンバイ状態になり
ます。
制御開始条件が再び成立すれば，SET －

またはRES＋スイッチで制御開始できま

す。

前方車両の停車に伴い，自車も停車し

たとき
ASC を OFF にしたとき

ABS/ASC/TCL が作動したとき

駐車ブレーキをかけたとき

セレクターレバーが 以外の位置の

とき

制御を終了するときは 

制御のキャンセル

アドバイス
ACC ON/OFF スイッチを押してもレー

ダークルーズコントロールシステム
(ACC) 制御をキャンセルできます。

このとき，レーダークルーズコントロー
ルシステム (ACC) は OFF になります。
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つぎのような状況などで検出性能低下や
レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) が一時的に作動できない状態を自

動的に判定した場合は，レーダークルー
ズコントロールシステム (ACC) が自動的

にキャンセルされた後，ブザー音と表示
で運転者に知らせます。

センサーおよびセンサー前方カバー

部に汚れ，雪，氷などが付着したとき
悪天候 ( 雨，雪，砂嵐など ) のとき

前方車両や対向車が路上の水や雪，砂

などを巻き上げて走行しているとき
交通量が少なく，前方車両や障害物が

少ない道路を走行するとき

長い下り坂の走行でブレーキ制御が

継続して作動して，ブレーキが加熱し
ているとき

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC) が作動できる状態になると，表示

は自動的に消えます。
表示が消えない場合はシステムの異常の
可能性があります。三菱自動車販売会社
に連絡してください。

システムに異常があるとき，レーダーク
ルーズコントロールシステム (ACC) 制御

が自動的にキャンセルされるとともに，
システムが OFF され，ブザー音と表示で

運転者に知らせます。エンジンスイッチ
の電源モードを ON 位置にしても再び表

示される場合は三菱自動車販売会社へ連
絡してください。
その他の状況で制御終了したら，不具合
かもしれません。レーダークルーズコン
トロールシステム (ACC) を OFF して，三

菱自動車販売会社へ連絡してください。

レーダークルーズコントロールシステム
(ACC)がON状態でACC ON/OFFスイッ

チを押すとレーダークルーズコントロー
ルシステム (ACC) は OFF します。

警告
セレクターレバーを にしてもレーダー

クルーズコントロールシステム (ACC) は
自動的に終了しますが，走行中はセレク

ターレバーを に入れないでください。

加減速制御が働かなくなり，思わぬ事故
につながるおそれがあります。

レーダークルーズコントロールシステ
ム (ACC) を OFF にする

アドバイス
レーダークルーズコントロールシステム

(ACC) 制御中でも制御を停止してレー

ダークルーズコントロールシステム
(ACC) は OFF します。

レーダークルーズコントロールシステム

(ACC)をOFFまたはエンジンスイッチを

OFF の位置にすると設定車速はリセット

されます。
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J00728501023

CANCEL スイッチやブレーキペダルで制

御をキャンセルした後（レーダークルー
ズコントロールシステム (ACC) スタンバ

イ状態），RES ＋スイッチを押し上げる

と，表示されているキャンセル前の設定
車速でレーダークルーズコントロールシ
ステム (ACC) 制御を再開します。

J00728601024

ACC車間設定スイッチを押すごとに設定

車間距離が「長」「中」「短」「長」・・・の
順に切り換わります。レーダークルーズ
コントロールシステム (ACC) が OFF ま

たはエンジンスイッチの電源モードが
OFF の位置で設定車間距離はリセットさ

れ，レーダークルーズコントロールシス
テム (ACC) を ON にしたときは「長」に

設定されます。

設定車間「長」

設定車間「中」

設定車間「短」

J00728701041

エンジンスイッチの電源モードが ON の

位置で，レーダークルーズコントロール
システム (ACC) が OFF のとき，ACC
ON/OFF スイッチを押し続けると，ク

ルーズコントロールが起動します。
メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイのインフォメーション画面

レーダークルーズコントロールシステム

(ACC) が ON 状態でエンジンスイッチを

OFF の位置にすると，次回，エンジンス

イッチを ON の位置にしたときはレー

ダークルーズコントロールシステム
(ACC) は OFF されます。

制御を再開するときは 

アドバイス アドバイス
制御を再開できる条件は，制御開始の条

件と同じです。

設定車間距離を変更するときは 

アドバイス
車間距離は車速に応じて変化し，車速が

高いほど長くなります

レーダークルーズコントロール
システム (ACC) を使用せずにク
ルーズコントロール（自動定速走
行装置）を起動するときは 
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がクルーズコントロール表示に切り換わ
るとともに，ブザーが鳴ります。
エンジンスイッチの電源モードをOFFの

位置にするとクルーズコントロールは
OFF されます。

「クルーズコントロール（自動定速走

行装置）」P.5-48

J00724601127

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)
は，自車が走行する車線上の前方車両や
歩行者との相対速度，相対距離をセン
サーで測定し，衝突する危険性があると
判断したときに，つぎの機能を作動させ，
衝突被害を軽減または衝突を回避しま
す。

前方衝突警報機能

前方衝突被害軽減プレフィル機能

前方衝突被害軽減ブレーキアシスト

機能
前方衝突被害軽減ブレーキ機能

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) に
よるブレーキが作動しているときは，制
動灯（ブレーキランプ）が点灯します。
FCM の ON/OFF は，誤発進抑制機能と連

動して切り換わります。（誤発進抑制機能
付き車）

注意
クルーズコントロール（自動定速走行装

置）は前方車両に対する接近警報や車間
距離制御を行いません。

本製品は各国の電波法に適合していま
す。製品に貼られているシールはその
証明ですので，はがさないでください。
製品を改造しないでください。
改造すると認証番号が無効となります。

衝突被害軽減ブレーキシス
テム (FCM) 

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。
衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)
は，可能な範囲で衝突被害を軽減または
衝突を回避するシステムであり，脇見運

転やぼんやり運転などの前方不注意を許
容したり，雨 • 霧などの視界不良を補助

したりするものではありません。周囲の
状況に応じてブレーキペダルを踏んで減

速するなど，常に安全運転に心がけてく

ださい。

センサー
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J00725001043

自車線前方の車両または歩行者に衝突す
る危険性があると判断したときに，表示
と音で注意喚起します。
警報時は，ブザー音とともに，メーター
内のインフォメーション画面に「ブレー
キ！」表示が点灯します。

前方衝突警報機能は車速がつぎのときに
作動します。

車両に対して：約 15km/h~140km/h
歩行者に対して：約 7km/h~65km/h

J00725101028

自車線前方の車両または歩行者に衝突す
る危険性があると判断したときに，ブ
レーキに予圧を与え，ブレーキ操作時の
応答性を向上させます。
前方衝突被害軽減プレフィル機能は車速
がつぎのときに作動します。

車両に対して：約 5km/h~80km/h
歩行者に対して：約 5km/h~65km/h

J00725201029

自車線前方の車両または歩行者に衝突す
る危険性があると判断したときに，ブ
レーキアシストの作動タイミングを早め
る機能です。
前方衝突被害軽減ブレーキアシスト機能
は車速がつぎのときに作動します。

車両に対して：約 15km/h~80km/h
歩行者に対して：約 15km/h~65km/h

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)
は，可能な範囲で衝突を回避できるよう
作動しますが，走行状態，道路環境，ハ

ンドル，アクセル，ブレーキなどの操作
など，様々な条件によってその効果は変

化し，常に同じ性能が発揮できるわけで

はありません。
衝突の危険があるときは，システムの作

動の有無に関わらず，ブレーキペダルを
強く踏むなどの回避操作を行ってくださ

い。

システムの作動確認をお客様自身が行わ

ないでください。状況によっては，シス
テムが作動しなかったり車両が止まりき

れず重大な事故につながるおそれがあり
ます。

警告 前方衝突警報機能 

注意
状況によっては，警報が鳴らなかったり，

聞こえない場合があります。システムを

過信せず，衝突の危険があるときは，シ

ステムの作動の有無に関わらず，ブレー
キペダルを強く踏むなどの回避操作を

行ってください。

前方衝突被害軽減プレフィル
機能 

前方衝突被害軽減ブレーキア
シスト機能 
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J00725301163

自車線前方の車両または歩行者へ衝突す
る危険性が高いと判断したとき，軽いブ
レーキを作動させてブレーキ操作を促し
ます。
さらに，衝突が避けられないと判断した
ときには，ブレーキ制御を自動的に作動
させて，衝突被害を軽減または条件に
よって衝突を回避する機能です。
ブレーキ制御作動中は，前方衝突警報の
作動時と同様，音と表示で注意喚起しま
す。
ブレーキ制御が作動した後，作動したこ
とを示す表示がインフォメーション画面
に表示されます。

前方衝突被害軽減ブレーキ機能は車速が
つぎのときに作動します。

車両に対して：約 5km/h~80km/h
歩行者に対して：約 5km/h~65km/h

注意
ブレーキ操作によっては，ブレーキアシ

ストが働かないことがあります。
システムを過信せず，衝突の危険がある

ときは，システムの作動の有無に関わら
ず，ブレーキペダルを強く踏むなどの回

避操作を行ってください。

前方衝突被害軽減ブレーキ機
能 

注意
前方衝突被害軽減ブレーキを日常の車両

停止に使用しないでください。

前方衝突被害軽減ブレーキ作動で停車し

た後は，ブレーキ制御が解除され，クリー

プ現象により車両が動き出しますので，
必ずブレーキペダルを踏んで，車両を停

止させてください。

ブレーキ制御中にブレーキペダルを踏ん

だとき，ペダルが固く感じられることが
ありますが，異常ではありません。さら

に踏み込むことで踏み増すこともできま

す。

つぎのような状況では制御も警報も行い

ません。

•急な割込みをした車両または急に飛び

出してきた歩行者に対して

•前方車両または歩行者との距離が極端

に短いとき

•対向車に対して

•セレクターレバーが または の位置

にあるとき

•システムに異常が発生し，警告が表示さ

れているとき

「警告表示」P.5-71
アクティブスタビリティコントロール

(ASC) を OFF にしたときは，　ブレーキ

制御は行いません。
「アクティブスタビリティコントロー

ル (ASC)」P.5-46
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二輪車，自転車，壁などは FCM の作動対

象ではありませんが，状況によって作動
することがあります。

つぎのような状況では制御や警報が働か

ないことや衝突回避できない場合があり
ます。

•自車の直前に車両が飛び出してきたと

き

•近距離で前方車両に割り込まれたとき

•前方車両が自車両と左右にずれている

とき

•前方車両がトレーラーなどをけん引し

ているとき

•前方車両が荷物を積んでいない貨物ト

レーラーなどのとき

•前方車両の積荷が荷台から突き出てい

るとき

•前方車両の車高が低いとき

•前方車両の最低地上高が極端に高いと

き

•前方車両が著しく汚れているとき

•前方車両が雪に覆われているとき

•前方車両のガラス面が大きいとき

•前方車両にリフレクター（反射板）が付

いていないときやリフレクターの位置

が低いとき

•前方車両がキャリアカーなど特殊な形

状をした車のとき

•車両の近くに別の物体があるとき

注意
•カーブが連続する道路，カーブの出入口

を走行するとき

•急な加減速を行っているとき

•ハンドル，アクセル，ブレーキ，セレク

ターレバー操作を行っていて，衝突回避

操作と判断されたとき

•急な上り坂，下り坂が繰り返される道を

走行しているとき

•滑りやすい道路（凍結路，積雪路，ぬれ

た道路など）を走行しているとき

•路面がうねっていたり，凹凸があるとき

•トンネル内や夜間など，暗い場所を走行

しているとき

•自車が車線変更を行い，前方車両のすぐ

後ろに接近したとき

•自車が右左折してからしばらくの間

•後席やラゲッジルームに極端に重いも

のを積んだとき

•エンジン始動後に走行してからしばら

くの間

•フロントウォッシャーを使用している

とき

•三菱自動車純正部品以外のワイパーを

使用しているとき

•センサーが高温になっているとき

•バッテリーが劣化などの理由により低

下しているとき

•太陽光や対向車のヘッドランプなど強

い光がセンサーにあたっているとき

•悪天候 ( 雨，雪，砂嵐など ) のとき

注意
•フロントガラスのセンサー部に汚れ，

雨，雪，氷などが付着しているとき

•前方車両や対向車が路上の水や雪，砂な

どを巻き上げて走行しているとき

つぎのような場合は，センサーが歩行者

を検知できず，FCM が正しく作動しない

場合があります。

•歩行者の身長が約１m以下または約２m
以上のとき

•歩行者が合羽やロングスカートなどを

着用して，全身の輪郭があいまいなとき

•歩行者の身体の一部が傘をさしたり，大

きな荷物をかかえたりして隠れている

とき

•歩行者が前かがみになっていたり，しゃ

がんでいるとき

•歩行者がベヒーカー，車いす，自転車な

どを押しているとき

•歩行者が集団でいるとき

•歩行者の服装の色合いや明るさが背景

に溶け込んでいるとき

•歩行者が車両や障害物の近くにいると

き

•歩行者が夜間やトンネル内など暗い場

所にいるとき

•歩行者の歩く速度が速い，または走って

いるとき

•歩行者が車の前に飛び出してきたとき

•歩行者の位置が車両の側端すれすれの

とき

注意
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ハンドルの操作状況や自車と前方車両の

横方向の位置関係，事故や故障で走行が
不安定なときなども制御や警報が働かな

いことがあります。

ハンドル操作やアクセル操作など，シス

テムが運転者の回避操作と判断した場合

は，制御や警報がキャンセルされること

があります。

つぎのような状況では制御や警報が作動

することがあります。

•カーブ入り口や交差点に路側物がある

とき

•狭い鉄橋を通るとき

•低いゲートや狭いゲートなどを通過す

るとき

•路面上に金属物，段差または突起物があ

るとき

•追越し時など，前方車両に急接近したと

き

• ETC ゲートを通過するとき

•高架下や歩道橋の下，狭いトンネルを通

過するとき

•自走式立体駐車場を走行するとき

注意

路側物

•路面の勾配が急に変化する場所を走行

するとき

•前方の壁や車両すれすれに停車すると

き

•車両，歩行者，障害物などの横すれすれ

を通過するとき

•車線内の自車と前方車両の横方向の位

置関係がずれる道を走行するとき

•障害物（生い茂った草，垂れ下がった

枝，垂れ幕など）が車両に接触するよう
な場所を通り抜けるとき

•路面に車両や歩行者との判別がつきに

くい模様などがあるとき

•センサーの検知範囲内で，他車が急な割

り込みや車線変更をしてきたとき

•対向車とカーブですれ違うとき

•ビニールカーテンなどをくぐるとき

注意
•ルーフキャリアに搭載したスキー板な

どの長尺物が，センサーの検知範囲内に
入っているとき

•水蒸気や霧，煙の中を通過するとき

•フロントガラスのセンサー部に汚れ，

雨，雪，氷などが付着しているとき

つぎのような状況では予期しない作動を

するおそれがあるので，システムを OFF
にしてください。

•センサー付近のフロントガラスに割れ

や傷などがあるとき

•自動洗車機を使用するとき

•リフトアップし，エンジンをかけてタイ

ヤを空転させるとき

•けん引するとき，けん引されるとき

•キャリアカーに積載するとき

•サーキットなどでスポーツ走行をする

とき

•整備工場などでシャシーダイナモメー

ターやフリーローラーなどを使用する
とき

•タイヤの空気圧が適正でないとき

•応急用スペアタイヤを装着していると

き

•タイヤチェーンを装着しているとき 

注意
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FCM/ 誤発進抑制機能の ON/OFF や衝突

警報タイミングを変更します。

エンジンスイッチの電源モードが ON の

位置で，FCM/ 誤発進抑制機能 ON/OFF
スイッチを押し続けると，システムの
ON/OFF 状態を切り換えることができま

す。
システムを ON にすると，メーター内の

インフォメーション画面に警報タイミン

グの設定状態が表示され， 表示灯が消

灯します。

システムを OFF にすると，つぎの画面が

表示され， 表示灯が点灯します。

表示灯は「誤発進抑制機能 OFF」表示

灯も兼ねています。

システムの状態を変更しても，エンジン
スイッチの電源モードを ON の位置にし

たときは，FCM は ON となります。

FCM が ON のときに FCM/ 誤発進抑制機

能 ON/OFF スイッチを短く押すごとに前

方衝突警報の作動タイミングが「長」「中」
「短」「長」・・・の順に切り換わります。
切り換わるごとにインフォメーション画
面に設定状態が表示されます。FCM を

OFF，またはエンジンスイッチの電源

モードをOFFの位置にしても設定は保持

されます。

「長」設定時

アドバイス
ブレーキ制御中に車体下から作動音が聞

こえることがありますが，異常ではあり
ません。

FCM/誤発進抑制機能ON/OFF
スイッチ 

システムを ON/OFF するときは アドバイス
スイッチを押してFCMのON/OFF状態を

切 り 換 え る と，誤 発 進 抑 制 機 能 の
ON/OFF 状態も同時に切り換わります。

警報タイミングを切り換えると
きは 
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「中」設定時

「短」設定時

J00736300094

システムに異常があるときは，その状態
によってマルチインフォメーションディ
スプレイ内のインフォメーション画面に
警告が表示されます。

つぎのような状況などで，システムがセ
ンサーの検知性能が低下したと判断した
ときは，一時的に ＦＣＭ 機能は働かなく
なります。

フロントガラスのセンサー部に汚れ，

雨，雪，氷などが付着しているとき
悪天候 ( 雨，雪，砂嵐など ) のとき

前方車両や対向車が路上の水や雪，砂

などを巻き上げて走行しているとき

このとき，つぎの警告が表示され， 表示

灯が点灯します。

FCM が作動できる状態になると，表示は

消えて，FCM機能は自動的に再開します。

表示が消えない場合はセンサーの異常の
可能性がありますので，三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

システムが何らかの異常を検知して，
FCM機能が一時的に作動できないと判断

したときは，つぎの警告が表示され， 表

示灯が点灯してFCM機能は自動的に停止

します。
表示が消えない場合はシステムの異常の
可能性がありますので，三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

注意
前方衝突被害軽減プレフィル機能，前方

衝突被害軽減ブレーキアシスト機能，前

方衝突被害軽減ブレーキ機能の作動タイ
ミングは変更できません

警告表示 

センサーの検知性能が低下した
ときは 

アドバイス
検知範囲内にある車両や障害物をセン

サーが検知できないときに，一時的に「運
転支援用カメラ視界不良」が表示される

ことがありますが故障ではありません。
検知すれば FCM 機能は再開し，警告表示

は消えます。

交通量が少なく，前方車両や障害物が少

ない道路を走行するときに，警告が表示

されることがあります。

システムが一時的に作動できな
いときは 
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センサーが高温または低温になり，セン
サーが一時的に作動できない状態になっ

たときは，つぎの警告が表示され， 表示

灯が点灯してFCM機能は自動的に停止し

ます。

センサーの温度が規定の範囲内になる
と，表示は消えて，FCM 機能は自動的に

再開します。
表示が消えない場合はセンサーの異常の
可能性がありますので，三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

システムに異常があるときは，つぎのい

ずれかの警告が表示され， 表示灯が点

灯して FCM 機能は自動的に停止します。

エンジンスイッチの電源モードをOFFに

して再度 ON にしても再び表示される場

合は，三菱自動車販売会社で点検を受け
てください。

J00736400066

センサーはフロントガラス上部の内側に
装備され，つぎのシステムで使用されま
す。

衝突被害軽減ブレーキシステム(FCM)
車線逸脱警報システム (LDW)
オートマチックハイビームシステム

センサーが高温または低温に
なったときは 

システムに異常があるときは 

アドバイス
炎天下での駐車などでセンサーとその周

辺の温度が極端に高くなったときに，

「FCM 点検」が表示されることがありま

す。

センサーの取り扱い 

注意
システムの正しい作動のため，つぎのこ

とをお守りください。取り扱いを誤ると，

システムが正しく作動せず，重大な事故
につながるおそれがあります。

•センサー前方のフロントガラスは常に

きれいにする。

フロントガラスの内側が汚れたときは，
三菱自動車販売会社にご連絡ください。

センサー



衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)

運転装置 5-73

5

このセンサーは，IEC 60825-1 規格にお

けるレーザー等級 1M製品に相当します。

•センサーに強い力や衝撃を与えたり，セ

ンサーを取り外したり分解しない。

•センサー前方のフロントガラス外側に

はステッカーや赤外線カットフィルム

などを貼らない。

•センサー下部のフロントガラス内側に

ステッカーなどを貼らない。

•フロントガラスが曇った場合は、デフロ

スタースイッチを押して曇りを取り除
く。

•フロントガラスのセンサー前方部分を

ワイパーで適切にふき取れない場合は，

ワイパーブレードを早めに交換する。
フロントワイパー本体，ワイパーブレー

ドを交換する場合は三菱自動車純正品
をご使用ください。

•センサーのレンズを汚したり，傷をつけ

ない。

•ガラスクリーナーや液体をセンサーに

かけない。

•センサー付近に電子機器またはアンテ

ナなど強い電波を発信する機器を取り

付けない。

注意
•指定以外のサイズのタイヤを装着しな

い。または，摩耗差の著しいタイヤを混
ぜて装着しない。

•サスペンションを改造しない。

センサー付近のフロントガラスにひび割

れや傷などがある状態では，システムが

正しく作動せず，重大な事故につながる
おそれがあります。FCM/ 誤発進抑制機能

ON/OFFスイッチを操作してFCMおよび

誤発進抑制機能を停止させ，三菱自動車

販売会社で点検を受けてください。
フロントガラスの交換が必要な場合は，

三菱自動車販売会社にご相談ください。

エンジンスイッチの電源モードが ON の
とき，センサー前部から赤外線が照射さ

れます。センサーに近い位置（約 10cm
以内）で，拡大機能がある光学機器を使っ

てセンサー部をのぞき込まないでくださ

い。赤外線で目を傷めるおそれがありま
す。

注意 アドバイス
検査標章（車検ステッカー）を貼り付け

るときは，運転の視界の妨げにならない
ように，つぎの図の位置に貼り付けるこ

とをおすすめします。

センサー仕様 

レーザー放射仕様

最大平均出力 45mW

パルス幅 33ns

波長 905nm

発散角度
（水平 × 垂直）

28°×12°

黒色塗装部

ルームミラー

検査標章貼り

付け位置

FCM カバー
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レーザー等級ラベル

レーザー説明ラベル
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J00733200252

停車 ~ 約 10km/h で前進または後退中に，進行方向の約 4m 以内に車両や障害物を検知している状態で，ペダルの踏み間違いなど

によりアクセルペダルが素早く，かつ必要以上に踏み込まれたとシステムが判断したとき，エンジン出力を最大約 5 秒間抑制して

急な発進を防止し，衝突時の被害を軽減します。
誤発進抑制機能が作動すると，マルチインフォメーションディスプレイ内のインフォメーション画面に警告表示され，ブザーが断
続的に鳴ります。
誤発進抑制機能の ON/OFF は，衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) と連動して切り換わります。

誤発進抑制機能（前進＆後退時） 

状況 警告表示 ブザー

セレクターレバーが の位置で車両前方に障害
物を検知しているとき，アクセルペダルが素早
く，必要以上に踏み込まれた場合，エンジン出
力を約 5 秒間抑制

セレクターレバーが の位置で車両後方に障害
物を検知しているとき，アクセルペダルが素早
く，必要以上に踏み込まれた場合，エンジン出
力を約 5 秒間抑制

　 　

＊ UMS: Ultrasonic misacceleration Mitigation 
System

断続的に鳴る
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警告
誤発進抑制機能を過信しないでくださ

い。システムに頼った運転はせず，アク
セル操作には十分に気をつけて，常に周

囲の状況を把握し安全運転を心がけてく
ださい。操作を誤ると重大な事故につな

がるおそれがあります。

誤発進抑制機能は，車両の停車状態を保

持する機能はありませんので，周囲の状
況に応じてブレーキペダルを踏んでくだ

さい。

状況によっては，車両の前後に障害物が

あったとしてもシステムが作動せずに車
両が急発進し，重大な事故につながるお

それがあります。

遮断機を障害物と検知してシステムが作

動し踏切内に閉じ込められたときは，あ

わてずにつぎのいずれかの方法で踏切内

から脱出してください。

•アクセルペダルから足を離し，軽く踏み

直す。

•システムをOFFにする。（FCM/誤発進抑

制機能 ON/OFF スイッチを 3 秒以上押

し続ける。）

•アクセルペダルを 5 秒以上踏み続ける。

•アクセルペダルをいっぱいまで素早く 3
回以上踏み直す。

システムの作動確認をお客様自身が行わ

ないでください。状況によっては，シス
テムが作動せず重大な事故につながるお

それがあります。

注意
つぎのときは，誤発進抑制機能は作動し

ません。

•エンジンスイッチの電源モードがON以

外のとき

• FCM/誤発進抑制機能 ON/OFFスイッチ

を操作して誤発進抑制機能を OFF にし

ているとき

•セレクターレバーの位置が または

のとき

• ASC OFF スイッチを操作して ASC を

OFF にしているとき

二輪車，自転車，歩行者などを障害物と

検知することもありますが，これらは誤
発進抑制機能の作動対象ではありませ

ん。

つぎのようなときは，誤発進抑制機能が

作動しない場合があります。

•センサーやその周辺を手でぬぐったと

き

•センサーやその周辺にステッカーやア

クセサリーを取り付けたとき

•外気温が急激に変化する場所を走行し

ているとき（トンネルやガレージなど）

•悪天候（ 雨，強風，雪，砂嵐など） のとき

•障害物に接近しすぎたとき

•近距離で車両前方または後方に割り込

まれたとき

•自車が進路変更して障害物のすぐ後ろ

に接近したとき

•障害物の一部しかセンサーの検知範囲

内に入っていないとき

•雨，雪，氷，汚れなどがセンサーに付着

しているとき

•センサーが異常に高温または低温のと

き（炎天下での駐車または低外気温下で

の駐車）

•エンジン始動直後

•カーブが連続する道路，カーブの出入り

口を走行しているとき

•急な上り坂，下り坂を走行しているとき

•路面がうねっていたり凹凸がある道路

や砂利道を走行しているとき

•ハンドル，セレクターレバー操作を行っ

ていて，システムが運転者の衝突回避操
作と判断したとき

•アクセルペダルを数秒間隔で繰り返し

踏み込み，システムが解除動作と判断し
た後しばらくの間

•重い荷物の積載やタイヤ空気圧の調整

不良などで，車両が著しく傾いていると

き

•事故や故障などで走行が不安定なとき

•センサーが外部からの超音波ノイズを

受けたとき

（他の車両のホーン，オートバイのエン

ジン，ブレーキ，ラジオ，豪雨，はね
水，タイヤチェーンなどのノイズ）

•地面に対して垂直でない障害物，車両進

行方向に対して直角でない障害物，また

は凸凹な壁や波状の壁があるとき

注意
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コーナーまたはバックセンサーの検出で
きるエリアには限りがあります。
また，低い位置にある障害物や厚さがな
い障害物，バンパーに近い障害物は検出
できません。
必ず自分の目で安全を確認して運転して
ください。

J00734600035

フロントバンパーとリヤバンパーに各 4
箇所ずつセンサー (A) があります。

誤発進抑制機能が作動している間に，ハ

ンドル操作などをシステムが運転者の回
避操作と判断したときや，前方の障害物

がセンサーの検知範囲外に移動したとき
は，誤発進抑制機能の作動が解除される

ことがあります。

つぎのような状況では誤発進抑制機能が

作動してしまう場合があります。

•路面上に段差または障害物があるとき

•駐車場ゲートや踏切などの遮断機が上

がりきらないとき

•路面の勾配が急に変化する場所を走行

するとき

•水蒸気や霧のかたまりを通過するとき

•前方車両に接近して走行するときや，前

方または後方車両，壁ぎりぎりに接近し
て停止するとき

•周辺車両や対向車が路上の水や雪，砂な

どを巻き上げて走行しているとき

•カーブや交差点に障害物があるとき

•縦列駐車から本線に合流するとき

•他の車両のホーン，オートバイのエンジ

ン音，大型車のエアブレーキ音，車両感
知器，他の車両のソナーなど超音波を発

生するものが付近にあるとき

•センサー付近に市販の電装品（字光式ナ

ンバープレート・無線アンテナなど）を
取り付けたとき

•砂利道を走行するとき

•周囲に草が生い茂っているとき

注意
つぎのような状況では予期しない作動を

するおそれがありますので，FCM/ 誤発進

抑制機能 ON/OFF スイッチを押してシス

テムを OFF にしてください。

•脱輪した時やぬかるみから脱出すると

き

•自動洗車機を使用するとき

•車両用エレベーターや機械式駐車場を

利用するとき

•リフトアップしてタイヤを空転させる

とき

•けん引するとき，またはけん引されると

き

•キャリアカーに積載するとき

•サーキットなどでスポーツ走行をする

とき

•整備工場などでシャシーダイナモメー

ターやフリーローラーなどを使用する

とき

•タイヤの空気圧が適正でないとき

•タイヤチェーンを装着しているとき

システムの正しい作動のため，つぎのこ

とをお守りください。センサーの検出性
能を低下させるなど，思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

•センサー部に強い力や衝撃を与えない

•センサー部は常にきれいにする

•センサー部にステッカーを貼り付けな

い

•サスペンションを改造しない

注意
センサーおよびセンサーの周辺をぶつけ

たときは，センサーが正しく機能しなく
なりますので三菱自動車販売会社で点検

を受けてください。

障害物検出エリア 

センサーの位置 

注意
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J00733300136

エンジンスイッチの電源モードを ON に

すると，自動的に誤発進抑制機能は ON
になります。また，誤発進抑制機能の
ON/OFF は，FCM の ON/OFF 状態に連動

して切り換わります。「FCM/ 誤発進抑

制機能 ON/OFF スイッチ」P.5-70

J00734500021

例：フロントとリヤ両方のセンサーが一
時的に使用できないとき

警告表示が表示されたときは，周囲の状
況やセンサー温度の上昇など，何らかの
理由によりセンサーが一時的に使用でき
なくなっています。警告表示が表示し続
けるときは，三菱自動車販売会社に相談
してください。

例：フロントとリヤ両方のセンサーに異
常があるとき

警告表示が表示されたときは，センサー
またはシステムになんらかの異常が発生
しているため，誤発進抑制機能が正常に
作動しません。できるだけ早く三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

注意
つぎのような車両や障害物または状況に

おいてはセンサーが検知できず，誤発進
抑制機能が作動しない場合があります。

•トレーラーなどをけん引している車両

•荷物を積んでいない貨物トレーラーな

ど

•積荷が荷台から突き出している車両な

ど

•背が低い障害物など

•最低地上高が極端に高い車両など

•著しく汚れている車両

•雪に覆われた車両や障害物など

•キャリアカーなど特殊な形状をした車

両

•標識や街灯などポール状の障害物

•地上から高い位置に存在する障害物

•スポンジ状のものや雪などの表面が柔

らかく音波を吸収しやすい障害物

•鋭角的な形状のもの

•網目の大きいフェンス

•表面に凹凸がある障害物

•動いているもの

•周囲で大きな音が鳴っているときや超

音波を発生するものがあるとき（他の車

両のホーン，オートバイのエンジン音，
大型車のエアブレーキ音，車両感知器，

他の車両のソナーなど）

•センサー付近に市販の電装品（字光式ナ

ンバープレート・無線アンテナなど）を
取り付けたとき

•認識できる障害物と自車の間に認識で

きない障害物があるとき

アドバイス
バンパーの直下またはバンパーに近いと

ころにある障害物は検出できません。

また，障害物の高さがセンサーよりも低

いときは，最初にセンサーが障害物を検
出したとしてもその障害物を検出し続け

ることができない場合があります。

誤発進抑制機能の ON/OFF 作
動切り換え 

注意 警告表示 

フロントまたはリヤセンサーが
一時的に使用できないとき 

センサーまたはシステムに異常
があるとき 
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J00736500041A

後側方車両検知警報システムは，隣接車
線の後方から自車に接近している車両の
存在を知らせることによって，車線変更
時の後方確認を援助するシステムです。
自車の斜め後ろを走行している車両をセ
ンサーが検知すると，ドアミラー鏡面に
ある警告灯が点灯します。
この状態で警告灯が点灯している側に方
向指示レバーを操作すると，警告灯が点
滅すると同時にブザーが “ ピピピッ ” と

鳴って運転者に危険を知らせます。
また，隣接車線の後方（最大で約 70m）

から，自車に接近している車両をセン
サーが検知したときにも，同様に運転者
に危険を知らせます。（レーンチェンジア
シスト機能）

リヤバンパーの内側に 2 つのセンサーが

あり，センサーが検知できる範囲を図に
示します。

後側方車両検知警報システ
ム（レーンチェンジアシス
ト機能付） 

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。後側方車両検知警報システムは，車

線変更時の後方確認を援助するシステム

です。必ず目視によって周囲の状況を確
認してください。

後側方車両検知警報システムを過信しな

いでください。本システムの作動は，走

行状態，道路環境，ハンドル，アクセル，
ブレーキなどの操作など，様々な条件に

よってその効果は変化し，常に同じ性能
が発揮できるわけではありません。

センサーの位置と車両検知範
囲 

センサー
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J00737300091

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときにスイッチを押すと，システムが作
動し，メーター内の表示灯が点灯します。
スイッチをもう一度押すとシステムが停
止して，メーター内の表示灯が消灯しま
す。

表示灯

また，後側方車両検知警報システムの
ON/OFF を切り換えると，連動して後退

時車両検知警報システムの ON/OFF 状態

が切り換わります。
「後退時車両検知警報システム」P.5-82

警告
つぎのようなときは，後側方車両検知警

報システムが作動しない，または作動が
遅れることがあります。

•小型の二輪車または自転車が車両後方

にいるとき

•接近車両との速度差がほとんどなく，自

車と長時間並走しているとき

•自車の走行車線と隣接車線の高さに差

があるとき

•後側方車両検知警報システムを起動し

た直後

•エンジンを始動した直後

•悪天候（雨，強風，雪，砂嵐など）のとき

•隣接車線の車両に接近しすぎたとき

•複数の車両に連続して追い越されると

き

•くぼみのある道路や路面電車の軌道の

近くを走行しているとき

•周辺車両や対向車が路上の水や雪，砂な

どを巻き上げて走行しているとき

•カーブが連続する道路，カーブの出入り

口を走行しているとき

•急な上り坂，下り坂を走行しているとき

•路面がうねっていたり凹凸がある道路

や砂利道を走行しているとき

•重い荷物の積載やタイヤ空気圧の調整

不良などで，車両が前後左右に著しく傾

いているとき

•センサー周辺のバンパーに汚れ，雪，氷

などが付着しているとき

•車両後部にサイクルキャリアなどを装

着しているとき

•炎天下または寒冷地での駐車などでセ

ンサーが極端に高温または低温のとき

注意
システムの正しい作動のため，つぎのこ

とをお守りください。センサーの検出性

能を低下させるなど，思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

•センサー周辺のバンパー表面をいつも

きれいにしておく

•センサーやセンサーの周辺に強い力や

衝撃を与えない

•センサーやセンサー周辺のバンパーに

ステッカーを貼り付けない

•センサーやセンサー周辺のバンパーを

塗装しない

•センサーやセンサー周辺を改造しない

バンパーをぶつけたときは，センサーの

損傷によってシステムが正しく機能しな
くなることがありますので三菱自動車販

売会社で点検を受けてください。

警告 システムの ON/OFF 作動切り
換え 
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メーター内の表示灯が点灯していると
き，センサーが隣接車線の接近車両を検
知すると，ドアミラー鏡面にある警告灯
が点灯します。
この状態で警告灯が点灯している側に方
向指示レバーを操作すると，警告灯が点
滅すると同時にブザーが “ ピピピッ ” と

鳴って運転者に危険を知らせます。

J00737400047

システムに異常があるときは，マルチイ
ンフォメーションディスプレイ内のイン
フォメーション画面に警告が表示されま
す。
警告表示は，後退時車両検知警報システ
ムと兼用しています。

システムまたはセンサーに何らかの異常
があり，正常に作動できない状態です。で
きるだけ早く三菱自動車販売会社で点検
を受けてください。

センサー温度の上昇など，何らかの理由
によりセンサーが一時的に使用できなく
なっています。警告が表示し続けるとき
は，三菱自動車販売会社にご連絡くださ
い。

アドバイス
後側方車両検知警報システムは，つぎの

条件がそろったときに作動します。

•エンジンスイッチの電源モードがONの

とき

•セレクターレバーが または 以外の

位置にあるとき

•車速が約 10km/h 以上のとき

車両を検知したときは 

アドバイス
つぎのような状況では，警告灯が点灯ま

たは点滅することがあります。

•ガードレールまたはコンクリート壁に

接近して走行するとき

•トンネルの出入り口やトンネル内の側

壁，待避所の近くを走行するとき

•市街地の交差点を曲がるとき

•悪天候（雨，雪，砂嵐など）のとき

•路上の水や雪，砂などを巻き上げて走行

しているとき

•縁石，路面のくぼみ，または路面電車の

軌道の近くを走行しているとき

他車をけん引するときはシステムを停止

してください

強い直射日光や夜間走行時の後続車の

ヘッドランプによって，ドアミラー鏡面
にある警告灯が見えにくいことがありま

す。

警告表示 

システムまたはセンサーに異常
があるとき 

アドバイス
この警告が表示されたときは，システム

が非作動になります。

センサーが一時的に使用できな
いとき 
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5 センサー周辺のバンパー表面に汚れ，雪，
氷などが付着したことにより，センサー
の検知性能が低下している状態です。バ
ンパー表面をきれいにしてください。
警告が表示し続けるときは，三菱自動車
販売会社にご連絡ください。

J00736600026A

後退時車両検知警報システムは，左右か
ら自車に接近している車両の存在を知ら

せることによって，後退時の後方確認を
援助するシステムです。
自車に接近している車両をセンサーが検
知すると，ドアミラー鏡面にある警告灯
が点滅し，ブザーが鳴って運転者に危険
を知らせます。
同時にマルチインフォメーションディス
プレイ内のインフォメーション画面に警
告が表示されます。

センサーが検知できないとき 

本製品は各国の電波法に適合していま
す。製品に貼られているシールはその
証明ですので，はがさないでください。
製品を改造しないでください。
改造すると認証番号が無効となります。

後退時車両検知警報システ
ム 

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。後退時車両検知警報システムは，後
退時の後方確認を援助するシステムで

す。必ず目視によって周囲の状況を確認
してください。

後退時車両検知警報システムを過信しな

いでください。本システムの作動は，状

況や環境など，様々な条件によってその
効果は変化し，常に同じ性能が発揮でき

るわけではありません。

アドバイス
自車に接近してくる車両が片側からだけ

だとしても，両側のドアミラー鏡面にあ

る警告灯が点滅します。
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センサーが検知できる範囲を図に示しま
す。

1.エンジンスイッチの電源モードが ON
のときにスイッチを押します。

「後側方車両検知警報システム：シ

ステムの ON/OFF 作動切り換え」
P.5-80

2.セレクターレバーを の位置にする
とシステムが作動します。

システムに異常があるときは，マルチイ
ンフォメーションディスプレイ内のイン
フォメーション画面に警告が表示されま
す。
「後側方車両検知警報システム：警告

表示」P.5-81

車両検知範囲 

注意
つぎのようなときは，センサーの検知範

囲内に接近車両が入ったとしても，シス
テムが正しく作動しないことがありま

す。

•自車の後退速度が約 18km/h 以上のとき

•接近車両の車速が約 7km/h 以下のとき

•壁や駐車車両によってセンサーの電波

が遮られるとき

•車両が自車の真後ろから接近してきた

とき

•斜め駐車をしているとき

•後退時車両検知警報システムを起動し

た直後

•エンジンを始動した直後

•センサー周辺のバンパーに汚れ，雪，氷

などが付着しているとき

•炎天下または寒冷地での駐車などでセ

ンサーが極端に高温または低温のとき

バンパーをぶつけたときは，センサーの

損傷によってシステムが正しく機能しな
くなることがありますので三菱自動車販

売会社で点検を受けてください。

システムを作動させるときは 

注意

アドバイス
他車をけん引するときはシステムを停止

してください

強い直射日光や夜間走行時の後続車の

ヘッドランプによって，ドアミラー鏡面
にある警告灯が見えにくいことがありま

す。

警告表示 
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J00725601179

センサーで走行車線（レーン）を認識し，
走行車線を逸脱しそうな状況において表
示と警告音で運転者に注意を促します。

本製品は各国の電波法に適合していま
す。製品に貼られているシールはその
証明ですので，はがさないでください。
製品を改造しないでください。
改造すると認証番号が無効となります。

車線逸脱警報システム
(LDW) 

センサー

注意
車線逸脱警報システム (LDW) には限界が

ありますので，機能を過信しないでくだ
さい。

わき見運転やぼんやり運転などの前方不

注意や悪天候などによる視界不良を補助
するものではありませんので，常にハン

ドル操作をして進路を修正し，安全運転

に心がけてください。

つぎのような環境下ではシステムが正し

く作動できない場合があります。必要に

応じてLDWスイッチを押してシステムを

OFF にしてください。

•車線（白線，黄線）がかすれたり汚れた

りして見えにくいとき

•雨，雪，霧，暗い場所，逆光などで車線

が見えにくいとき

•検札所手前，料金所手前，合流地点，分

岐地点など，車線が途切れるとき

•道路補修の消し残り線，影，残雪，雨の

たまったわだちなど，車線と紛らわしい
線が見えるとき

•高速道路などの本線（走行車線，追い越

し車線）以外の車線を走行するとき

•工事による車線規制や仮設車線を走行

するとき

•車線の幅が極端に狭いとき

•前方車両との車間距離が極端に短く

なったとき（前方車両が車線の近くを走

行して見えにくいとき）

•合流地点などで車線が複雑なとき
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J00725701138

エンジンスイッチの電源モードを ON に

したとき，LDW の ON/OFF は前回，電源

モードをOFFにしたときの状態になりま

す。
LDW が ON のときは，メーター内のイン

フォメーション画面に「LDW」の表示が

点灯し，システム ON の状態になります。

•車線の数が増減している区間や車線が

複雑に交差している区間を走行すると
き

• 2 重車線など特殊な車線を走行するとき

•うねった道路や荒れた道路を走行する

とき

•雨天時や積雪，凍結などで滑りやすい道

路を走行するとき

•トンネルなどの出入口などで，明るさが

急激に変化するとき

•急なカーブのとき

•逆光を浴びて路面が光っているとき

•段差などにより車が大きくゆれたとき

•ヘッドランプのレンズが汚れていたり，

劣化などにより照射が弱いときや光軸

がずれているとき

•重い荷物の積載やタイヤ空気圧の調整

不良などで，車両が著しく傾いていると

き

•対向車のヘッドランプ光がセンサーに

入射したとき

•タイヤ，サスペンションの改造など，指

定された部品以外を装着した場合（摩耗

しているタイヤ，スペアタイヤ，タイヤ
チェーンを装着しているとき）

•雨，雪，汚れなどがフロントガラスに付

着しているとき

使用環境を良い状態に保つために，つぎ

のことを守ってください。

•フロントガラスは，いつもきれいにして

おく

注意
•センサーに強い衝撃や力を加えない，ま

た分解しない

•センサー前のフロントガラス外側に

シール等を貼らない

•フロントワイパーを交換する場合は，三

菱自動車純正品を使用する

アドバイス
市販のカーナビゲーションを装着する場

合，フロントガラスにテレビや GPS のア

ンテナを貼り付けると，テレビの映りや

カーナビゲーションの位置精度が悪くな
るおそれがあります。

注意 LDW の作動 
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LDW スイッチを押すことで，システムの

ON/OFF を切り換えることができます。

車線を認識でき，車線を逸脱した際に警
報を鳴らすことができる状態です。
つぎの条件がすべて成立したとき，シス
テムONからスタンバイの状態になり，イ

ンフォメーション画面の「LDW」の表示

から のインジケーターが点灯（緑色）

に切り換わります。

車速が約 60km/h 以上のとき

方向指示レバーを操作していないと

き

ハザードランプが作動していないと

き
車両の左右にある車線が認識できて

いる環境のとき
システムが ON 状態のとき

J00730400048

ブザーが断続的に鳴り，インフォメー
ション画面に「レーン逸脱」の表示が点

灯し， のインジケーターが点滅（橙色）

します。

J00725801038

システムに異常があるときは，その状態
によってマルチインフォメーションディ
スプレイ内のインフォメーション画面に
警告が表示されます。

システムの ON/OFF 切り換え 

スタンバイ 
アドバイス

ハザードランプが作動し終わった後，も

しくは方向指示レバーを戻した後，約 7
秒間はシステムONの状態を継続します。

車線逸脱警報 

アドバイス
約3秒以上警報作動し続けたとき，警報を

停止します。

車線が片側にしかないときは，車線があ

る方向へのみ車線逸脱警報が作動しま

す。

警告表示 
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フロントガラスのセンサー部に汚れ，雨，
雪，氷などが付着しているときは，一時
的にシステムは働かなくなり，つぎの警
告が表示されます。

フロントガラスの汚れを取り除くと，表
示は消えて，システムは自動的に再開し
ます。表示が消えない場合はセンサーの
異常の可能性がありますので，三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

センサーが高温または低温になり，セン
サーが一時的に作動できない状態になっ
たときは，つぎの警告が表示され，シス
テムは自動的に停止します。

センサーの温度が規定の範囲内になる
と，表示は消えて，システムは自動的に
再開します。
表示が消えない場合はセンサーの異常の
可能性がありますので，三菱自動車販売
会社で点検を受けてください。

システムに異常があるときは，つぎのい
ずれかの警告が表示され，システムは自
動的に停止します。
三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

フロントガラスのセンサー部が
汚れているときは 

センサーが高温または低温に
なったときは 

システムに異常があるときは 

アドバイス
炎天下での駐車などでセンサーとその周

辺の温度が極端に高くなったときに，
「LDW 点検」が表示されることがありま

す。
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J00739600027A

制限速度表示機能は，運転中にスマート
フォン連携ナビゲーションに表示された
制限速度をマルチインフォメーション
ディスプレイにも表示することによっ
て，より安全な運転をサポートします。

1.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

して設定モード画面をメニュー画面
に切り換えます。
「機能設定画面」P.4-15

2.マルチインフォメーションディスプ
レ イ ス イ ッ チ を 軽 く 押 し て

「制限速度表示機能

の設定」を選択します。
3.マルチインフォメーションディスプ
レイスイッチを長く（約 2 秒以上）押

すと，ON（表示する） OFF（表示

しない）または OFFON と切り換わ

り選択した条件に設定が変更されま
す。

J00735300055

車庫入れや縦列駐車などのときに，接近
する障害物の位置とおおよその距離をマ
ルチインフォメーションディスプレイ内
のセンサー表示とブザー音で運転者に知
らせる装置です。

J00735400030

センサーが感知できる範囲は図の範囲に
限られています。また，センサーはフロ
ントおよびリヤバンパー付近の低い障害
物，細い障害物などは感知できません。
必ず周囲の安全を確認しながら運転して
ください。

制限速度表示機能 

注意
マルチインフォメーションディスプレイ

とスマートフォン連携ナビゲーションに
表示される制限速度は，地図データ作成

時の情報に基づいて作成されているた

め，実際の交通規制とは異なる場合があ
ります。 常に実際の交通規制に従ってく

ださい。

アドバイス
スマートフォン連携ナビゲーションに制

限速度が表示されていない道路を走行し
ているときは，マルチインフォメーショ

ンディスプレイに次のように表示されま
す。

制限速度表示を ON/OFF する
ときは 

パーキングセンサー（フロ
ント／リヤ） 

注意
パーキングセンサーは車と障害物とのお

およその距離の確認を補助する装置で

す。
感知できる範囲および物体は限られてい

ます。障害物によっては，正確に感知し
ないことがありますので過信せず，パー

キングセンサーが付いていない場合と同

じように慎重に運転してください。

必ず自分の目で周囲の安全を確認してく

ださい。パーキングセンサーだけを頼り

に運転しないでください。

障害物を感知できる範囲 
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フロントバンパーとリヤバンパーに各 4
箇所ずつセンサー (A) があります。

車両にトーイングバーが装備されている
かどうかに応じて，標準モードまたは
トーイングバーモードを選択できます。
トーイングバーモードは，感知範囲から
トーイングバーが装着されている範囲を
省くことができます。

感知範囲は，フロントおよびコーナーの
各センサーから約 60cm(A)，リヤセン

サーから約 125cm(B) です。

感知範囲は，フロントおよびコーナーの
各センサーから約 60cm(A)，リヤセン

サーから約 125cm(B) です。

感知しない範囲 (C) は，リヤバンパーか

ら約 20cm(D) です。

感知範囲の変更のしかたについては「感
知範囲の変更のしかた」をお読みくださ

センサーの取り付け位置 

感知範囲 

標準モード

標準モード

トーイングバーモード

アドバイス
センサーは，バンパー直下またはバン

パーに近いところにある障害物は感知し

ません。

また，障害物の高さがセンサーの取り付
け位置よりも低いときは，最初にセン

サーが障害物を感知したとしてもその障
害物を感知し続けることができない場合

があります。

トーイングバーモード
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い。P.5-91

J00735500031

エンジンスイッチの電源モードを ON に

すると，パーキングセンサーが自動的に
ON になり，スイッチの表示灯 (A) が点灯

します。
停止したいときはスイッチを押すと表示
灯が消灯し，パーキングセンサーは OFF
になります。

注意
つぎの場合，パーキングセンサーが正常

に作動しないことがあります。

•センサーやその周辺を手でぬぐったと

き

•センサーやその周辺にステッカーやア

クセサリーを取り付けたとき

•センサーやその周辺に雨，氷，雪または

泥などが付着したとき

•外気温が急激に変化する場所を走行し

ているとき（トンネルやガレージなど）

•センサーが凍結したとき

•センサーが外部からの超音波ノイズを

受けたとき（他の車両のホーン，オート

バイのエンジン，ブレーキ，ラジオ，豪
雨，はね水，タイヤチェーンなどのノイ

ズ）

•センサーが異常に高温または低温のと

き（炎天下での駐車または低外気温下で

の駐車）

•車両が大きく傾いたとき

•路面がうねっていたり，凹凸がある道路

や砂利道を走行しているとき

•障害物に接近しすぎたとき

•エンジン始動直後

つぎのような障害物は，センサーが正し

く感知しない場合があります。

•ワイヤーネットやロープなどの細いも

の

•雪などの音波を吸収するもの

•鋭い角度で成形されたもの

•縁石などの背が低いもの

システムの正しい作動のため，つぎのこ

とをお守りください。センサーの感知性
能を低下させるなど，思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

•センサー部に強い力や衝撃を与えない

•センサー部は常にきれいにする

•センサー部にステッカーを貼り付けな

い

•サスペンションを改造しない

センサーおよびセンサー周辺をぶつけた

ときは，パーキングセンサーが正しく機

能しなくなりますので三菱自動車販売会

社で点検を受けてください。

アドバイス
センサーが外部からの超音波ノイズを受

けると，該当箇所のセンサー表示が一定

の周期で点滅します。

ノイズを受けなくなれば，表示は消え通
常の作動に戻ります。

注意 使い方 
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車の周辺に障害物があると，障害物を感
知したセンサー（障害物がある方向）を
メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイに表示し，ブザーで警報し
ます。

コーナーおよびフロントセンサー

リヤセンサー（標準モード選択時）

リヤセンサー（トーイングバーモード選
択時）

J00735600032

感知範囲はつぎの方法で変更します。

パーキングセンサーをスイッチにより
OFF にした後，スイッチを約 3 秒以上押

し続けてから離します。
ブザーが 2 回鳴り，トーイングバーモー

ドに変更されたことを知らせます。

パーキングセンサーをスイッチにより
OFF にした後，スイッチを約 3 秒以上押

し続けてから離します。
ブザーが 1 回鳴り，標準モードに変更さ

れたことを知らせます。

障害物の表示と警告 

1- コーナーセンサー
2- フロントセンサー
3- リヤセンサー

障害物までの距離
表示／

ブザーの間隔

約 60cm~40cm ゆっくり点滅／
遅い断続音

約 40cm~30cm 速い点滅／
速い断続音

約 30cm 以内
点灯／
連続音

障害物までの距離
表示／

ブザーの間隔

約 125cm~80cm ゆっくり点滅／
遅い断続音

約 80cm~40cm 速い点滅／
速い断続音

約 40cm 以内
点灯／
連続音

障害物までの距離
表示／

ブザーの間隔

約 125cm~100cm ゆっくり点滅／
遅い断続音

約 100cm~60cm 速い点滅／
速い断続音

約 60cm 以内
点灯／
連続音

障害物までの距離
表示／

ブザーの間隔
注意

距離は温度，湿度，障害物の形などによ

り誤差が生じることがあります。あくま
でも参考として使用してください。

アドバイス
いくつかの障害物を同時に感知した場合

は，すべて表示します。
ただし，ブザーはより近い障害物を優先

して警報します。

感知範囲の変更のしかた 

トーイングバーモード

標準モード
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J00735700033

センサーに何らかの異常が発生したとき
は，異常があるセンサーの位置が点滅で
表示し，約 5 秒間ブザーが鳴ります。

センサー位置の点滅表示とブザーが止
まった後，スイッチにある表示灯 (A) が，

正常に戻るまで点滅し続けますので，三
菱自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

J00704101201A

マルチアラウンドモニターは「フロント
ビューカメラ」，「サイドビューカメラ（左
右）」および「リヤビューカメラ」の４つ
のカメラの映像を組み合わせて，ルーム
ミラーまたはスマートフォン連携ナビ
ゲーションに映像を表示させる装置で
す。
駐車スペースへの駐車時や縦列駐車時に
運転者を補助します。

アドバイス
感知範囲は，セレクターレバーを に入

れたときにだけ設定したモードに切り換

わります。

スイッチを 10 秒以上押し続けたときは，

感知範囲は変更できません。

感知範囲の設定により，パーキングセン

サーの動作は以下のようになります。

•標準モードに設定のとき

パーキングセンサーを OFF にしていて

も，セレクターレバーを に入れたとき

にはパーキングセンサーが作動します。

•トーイングバーモードに設定のとき

パーキングセンサーを OFF にしている

と，セレクターレバーを に入れても

パーキングセンサーは作動しません。
パーキングセンサーを作動させるため

には，スイッチを押して再度 ON にする

か，エンジンを再始動します。

警告表示 

例：リヤコーナーセンサー（左側）に異常
があるとき

マルチアラウンドモニター
（バードアイビュー機能付） 
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カメラはつぎの位置に内蔵されていま
す。

注意
マルチアラウンドモニターは，車両周囲

の安全を確認するための補助装置です。
映像を表示できる範囲は限られています

ので過信せず，マルチアラウンドモニ
ターが付いていない場合と同じように慎

重な運転を心がけてください。

必ず自分の目で周囲の安全を確認してく

ださい。特に車両の四隅はマルチアラウ
ンドモニターに障害物が映らない死角に

なります。
マルチアラウンドモニターだけを頼りに

運転しないでください。

ドアミラーを格納した状態およびドアや

テールゲートを開いた状態では使用しな
いでください。適切な範囲を表示するこ

とができません。

カメラの取り付け位置 

A- リヤビューカメラ
B- フロントビューカメラ
C- サイドビューカメラ

警告
カメラの取り付け位置周辺に作動を妨げ

るものを取り付けないでください。
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J00713301078

カメラが映像を表示できる範囲は図の範囲に限られています。また，前後バンパーの両端周辺および下部などは表示できませんの
で，必ず周囲の安全を確認しながら運転してください。

画面に表示できる範囲 

カメラの表示範囲 

サイドビューカメラ ( 右 )

フロントビューカメラ

サイドビューカメラ ( 左 ) リヤビューカメラ

サイドビューカメラフロントビューカメラ
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J00713401170

左側画面と右側画面で構成して表示しま
す。

車両周囲および車両後方の映像を表示し
ます。

助手席側車両側方および車両後方の映像
を表示します。

車両周囲および車両前方の映像を表示し
ます。

助手席側車両側方および車両前方の映像
を表示します。

画面に表示できる映像の種類 

バードアイビュー／リヤビュー
表示 

サイドビュー／リヤビュー表示 

バードアイビュー／フロント
ビュー表示 

サイドビュー／フロントビュー
表示 

注意
カメラは特殊レンズを使用しているた

め，画面の映像は実際と距離感覚が異な

りますので注意してください。

アドバイス
カメラは特殊なレンズを使用しているた

め，駐車場などの区画線は，画面内では

平行に見えないことがあります。

つぎのような場合，画面が見づらくなる

ことがありますが異常ではありません。

•暗いところ（夜間）
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J00713601169

エンジンスイッチの電源モードが ON の

状態のときに使用できます。

セレクターレバーを に入れると，ルー
ムミラーまたはスマートフォン連携ナビ
ゲーションの画面にバードアイビュー／
リヤビューが表示されます。

セレクターレバーを 以外の位置にする
と，表示は消えます。

スイッチ (A) を押すとバードアイビュー

／フロントビューが表示されます。

•太陽やヘッドランプの光が直接カメラ

のレンズに入ったとき

•蛍光灯の光が直接カメラのレンズに

入ったとき

カメラが高温になった場合，映像の映り

が悪くなることがありますが，異常では

ありません。

カメラが熱いとき，雨や洗車などでレン

ズ付近の温度が低くなるとレンズが曇る

ことがありますが，故障ではありません。

外気温が極端に高いときまたは低いとき

は，映像の映りが明瞭でない場合があり

ますが，故障ではありません。

無線機などの通信機器がカメラの近くに

取り付けられていると，電波の影響でシ
ステムが停止する場合がありますが，故

障ではありません。

カメラのレンズが汚れていると，障害物

が十分に確認できません。水滴，雪，泥
または油汚れなどが付着したときはレン

ズを傷つけないようにていねいにふき
取ってください。

カメラの故障の原因となりますので，つ

ぎのことをお守りください。

•衝撃を与えない

•ワックスを付着させない

•熱湯をかけない

•高圧洗車機などの水をかけない

•カメラを外したり分解したりしない

•レンズ表面をひっかかない

アドバイス 使い方 

セレクターレバーでの操作 

スイッチでの操作 

ミラースイッチ

ステアリングスイッチ
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スイッチを押すたびに，つぎの通り表示
が切り換わります。

バードアイビュー／リヤビュー表示サ

イドビュー／リヤビュー表示OFF

バードアイビュー／リヤビュー表示サ

イドビュー／リヤビュー表示

スイッチを押すたびに，つぎの通り表示
が切り換わります。
バードアイビュー／フロントビュー表示
 サイドビュー／フロントビュー表示

OFF

J00729300063

バードアイビュー以外の表示画面は，画
面内の線でつぎのことを表示していま
す。
目安としてお使いください。

J00735100066

距離と車幅の目安となる線と車体が画面
に表示されます。

赤色の線 (A) はフロントバンパー最前

端から約 50cm の地点を示します。

緑色の線 (B) はおおよその車体幅を示

します。
橙色の線 (C) はハンドルを切った角度

のまま前進したときの予想進路を示
します。
ハンドルを直進状態にすると表示は
消えます。

アドバイス
セレクターレバーが 以外のときにス

イッチを押してマルチアラウンドモニ

ターを表示させたあと，3 分間何も操作

しないと表示は消えます。

画面の切り換え（セレクターレ
バーが “R” の位置にあるとき） 

ルームミラーの画面

スマートフォン連携ナビゲーションの
画面

画面の切り換え（セレクターレ
バーが “R” 以外の位置にあると
き） 

アドバイス
右側画面がフロントビュー表示のときに

セレクターレバーを に入れると，右側

画面はリヤビュー表示に切り換わりま

す。

セレクターレバーを 以外の位置にする

と，右側画面はフロントビュー表示に切

り換わります。

車速が約 10km/h 以上のときにスイッチ

を押すと左側画面にサイドビューのみ表

示させることができます。

フロントビュー表示は車速が約 10km/h
以上になると表示されなくなります。

表示の切り換わり時は，映像の表示が遅

れることがあります。

画面の見方 

注意
カメラおよびカメラの周辺をぶつけたと

きは，映像および画面内の線が正しく表

示されないことがあります。
必ず販売会社で点検を受けてください。

フロントビュー表示 



マルチアラウンドモニター（バードアイビュー機能付）

5-98 運転装置

5

J00735200067

距離と車幅の目安となる線と車体が画面
に表示されます。

赤色の線 (A) はリヤバンパー最後端か

ら約 50cm の地点を示します。

緑色の線 (B) はおおよその車体幅を示

します。
橙色の線 (C) はハンドルを切った角度

のまま後退したときの予想進路を示
します。
ハンドルを直進状態にすると表示は
消えます。

1- フロントバンパー前端から約
100cm

アドバイス
フロントビュー表示に予想進路線が表示

されると，バードアイビュー表示にも予

想進路線が表示されます。

（フロント：実線，リヤ：破線）

リヤビュー表示 

1- リヤバンパー後端から約 100cm
2- リヤバンパー後端から約 200cm

注意
乗車人数，燃料の量，積み荷の状態また

は路面の状態などにより車両が傾いてい
る場合，画面内の線の表示が実際と異な

ることがあります。
画面内に表示される線は参考として使

い，必ず自分の目で後方や周囲の安全を

確認することを常に心がけてください。

アドバイス
リヤビュー表示に予想進路線が表示され

ると，バードアイビュー表示にも予想進

路線が表示されます。
（フロント：破線，リヤ：実線）
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J00734800037

表示される距離と車幅の線は水平な路面
を基準としています。
つぎの場合には，画面に表示される距離
を示す線と，実際の距離に誤差が生じま
す。

画面に映る障害物は，実際の距離より遠
くに表示されます。
したがって，上り坂に障害物があるとき
には，実際の位置よりも，障害物が遠く
に見えます。

画面に映る障害物は，実際の距離より遠
くに表示されます。
したがって，上り坂に障害物があるとき
には，実際の位置よりも，障害物が遠く
に見えます。

画面に映る障害物は，実際の距離より近
くに表示されます。
したがって，下り坂に障害物があるとき
には，実際の位置よりも，障害物が近く
に見えます。

画面表示と実際の路面との誤差 

■車両後部が乗員の体重と荷物の重
さで下がっているとき 

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物

■車両後方に上り坂があるとき 

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物

■車両後方に下り坂があるとき 

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物
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画面に表示される距離は，図のように実
際の距離とは異なって表示される場合が
あります。
車体幅を示す線（緑色）は立体物（トラッ
ク）に触れていないため接触しないよう
に見えますが，実際はトラックの後部が
自車の進路上に張り出しているため，接
触することがあります。

画面に表示される距離と車幅の線は，道
路などの平面物を対象にしています。
このため張り出し部分のある立体物との
距離感覚が実際と異なることがありま
す。
画面内の線を立体物までの距離の目安に
しないでください。
例：画面の映像では手前から B,C,A の順

に見えますが，実際には A,B が同じ距離

で，C が A,B よりも遠い距離にあります。

J00734900025

車幅と車両前端の目安となる線が画面に
表示されます。

■車両の近くに立体物があるとき ■立体物に接近するとき サイドビュー表示 

1-ドアミラーを含めた車幅の目安
2-フロントタイヤの中心位置の目安
3-フロントバンパー前端から約 50cm
の位置の目安
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J00735000036

自車位置や駐車スペースへの進入コース
が確認しやすいよう，車両を上から見た
イメージの画像が表示されます。

バードアイビュー表示 

注意
バードアイビュー表示は，「フロント

ビューカメラ」，「サイドビューカメラ（左
右）」および「リヤビューカメラ」からの

映像を組み合わせて処理した擬似的な画
像のため，障害物を実際より遠くに表示

します。

自車と障害物との間にわずかな距離があ
るように見えてもぶつかることがありま

すので，必ず自分の目で周囲の安全を確
認してください。

バードアイビュー表示の車両アイコン

は，色やサイズが実際の車両とは異なり

ます。
このため，自車周辺の障害物が自車に接

触しているように見えることがあり，自
車と障害物との位置関係が実際と異なり

ます。

バードアイビューの映像は，合成処理部

分が画面の四隅にあり，この部分におい
ては画像の鮮明さが低下したり，障害物

が消えたり表示されたりすることがあり
ます。

アドバイス
バードアイビュー表示は4台のカメラ「フ

ロントビューカメラ」，「左右のサイド
ビューカメラ」，「リヤビューカメラ」で

道路などの平面物を対象に画像処理して
いますので，つぎのように実際と違う画

像が表示されることがあります。

•障害物が横たわって，実際より長くまた

は大きく見える

•路面から高さがある物は，画面の合成処

理部分から現れているように見える

 4 台の各カメラの明るさにより，表示され

る画像の明るさに差が生じるときがあり

ます。

カメラより上にある障害物は表示されま

せん。

フロントビューまたはリヤビューで表示

された障害物は，バードアイビューで表
示されない場合があります。

バードアイビューの映像は，各カメラの

取り付け位置や角度が変わるとずれるこ

とがあります。

路上の線は映像の継ぎ目でずれたり曲

がったりして見えることがあります。
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J00900100295

前面だけでなく，フックから外せば側面
にも回せます。

J00912700155

サンバイザーの裏側にあります。
リッドを開くとバニティーミラーランプ
が点灯します。

J00912801326

サンバイザーの裏側にあります。

J00900501964

エンジンスイッチの電源モードが ON ま

たは ACC の状態のときに使用できます。

フタを開け，プラグタイプの電気製品の
電源としてご使用ください。
必ず，12V で消費電力が 120W 以下の電

気製品を使用してください。

サンバイザー 

バニティーミラー 

フック

チケットホルダー 

バニティーミラーランプ

チケットホルダー

注意
強い直射日光にさらされると車内が高温

になるため，プラスチック素材のカード
をはさんだままにしないでください。

カードが変形やひび割れを起こすおそれ
があります。

アクセサリーソケット 

インストルメントパネル
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J00916000039A

イグニッションスイッチまたは電源モー
ドが ON または ACC のときに，USB デ

バイス（機器）の電源として使用できま
す。
使用するときは，フロアコンソールボッ
クスにある USB 充電ポートのフタを開

け，USB 接続ケーブルを接続します。

アドバイス
ソケットを同時に使用するときは，2 つの

ソケットをあわせて 12V で消費電力が

120W 以下の電気製品を使用してくださ

い。120W を超える電気製品を使用する

と，ヒューズが切れるおそれがあります。

市販の電気製品を使用しないでくださ

い。バッテリー上がりやアクセサリーソ

ケットが損傷する原因となります。

アクセサリーソケットを使わないときは

フタを閉めておいてください。
プラグタイプ以外のものをソケットに入

れると故障したり，ショートする可能性
があります。

エンジンがかかっていないときに長い間

使用すると，バッテリーが上がることが

あります。

リヤ USB 充電ポート 

注意
USB 充電ポートを使用しないときは必ず

フタを閉めてください。入力端子にた
まったほこりにより，ショートしたり故

障する可能性があります。

USB 接続ケーブルを差し込むときは，

まっすぐに根元まで差し込んでくださ
い。差し込みが不十分な場合，発熱によ

りヒューズが切れるおそれがあります。

接続するUSBデバイスの消費電力の合計

が 10.5 Ｗ を超えないようにしてくださ

い。USB 充電ポートの入力端子や接続し

たUSBデバイスが損傷するおそれがあり

ます。（最大定格出力：5 V - 2.1 A）
USB コネクターボードが中央にあるリ

バーシブルタイプのUSBコネクタを接続

しないでください。USB 充電ポートの入

力端子が破損するおそれがあります。

アドバイス
USB 充電ポートは電源としてのみ使用で

きます。
車両のオーディオ機器には接続されませ

ん。

USB ハブなどを使用して，複数の USB デ

バイスを同時に充電しないでください。

万一，飲み物などをこぼした場合は，使

用を中止し三菱自動車販売会社で点検を

受けてください。

エンジンがかかっていないときに長い間

使用すると，バッテリーが上がることが
あります。

注意
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J00900802010 J00900902705
室内灯 

アドバイス
エンジンがかかっていないときに長い間

ランプを点灯させておくと，バッテリー
が上がることがあります。

車から離れるときは必ずランプが消えて
いることを確認してください。

マップ & ルームランプ（フロント）P.6-4

ルームランプ（リヤ）
P.6-4

ラゲッジルーム
ランプ P.6-5

フロントフット
ランプ P.6-5

ダウンライト P.4-40，6-5

ルームランプ 

スイッチ
位置

点灯 • 消灯のしかた

1-ON( ) 常時点灯

フロント

リヤ

2-DOOR(•)

いずれかのドアまたは
テールゲートを開けると
点灯，閉じると約 15 秒後

に消灯します。ただし，つ
ぎのようなときはすぐに
消灯します。

•

•

•

•

エンジンスイッチの電
源モードをONにしたと

き
センタードアロックの
機能を使って施錠した
とき
キーレスオペレーショ
ンシステムのリモコン
スイッチを使って施錠
したとき
キーレスオペレーショ
ン機能を使って施錠し
たとき

3-OFF( ○ ) 常時消灯

アドバイス
ドアおよびテールゲートが閉まっている

ときに電源モードを OFF にすると点灯

し，約 15 秒後に消灯します。

スイッチ
位置

点灯 • 消灯のしかた
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J00901201232

ルームランプのスイッチの位置に関係な
くレンズを押すと押した側のランプが点
灯し，もう一度押すと消灯します。

J00901501600

1-（ ）

テールゲートの開閉に関係なく点灯
します。
2-（•）
テールゲートを開けると点灯，閉じる
と消灯します。
3-（○）

テールゲートの開閉に関係なく消灯
します。

J00915600054

ダウンライトは，ライトスイッチが ま

たは の位置のときに点灯します。
ライトスイッチが AUTO のときは，車幅

灯，尾灯が点灯したときにダウンライト
が点灯します。

J00909201094

フロントドアを開くと点灯し，閉じると
消灯します。

消灯までの時間を調整することができま

す。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で調整することができ

ます。
詳しくは別冊の取扱説明書をご覧くださ

い。

マップランプ 

アドバイス ラゲッジルームランプ 

ダウンライト 

フロントフットランプ 
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J00901701657

*1 マップ＆ルームランプ（フロント），
ルームランプ（リヤ）およびラゲッジ
ルームランプ

エンジンスイッチの電源モードが

OFF の状態で，車内照明を点灯したま

まにすると，約 30 分後に照明が自動

的に消灯します。
自動的に消灯した後，エンジンスイッ

チを操作したり，ドアまたはテール
ゲートの開閉やキーレスオペレー
ションシステムの操作をすると再び
点灯します。

J00906702008

J00907200631

レバーを引くと開きます。

インテリアランプ *1 オート
カット機能（自動消灯） 

フロントフットランプ アドバイス
インテリアランプオートカット機能（自

動消灯）を働かなくすることができます。
また，自動消灯までの時間を調整するこ

とができます。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で調整することができ

ます。
詳しくは別冊の取扱説明書をご覧くださ

い。

小物入れ 

注意
強い直射日光にさらされると車内が高温

になるため，ライター・炭酸飲料缶・メ

ガネなどを放置しないでください。

ライターなどの可燃物は自然発火した
り，炭酸飲料などの缶は破裂するおそれ

があります。また，プラスチックレンズ
またはプラスチック素材のメガネは変

形，ひび割れをおこすおそれがあります。

走行中は小物入れのフタを必ず閉めてお

いてください。万一の場合，フタや内部
の小物でけがをするおそれがあります。 

グローブボックス 

グローブボックス

フロアコンソール

ボックス

ラゲッジフロア

ボックス

サングラスポケット

A
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グローブボックスの内側にカードホル
ダーがあります。

J00908201361

レバーを引きながらフタを開けます。
フタはアームレストとしても使用できま
す。

J00912600141

ラゲッジフロアボードの下にラゲッジフ
ロアボックスがあります。

J00907501194A

リッドを押すと開きます。

閉めるときはロックするまで押します。

アドバイス
ライトスイッチが ， の位置のとき

または，ライトスイッチが AUTO の位置

でランプ類が点灯しているときにグロー

ブボックス内のランプが点灯します。

フロアコンソールボックス 

ラゲッジフロアボックス 

サングラスポケット 
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J00903801955

フロアコンソールにカップホルダーがあ
ります。
リッドを押すと開きます。

アームレストを倒すとカップホルダーが
あります。→「アームレスト」P.3-6

注意
サングラス以外の重いものを入れないで

ください。落下して思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

アドバイス
サングラスの形状によっては収納できな

い場合がありますので，確かめてからご
使用ください。

カップホルダー 

警告
車内に水をかけたり，飲み物などをこぼ

したりしないでください。スイッチ類，配
線や電気部品にかかると，故障や車両火

災の原因になります。
万一，飲み物などをこぼした場合は，可

能な限り水分を取り除き，すみやかに三

菱自動車販売会社にご相談ください。

注意
走行中は，飲み物を出し入れしないでく

ださい。思わぬ事故につながるおそれが

あります。

走行中の振動や揺れなどで飲み物がこぼ

れることがあります。熱い飲み物の場合，
やけどをするおそれがありますので注意

してください。

フロントシート用 

注意 セカンドシート用 

サードシート用 
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J00905901396

ペットボトルなどを入れることができま
す。

J00912900405

座ったときに手で身体を支えるためのグ
リップがあります。

J00909700180

運転席側のセカンドシート用アシストグ
リップにコートフックがあります。

ボトルホルダー 

警告
車内に水をかけたり，飲み物などをこぼ

したりしないでください。スイッチ類，配

線や電気部品にかかると，故障や車両火

災の原因になります。
万一，飲み物などをこぼした場合は，可

能な限り水分を取り除き，すみやかに三
菱自動車販売会社にご相談ください。

注意
走行中は，飲み物を出し入れしないでく

ださい。思わぬ事故につながるおそれが

あります。

走行中の振動や揺れなどで飲み物がこぼ

れることがあります。熱い飲み物の場合，
やけどをするおそれがありますので注意

してください。

アドバイス
カップや飲料缶を収納しないでくださ

い。

ペットボトルなどはフタを確実に閉めて

収納してください。

ペットボトルの大きさ，形状によっては

収納できないことがあります。

アシストグリップ 

注意 注意
アシストグリップに手をかけて乗り降り

しないでください。
アシストグリップが外れて思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

コートフック 
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J00905100489

荷室の側面にフックがあります。
荷物の固定用としてご使用ください。

J00922800045A

お客様のお車には，専用のフロアマット
が設定されています。
フロアカーペットに装着されている固定
クリップを使用し，つぎの手順で確実に
固定してください。

J00922900134

1.フロアマットを床の形状に合わせて
敷きます。

2.フロアマットの取り付け穴に固定ク
リップを通し，確実に固定します。

警告
コートフックには，アクセサリーなどを

取り付けたりしないでください。服をか
けるときは，ハンガーを使用せずに直接

コートフックにかけてください。
SRS カーテンエアバッグが正常に膨らむ

のを妨げたり，膨らむときにこれらの物
が飛んで重大な傷害を受けるおそれがあ

ります。

ラゲッジフック 

注意
室内にはシートの高さ以上に荷物を積ま

ないでください。また，荷物は確実に固
定してください。

後方の確認ができなくなったり，急ブ
レーキをかけたときに荷物が飛び出して

思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

フロアマット 

固定のしかた 

アドバイス
車種により，フロアマットの形状や固定

クリップの数が異なる場合があります。

詳しい固定方法はフロアマットの取扱説

明書をお読みください。

警告
運転席にフロアマットを敷くときは，つ

ぎのことを必ずお守りください。お守り
いただかないと，フロアマットがずれて

各ペダルと干渉し，思わぬスピードが出

たりブレーキが効きづらくなるなど重大
な事故につながるおそれがあります。

•固定クリップを使用し確実に固定する

•フロアマットを前後逆さまにしたり，裏

返して使用しない

•フロアマットでペダルをおおわない

•フロアマットの上または下に，別のフロ

アマットを重ねて敷かない

•アクセルペダルの下に敷かない
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•三菱自動車純正フロアマットであって

も，他車種または年式の異なるフロア
マットを使用しない

運転する前につぎのことを確認してくだ

さい。

•フロアマットがすべての固定クリップ

で正しく固定されていることを定期的

に確認し，車内の清掃などでフロアマッ
トを取り外した後は必ず確認する

•エンジン停止時およびセレクターレ

バーが のときに，各ペダルをいっぱい

に踏み込み，フロアマットと干渉がなく
運転に支障がないことを確認する

警告
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吹き出し口

7-2 エアコン

7

J01000101900

J01000301797

ノブを動かして調整します。
吹き出し口を閉じるときは，ノブを外側
いっぱいまで動かします。

吹き出し口 

運転席側吹き出し口

助手席側吹き出し口
運転席側吹き出し口

助手席側吹き出し口

後席吹き出し口

風量・風向き調整 

運転席側吹き出し口 

開く 開く閉じる 閉じる
ノブ



吹き出し口

エアコン 7-3

7

ノブを動かして調整します。
吹き出し口を閉じるときは，ノブを左側
いっぱいまで動かします。

ノブを動かして風向きを調整します。
ダイヤルを動かして風量を調整します。

J01000402128

吹き出し口切り換えスイッチまたはデフ
ロスタースイッチを押して，使用目的に
合わせて吹き出し口を切り換えます。
「吹き出し口切り換えスイッチ」P.7-9
「デフロスタースイッチ」P.7-9

助手席側吹き出し口 

後席吹き出し口 

ノブ

閉じる 開く 閉じる 開く

ノブ

ダイヤル

アドバイス
吹き出し口に飲み物などが入らないよう

にしてください。エアコンが正常に作動
しなくなるおそれがあります。

吹き出し口の切り換え 

上半身に送風したいとき

上半身と足元に送風したいとき

足元に送風したいとき

足元とウインドウガラスに送風
したいとき
ウインドウガラスに送風
したいとき

アドバイス
吹き出し口が のとき，上半身と足元へ

の送風割合を調整することができます。

また，吹き出し口が のとき，足元とウ

インドウガラスへの送風割合を調整する
ことができます。詳しくは三菱自動車販

売会社にご相談ください。

スマートフォン連携ナビゲーション付き
車は，画面の操作で調整することができ

ます。詳しくは別冊の取扱説明書をご覧
ください。

吹き出し口が のとき，ウインドウガラ

スにも少し送風されますが，これはウイ
ンドウガラスの曇りを防止するためのも

のです。

オートストップ＆ゴー (AS&G) 作動中に

ウインドウガラスが曇ることがありま

す。ウインドウガラスが曇ったときは，デ

フロスタースイッチを押して，曇りを
取ってください。
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J01002402180

エンジンスイッチの電源モードが ON の状態のときに使用できます。

左右独立温度コントロール式フルオートエアコン 

注意
冷暖房中はエンジン回転数が高くなる場合があります。停車中にエンジン回転数が高くなるとクリープ現象が強くなりますので，停車中は

しっかりとブレーキペダルを踏んでください。

「CVT 車の運転のしかた：クリープ現象とは」P.5-31



左右独立温度コントロール式フルオートエアコン

エアコン 7-5

7

J01002501227

J01002801477

風量を強くするときはスイッチ (1) を，弱

くするときはスイッチ (2) を押します。

選択した風量は風量表示灯に表示されま
す。

J01003001708

送風温度を上げるときはダイヤルを時計
回りに，下げるときは反時計回りに回し
ます。
選択した温度は設定温度表示灯に表示さ
れます。

1-エアコンスイッチP.7-8
2-助手席側温度調整ダイヤルP.7-5
3-AUTO スイッチP.7-7
4-運転席側温度調整ダイヤルP.7-5
5-吹 き 出 し 口 切 り 換 え ス イ ッ チ
P.7-9

6-デフロスタースイッチP.7-9
7-風量調整スイッチP.7-5
8-SYNC スイッチ P.7-6
9-リヤウインドウデフォッガースイッ
チP.4-53

10-内外気切り換えスイッチP.7-7
11-OFF スイッチP.7-8
12-助手席側設定温度表示灯P.7-5
13-吹き出し口表示灯P.7-9
14-風量表示灯P.7-5
15-SYNC 作動表示灯 P.7-6
16-運転席側設定温度表示灯P.7-5

アドバイス
ECO モードが作動しているときは，エア

コンの作動を抑制しているため，エアコ
ンの効きが弱いと感じられることがあり

ます。

「ECO モードスイッチ」P.4-47

ECOモード作動時でもエアコンの作動を

通常制御にすることができます。詳しく
は三菱自動車販売会社にご相談くださ

い。
スマートフォン連携ナビゲーション付き

車は，画面の操作で設定を変更すること

ができます。詳しくは別冊の取扱説明書
をご覧ください。

非常に寒いときに画面の動きが遅くなる

ことがありますが，故障ではありません。
常温に戻れば回復します。

アドバイス スイッチの使い方 

風量調整スイッチ 

温度調整ダイヤル 

風量表示灯



左右独立温度コントロール式フルオートエアコン

7-6 エアコン

7

J01014900029

SYNC 作動表示灯が点灯しているときに

助手席側の温度調整ダイヤル，または
SYNC スイッチを操作すると，運転席側

と助手席側の温度を独立して調整するこ
とができます。
このとき，SYNC 作動表示灯が消灯しま

す。
SYNC スイッチを押すと運転席と助手席

の温度が同じになり，SYNC 作動表示灯

が点灯します。
アドバイス

設定温度表示灯の値は，マルチインフォ

メーションディスプレイの温度単位に連

動して切り換わります。「温度単位の

変更」P.4-17
エンジン冷却水の温度が低いときに温度

調整ダイヤルを操作しても送風温度は変

わりません。

設定した温度に対して暑い，または寒い

と感じるときに，快適になるよう調整す

ることができます。詳しくは三菱自動車
販売会社にご相談ください。

温度を最高または最低に設定すると，内

外気およびエアコンがつぎの通り自動的

に切り換わります。
自動的に切り換わった後に手動操作した

場合は，操作した機能が優先されます。

•急速暖房（最高温度に設定）

外気導入，エアコン停止

•急速冷房（最低温度に設定）

内気循環，エアコン作動

設定温度表示灯 工場出荷時は上記のように設定されてい

ます。内外気切り換え／エアコンスイッ
チのカスタマイズ（機能の設定変更）し

たときや，操作条件によっては外気およ

びエアコンの自動切り換えを，お好みに
あわせて変更することができます。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く
ださい。

「エアコンスイッチ」P.7-8
「内外気切り換えスイッチ」P.7-7

アドバイス ■運転席側と助手席側の温度を独立
して調整したいときは 

アドバイス
SYNC 作動表示灯が点灯しているときに

運転席側の温度調整ダイヤルを操作する

と，助手席側も同じ設定温度になります。

SYNC 作動表示灯
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J01003401542

スイッチを押すと外気導入（外気を車内
に入れる）と内気循環（外気をしゃ断す
る）の切り換えができます。
内気循環に切り換わるとスイッチ内の表
示灯が点灯します。

つぎの機能をお好みにあわせて変更する
ことができます。

内外気自動制御許可 :
AUTO スイッチを押すと，内外気切り

換えスイッチも自動制御されます。
内外気自動制御拒否 :

AUTOスイッチを押しても内外気切り

換えスイッチは自動制御されません。
設定変更方法

内外気切り換えスイッチを約 10 秒以

上押し続けます。
•許可から拒否へ変更した場合

音が “ ピピピッ ” と鳴り，表示灯が 3
回点滅します。

•拒否から許可へ変更した場合

音が “ ピピッ ” と鳴り，表示灯が 3 回

点滅します。

J01002601084

スイッチを押すと作動表示灯が点灯し，
吹き出し口，風量調整，内外気切り換え，
温度調整およびエアコンの ON/OFF を自

動調整します。

内外気切り換えスイッチ 

注意
窓の曇りを防止するため通常は外気導入

で使用してください。

長時間内気循環にしておくとウインドウ
ガラスが曇りやすくなるため，ときどき

外気導入に切り換えて換気してくださ

い。

アドバイス
早く冷暖房したいときは，内気循環にす

ると効果的です。

表示灯

手動操作後，AUTOスイッチを押すと，内

外気切り換えスイッチも自動制御されま
す。

内外気切り換えのカスタマイズ（機能の
設定変更）

スマートフォン連携ナビゲーション付
き車は，画面の操作でも設定を変更す
ることができます。詳しくは別冊の取
扱説明書をご覧ください。

アドバイス アドバイス
工場出荷時は「内外気自動制御許可」に

設定されています。

デフロスタースイッチを押しているとき

は，窓の曇りを防止するため，「内外気自

動制御拒否」に設定していても自動的に
外気導入に切り換わります。

AUTO スイッチ 

作動表示灯



左右独立温度コントロール式フルオートエアコン

7-8 エアコン

7

J01003501833

スイッチを押すとエアコン（冷房・除湿
機能）が作動し，作動表示灯が点灯しま
す。もう一度押すとエアコンは停止しま
す。

つぎの機能をお好みにあわせて変更する
ことができます。

エアコン自動制御許可 :
AUTOスイッチを押した場合や温度調

整ダイヤルで最低温度にした場合，エ
アコンスイッチの自動制御をします。

エアコン自動制御拒否 :
エアコンスイッチを操作しない限り，
エアコンスイッチの自動制御をしま
せん。

設定変更方法

エアコンスイッチを約 10 秒以上押し

続けます。
•許可から拒否へ変更した場合

音が “ ピピピッ ” と鳴り，表示灯が 3
回点滅します。

•拒否から許可へ変更した場合

音が “ ピピッ ” と鳴り，表示灯が 3 回

点滅します。

J01002701069

エアコンシステムを停止します。

エアコンスイッチ 

アドバイス
エアコン作動表示灯が点滅したときは，

エアコン装置に何らかの異常が考えられ

ます。一度エアコンスイッチを押してエ
アコンを切り，再度スイッチを押してエ

アコンを ON にしてください。しばらく

たってもエアコン作動表示灯が点滅しな

ければ異常ありません。
再び点滅する場合は三菱自動車販売会社

で点検を受けてください。

作動表示灯

エアコンスイッチのカスタマイズ（機能
の設定変更）

スマートフォン連携ナビゲーション付
き車は，画面の操作でも設定を変更す
ることができます。詳しくは別冊の取
扱説明書をお読みください。

アドバイス
工場出荷時は「エアコン自動制御許可」に

設定されています。

デフロスタースイッチを押しているとき

は，窓の曇りを防止するため，「エアコン

自動制御拒否」に設定していてもエアコ
ンは自動的に作動します。

OFF スイッチ 
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J01003301059

スイッチを押すごとに吹き出し口を
    の順に切り換え

ます。選択した吹き出し口は吹き出し口
表示灯に表示されます。
「吹き出し口の切り換え」P.7-3

J01003801096

スイッチを押すと吹き出し口が に切
り換わり，スイッチ内の作動表示灯が点
灯します。選択した吹き出し口は吹き出
し口表示灯に表示されます。
「吹き出し口の切り換え」P.7-3

J01004002063

吹き出し口，風量，エアコンの ON/OFF
および，内外気の切り換えを自動的に調
整します。

1. AUTO スイッチを押します。

2.温度調整ダイヤルで希望温度を設定
します。設定温度を LO(18.0) ～

HI(32.0) の間で調整できます。

停止するときは OFF スイッチを押しま

す。

吹き出し口切り換えスイッチ 

吹き出し口表示灯

デフロスタースイッチ 

アドバイス
デフロスタースイッチを押すと，エアコ

ンが自動的に作動し，内外気切り換えは

外気導入に切り換わります。
この自動切り換え制御は，窓の曇りを防

止するため，「エアコン自動制御拒否」や

「内外気自動制御拒否」に設定していても
働きます。

「エアコンスイッチのカスタマイズ」

P.7-8
「内外気切り換えのカスタマイズ」P.7-7

吹き出し口表示灯

作動表示灯

通常の使い方（自動で使うと
き） 

アドバイス
 25.0 を基準に，お好みの温度に調整して

ください。
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J01004100565

お好みに合わせてスイッチを操作してく
ださい。AUTO 作動中でも，操作した機

能が優先されます。
操作した機能以外は自動制御されます。
停止するときは OFF スイッチを押しま

す。

J01011001231

1.吹き出し口切り換えスイッチを押し
て にします。

2.温度調整ダイヤルで設定温度表示灯
を HI に設定します。

3.内外気切り換えスイッチを押して外
気導入にします。

4.風量調整スイッチで風量表示灯を図
の位置に設定します。

J01004201824

1.デフロスタースイッチを押します。
エアコンが自動的に作動し，内外気切
り換えは外気導入に切り換わります。

2.温度調整ダイヤルで温度をお好みに
設定します。

3.風量調整スイッチで風量をお好みに
設定します。

AUTO 作動中にスイッチを操作すると操

作した機能が優先されます。操作した機
能以外は自動制御されます。

室温センサーをふさいだりしないでくだ

さい。

手動で使うとき 

アドバイス

室温センサー

急速暖房したいときは 

風量設定位置

ウインドウガラスの曇り，霜を取
りたいときは 

注意
安全のため，ウインドウガラスの曇りや

霜は早めに取り除いて視界確保に努めて

ください。

作動表示灯点灯

作動表示灯点灯

外気導入

（表示灯消灯）
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J01004300033

トンネルや渋滞など外気が汚れていると
きは内外気切り換えスイッチを押して内
気循環にします。
「内外気切り換えスイッチ」P.7-7

J01009400749

車室内の温度は大変高くなります。
このようなときはドアガラスを開けて車
室内の熱気を車外に追い出してからエア
コンを作動させてください。

長時間冷風を直接身体に当てないでくだ
さい。冷やしすぎは身体によくありませ
んので，少し涼しいと感じる温度に調整
してください。

冷媒ガスが不足すると冷房，除湿効果が
悪くなります。暑い季節になる前に三菱
自動車販売会社で冷媒ガス量の点検を受
けてください。

J01009500678

花粉やほこり，粉じんなどを取り除く
フィルターを内蔵しています。フィル

吹き出し口切り換えスイッチを にし

てもウインドウガラスの曇り，霜を取る
ことができますが，自動的にエアコンは

作動しません。また，外気導入にも切り
換わりません。エアコンの作動および外

気導入への切り換えは，エアコンスイッ

チおよび内外気切り換えスイッチを操作
してください。

デフロスタースイッチを押したときは設

定温度を最低温度付近にしないでくださ
い。ウインドウガラスの外側に露が付き，

視界を妨げることがあります。

アドバイス
曇り，霜を早く取りたいときは風量を最

大に，温度を最高に設定します。

サイドウインドウガラスの曇りを早く取

りたいときは，左右の吹き出し口をサイ
ドウインドウガラスに向けてください。

デフロスタースイッチを押すと，オート

ストップ＆ゴー (AS&G) が作動せず，停

車してもエンジンは自動停止しません。

これは十分な視界を確保するためです。

注意 排気ガス，ほこりなどを車室内に
入れたくないときは 

エアコンの上手な使い方 

長時間炎天下に駐車したとき
は 

冷やしすぎに注意 

冷媒ガス量の点検を忘れずに 

注意
エアコンの冷媒ガスを充填する場合は，

エンジンフード（ボンネット）内に貼付
のエアコン冷媒ラベルに記載されている

冷媒量をお守りください。規定量を超え

て充填した場合，エアコンコンプレッサ
が故障し，エンジン停止や始動不能にな

るおそれがあります。

アドバイス
エアコン冷媒は，オゾン層を破壊させな

い代替フロンガス HFC-134a (R134a) を
使用していますが，この代替フロンガス

にも地球を温暖化させる働きがありま

す。エアコンの効きが悪い場合は三菱自
動車販売会社でガス漏れの点検を行い，

ガスの大気放出を防止してください。

クリーンエアフィルター 



クリーンエアフィルター
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ターに花粉やほこりなどが付着すると効
果が低下しますので，フィルターは定期
的に交換してください。
「クリーンエアフィルターの交換のし

かた」P.9-8

アドバイス
フィルターの交換時期については別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ
い。
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リンクシステム .................................................................... 8-2
USB 入力端子 ....................................................................... 8-2
アンテナ ............................................................................... 8-3

スマートフォン連携ナビゲーションの操作方法については，

別冊の取扱説明書をお読みください。



リンクシステム

8-2 オーディオ

8

J01129301029A

リンクシステムとは，USB 入力端子や

Bluetooth® で接続したデバイスを，車両

に装備されているスイッチや音声コマン
ドを使って操作するシステムです。
USB デバイスまたは iPod の接続方法は

「USB 入力端子」をお読みください。

P.8-2
Bluetooth® は BLUETOOTH SIG, INC. の
登録商標です。

J01128701039A

USB デバイスまたは iPod* を接続するこ

とができます。
*: “iPod” は米国および他の国々で登録さ

れた Apple Inc. の商標です。

J01128801098

1.安全な場所に車両を停車して，エンジ
ンスイッチの電源モードを OFF にし

ます。

2.市販のUSB接続ケーブルをUSBデバ

イスに接続します。

3.インストルメントパネルまたはフロ
アコンソールボックスにある USB 入

力端子のフタを開け，USB 接続ケーブ

ルのもう一方を USB 入力端子に接続

します。

リンクシステム 

USB 入力端子 

USBデバイス (機器 )の接続の
しかた 

USB デバイス

USB 接続ケーブル

アドバイス
USBデバイスをUSB入力端子に直接接続

しないでください。

USB 入力端子

インストルメントパネル

フロアコンソールボックス

USB
入力端子



アンテナ

オーディオ 8-3

8

4. USB 接続ケーブルを取り外すときは，

電源モードを OFF にしてから，取り

付けるときと逆の手順で取り外しま
す。

J01128901086

1.安全な場所に車両を停車して，エンジ
ンスイッチの電源モードを OFF にし

ます。
2. iPod にコネクターケーブルを接続し

ます。

3.インストルメントパネルまたはフロ
アコンソールボックスにある USB 入

力端子のフタを開け，コネクターケー
ブルのもう一方を USB 入力端子に接

続します。

4.コネクターケーブルを取り外すとき
は，電源モードを OFF にしてから，取

り付けるときと逆の手順で取り外し
ます。

J01102202059

A

テレビ用アンテナ線が左右のリヤクォー
ターガラスの内側にプリントされていま
す。

iPod の接続のしかた 

アドバイス
コネクターケーブルは Apple Inc. 純正品

を使用してください。

インストルメントパネル

USB 入力端子

フロアコンソールボックス

USB
入力端子

アンテナ 

テレビアンテナ 

アドバイス
リヤクォーターガラスを清掃するとき

は，アンテナ線を傷つけないようにアン
テナ線に沿って柔らかい布でふいてくだ

さい。

アンテナ線



アンテナ

8-4 オーディオ

8

リヤクォーターガラスに鏡面タイプの

フィルムや金属物（市販のアンテナなど）
を貼り付けると，受信感度が低下する原

因となります。
また，フィルムを貼り付ける際，カッター

などでアンテナ線を傷つけると受信感度

が低下するおそれもあります。

アドバイス
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日常点検

9-2 簡単な整備・車のお手入れ

9

J01203901174

日常点検整備は，お客様の責任において実施していただくことが法律で義務付けられています。事故や故障を未然に防ぐため必ず
実施してください。

日常点検整備は，長距離を走行するときや，洗車，給油時などにお客様自身で行う点検整備です。

詳細については，別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので併せてお読みください。
つぎのような点に気付いたら，三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

•いつもと違う音や臭いや振動がするとき

•ブレーキ液が不足しているとき

•地面に油の漏れたあとが残っているとき

日常点検 



日常点検

簡単な整備・車のお手入れ 9-3

9

警告
エンジン回転中はエンジンルームに手を入れないでください。

手や衣服がドライブベルトなどに巻き込まれるおそれがあります。

エンジンルーム内の部品には高温になるものがあります。

やけどをするおそれがありますので，各部が十分冷えてから点検してください。

点検や交換した後は，工具や布などをエンジンルームに置き忘れていないことを確認してください。

万一の場合，故障や火災になるおそれがあります。

エンジンオイルレベルゲージ

ブレーキ液タンク エンジンオイル注入キャップ

バッテリー P.9-7

コンデンスタンク P.11-28フロント・リヤウォッシャー
タンク P.9-6 CVT オイルレベルゲージ



日常点検

9-4 簡単な整備・車のお手入れ

9

警告
冷却ファンはエンジンが回転していなくても自動的に回り出すことがあります。

エンジンルーム内で作業する場合は，安全のためにエンジンスイッチを LOCK にしてください。

通常はラジエーターキャップを外さないでください。

冷却水には圧力がかかっているため，冷却水の温度が高いときにキャップを外すと，蒸気や熱湯が噴き出し，やけどをするおそれがあります。

警告ラベル 警告ラベル

車両前方
車両前方

ラジエーターキャップ

冷却ファン



エンジンフード（ボンネット）

簡単な整備・車のお手入れ 9-5

9

J01204001084

1.ワイパーアームが立っているときは
ワイパーアームを倒します。

2.計器盤右下にあるレバーを引くとエ
ンジンフードが少し浮き上がります。

3.エンジンフードのすき間に手を入れ，
前端中央部のレバーを左へ押しなが
らエンジンフードを持ち上げます。

4.支持棒をエンジンフードの穴に差し
込みエンジンフードを確実に固定し
ます。

1.エンジンフードを支えながら支持棒
を穴から外してクリップに固定しま
す。

2.エンジンフードを少し持ち上げた位
置（約 20cm）から離します。

3.エンジンフードが完全に閉じている
ことを確認します。

エンジンフード（ボンネッ
ト） 

開けるときは 

アドバイス
ワイパーアームが立った状態でエンジン

フードを開けるとエンジンフードに傷が
つくおそれがあります。

注意
風の強いときにエンジンフードを開けて

いると，風にあおられて支持棒が外れる

ことがあります。特に風の強いときはご
注意ください。

レバー

支持棒は必ず所定の穴に差し込んでくだ

さい。所定以外の箇所に掛けると支持棒
が外れ，思わぬ事故につながるおそれが

あります。

閉めるときは 

注意
手や物をはさまないように注意してくだ

さい。

注意



エンジンオイルの補給

9-6 簡単な整備・車のお手入れ

9

J01200100732

エンジンオイルが不足するとエンジンの
不調や破損につながるおそれがありま
す。
エンジンオイル量を点検しオイルが不足
している場合は，三菱自動車純正エンジ
ンオイルまたはオイル缶に ILSAC 認証

マークの入ったエンジンオイルを補給し

てください。なお，エンジンオイルの点
検，補給方法，交換時期についての詳細
は別冊の「メンテナンスノート」をお読
みください。
「エンジンオイル注入キャップ，

エンジンオイルレベルゲージ」P.9-2
「オイル類の量と種類」P.12-3

J01200201932

ウォッシャータンクのキャップを開け，
レベルゲージで液量を点検します。

ウォッシャー液が不足している場合は，
三菱自動車純正ウォッシャー液を気温に
適した濃度で補給してください。

注意
走行前に必ずエンジンフードが確実に閉

じていることを確認してください。
完全に閉じていないまま走行するとエン

ジンフードが開くおそれがあります。

エンジンフードが開いたまま走行すると

マルチインフォメーションディスプレイ

内のインフォメーション画面に警告表示

が表示されます。

アドバイス
エンジンフードを手で強く押しつけない

でください。力のかけぐあいや場所に

よっては，万一の場合，車体がへこむお
それがあります。

エンジンオイルの補給 

アドバイス
エンジンオイルは通常走行でも，走行状

況に応じて消耗します。

オイル量を点検しオイルが不足している
場合は，補給してください。

エンジンの性能や寿命，始動性に大きく

影響しますので，補給するときは必ず指
定のオイルおよび粘度のものを使用して

ください。

ILSAC 認証マーク

ウォッシャー液の点検・補
給 

フロント・リヤ共用 

使用地域・
季節

希釈割合 凍結温度

通常
原液 1 に

水 2
-10 ℃程度

寒冷地の
冬期

原液 1 に

水 1
-20 ℃程度

上限
下限



バッテリー液の点検・補充

簡単な整備・車のお手入れ 9-7

9

J01202200102

バッテリー液を点検し，液が不足してい
る場合は補給してください。

バッテリー液を補充する時はつぎの手順
でダクトを取り外してください。

J01203701042

クリップ（2 箇所）を外し，ダクトを取

り外します。

J01203800033

ダクトを取り付け，クリップ（2 箇所）で

固定します。

J01202100198

J01202401332

タイヤの摩耗を均一にして寿命を延ばす
ため，タイヤローテーションを 5,000km
走行ごとに行ってください。

極寒冷地の
冬期

原液のまま -50 ℃程度

注意
ウォッシャー液以外の液体を，タンクに

入れないでください。ポンプの故障，ノ
ズルの詰まり，塗装のしみなどの原因に

なることがあります。

冬期は，ウォッシャー液を薄めすぎると

液がウインドウガラスに凍りついてしま

うことがあります。

バッテリー液の点検・補充 

アドバイス
点検および補給方法については別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ
い。

使用地域・
季節

希釈割合 凍結温度 警告
作業を行う場合は，必ずエンジンを止め

てください。
衣服などがファンやドライブベルトに巻

き込まれて，けがをするおそれがありま
す。

取り外すときは 

取り付けるときは 

ダクト

クリップ

タイヤメンテナンス 

タイヤローテーション 

回転方向を示す矢印が付いていない場合

前

回転方向を示す矢印が付いている場合

前



クリーンエアフィルターの交換のしかた

9-8 簡単な整備・車のお手入れ

9

J01202500147

ウェアインジケーター（溝の深さ 1.6mm
以下）が現れたら，スリップしやすくな

り危険ですのでタイヤを交換してくださ
い。

J01202600180

タイヤの空気圧は定期的に点検し，必ず
規定の空気圧に調整してください。
「タイヤの空気圧」P.12-8

J01202000461

1.グローブボックスを開けます。

注意
応急用スペアタイヤ（タイプ別装備）は

ローテーション作業を行うとき，外した
タイヤのかわりに一時的に使用すること

ができますが，ローテーションには加え
ないでください。

タイヤに回転方向を示す矢印が付いてい

るときは，4 輪で前後ローテーションを

行ってください。

タイヤを取り付けるときは車両前進時の

回転方向と矢印の向きが同じになるよう
に取り付けてください。矢印の向きが異

なるとタイヤの性能が十分に活かされま
せん。

種類の異なったタイヤを混ぜて使用する

ことは，安全走行に悪影響をおよぼしま
すので避けてください。

タイヤの摩耗 

車両前方
回転方向を
示す矢印

アドバイス
ウェアインジケーターのマークや位置

は，タイヤメーカーによって異なります。

タイヤ空気圧の点検・調整 

ウェアインジケーター（摩耗限度表示）

ウェアインジケーター位置を示すマーク

警告
タイヤの空気圧が不足したまま走行する

と，タイヤが偏摩耗したり，車の安定性
や操縦性を確保できなくなるおそれがあ

ります。また，バースト（破裂）するな
ど重大な事故につながるおそれがありま

す。

アドバイス
点検方法は別冊の「メンテナンスノート」

をご覧ください。

規定の空気圧は運転席ドアを開けたボ

デー側のラベルにも表示しています。

クリーンエアフィルターの
交換のしかた 



内装品のお手入れ

簡単な整備・車のお手入れ 9-9

9

2.グローブボックス右側のロッドを外
します。

3.グローブボックスの側面を押しなが
ら，左右のツメを外し，グローブボッ
クスを下げます。

4.グローブボックスの奥にクリーンエ
アフィルターがあります。

5.カバー左右にあるツメを外して，カ
バーを外します。

6.クリーンエアフィルターを取り出し
て新品と交換します。交換するときは
フィルターの矢印が下向きになるよ
うに取り付けてください。

7.元に戻すときは，取り外したときと逆
の手順で取り付けます。

J01200602311

1.電気掃除機などでほこりを取り除き
ます。

2.ガーゼなどの柔らかい布に，中性洗剤
を薄めた水溶液を含ませて，軽くふき
取ります。

3.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって，洗剤をきれいにふき取りま
す。

4.水分をよくふき取り，風通しのよい日
陰で乾燥させます。

ロッド

ツメ

ツメ

ツメ 内装品のお手入れ 



外装品のお手入れ

9-10 簡単な整備・車のお手入れ

9 J01202701205A

1.ガーゼなどの柔らかい布に，ウール用
中性洗剤の 5% 水溶液を含ませて，汚

れをふき取ります。
2.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって，洗剤をふき取ります。

3.乾いた柔らかい布で水分をふき取り，
風通しのよい日陰で乾燥させます。

J01200702338

お車を美しく保つために，走行後は塗装
面に付着したほこりを毛ばたきなどでは
らい落としてください。
つぎのような汚れは，そのままにしてお
きますと，腐食，変色，しみになるおそ
れがありますので，できるだけ早く洗車
してください。

海水や道路凍結防止剤など

工場のばい煙，油煙，粉じん，鉄粉，

化学物質（酸，アルカリ，コールター
ルなど）など

鳥のふん，虫の死がい，樹液，花粉など

注意
シリコンやワックスを含むクリーナーや

保護剤を使用しないでください。
変色の原因になったり，インストルメン

トパネルなどに使用すると使用箇所がウ
インドウガラスに映り込み，視界の妨げ

になるおそれがあります。

また，各種スイッチなどに付着すると電
装品の故障につながるおそれがありま

す。

見えにくい場所や狭い場所のお手入れを

するときは，手袋などを使用して，手に

けがをしないよう注意してください。

メーターパネルを清掃するときは厚手の

布などを使用して，手にけがをしないよ
うに注意してください。

アドバイス
ベンジン，ガソリンなどの有機溶剤や酸

またはアルカリ性の溶剤は使用しないで
ください。変色やしみ，割れの原因にな

ります。

また，各種クリーナー類にはこれらの成
分が含まれているおそれがありますので

よく確認のうえ使用してください。

ブラシ，合成繊維類，固い布，乾いた布

やウェットティッシュは使用しないでく
ださい。使用すると表面を傷つけたり，変

色するおそれがあります。

液体芳香剤は，こぼれないよう容器を確

実に固定してください。
また，インストルメントパネルの上やラ

ンプ類，メーターの近くには置かないで
ください。

含まれる成分によって樹脂部品や布材の

変色，ひび割れをおこすおそれがありま
す。

ガラスの内側を清掃するときは，電熱線

を傷つけないよう電熱線に沿って柔らか
い布でふいてください。

本革 

アドバイス
水をこぼしたり，雨などでぬれたときは，

乾いた柔らかい布で早めに水分をふき

取ってください。

ナイロンブラシ，合成繊維類で強くこす

ると表面を傷つけるおそれがあります。

アドバイス
本革の汚れはカビなどの原因となりま

す。油汚れなどは，早めに落としてくだ
さい。

直射日光に長時間さらすと表面が日焼け

したり，硬くなって縮むことがあります。
できるだけ日陰に駐車してください。

外装品のお手入れ 

走行後のお手入れ 

アドバイス



外装品のお手入れ

簡単な整備・車のお手入れ 9-11

9

J01202802030

1.水をかけながら，車体の下まわりを洗
います。

2.車体上部から水をかけながら，スポン
ジなどで汚れを洗い落とします。

3.水洗いで落ちにくい汚れには，中性洗
剤を使用してください。
その後は，中性洗剤を水で完全に洗い
落とします。

4.柔らかい布またはセーム皮で，塗装面
にはん点が残らないよう水分をふき
取ります。

J01202900428

月に 1~2 回または，水をはじかなくなっ

たときにかけます。
ワックスがけは，洗車後や塗装面が体温
以下のときに直射日光を避けて行ってく
ださい。
ワックスのかけ方はワックスの説明書に
したがってください。

注意
下まわりやホイールを洗うときは，厚手

のゴム手袋などを使用して，手にけがを
しないよう注意してください。

洗車のしかた 

注意
エンジンルーム内には水をかけないでく

ださい。 車体の下まわりを洗車するとき

も，エンジンルーム内に水が入らないよ
うにしてください。

エンジン始動不良などの原因になりま

す。

洗車後は，低速で走行しながら数回ブ

レーキペダルを軽く踏み，ブレーキを乾
かしてください。

ぬれたままにしておくとブレーキの効き
が悪くなったり，凍結やさびによってブ

レーキが固着し，走行できなくなること

があります。

アドバイス
レインセンサー付き車は，洗車をする前

にワイパースイッチをOFF 位置にしてく

ださい。AUTO 位置のままでフロントガ

ラスに水がかかると，ワイパーが自動作

動して手や指などをはさんだり，ワイ
パーブレードを損傷するおそれがありま

す。

自動洗車機を使用すると塗装面にブラシ

の傷がつき，塗装の光沢が失われたり，劣
化を早めるおそれがあります。

洗浄機（コイン洗車機など）は機種によっ

て高温，高圧のものがあります。

車体樹脂部品の熱変形，破損，接着式マー
ク類のはがれ，室内への水浸入などのお

それがありますので，つぎのことをお守
りください。

•洗車ノズルと車体との距離を十分離す。

（約 70cm 以上）

•ドアガラス回りを洗うときは，洗車ノズ

ルをガラス面に垂直に向け，洗車ノズル

とガラスとの距離を十分離す。（約 70cm
以上）

注意
自動洗車機を使用するときは，部品が破

損したり，車両を傷つけるおそれがあり
ますので，ドアミラーを格納してくださ

い。

衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM) 付
き車または誤発進抑制機能付き車は，自

動洗車機を使用するとき，予期しない作

動を防ぐために，FCM/ 誤発進抑制機能

ON/OFF スイッチを押して，システムを

OFF にしてください。

「FCM/ 誤発進抑制機能ON/OFFスイッ

チ」P.5-70
「誤発進抑制機能の ON/OFF 作動切り

換え」P.5-78 

ワックスを使ったお手入れ 

アドバイス
三菱自動車純正ワックスの使用をおすす

めします。

アドバイス



外装品のお手入れ

9-12 簡単な整備・車のお手入れ
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J01203001306

ワイパーのふきが悪くなったときは，ウ
インドウガラス洗浄剤（ガラスクリー
ナー等）で清掃してください。

J01201101130

ワイパーゴムに異物が付着していたり，
摩耗しているとふきが悪くなりますの
で，つぎのように処置してください。

異物が付着しているときは，水を含ま

せた柔らかい布でワイパーゴムを清
掃してください。

ワイパーゴムが摩耗しているときは，

早めにワイパーゴムを交換してくだ
さい。

J01201201085A

ガラスの内側を清掃するときは，柔らか
い布で清掃してください。
汚れのひどいときは，つぎの要領で行い
ます。

スポンジやガーゼなどの柔らかい布

に，中性洗剤の 5% 水溶液を含ませて，

汚れをふき取ります。
真水にひたした柔らかい布を固くし

ぼって，洗剤をきれいにふき取りま
す。

J01201501251

スポンジまたはセーム皮で清掃します。
黒色や灰色系統で表面がざらざらしてい
る部分（バンパーやモールディングなど）
およびランプ類にワックスが付着すると
白くなることがあります。
ワックスが付着したときは，温水を用い
柔らかい布またはセーム皮などできれい
にふき取ってください。

J01201600213

1.水をかけながら，スポンジなどで汚れ
を洗い落とします。

2.水洗いで落ちにくい汚れには，中性洗
剤を使用してください。

ウインドウガラスのお手入れ 

アドバイス
三菱自動車純正ウインドウガラス洗浄剤

の使用をおすすめします。

ガラスの内側を清掃するときは，電熱線

を傷つけないよう電熱線に沿って柔らか

い布でふいてください。

ワイパーのお手入れ 

アドバイス
ワイパーゴムの交換については，別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ
い。

サンルーフのお手入れ 

アドバイス
ガラスの内側には，表面処理がしてあり

ますので，固い布や有機溶剤（ベンジン，
シンナーなど）を使用すると表面処理が

はげるおそれがあります。

樹脂部品のお手入れ 

アドバイス
たわしなどの硬いものは，表面を傷つけ

るおそれがありますので使用しないでく
ださい。

ガソリン，軽油，ブレーキ液，エンジン

オイル，グリース，塗装用シンナー，硫

酸（バッテリー液）を付着させると，変
色，しみ，ひび割れの原因になりますの

で，絶対に避けてください。

万一，付着したときは，すみやかに中性
洗剤の水溶液を用い柔らかい布または

セーム皮などでふき取った後，多量の水
で洗い流してください。

アルミホイールのお手入れ 



環境保護のために守っていただきたいこと

簡単な整備・車のお手入れ 9-13
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洗車後は，中性洗剤を水で洗い落とし
ます。

3.柔らかい布またはセーム皮で水分を
ふき取ります。

J01204200018

J01204300019

環境保護のためにつぎのことをお守

りください。

•使用済みのバッテリーやタイヤは，

新品を購入した販売店に処分を依頼
してください。

•エンジンオイルや冷却水を交換する

場合は，三菱自動車販売会社にご相
談ください。アドバイス

ブラシなどの硬いものは，ホイール表面

を傷つけるおそれがありますので使用し

ないでください。

コンパウンド（研磨剤）入りのクリーナー

や，酸性およびアルカリ性のクリーナー
は使用しないでください。

ホイール塗装表面のはがれ，変色，しみ
の原因になります。

スチームクリーナーなどで直接熱湯をか

けないでください。

海水や道路凍結防止剤などが付着したと

きは，腐食するおそれがありますので早
めに洗い落としてください。

環境保護のために守ってい
ただきたいこと 

廃棄物を処理するときは 
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冬期前の点検と準備

10-2 寒冷時の取り扱い
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J01300102522

エンジンオイルは外気温に応じた粘度の
ものに交換します。
「オイル類の量と種類」P.12-3

工場出荷時は不凍液濃度50%の冷却水を

充填しているため，濃度の調整は不要で
す。

ウォッシャー液（三菱自動車純正品）の
濃度を 50% 以上にします。

「ウォッシャー液の点検・補給」P.9-6

液量，比重の確認をし，必要に応じて液
の補給や補充電します。詳しくは，「メン
テナンスノート」をお読みください。
「バッテリー液の点検・補充」P.9-7

タイヤチェーンは必ず三菱自動車純正品
をご使用ください。またタイヤに合った
サイズのものを使用してください。
「タイヤチェーン」P.10-4
冬用タイヤに取り替えるときは，4 輪と

も交換します。
「タイヤ交換のしかた」P.11-23

寒冷地用ワイパーに交換するときは，必
ず三菱自動車純正品をご使用ください。

J01300901086

走行前にガラスやランプ類に付いた雪や
霜および車の屋根に積もった雪を落とし
てください。
また，ワイパーブレードがガラスに凍り
ついていないか確認してください。

足まわりに付着した氷塊を取り除いてく
ださい。走行中に部品を損傷したり，ハ
ンドルの切れが悪くなるおそれがありま
す。

冬期前の点検と準備 

エンジンオイル 

冷却水 

ウォッシャー液 

バッテリー 

タイヤチェーン，または冬用タ
イヤの準備 

ワイパー 

運転をする前に 

ガラス，ランプ類，車の屋根の
雪や霜を落とす 

注意
車の屋根に雪が積もったまま走行する

と，走行中ガラスに雪が落ちて視界の妨
げとなり，思わぬ事故につながるおそれ

があります。

ワイパー作動中に雪が落ちた場合，ワイ

パーの故障の原因となります。

冬季はワイパーブレードが凍結しガラス

に張り付くことがあります。ガラスに張

り付いたまま動かすとワイパーブレード
を痛めたり，ワイパーモーターの故障の

原因となります。フロントガラスの場合

は，ヒーターで暖めてください。
「ウインドウガラスの曇り，霜を取り

たいときは」P.7-10

足まわりの確認 

注意
足まわりにはブレーキ関連部品が集まっ

ています。部品や配線などを損傷させな

いように注意して氷塊を取り除いてくだ

さい。



雪道，凍結路の走行

寒冷時の取り扱い 10-3
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ドアが凍結したときに無理に開けようと
するとドアまわりのゴムがはがれたり，
き裂が入るおそれがあります。お湯をか
けて氷を溶かしてください。その後すみ
やかに水分を十分ふき取ってください。

ペダルのすべりや，ウインドウガラスの
曇りを防止するため，靴についた雪はよ
く落としてから乗車してください。

ペダルやハンドルの動きは円滑かど

うか確認してください。
ブレーキ装置に付着した雪や水が凍

結し，ブレーキの効きが悪くなること
があります。

走り始めの極低速時にブレーキペダ
ルを踏んで，効き具合を確認してくだ
さい。

J01300300692

長すぎる暖機運転は，燃料の無駄使いに
つながります。環境保護のためにも暖機
運転は 1 分程度を目安として最小限にと

どめてください。

速度はひかえめにしてください。

橋の上，日陰，水たまり，トンネルの

出入口付近などは路面が凍結しやす
いので，注意してください。

雪道，凍結路は滑りやすいため，ブレー
キの効きが悪くなります。走行中は車間
距離を十分にとってください。

雪道走行時にブレーキ装置に着氷し，ブ
レーキの効きが悪くなることがありま
す。走行中は前後の車や道路状況に注意
し，ときどき軽くブレーキペダルを踏ん
で効き具合を確認してください。

ブレーキ装置への着氷により車輪がロッ
クしていることがあります。車のまわり
の安全を十分確認してからゆっくり発進
してください。

J01300401658

駐車ブレーキが凍結するおそれがありま
す。駐車ブレーキはかけず，セレクター

レバーを  に入れさらに輪止めをして

ください。

ドアの凍結 

アドバイス
キー穴部にはお湯をかけないでくださ

い。凍結すると，キーが差し込めなくな

ります。

車に乗る前に 

ペダル，ハンドル，ブレーキの
効きの確認 

雪道，凍結路の走行 

暖機運転について 

雪道や凍結した道路はスリッ
プに注意 

車間距離は十分に 

ブレーキの効き具合を確認 

駐車後の発進は慎重に 

注意
急にアクセルペダルを踏み込まないでく

ださい。着氷によるロックが外れたとき

に急発進し，思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

寒冷地での駐車 



タイヤチェーン

10-4 寒冷時の取り扱い
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また軒下や樹木の下には駐車しないでく
ださい。落雪や積雪の重みで屋根などの
へこみや車体が損傷するおそれがありま
す。

J01300701055

タイヤチェーンは，前輪に取り付けてく
ださい。

また，必ず三菱自動車純正品をご使用く
ださい。サイズが不適合なものを取り付
けると，ボデーなどにあたり傷をつける
おそれがあります。詳しくは三菱自動車
販売会社にご相談ください。

取り付け要領は，タイヤチェーンに添付
の取扱説明書をご参照ください。

アドバイス
車の前方を風下に向けて駐車しておく

と，エンジンの冷えすぎを防ぐことがで

きます。

輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ
い。

輪止めがないときは，タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

タイヤチェーン 

注意
タイヤチェーンは後輪に取り付けないで

ください。

注意
応急用タイヤ（タイプ別装備）にはタイ

ヤチェーンは装着できません。

パンクタイヤ応急修理キット付き車がパ

ンクしたときは，パンクタイヤ応急修理

キットで応急修理をしてからタイヤ

チェーンを装着してください。
「パンクタイヤ応急修理キット」

P.11-15
路上でタイヤチェーンをかけるときは，

交通のじゃまにならず，安全に作業でき

る平らで硬い場所を選びます。

また，非常点滅灯や停止表示板で後続車
に注意を促し同乗者は安全な場所に待機

させてください。

アドバイス
タイヤチェ ーンを装着した ときは

30km/h 以下で走行してください。

雪道，凍結路以外でのタイヤチェーンの

装着はチェーンの寿命を短くしますの
で，避けてください。
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警告灯が点灯または点滅したときは！

11-2 もしものときの処置
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J01400102868

つぎの警告灯が点灯したときは，ただちに安全な場所に停車し，最寄りの三菱自動車販売会社へ連絡してください。

警告灯が点灯または点滅したときは！ 

アドバイス
マルチインフォメーションディスプレイ内の警告表示は「インフォメーション画面表示一覧」の項をご覧ください。P.4-22

警告灯 点灯の原因

ブレーキ警告灯
P.4-37

ブレーキ液の不足

ブレーキ力配分機能の異常

駐車ブレーキをかけたままのときも点灯します。
駐車ブレーキを解除し，消灯すれば異常ではありません。

電動パーキングブレーキ警告灯
P.4-38

電動パーキングブレーキの異常

充電警告灯
P.4-38

充電系統の異常



警告灯が点灯または点滅したときは！

もしものときの処置 11-3
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つぎの警告灯が点灯したときは，ただちに最寄りの三菱自動車販売会社へ連絡してください。

つぎの警告灯が点灯または点滅したときは，ただちに最寄りの三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯 点灯の原因

SRS エアバッグ／プリテンショナー機構警告灯

P.3-34

SRS エアバッグシステムの異常

プリテンショナーシステムの異常

警告灯 点灯／点滅の原因

エンジン警告灯
P.4-38

エンジン制御システムの異常

CVT 制御システムの異常



警告灯が点灯または点滅したときは！

11-4 もしものときの処置
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つぎの警告灯または表示灯が点灯したときは，急ブレーキや高速走行を避け，安全な場所に停車し，エンジンを停止してください。
再度エンジンをかけ，その後しばらく走行しても点灯しなければ異常ありません。
消灯しないときやたびたび点灯するときは，できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯／表示灯 点灯の原因

ABS 警告灯

P.5-44

ABS システムの異常

アクティブ
スタビリティ
コントロール

(ASC) 作動表示灯

および

ASC OFF 表示灯 ASC システムの異常

P.5-47

ASC 作動表示灯

（点灯）
P.5-42

ヒルスタートアシストシステムの異常



警告灯が点灯または点滅したときは！

もしものときの処置 11-5
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つぎの警告灯が点灯したときは，すぐに停車する必要はありませんが，できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受けてくださ
い。

つぎの警告灯が点灯したときは，つぎの通り処置してください。
処置しても消灯しないときは，三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯 点灯の原因

LED ヘッドライト警告灯

P.4-41

LED ヘッドライトの異常

警告灯 点灯／点滅の原因 処置内容

シートベルト非着用警告灯
P.3-15

運転席シートベルトが着用されていない シートベルトを着用する
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J01400303391

こんなことでお困りのときは ! 

現象 処置

水たまりに入った後にブレーキの効きが悪い。 前後の車や道路状況に十分注意して低速で走行しながらブレーキの効きが回
復するまで数回ブレーキペダルを軽く踏み，ブレーキを乾かしてください。
「雨天時や水たまりを走行するときは」P.5-3

走行中にエンストした。 通常よりブレーキペダルを強く踏み続けてください。
「万一，走行中にエンストしたときは」P.5-4

エンジンスイッチを押してもエンジンがかから
ない。

キーレスオペレーションキーが車室内にあることを確認します。
「エンジンを始動する，電源モードを切り換えるときの作動範囲」P.2-10
セレクターレバーが に入っていることを確認し，ブレーキを踏みながらエン
ジンスイッチを押してください。
「エンジンのかけ方」P.5-19

エンジンがかからず，電源モードも OFF になら

ない。

1.セレクターレバーを に入れてから電源モードを OFF にしてください。

2.他の原因の一つとして，バッテリーの電圧が低下している可能性がありま
す。このとき，キーレスエントリー，キーレスオペレーション機能やハン
ドルロックも作動しません。
三菱自動車販売会社にご連絡ください。



こんなことでお困りのときは !
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キーレスオペレーション機能が作動しない。 キーレスオペレーションキーに内蔵されているエマージェンシーキーを

使ってドアの施錠・解錠操作を行ってください。
「キーレスオペレーションシステム：キーレスオペレーション機能を使わず
に操作するときは」P.2-16

キーレスオペレーションキーをインストルメントパネルにあるキーボック

スに差し込んで，エンジンの始動，電源モードの切り換えを行ってくださ
い。
「エンジンのかけ方：キーレスオペレーションキーが正常に作動しないとき
（電池切れなど）にエンジンを始動するときは」P.5-22

セレクターレバーが から動かない。 ブレーキペダルを踏んだままセレクターレバーを操作してください。
エンジンスイッチの電源モードがONの状態になっていることを確認してくだ

さい。
「セレクターレバーの動かし方」P.5-28

雨の日，湿気の多い日などに窓が曇る。 エアコンの内外気切り換えが，外気導入になっているか確認してください。
エアコンを入れると効果的です。
「ウインドウガラスの曇り，霜を取りたいときは」
P.7-10

現象 処置



こんなことでお困りのときは !
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パンクした。 1.あわてずに，ハンドルをしっかり持ち，安全な場所に車を停止します。
2.応急用スペアタイヤ付き車は，スペアタイヤに交換します。
「タイヤ交換のしかた」P.11-23
パンクタイヤ応急修理キット付き車は，パンクしたタイヤの応急修理をし
ます。
「パンクタイヤ応急修理キット」P.11-15

エンジンがかからない。
ライトが点灯しない，暗い。
ホーンが鳴らない，音が小さい。

バッテリー上がりが考えられます。
「バッテリー上がりのときは !」P.11-26

現象 処置



こんなことでお困りのときは !

もしものときの処置 11-9
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マルチインフォメーションディスプレイ内のイ

ンフォメーション画面に 警告表示が表示され

ると同時に，エンジン冷却水温表示 が点滅して

いる。
エンジンの出力が急に低下する。
エンジンルームから蒸気が出ている。

オーバーヒートが考えられます。
「オーバーヒートしたときは !」P.11-28

現象 処置

または



こんなことでお困りのときは !
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現象 処置

タイヤがスリップして発進できない。
（ぬかるみ，雪道，凍結路などの発進時）

スリップしているタイヤの前後にある土や雪などを取り除きます。

 1.毛布か布などがあるときは，それをスリップしているタイヤの前に差し
入れて滑り止めにします。

2. 4WD 車はドライブモードを「SNOW」または「GRAVEL」にします。

3.ゆっくりとアクセルペダルを踏んで発進してください。
4.アクティブスタビリティコントロール (ASC) を OFF にすると，脱出に

効果的な場合があります。
「ASC の ON/OFF 作動切り換え」P.5-47

何も滑り止めにするものがないときは，前後進を繰り返して車の反動を利用
して脱出します。

注意
車の反動を利用して脱出するときは，車の周囲に人がいないことを確認してから行ってください。

ぬかるみなどにはまったときは，むやみにタイヤを空転させないでください。タイヤがもぐり込み，かえって脱出しにくくなります。また，

エンジンの高回転を続けるとオーバーヒートやトランスミッションの故障につながるおそれがあります。数回試して脱出できないときは，専

門業者に依頼してください。



故障したときは！
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J01400401910

故障して動けなくなったときは，同乗者
または付近の人に応援を求め，安全な場
所まで車を押して移動します。

このとき，セレクターレバーを に入れ
てください。

追突などの事故を防ぐため，車を路肩に
寄せ，非常点滅灯を点滅させるか，停止
表示板などで故障表示します。

高速道路や自動車専用道路では，車両後
方に停止表示板を置くことが義務付けら
れています。
人は車内に残らず，路肩を歩いて安全な
場所に避難してください。

現象 処置

CVT が変速しない。 CVT に異常が発生し，安全装置が働いていると考えられます。ただちに三菱自動

車販売会社で点検を受けてください。

加速が鈍い。 CVT に異常が発生し，安全装置が働いているか，エンジン制御装置に異常が発生

していると考えられます。高速走行を避けてただちに三菱自動車販売会社で点検
を受けてください。

注意
マルチインフォメーションディスプレイ内の 警告表示や 警告表示が消えないときやたびたび表示するとき，またはエンジン警告灯が点

灯や点滅したとき，走行中はアクセルペダルを踏んでもスピードが出なくなることがあります。停車時はアイドリング回転数が高くなり，ク
リープ現象が強くなることがあるため，よりしっかりとブレーキペダルを踏んでください。

現象 処置

オートストップ＆ゴー (AS&G) が作動しない。

もしくは作動頻度が落ちた。

バッテリー性能が劣化などの理由により，低下している可能性があります。
三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

故障したときは！ 一般道路での故障表示 高速道路，自動車専用道路での
故障表示 



発炎筒を使うときは！
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別冊の「メンテナンスノート」をご覧く
ださい。

J01400500392

発炎筒は，高速道路や踏切などで故障し，
緊急を要するときに使用します。
発炎筒は，グローブボックスの左下部に
備えつけてあります。
使い方は発炎筒に記載されていますので
あらかじめよく読んでおいてください。

J01400601912

ラゲッジルームの右側面に格納されてい
ます。

ツメを押してリッドを外します。アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく
ださい。

修理の連絡先

発炎筒を使うときは！ 

警告
お子さまには，発炎筒をさわらせないで

ください。

人の顔や体に向けて絶対に使用しないで

ください。やけどをするおそれがありま

す。

ガソリンなど燃えやすいものの近くでは

使用しないでください。
火災をまねくおそれがあります。

トンネル内では使用しないでください。

煙により視界が悪くなり，重大な事故に
つながるおそれがあります。非常点滅灯

など他の方法を用いてください。

アドバイス
発炎時間は約5分です。非常点滅灯など他

の方法を併用してください。
「非常点滅灯スイッチ」P.4-47

発炎筒には有効期限（発炎筒に記載）が

ありますので，期限が切れる前に三菱自
動車販売会社でお買い求めください。

工具とジャッキ 

格納場所 

注意
工具やジャッキを使用した後は，元の位

置に確実に格納してください。
室内などに放置すると，思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

リッドの裏
ジャッキ

ジャッキ

バー

ホイールナットレンチ

ツメ



ジャッキアップのしかた
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J01404200775

取り出すときは，ジャッキの先端を左に
回してジャッキを縮め，取り付け金具か
ら取り外します。
格納するときは，逆の手順で行います。

J01400702851

1.交通のじゃまにならず，安全に作業で
きる平らで硬い場所に車を止めます。

2.駐車ブレーキを確実にかけ，セレク

ターレバーを に入れて，エンジンを
止めます。

3.人や荷物を車から降ろします。必要に
応じて非常点滅灯を点滅させ，停止表
示板などを車両後方に置きます。

4.ジャッキアップするタイヤと対角の
位置にあるタイヤの前後に輪止めを
します。

アドバイス
工具の種類，ジャッキの使い方は，万一

のとき困らないようあらかじめ確認して
おきましょう。

ジャッキの脱着 

注意
ジャッキは，タイヤ交換とタイヤチェー

ンの取り付け以外の目的には使用しない

でください。

縮める

取り付け金具

広げる

車両に搭載されているジャッキは，お客

様のお車専用です。他の車両に使用した
り，他の車両のジャッキをお客様のお車

に使用しないでください。車両を損傷し
たり，思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

ジャッキアップのしかた 

警告
ジャッキアップしたら車の下には絶対に

もぐらないでください。万一ジャッキが

外れたとき，重大な傷害を受けるおそれ
があります。

注意
ジャッキアップするときは安全のため，

つぎのことを必ず守ってください。
万一の場合，ジャッキが外れ思わぬ事故

につながるおそれがあります。

•エンジンをかけたままにしない。

•人や荷物を乗せたままにしない。

•地面が平らで硬い場所以外では使用し

ない。

•凍結した路面では使用しない。

•ジャッキの上や下に物をはさまない。

•ジャッキアップ中に車をゆすらない。

注意
•ジャッキアップしたタイヤを回転させ

ない。

•ジャッキアップしたまま放置しない。

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく

ださい。

注意

輪止め

ジャッキアップ
するタイヤ
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5.工具とジャッキを取り出します。
「工具とジャッキ」P.11-12

6.ジャッキアップするタイヤに近い指
定位置の下にジャッキを置きます。

7.ジャッキ頭部の溝がジャッキ指定位
置にはまるまで，ジャッキを手で右に
回して上げます。

8.図で示すようにジャッキバーとホ
イールナットレンチを組み付け，タイ
ヤが地面から少し浮くまで静かにホ
イールナットレンチを右に回します。

注意
ジャッキアップするときは，必ず輪止め

を使用してください。
万一，ジャッキアップ中に車両が動いた

とき，ジャッキが外れ，思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

アドバイス
輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ

い。

輪止めがないときは，タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

警告
ジャッキ頭部の溝は，指定された位置以

外にかけないでください。指定された位

置以外にかけると，車体がへこんだり，
ジャッキが倒れて，重大な傷害を受ける

おそれがあります。

ジャッキ

指定位置

溝

注意
地面からタイヤが少し離れた高さ以上に

ジャッキアップしないでください。
必要以上にジャッキアップすると，思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

ホイールナットレンチ

ジャッキバー
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J01403801872A

本キットはタイヤ接地部に刺さった釘や
ネジなどによる軽度のパンクを応急修理
するものです。
パンクタイヤ応急修理キット付き車に
は，スペアタイヤが搭載されていません。

ガレージジャッキを使用する
ときは 

警告
ガレージジャッキを使用するときは，必

ず指定のガレージジャッキセット位置に

当ててジャッキアップしてください。指

定された位置以外に当ててジャッキアッ
プすると，車両を損傷したり，思わぬ事

故につながるおそれがあります。

 4WD車のリヤ側をジャッキアップすると

きは，リヤディファレンシャルにガレー

ジジャッキを当ててジャッキアップしな
いでください。リヤディファレンシャル

にガレージジャッキを当ててジャッキ
アップすると，車両を損傷するおそれが

あります。

ガレージジャッキ

ガレージジャッキセット位置 

*: 4WD 車のみ

ガレージジャッキ

セット位置

車両前方

ガレージジャッキセット位置

リヤディファレンシャル

*（ジャッキアップ不可） スペアタイヤ

パンクタイヤ応急修理キッ
ト 

警告
パンクタイヤ応急修理キットは必ず三菱

自動車純正品を使用してください。

注意
応急修理剤を飲用すると健康に害があり

ます。もし誤って飲用した場合は，でき
るだけたくさんの水を飲み，ただちに医

師の診察を受けてください。

応急修理剤がもし目に入ったり，皮膚に

付いたりした場合は，水でよく洗い流し
てください。それでも異常を感じたとき

は，医師の診察を受けてください。

応急修理剤にお子さまが誤って手を触れ

ないようご注意ください。

応急修理キットで応急修理を行うとき

は，車を地面が平らで安全な場所に止め

てください。



パンクタイヤ応急修理キット

11-16 もしものときの処置

11
ラゲッジルーム内のラゲッジフロアボッ
クスの中に収納されています。

アドバイス
つぎのような場合は，応急修理剤を使っ

て修理することができません。
三菱自動車販売会社または JAF などに連

絡してください。

•応急修理剤の有効期限が切れていると

き（有効期限はボトルのラベルに記載さ

れています。）

•タイヤが 2 本以上パンクしているとき

•およそ 4mm 以上の切り傷や刺し傷によ

るパンクのとき

•タイヤサイド部（接地面以外の部分）が

損傷を受け，パンクしたとき

•空気がほとんど抜けた状態で走行した

とき

有効期限

タイヤ
サイド

部

タイヤ
サイド

部

接地面

•タイヤがホイールの外側へ完全に外れ

ているとき

•ホイールが破損しているとき

タイヤに刺さった釘やネジなどは，抜か

ずにそのまま応急処置をしてください。

応急修理剤が衣服などに付着すると，お

ちないおそれがあります。

応急修理剤には有効期限がありますの

で，定期的に点検を行ってください。有
効期限が切れる前に三菱自動車販売会社

でお買い求めください。

格納場所と内容 

アドバイス

コンプレッサー 応急修理剤

注入ホース バルブコア回し

バルブコア（予備） 速度制限シール
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J01407301439

1.交通のじゃまにならず，安全に作業で
きる平らな場所に車を止めます。

2.駐車ブレーキを確実にかけ，セレク

ターレバーを に入れて，エンジンを
止めます。 

3.人や荷物を車から降ろします。必要に
応じて非常点滅灯を点滅させ，停止表
示板などを車両後方に置きます。

4.パンクタイヤ応急修理キットを取り
出します。

5.タイヤのバルブからバルブキャップ
を外し，バルブコア回しを図のように
押しあてて，タイヤの空気を完全に抜
きます。

6.バルブコア回しでバルブコアを反時
計回りに回して取り外します。
取り外したバルブコアは，汚れないよ
うにきれいな場所に保管します。

7.応急修理剤のボトルをよく振ります。

応急修理のしかた 

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく

ださい。

バルブキャップ

バルブコア回し

バルブ

バルブ

バルブコア

バルブコア回し

注意
バルブコアを外すとき，タイヤに空気が

残っているとバルブコアが飛び出し，け
がをするおそれがありますので，完全に

空気が抜けていることを確認してから外
してください。

アドバイス
寒冷時（0°C 以下）では，応急修理剤の粘

度が高くなり注入しづらくなることがあ
りますので，ボトルを振る前に車内など

で温めてください。



パンクタイヤ応急修理キット
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8.キャップを外し，応急修理剤の密封
シール（中栓）をつけたまま注入ホー
スをボトルにねじ込みます。注入ホー
スをねじ込むと，密封シール（中栓）
が破れ，修理剤が注入できる状態にな
ります。

9.注入ホースをバルブに差し込みます。
応急修理剤のボトルを逆さまに持ち，
手でボトルを何回も圧迫し，ボトル内
のすべての修理剤をタイヤ内に注入
します。

10.注入後，注入ホースをバルブから引き
抜き，バルブコアをバルブに取り付
け，バルブコア回しでしっかりと時計
回りにねじ込んでください。

注意
注入ホースをねじ込んだ後，応急修理剤

のボトルを振ると，修理剤が注入ホース

から飛び出すおそれがあります。

密封シール

（中栓）

注入ホース

キャップ

ボトル

アドバイス
修理剤は，タイヤバルブがタイヤと地面

の接地部分近く（最低部付近）以外の位
置で注入してください。バルブが接地部

分近くにあると，修理剤が入りにくい場

合があります。

バルブ

アドバイス
バルブコア回しは，手で回してください。

工具などを使って回すと，バルブコア回

しが破損するおそれがあります。

バルブ

バルブコア

バルブコア回し
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11.注入が終わった空ボトルから修理剤
が漏れるのを防ぐため，注入ホースの
先端にバルブコア回しを差し込んで
栓をします。

12.コンプレッサーのエアホースを取り
出し，口金をバルブに確実に取り付け
ます。

13.空気圧計を上にして，コンプレッサー
を置きます。
コンプレッサーの電源コードを取り
出し，プラグをアクセサリーソケット
に差し込みます。
「アクセサリーソケット」P.6-2
エンジンスイッチの電源モードを
ACC にし，コンプレッサーのスイッ

チをONにして指定の空気圧まで昇圧

します。「タイヤの空気圧」P.12-8

14.コンプレッサーの空気圧計を使用し
て，空気圧を点検，調整します。
空気を入れ過ぎたときは，エアホース
の口金をゆるめて空気を抜きます。

バルブコア回し

注入ホース

バルブ

口金

エアホース

アクセサリーソケット

プラグ

電源コード

コンプレッサー

空気圧計

エアホース

スイッチ

注意
備え付けのコンプレッサーは，お客様の

お車専用です。他の車には使用しないで
ください。

備え付けのコンプレッサーは，自動車用

タイヤの空気充填用です。自動車用タイ
ヤの空気充填や空気圧の点検以外での使

用はしないでください。

コンプレッサーの電源は，自動車用 12V
専用です。他の電源は接続しないでくだ
さい。

コンプレッサーには防水加工をしており

ません。降雨時などは，水がかからない

ようにしてご使用ください。

コンプレッサーは，砂埃などを吸い込む

と，故障の原因になります。砂地など砂

埃の多い場所に直接置いて使用しないで
ください。

コンプレッサーの分解，改造などは絶対

にしないでください。また，空気圧計な

どに衝撃を与えないでください。故障の
原因となります。

注意
タイヤがふくらむとき，タイヤとホイー

ルの間に指などはさまないようにしてく
ださい。
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15.コンプレッサーのスイッチを OFF に

してから電源コードのプラグをアク
セサリーソケットから抜きます。

16.速度制限シールをハンドルの三菱
マークの上に貼ります。

17.応急修理キットを車に搭載してただ
ちに走行してください。
80km/h以下の速度で法定速度を守り，

急ブレーキ，急ハンドル，急なアクセ
ル操作を避けて慎重に運転してくだ
さい。

18.10 分間または約 5km 走行後，コンプ

レッサーの空気圧計でタイヤの空気
圧を点検します。
空気圧の低下がなければ，応急修理完
了です。つぎに手順 20. を行ってくだ

さい。
タイヤの空気圧が不足している場合
は，もう一度指定の空気圧まで昇圧
し，走行します。

19.10 分間または約 5km 走行後，再びタ

イヤの空気圧を点検します。
空気圧の低下がなければ，応急修理完
了です。

使用中，コンプレッサーの表面が熱くな

ります。コンプレッサーは 10 分以上連続

して作動させないでください。故障につ

ながるおそれがあります。

コンプレッサーの運転中に動作が鈍く

なった場合は，オーバーヒート状態に

なっています。このような場合はただち
にスイッチを OFF にし，30 分以上放置

してください。

アドバイス
 10 分以内に指定の空気圧に昇圧できな

いときは，タイヤがひどい損傷を受けて
いるおそれがあり，応急修理剤を使って

応急修理することができません。三菱自

動車販売会社または JAF など専門業者

に連絡してください。

アドバイス
本応急修理キットでタイヤに修理剤およ

び空気を注入するだけではパンク穴はふ

さがりません。応急修理が完了するまで
（手順 18. または 19. まで）は，パンク穴

より空気が漏れます。

注意

注意
ハンドルの指定位置以外にシールを貼ら

ないでください。SRS エアバッグが正常

に作動しなくなるおそれがあります。

注意
走行中異常を感じたときは，運転を中止

して三菱自動車販売会社または JAF など

専門業者に連絡してください。
応急修理完了までに空気圧が低下して安

全性を損なうおそれがあります。

速度制限シール

注意
空 気 圧 が 最 少 空 気 圧

(130 kPa {1.3kgf/cm 2}) より低下してい

るときは，応急修理剤での応急修理はで
きません。

運転を中止して三菱自動車販売会社また
は JAF など専門業者に連絡してくださ

い。

アドバイス
タイヤの空気圧が指定空気圧より低下し

ていたら運転を中止して三菱自動車販売

会社または JAF など専門業者に連絡して

ください。
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20.すみやかに三菱自動車販売会社まで
慎重に運転し，タイヤの修理，交換を
行ってください。

J01400802272A

タイヤがパンクしたとき，パンク修理す

るまでの応急用として，一時的に使用す

るタイヤです。できるだけ早く標準タイ

ヤに交換してください。 応急用スペアタ

イヤは，図のように標準 タイヤに比べて，

直径がいくぶん小さく なっています。

寒冷時（0°C 以下）では修理完了までの時

間，走行距離が長くなる場合があるため，
2 度目の空気圧の昇圧，走行後でもタイ

ヤ空気圧が指定空気圧より低下すること
があります。

そのような場合は，もう一度指定空気圧
まで昇圧しさらに 10 分間または約 5km
走行後，もう一度空気圧を点検してくだ
さい。それでも指定空気圧より低下する

場合はこれ以上の運転を中止し三菱自動

車販売会社または JAF など専門業者に連

絡してください。

注意
必ず空気圧の点検を行い，応急修理の完

了を確認してください。

アドバイス
応急修理剤の空ボトルは，三菱自動車販

売会社で新しい応急修理剤をお買い求め

の際にお渡しください。

アドバイス
応急修理剤を使用したタイヤは，新しい

タイヤに交換することをおすすめしま
す。修理・再使用する場合は三菱自動車

販売会社にご相談ください。なお，応急
修理後の恒久修理のとき，パンク穴を発

見できず恒久修理できないことがありま

す。

スペアタイヤ 

応急用スペアタイヤ 

アドバイス

注意
応急用スペアタイヤを装着したときは，

80km/h 以下のスピードで走行してくだ

さい。

応急用スペアタイヤは，標準タイヤに比

べて直径が小さくなります。標準タイヤ
装着時と同じ感覚で運転しないよう注意

してください。特に車高が少し低くなり
ますので，突起物などを乗り越えるとき

は十分注意してください。

応急用スペアタイヤにはタイヤチェーン

は装着できません。チェーン装着時に前
輪がパンクしたときは，応急用スペアタ

イヤを後輪に装着し，外した後輪タイヤ
を前輪に取り付け，これにタイヤチェー

ンを装着してください。

この応急用スペアタイヤとホイールはお

客様のお車専用です。他のタイヤやホ
イールと組み合わせたり，お客様のお車

以外に使用しないでください。

標準タイヤ 応急用スペアタイヤ
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応急用スペアタイヤは，ラゲッジルーム
の床下に格納されています。

1.テールゲートを開け，ジャッキバーを
使用してタイヤハンガー取り付けボ
ルトのカバーを外します。
「テールゲート」P.2-19

2.ホイールナットレンチを使用してタ
イヤハンガー取り付けボルトを反時
計回りに回してゆるめます。

3.タイヤハンガーを持ち上げてフック
から外し，下に降ろしてタイヤを取り
出します。

1.タイヤハンガーの中央にタイヤを置
きます。

空気圧は，定期的に点検してください。空

気圧が不足している状態で走行すると，
思わぬ事故につながるおそれがありま

す。空気圧が不足しているときは，最寄
りの三菱自動車販売会社またはガソリン

スタンドまで控えめな速度で走行し，指

定の空気圧に調整してください。
「タイヤの空気圧」P.12-8

応急用スペアタイヤを同時に 2 本以上使

用しないでください。

格納場所 

注意 取り出すときは 

カバー

注意
タイヤハンガー取り付けボルトをゆるめ

すぎると，フックが抜けて応急用スペア
タイヤが落ちる場合がありますので確認

しながら行ってください。

注意
フックからタイヤハンガーを外すとき，

またはかけるときは，ハンガーを足の上
などに落とさないよう確実にタイヤハン

ガーを持って行ってください。

格納するときは 

フック

タイヤハンガー
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2.タイヤハンガーを持ち上げ，フックに
タイヤハンガーをかけます。

3.テールゲートを開け，ホイールナット
レンチを使用してタイヤハンガー取
り付けボルトを時計回りに回して確
実に締め付けます。

4.タイヤハンガー取り付けボルトのカ
バーを取り付けます。

J01400902941

1.交通のじゃまにならず，安全に作業で
きる平らで硬い場所に車を止めます。

2.駐車ブレーキを確実にかけ，セレク

ターレバーを に入れて，エンジンを
止めます。

3.人や荷物を車から降ろします。必要に
応じて非常点滅灯を点滅させ，停止表
示板などを車両後方に置きます。

4.ジャッキアップするタイヤと対角の
位置にあるタイヤの前後に輪止めを
します。

注意
スペアタイヤを格納するときは，ホイー

ル表面を上にして格納してください。タ
イヤの裏表を間違えて格納すると，ホ

イールやタイヤハンガーの損傷などの原
因となります。損傷などが見つかった場

合は，そのまま使用せずに三菱自動車販

売会社へ連絡してください。

アドバイス
タイヤハンガーは応急用スペアタイヤ専

用のため，他のタイヤは格納できません。

パンクタイヤはラゲッジルームに格納し
てください。

フック

タイヤハンガー

注意
タイヤハンガーの正位置以外にフックを

かけないでください。フックが車体を傷
つけたり，走行中にタイヤが落ちて思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

注意
スペアタイヤを格納した後は，タイヤハ

ンガーが確実に固定されていることを確
認してください。タイヤハンガーが固定

されていないと走行中に脱落して思わぬ

事故につながるおそれがあります。

アドバイス
応急用スペアタイヤを手または足でゆ

すってがたつかないことを確認してくだ
さい。がたついているときはタイヤハン

ガーやフックの変形などが考えられます
ので，タイヤを車内に保管し，三菱自動

車販売会社で修理してください。

タイヤ交換のしかた 

タイヤを取り外すときは 
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5.スペアタイヤ，工具およびジャッキを
取り出します。
スペアタイヤに交換するときは，スペ
アタイヤを取り出します。（スペアタ
イヤ付き車）
「工具とジャッキ」P.11-12

「スペアタイヤ」P.11-21

6.交換するタイヤに近い指定箇所に
ジャッキをセットします。
「ジャッキアップのしかた」P.11-13

7.ホイールナットレンチを使用して，ホ
イールナットを番号順に，手で回るく
らいまでゆるめます。

8.タイヤが地面から少し浮くまで静か
にジャッキアップします。

9.ホイールナットを外し，タイヤを取り
外します。

1.ハブ面，ハブボルトおよびホイール取
り付け穴の汚れをきれいに取り除き
ます。

2.タイヤを取り付けます。

注意
ジャッキアップするときは，必ず輪止め

を使用してください。

万一，ジャッキアップ中に車両が動いた

とき，ジャッキが外れ，思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

アドバイス
輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ
い。

輪止めがないときは，タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

輪止め

ジャッキアップ

するタイヤ

アドバイス
取り出したスペアタイヤは，万一ジャッ

キが外れたときのため，ジャッキ近くの

車体の下に置いてください。 アドバイス
タイヤを地面に置くときは，ホイール表

面を上にして置いてください。

下にして置くと，ホイールに傷がつくお
それがあります。

タイヤを取り付けるときは 

取り付け穴

ハブ面
ハブボルト
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3.手でホイールナットを右へ回して仮
締めします。
•標準タイヤ

標準タイヤは，ホイールナットのフ
ランジ部がホイールに当たり，タイ
ヤががたつかない程度までホイール
ナットを仮締めします。

•応急用スペアタイヤ

応急用スペアタイヤは，ホイール
ナットのテーパー部がホイール穴の
シート部に軽く当たり，タイヤがが
たつかない程度までホイールナット
を仮締めします。

4.タイヤが地面に接するまでジャッキ
を降ろし，ホイールナットレンチを使
用して，ホイールナットを番号順に
2~3回に分けて，徐々に締め付けます。

最後の締め付けは，確実に行ってくだ
さい。

警告
タイヤを取り付けるときは，タイヤの裏

表に注意し，バルブが車体外側を向くよ
うに取り付けてください。取り付けた際，

バルブが見えなければ，タイヤが裏向き
に取り付けられています。

タイヤの裏表を間違えて取り付けると，

車両に悪影響をおよぼし，思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

バルブ

シート部

フランジ部

シート部

テーパー部

注意
ハブボルト，ホイールナットには油を塗

らないでください。
ネジ部，ホイールなどの損傷の原因にな

ります。

締め付けトルク : 88~108N•m
｛9~11kgf•m｝
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5.タイヤの空気圧を点検します。
「タイヤの空気圧」P.12-8

6.工具とジャッキを元の位置に戻しま
す。
「格納場所」P.11-12

7.交換したタイヤは，ラゲッジルームに
格納します。

J01401002734

つぎのような状態をバッテリー上がりと
いいます。

スターターモーターが回らない。また

は，回っても回転が弱くてエンジンが
かからない。

ライトが点灯しない。または，いつも

より暗い。
ホーンが鳴らない。または，鳴っても

いつもより音が小さい。

このような場合は，ブースターケーブル
（別売）を使用し，他車のバッテリーを電
源として，つぎの要領でエンジンをかけ
ることができます。

1.ブースターケーブルが接続でき，かつ
自車と接触しない位置に救援車を止
めます。

2.ライトやエアコンなど電装品のス
イッチを切ります。

3.救援車と自車の駐車ブレーキを確実
にかけ，マニュアル車はシフトレバー

を ，CVT 車，オートマチック車はセ

レクターレバーを に入れ，エンジン
を止めます。

注意
ホイールナットを締め付けるときは，ホ

イールナットレンチを足で踏んだり，パ
イプなどを使用して必要以上に締め付け

ないでください。

注意
タイヤ交換後，走行中にハンドルや車体

に振動がでたときは，三菱自動車販売会

社でタイヤバランスの点検を受けてくだ
さい。

指定サイズ以外のタイヤを使用したり，

種類の異なったタイヤを混ぜて使用する

ことは安全走行に悪影響をおよぼします
ので，避けてください。

アドバイス
タイヤ交換したときは，約 1,000km 走行

後，再度ホイールナットを締め付けて，ゆ
るみがないことを点検してください。

バッテリー上がりのとき
は！ 

警告
ブースターケーブルを使用してエンジン

をかけるときは，取扱説明書にしたがっ

て正しい手順で作業してください。取り

扱いを誤ると，引火爆発や車両損傷のお
それがあります。

注意
救援車は必ず 12V で，自車と同容量以上

のバッテリーを装着している車に依頼し
てください。

ブースターケーブルは，バッテリー容量

に適したものを使用してください。
また，破損や腐食などの異常がないこと

を点検してから使用してください。
ケーブル焼損の原因になることがありま

す。

アドバイス
バッテリーを外してもエンジンスイッチ

の電源モードの状態を記憶しています。
救援車とブースターケーブルで接続した

ときは，電源が絶たれる前の電源モード

の状態に戻ります。
バッテリーが上がる前の電源モードの状

態がわからない場合は，十分注意をして
ください。

注意
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4.バッテリー液量を確認します。 

5.ブースターケーブルを図の番号順に
確実に接続します。

自車のバッテリーの＋端子

救援車のバッテリーの＋端子

救援車のバッテリーの－端子

図で指示の箇所（アースをとる）

6.接続した後，救援車のエンジンをか
け，エンジン回転数を少し上げます。 

7.自車のエンジンをかけます。

8.エンジンがかかったら，ブースター
ケーブルを接続したときと逆の手順
で取り外します。

警告
ブースターケーブルの接続時は，救援車

のエンジンも止めてください。
ケーブルや衣服などがファンやドライブ

ベルトに巻き込まれて，けがをするおそ
れがあります。

冷却ファンはエンジン始動後，冷却水の

温度により回転，停止をくり返します。エ

ンジン運転中は，ファンに手を近づけな
いでください。

警告
バッテリー液量が下限（LOWER LEVEL）
以下のままで使用しないでください。

バッテリーの劣化を早めたり，発熱や爆
発するおそれがあります。

バッテリー液は希硫酸です。皮膚につい

たり，目に入るとやけどや失明の原因に

なります。すぐに多量の水で洗い，速や
かに専門医の治療を受けてください。

アドバイス
バッテリー液の補給は別冊の「メンテナ

ンスノート」をお読みください。

警告
ブースターケーブルを接続するときは，

必ずつぎのことをお守りください。火花
が発生し，バッテリーから発生する可燃

性ガスに引火爆発するおそれがありま

す。

•ブースターケーブルは正しい順番，位置

に接続する

•ブースターケーブルの＋と－端子を接

触させない

•自車バッテリーの－端子に直接つなが

ない

•バッテリー付近で喫煙したり，マッチや

ライターなどを使用しない

自車
バッテリー

救援車

バッテリー

注意
ブースターケーブルは，確実に接続して

ください。エンジン始動時の振動で外れ
ると，ケーブルがファンやドライブベル

トに巻き込まれ，思わぬ事故につながる
おそれがあります。

ブースターケーブルは，バッテリーの＋

と－端子を正しく接続してください。逆

に接続すると，車の電装品が故障するお
それがあります。

アドバイス
バッテリーの＋端子は，カバーを外して

からブースターケーブルを接続してくだ
さい。

アドバイス
バッテリーが十分に充電される前にエン

ジンが自動的に停止することがないよう
にAS&G OFFスイッチを押してAS&Gを

停止してください。
「AS&G を非作動にするには」P. 5-25



オーバーヒートしたときは！
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9.最寄りのガソリンスタンドや三菱自
動車販売会社でバッテリーの点検を
受けてください。

J01401102559

つぎのような状態をオーバーヒートとい
います。

マルチインフォメーションディスプ

レイ内のインフォメーション画面に

警告表示が表示されると同時に，エ

ンジン冷却水温表示 が点滅してい

る。
エンジンの出力が急に低下する。

エンジンルームから蒸気が出ている。

つぎの要領にしたがい処置してくださ
い。

1.車を安全な場所に止めます。

2.エンジンルームから蒸気が出ていな
いかどうかを確認します。

［蒸気が出ていないとき］
エンジンをかけたままでエンジン
フード（ボンネット）を開け，風通し
をよくします。

［蒸気が出ているとき］
エンジンを止め，蒸気が出なくなった
ら，風通しをよくするためにエンジン
フード（ボンネット）を開け，エンジ
ンをかけます。

アドバイス
CVT 車は，マニュアル車と構造が異なる

ため，押しがけやけん引によりエンジン

をかけることはできません。

充電が不十分のまま車を発進させると，

エンジンの回転むらが生じ，ABS 警告灯

が点灯することがあります。
「走行中に警告を表示したときは」

P.5-44
お客様のお車には，エンジンの始動回数

増加に対応するために，耐久寿命を向上

したオートストップ & ゴー (AS&G) 車専

用のバッテリーが搭載されています。

三菱自動車純正以外のバッテリーを使用

す る と，バ ッ テ リ ー の 早 期 劣 化
や，AS&G が正常に作動しなくなる原因

となり，最悪の場合には，エンジンが再
始動しなくなるおそれがありますの

で，お車との適合性を確認済みの，三菱
自動車純正品を使用してください。

詳しくは，三菱自動車販売会社にご相談

ください。
「バッテリーの種類」P.12-5

オーバーヒートしたとき
は！ 

または

アドバイス
エンジンが自動的に停止することがない

ように，AS&G OFF スイッチを押して，

AS&G を停止してください。

「AS&G を非作動にするには」P.5-25
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3.冷却ファンが作動しているか確認し
ます。

[ 冷却ファンが作動しているとき ]
高水温警告表示が消灯した後で，エン
ジンを止めます。

[ 冷却ファンが作動していないとき ]
すぐにエンジンを止めて自然冷却し，
三菱自動車販売会社へ連絡してくだ
さい。

4.エンジンが十分冷えてから，冷却水の
有無を点検します。
冷却水が不足しているときは，冷却水
を補給します。
冷却水がないときは，応急処置として
水を補給します。

警告
エンジンルームから蒸気が出ているとき

は，エンジンフード（ボンネット）を開
けないでください。蒸気や熱湯が噴き出

し，やけどをするおそれがあります。蒸
気が出ていないときでも，熱湯が噴き出

していたり，高温になっている部分があ

りますので，エンジンフード（ボンネッ
ト）を開けるときは注意してください。 警告ラベル冷却ファン

車両前方

警告
冷却ファンに，手や衣服などを巻き込ま

れないように注意してください。

警告ラベル

車両前方

ラジエーター

キャップ

上限

コンデンスタンク

下限
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J01401202576

けん引はできるだけ JAF など専門業者に

依頼してください。
つぎの場合は，三菱自動車販売会社にご
連絡ください。

エンジンが回っているのに車が動か

ない。または異音がする。
下まわりを点検し，オイルなどが漏れ

ている。

また，車輪が溝などに落ちたときは無理
にけん引せず，三菱自動車販売会社また
は JAF など専門業者に依頼してくださ

い。

警告
通常はラジエーターキャップを外さない

でください。
冷却水には圧力がかかっているため，冷

却水の温度が高いときにキャップを外す
と，蒸気や熱湯が噴き出し，やけどをす

るおそれがあります。

アドバイス
冷却水の補給は別冊の「メンテナンス

ノート」をお読みください。

けん引 

アドバイス
 JAF の営業所は別冊の「メンテナンス

ノート」をご覧ください。

レッカー車に搬送してもらうとき 

注意
車体つり上げ式のレッカー車でけん引しないでください（A タイプ）。

バンパーや車体が破損するおそれがあります。

 2WD 車は，必ず駆動輪（前輪）を持ち上げてけん引するか，4 輪を持ち上げてレッカー車で搬送してください（C，D，E タイプ）。

後輪だけを持ち上げてけん引すると，トランスミッション内部のオイル切れを起こし，トランスミッション故障の原因になります（B タイプ）。

 2WD 車で前輪だけを持ち上げてけん引するときは（C タイプ），エンジンスイッチの電源モードを OFF または ACC の状態にしてください。

電源モードが ON の状態で行うと，ASC が作動し思わぬ事故につながるおそれがあります。
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 4WD 車は必ず 4 輪を持ち上げてレッカー車で搬送してください（D，E タイプ）。

前輪または後輪だけを持ち上げたけん引を行うと，駆動系部品が損傷したり，車がレッカー（台車）から飛び出すおそれがあります（B，C
タイプ）。

注意

A タイプ C タイプ D タイプ

B タイプ E タイプ

4WD 車はこの方法で

けん引しないでくだ

さい。
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J01403902841

やむを得ず他車にロープでけん引しても
らうときは，つぎの要領で行ってくださ
い。

1.けん引ロープをけん引フックにかけ
ます。

2.けん引ロープには，30cm 平方（タテ

30cm ⅹヨコ 30cm）以上の白い布を

必ずつけてください。 

3.エンジンはできるだけかけておいて
ください。

エンジンがかからないときは，ハンド
ルがロックされないようにするため
に，エンジンスイッチの電源モードを
ON にします。

他車にけん引してもらうとき 

注意
けん引ロープは必ずけん引フックにかけ

てください。けん引フック以外にけん引

ロープをかけると，車体が破損すること
があります。

アドバイス
ワイヤーロープや金属製のチェーンなど

を使用すると，車体を傷つけるおそれが
あります。ソフトロープを使用するか，車

体にあたる部分のチェーンに布をまくな
どしてけん引してください。

けん引ロープは，三菱自動車販売会社で

お買い求めください。

けん引ロープは水平にしてけん引してく

ださい。水平でない位置にかけると，車
体を傷つけるおそれがあります。

けん引ロープはできるだけ同じ側のフッ

クにかけて，斜めけん引とならないよう

にしてください。

5m 以内

25m 以内

警告
エンジンが止まっているとブレーキの効

きが非常に悪くなります。またハンドル

操作が非常に重くなります。

エンジンスイッチの電源モードを ON に

しておかないと，ハンドルがロックされ

ハンドル操作ができなくなり，事故につ
ながるおそれがあります。

注意
レーダークルーズコントロールシステム

(ACC) 付き車および衝突被害軽減ブレー

キシステム (FCM) 付き車は，けん引時の

思わぬ事故や予期しない作動を防ぐた
め，システムを停止させてください。

「レーダークルーズコントロールシス

テム (ACC)」P.5-52
「衝突被害軽減ブレーキシステム

(FCM)」P.5-65
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4.セレクターレバーを に入れます。
5.後続車に注意をうながすため，けん引
される車は非常点滅灯を点滅させま
す。
「非常点滅灯スイッチ」P.4-47

J01404101670

やむを得ず故障車をけん引するときは，
けん引フックにけん引ロープをかけてけ
ん引してください。その他は「他車にけ
ん引してもらうとき」と同じ要領で行っ
てください。

J01401300137

ディスクブレーキには，ブレーキパッド
の摩耗量が使用限度近くになると走行中
に金属摩擦音（キーキー）を発生して警
告する装置が設けてあります。

アドバイス
エンジンが自動的に停止することがない

ように，けん引される前に AS&G OFF ス

イッチを押して，AS&G を停止してくだ

さい。

「AS&G を非作動にするには」P. 5-25

警告
急ブレーキ，急発進，急旋回など，けん

引フックやけん引ロープに大きな衝撃が

加わるような運転は避けてください。け
ん引フックやけん引ロープが破損するお

それがあります。万一の場合，その破片
が周囲の人などにあたり重大な傷害をお

よぼすおそれがあります。

長い下り坂ではブレーキが過熱して，効

きが悪くなるおそれがあります。レッ
カー車に搬送してもらってください。

注意
けん引される車は，けん引車のブレーキ

ランプに注意して，常にけん引ロープを
たるませないようにしてください。

安全のためにけん引するときの速度は30
km/h 以下，けん引する距離は 40km 以内

にしてください。この速度，距離を超え

るとトランスミッションの故障の原因に
なります。

故障車をけん引するとき 

注意
けん引ロープは必ずけん引フックにかけ

てください。けん引フック以外にけん引

ロープをかけると，車体が破損すること
があります。

注意
自車より重い故障車をけん引しないでく

ださい。
車両重量については車載の「自動車検査

証」をご参照ください。

ブレーキから金属摩擦音が
聞こえたときは！ 

アドバイス
金属摩擦音が聞こえたときは，三菱自動

車販売会社でブレーキパッドを点検して

ください。

注意
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J01401502319

各種のランプが点灯しないときや，電気
系統の装備が作動しないときは，ヒュー
ズが切れているときがありますので
ヒューズを点検し，切れているときは交
換してください。

グローブボックスの裏側にあります。メ
インヒューズの点検 • 交換はグローブ

ボックスを外して行います。

1.グローブボックスを開き，グローブ
ボックス右側のロッドを外します。

2.グローブボックスの側面を押しなが
ら，左右のツメを外し，グローブボッ
クスを下げます。

3.グローブボックスの留め具を外して，
グローブボックスを取り外します。
グローブボックスを戻すときは，逆の
手順で取り付けます。

4.サブヒューズの点検 • 交換は，グロー

ブボックス下側の穴から行います。

ヒューズが切れたときは！ 

ヒューズボックスの位置 

室内 

メインヒューズ

サブヒューズ

ロッド

ツメ

ツメ

留め具
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ツメを押してロックを外し，カバーを持
ち上げて取り外します。

1.エンジンスイッチの電源モードを
OFF の状態にします。

2.該当する装備を受け持つヒューズお
よび容量を確認します。
「各ヒューズの受け持つ装備および

容量」P.11-36

3.ヒューズ外しを使用してヒューズを
引き抜きます。ヒューズ外しは，エン
ジンルーム内のヒューズボックスカ
バーの内側にあります。

4.ヒューズを点検し，切れているときは
予備のヒューズと交換します。

エンジンルーム内 

ヒューズの交換 

ツメ

ツメ

メインヒューズ
ボックス

サブヒューズ
ボックス

アドバイス
各ヒューズの受け持つ装備および容量

は，室内はグローブボックスの裏側に，エ
ンジンルーム内はヒューズボックスカ

バーの内側に記載してあります。

ヒューズ

ヒューズ外し

ヒューズ

外し

警告
取り付けてあるヒューズと同じ容量の

ヒューズを使用してください。針金，銀

紙などを使用すると，電線の過熱により
火災のおそれがあります。

アドバイス
ヒューズを交換しても再び切れるとき

は，三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

ヒューズが正常で該当する装備が作動し

ないときは，他の原因が考えられます。す

みやかに三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

正常 ヒューズ切れ
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J01403702852

装備仕様の違いにより，ヒューズはな

い場合もあります。
上記の表は，各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

各ヒューズの受け持つ装備お
よび容量 

室内 

メインヒューズ

サブヒューズ

NO. 表示 装備 容量

1 パワーウインドウ 30A

2 デフォッガー 30A

3 ヒーター 30A

4 フロントワイパー 30A

5 ドアロック 20A

6 リヤフォグランプ 10A

7 アクセサリー
ソケット

15A

8 リヤワイパー 15A

9 サンルーフ 20A

10 イグニッション
スイッチ

10A

11 オプション 10A

12 非常点滅灯 15A

13 4WD 10A

14 制動灯
（ブレーキランプ）

15A

15 メーター 10A

16 SRS エアバッグ 7.5A

17 ラジオ 15A

18 コントロール
ユニットリレー

7.5A

19 室内灯
（ルームランプ）

15A

20 後退灯（バック
アップランプ）

7.5A

21 ヒーテッド
ドアミラー

7.5A

22 ドアミラー 10A

23

シガレット
ライター

／アクセサリー
ソケット

15A

24
充電 7.5A

ステアリング
ヒーター

15A

25 運転席
パワーシート

30A

26 シートヒーター 30A

27 助手席
パワーシート

30A

NO. 表示 装備 容量
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エンジンルーム内 

メインヒューズボックス

ヒューズボックスカバー裏側

NO. 表示 装備 容量

SBF1

エアコン
コンデンサー
ファンモーター

30A

VLC 40A

SBF2 スターター 30A

SBF3
エアコン

コンデンサー
ファンモーター

30A

SBF4 ラジエーター
ファン

40A

SBF5 ABS 40A

SBF6 電動パーキング
ブレーキ

50A

SBF7 ABS 30A

BF1 パワーゲート 30A

BF2 オーディオ
アンプ

30A

BF3 IOD IOD 30A

BF4 ディーゼル 30A

F1
オートマチック

トランス
ミッション

20A

F2 ワイパー
ディアイサー

15A
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装備仕様の違いにより，ヒューズはな

い場合もあります。

上記の表は，各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

装備仕様の違いにより，ヒューズはな

い場合もあります。
上記の表は，各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

7.5A，25A，30A のスペアヒューズはあ

りません。ヒューズが切れたときは，つ
ぎのヒューズで代用してください。
7.5A:10A スペアヒューズ

F3 電動パーキング
ブレーキ

7.5A

F4
デイタイム
ランニング
ライト

10A

F5 フロント
フォグランプ

15A

F6 エアコン 10A

F7 ヘッドランプ
ウォッシャー

20A

F8 セキュリティー
ホーン

20A

F9 ホーン 10A

F10 ETV 15A

F11 オルタネーター 7.5A

F12 エンジン 7.5A

F13
ENG/POWER 20A

フューエル
ラインヒーター

25A

F14 フューエル
ポンプ

15A

F15 イグニッション
コイル

10A

F16 ENG/POWER 10A

NO. 表示 装備 容量

F17 ヘッドライト
（上向き）（左）

10A

F18 ヘッドライト
（上向き）（右）

10A

F19

ヘッド
ライト

（下向き）
（左）

LED 20A

F20

ヘッド
ライト

（下向き）
（右）

LED 20A

F21

ヘッド
ライト

（下向き）
（左）

ハロゲ
ン

10A

F22

ヘッド
ライト

（下向き）
（右）

ハロゲ
ン

10A

F23 バッテリー
センサー

7.5A

#1 — スペアヒューズ 10A
#2 — スペアヒューズ 15A
#3 — スペアヒューズ 20A

NO. 表示 装備 容量

サブヒューズボックス

NO. 表示 装備 容量

SBF1 電動パーキング
ブレーキ

30A

SBF2 電動パーキング
ブレーキ

30A
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25A:20A スペアヒューズ

30A:30A オーディオアンプヒューズ

代用したときはなるべく早く正規容量の
ヒューズを補給してください。

J01401602105

ヒューズが切れていないのにランプが点
灯しないときは，バルブ（電球）が切れ
ているときがあります。
バルブ（電球）を点検し，切れていると
きは各バルブの交換要領にしたがって交
換してください。

J01406201141

J01406802069
 (　) 内はバルブ（電球）の型式を示し

ています。バルブ（電球）が切れたと
きは！ 

バルブ（電球）の位置 •W（ワッ
ト）数 

車外照明 

■フロント 

1 方向指示灯／非常点滅灯
（フロント）

21W
(PY21W)

2 ヘッドライト
（ハイビーム）

—

3 ヘッドライト
（ロービーム）

—

4 車幅灯 —

5 フロントフォグランプ —
6 方向指示灯／非常点滅灯
（サイド）

—

アドバイス
つぎのランプはバルブ（電球）ではなく

LED を使用しています。

修理・交換は三菱自動車販売会社にご相

談ください。

•ヘッドライト（ハイビーム／ロービー

ム）

•車幅灯

•フロントフォグランプ

•方向指示灯／非常点滅灯（サイド）

■リヤ 
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 (　) 内はバルブ（電球）の型式を示し

ています。

J01406301748

J01401702148

ここではおもなバルブ（電球）の交換方
法を記載しています。記載されていない
バルブの交換については，三菱自動車販
売会社にご相談ください。

1.該当するランプスイッチを OFF にし

て，エンジンスイッチの電源モードを
OFF にします。

2.該当するランプの W（ワット）数を確

認します。
「バルブ（電球）の位置 •W（ワッ

ト）数」P.11-39
3.各ランプの交換要領にしたがってバ
ルブを交換します。

1 ハイマウントストップ
ランプ

—

2 尾灯 —
3 番号灯 5W

(W5W)
4 後退灯 16W

(W16W)
5 方向指示灯／非常点滅灯
（リヤ）

21W
(WY21W)

6 制動灯 —

アドバイス
つぎのランプはバルブ（電球）ではなく

LED を使用しています。

修理・交換は三菱自動車販売会社にご相

談ください。

•ハイマウントストップランプ

•尾灯

•制動灯

車内照明 

1 マップ＆ルーム
ランプ

8 W

2 ダウンライト —

3 ルームランプ
（リヤ）

8 W

4 ラゲッジルーム
ランプ

8 W

5 バニティーミラー
ランプ

2 W

6 グローブボックス
ランプ

1.4 W

アドバイス
つぎのランプはバルブ（電球）ではなく

LED を使用しています。

修理・交換は三菱自動車販売会社にご相

談ください。

•ダウンライト

•フロントフットランプ

バルブ（電球）の交換 
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J01402101911

1.クリップ A（2 箇所）およびクリップ

B（10 箇所）を外し，アッパーカバー

を取り外します。

注意
消灯直後はバルブの表面が高温になって

いるため，やけどをするおそれがありま
す。

バルブの表面が十分冷えてから交換して
ください。

ハロゲンバルブは，バルブ内の圧力が高

いため，落としたり，物をぶつけたり，傷

をつけると破損して飛び散るおそれがあ
りますので十分注意してください。

ハロゲンバルブの表面に触れないでくだ

さい。

点灯中はバルブの表面が高温になるた
め，油などが付着すると，点灯したとき

の熱で破損するおそれがあります。
バルブの表面に触れたときは，柔らかい

布に中性洗剤を薄めた水溶液を含ませ

て，油をふき取ってください。

市販の LEDバルブを取り付けないでくだ

さい。
走行装置やランプが正常に動作しなくな

るなど，車両に悪影響をおよぼすおそれ

があります。

アドバイス
バルブを交換するときは，同じ W（ワッ

ト）数，同じバルブ色のものを使用して
ください。

ランプ本体やレンズを外すときは，車体

を傷つけないよう十分注意してくださ
い。

バルブを交換した後は，ランプが正しく

点灯するか確認してください。

雨の日や洗車後などに，レンズ内側が曇

ることがあります。
これは湿気が多い日などに窓ガラスが曇

るのと同様の現象で，機能上の問題はあ

りません。
ランプを点灯すると熱で曇りはとれま

す。
ただし，ランプ内に水がたまっていると

きは，三菱自動車販売会社で点検を受け

てください。

方向指示灯（フロント） 

クリップ A クリップ B

アッパーカバー
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2.ソケットを反時計回りに回して外し ，
バルブを押し込みながら反時計回り
に回して外します。

3.取り付けるときは，取り外したときと
逆の手順で行います。

J01403001890

1.テールゲートを開きます。
「テールゲート」P.2-19

2.ネジを外した後，ランプユニットを手
前に引いて，ランプ裏側にある固定ピ
ンとクリップを外します。

3.ソケットを反時計回りに回して外し，
ソケットからバルブを引き抜きます。

4.取り付けるときは，取り外したときと
逆の手順で行います。

リヤコンビネーションランプ 

車両前方

ソケット

アドバイス
制動灯／尾灯の修理・交換の際は三菱自

動車販売会社にご相談ください。

クリップ 固定ピン
ネジ

制動灯／尾灯

交換できません

方向指示灯

アドバイス
ランプ本体を取り付ける際は，ランプ本

体の固定ピンを車体側の穴に，切り欠き
を車体側のクリップ位置に合わせて取り

付けます。

切り欠き クリップ 穴

固定ピン
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J01402501276

1.先端に布をかぶせたマイナスドライ
バーなどを差し込み，ランプユニット
を上へ押しながら外します。

2.ソケットを反時計回りに回して外し，
ソケットからバルブを引き抜きます。

3.取り付けるときは，取り外したときと
逆の手順で行います。

J01402601802

1.ランプ本体を車体左側へ押しながら
外します。

2.先端に布をかぶせたマイナスドライ
バーなどを使用して，ツメをこじてレ
ンズを外します。

3.ソケットからバルブを引き抜きます。

4.取り付けるときは，取り外したときと
逆の手順で行います。

後退灯 

ソケット

アドバイス
ランプ本体を取り付けるときは，切り欠

きをバンパーの穴に合わせた後，ランプ

を押して取り付けます。

番号灯 

切り欠き

番号灯

ツメ

ドライバー
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アドバイス
ランプ本体を取り付けるときは，ツメ（B）
を先に入れ，ツメ（A）を後で合わせて取

り付けます。

ツメ (A)

ツメ (B)
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J01600101339

日常点検，定期点検の内容およびエンジンオイルなど油脂類の交換時期については，別冊の「メンテナンスノート」に詳しく記

載してありますのでお読みください。
車両寸法（全長，全幅，全高），車両重量，エンジン型式，排気量については車載の「自動車検査証」をご参照ください。

J01600501740

メンテナンスデータ 

燃料の量と種類 

項目 容量 使用燃料

2WD 車 約 63L
レギュラーガソリン

4WD 車 約 60L

注意
必ず指定のガソリンを補給してください。

JIS または揮発油の品質の確保に関する法規が定めたガソリン規格に適合している，「いい！スリー」や「バイオ・ガソリン」などのバイオ

燃料混合ガソリンを使用することもできます。

軽油，粗悪ガソリン，高濃度アルコール混合燃料，水分除去剤や三菱自動車純正以外のガソリン添加剤を使用したり，水やその他の油脂類

（薬品類）が混入するとつぎのような状態になるおそれがあります。

•エンジンの始動性悪化

•ノッキングの発生

•エンジンの出力低下

•排気制御システムの機能不良

•燃料系部品の損傷による燃料漏れ
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J01601202158

オイル類の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

エンジン オイル

2000 車

約 4.3L
（オイルフィル
ター内 約 0.3L

を含む）

三菱自動車純正銘
柄

API 分類 ILSAC 規格
SAE

粘度番号

ダイヤクイーン
SN SN GF-5

0W-20
5W-30

2400 車

約 4.6L
（オイルフィル
ター内 約 0.3L

を含む）

10W-30

エンジンオイルは外気温に応じた粘度のものを使用してください。

アドバイス
 0W-20 は最も省燃費性に優れたオイルです。

悪路や山道，登降坂路の走行，短距離走行の繰り返しなど厳しい条件（シビアコンディション）での走行は通常走行と比べてエンジンオイ

ルの劣化が早くなります。このような使われ方をしたときは通常より早めに交換してください。

生産終了などの理由により，該当するオイルが入手できなくなる場合があります。

その場合は該当するオイルより上のグレードのオイルが使用可能となります。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

AFM109374
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J01600602272

J01600701827

*: コンデンスタンク内約 0.65L を含む

オイル類の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

オートマチックトランスミッション（CVT）オイル 約 6.9L 三菱自動車純正 CVTF-J4+

注意
オートマチックトランスミッション (CVT)オイルは，指定の純正CVTFを必ずご使用ください。それ以外のオイルを使用すると，トランスミッ

ションが破損するおそれがあります。

項目 容量 使用銘柄

リヤディファレンシャルオイル（4WD 車） 約 0.4L 三菱自動車純正スーパーハイポイドギヤオイル
SAE80 （GL-5） 

トランスファーオイル（4WD 車） 約 0.47L
三菱自動車純正スーパーハイポイドギヤオイル 
SAE80 （GL-5）

ブレーキ液 所要 三菱自動車純正ブレーキフルードスーパー 4（DOT4）

冷却水の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

冷却水 約 6.0L* 三菱自動車純正
スーパーロングライフクーラントプレミアム
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J01600801570

J01601402059

J01600900620

点火プラグの点検，交換は三菱自動車販売会社に依頼してください。

ウォッシャー液の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

ウォッシャー液 約 3.7L 三菱自動車純正ウォッシャー液

バッテリーの種類 

型式

Q-85*

*：お客様のお車には，エンジンの始動回数増加に対応するために，耐久寿命を向上したオートストップ & ゴー (AS&G) 車専用の

バッテリーが搭載されています。
三菱自動車純正以外のバッテリーを使用すると，バッテリーの早期劣化や，AS&G が正常に作動しなくなる原因となり，最悪

の場合には，エンジンが再始動しなくなるおそれがありますので，お車との適合性を確認済みの，三菱自動車純正品を使用し
てください。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

警告
バッテリーの＋端子と－端子を間違えないように取り付けてください。

バッテリーを取り付けるときは，＋端子から先に接続してください。－端子から先に接続した場合，万一，＋端子が他部品に接触すると火

花が発生し，バッテリーが爆発するおそれがあります。

点火プラグ 
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J01601001814

J01600202988

タイヤ，ホイールを交換するときは，つぎのことをお守りください。

4 輪とも同時に交換してください。

指定サイズのタイヤ，ホイールを装着してください。

タイヤ，ホイールを交換する際は三菱自動車販売会社へご相談ください。

整備基準値 

項目 サービスデータ

ブレーキペダル
遊び 3~8mm

踏み込んだときの床板とのすきま（踏力約 500N｛約 50kgf｝） 65mm 以上

ベルトのたわみ量
インジケーター（A）が範囲内

にあること

タイヤ，ホイール 
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J01602100017

（　）内は，オフセット（インセット）量（ホイールの取り付け面とリムの中心との距離）
〔　〕内は，PCD（ホイール取り付け穴のピッチ円直径）

冬用タイヤなどについても表中のサイズのものをご使用ください。
お客様のお車との組み合わせは三菱自動車販売会社にお問い合わせください。

注意
指定サイズ以外のタイヤを使用したり，種類の異なったタイヤを混ぜて使用することは，安全走行に悪影響をおよぼしますので，避けてく

ださい。

 4WD 車は 4 輪に駆動力がかかるため，必ず同一指定サイズ，同一種類，同一銘柄および摩耗差のないタイヤを使用してください。サイズ，種

類，銘柄や摩耗度合の異なるタイヤを使用すると，駆動系部品に無理がかかり，オイル漏れや焼き付きなどの重大な故障となり，思わぬ事

故につながるおそれがあります。

ホイールは，リムサイズやオフセット（インセット）量が同じでも，車体に干渉するため使えないときがあります。

アドバイス
 16 インチスチールホイールはブレーキ部品と干渉するため装着することはできません。

 16 インチアルミホイールは，三菱自動車純正品でも種類によって装着できない場合があります。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

タイヤ，ホイールのサイズ 

タイヤ ホイール

215/70R16 100H 16 ⅹ 6 1/2J（38mm）〔114.3mm〕5 穴

225/55R18 98H 18 ⅹ 7J（38mm）〔114.3mm〕5 穴
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J01602201057

タイヤの空気圧 

タイヤサイズ 空気圧（kPa {kgf/cm²}）

標準タイヤ
215/70R16 100H
225/55R18 98H 240 {2.4}

応急用タイヤ T155/80D17 100M 420 {4.2}
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J01600403134

つぎの機能をお好みの設定に変更することができます。
詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

カスタマイズ（機能の設定変更） 

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

キーレスオペレーションシス
テム

キーレスオペレーションシステムでできる操作
P.2-6

全機能 ○

ドアおよびテールゲートの
施錠・解錠機能のみ

エンジンスタート機能のみ

全機能を働かなくする

施錠後のテールゲート OPEN スイッチによる解錠

禁止時間
P.2-11

約 3 秒 ○

約 5 秒

無し

キーレスオペレーションキーのスイッチまたは
キーレスオペレーション機能で解錠されるドアお
よびテールゲート
P.2-5

すべてのドアおよび
テールゲート

○

運転席のみ

キーレスオペレーションキーのスイッチまたは
キーレスオペレーション機能で解錠した後，自動
的に施錠されるまでの時間
P.2-3，2-11

約 30 秒 ○

時間を長くする



カスタマイズ（機能の設定変更）

12-10 サービスデータ
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キーレスオペレーションシス
テム

キーレスオペレーションキーのスイッチまたは
キーレスオペレーション機能で施錠・解錠したと
きの非常点滅灯による作動確認
P.2-3，2-11

施錠時 :1 回点滅

解錠時 :2 回点滅
○

施錠時 :1 回点滅

解錠時 : 点滅しない

施錠時 : 点滅しない

解錠時 :2 回点滅

施錠時 :2 回点滅

解錠時 :1 回点滅

施錠時 :2 回点滅

解錠時 : 点滅しない

施錠時 : 点滅しない

解錠時 :1 回点滅

点滅しない

キーレスオペレーション機能で施錠・解錠したと
きの作動確認ブザーの有無
P.2-11

有り ○

無し

キーレスオペレーションキーのスイッチで施錠・
解錠したときの作動確認ブザーの有無
P.2-11

有り

無し ○

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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12

*1：ドアを開閉してキーレスオペレーションキーを車内から持ち出したときの監視機構は，作動しないように変更することはでき
ません。

*2 : お客様自身でもカスタマイズ（機能の設定変更）可能です。

「セキュリティーアラームの設定変更のしかた」P.2-30

*3 : エンジンスイッチを使って解錠する機能と，セレクターレバーを使って解錠する機能のいずれかを設定することができます。

キーレスオペレーションシス
テム

ドアを開けずに窓からキーレスオペレーション
キーを持ち出したときのキーレスオペレーション

キー持ち出し監視機構の作動 *1

P.2-13

作動する

作動しない ○

車外ブザーの音量

大

中 ○

小

セキュリティーアラーム *2

システムの設定
P.2-28

警報作動する

警報作動しない ○

車内警報時間
P.2-32

標準 ○

時間を短くする

センタードアロック

セレクターレバーを使って解錠 *3

電源モードが ON のときにセレクターレバーを

に入れる
P.2-18

解錠する

解錠しない ○

エンジンスイッチを使って解錠 *3

電源モードを OFF にする

P.2-18

解錠する

解錠しない ○

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

ヘッドライト

自動点灯のタイミング
（オートライトコントロールセンサーの感度調
整）
P.4-40

標準 ○

早くする

遅くする

ヘッドライトオートカット機能（自動消灯）
P.4-41

作動する ○

作動しない

降車後照明として利用するときのライトス
イッチの位置
P.4-41

のみ ○

と

ウェルカムライトとして点灯させるライト
P.4-45

車幅灯点灯 ○

車幅灯および
ヘッドライト（ロービーム）点灯

点灯しない

カミングホームライトとしてヘッドライトが
点灯する時間
P.4-45

約 15 秒

約 30 秒 ○

約 60 秒

約 180 秒

機能を働かなくする



カスタマイズ（機能の設定変更）

サービスデータ 12-13

12

*4 : 連続作動モードあり

「リヤワイパー／ウォッシャースイッチ」P.4-52

方向指示灯

車線変更時の 3 回点滅機能

P.4-46
作動する ○

作動しない

車線変更時の 3 回点滅機能が作動するまでの

レバー操作時間
P.4-46

短い ○

長い

方向指示灯が作動する電源モードの状態
P.4-46

ON ○

ON または ACC

フロントワイパー
自動作動
P.4-49

雨滴感応 ○

車速感応

無し

約 4 秒

リヤワイパー

間欠作動時間
P.4-52

約 8 秒 ○

時間を短くする *4

時間を長くする *4

連続作動にする

セレクターレバーを に入れたときの自動作
動モードの作動条件
P.4-52

フロントワイパー
またはリヤワイパーが

作動中
○

リヤワイパーが
INT 位置で作動中のみ

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定



カスタマイズ（機能の設定変更）

12-14 サービスデータ

12

*5 : フロントウォッシャー・リヤウォッシャーの「連動する」「連動しない」の設定変更はそれぞれ単独で変更されず同時に変更さ

れます。

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

フロントウォッシャー

ウォッシャー液を噴射させたときのワイパー

作動 *5

P.4-52

連動
する

ワイパーが連動作動し，さ
らに約 6 秒後にワイパー

がもう 1 回作動する
○

ワイパー連動作動のみ

連動しない

インテリジェントウォッシャー機能
P.4-52

有り ○

無し

リヤウォッシャー

ウォッシャー液を噴射させたときのワイパー

作動 *5

P.4-52

連動する ○

連動しない

ドアミラー
自動格納・復帰の条件
P.5-15

キーレスオペレーションシステム
機能に連動（LOCK で格納，

UNLOCK で復帰）
○

電源モードに連動（運転席ドアを
閉めて ON で復帰，OFF で運転席

ドアを開くと格納）

車速約 30km/h 以上で復帰

自動格納・復帰しない



カスタマイズ（機能の設定変更）

サービスデータ 12-15
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装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

エンジンスイッチ・電源
モード

電源モードが ACC のときに自動的に電源

をカットする機能
P.5-19

30 分後にカットする ○

60 分後にカットする

電源をカットしない

エレクトリックテール
ゲート

テールゲート OPEN スイッチ操作により

テールゲートが自動的に開く機能
P.2-25

作動する

作動しない ○

マップランプ＆ルームラ
ンプ（フロント）
ルームランプ（リヤ）

ドアを閉じたときに消灯するまでの時間
（遅延消灯）
P.6-4

約 15 秒 ○

時間を短くする

時間を長くする

遅延消灯機能を
働かなくする

室内灯

点灯し続けたとき，自動的に消灯するまで
の時間（自動消灯）
P.6-6

約 30 分 ○

時間を短くする

時間を長くする

自動消灯機能を
働かなくする



カスタマイズ（機能の設定変更）

12-16 サービスデータ

12

*6：お客様自身でもカスタマイズ（機能の設定変更）可能です。
「内外気切り換えのカスタマイズ（機能の設定変更）」P.7-7
「エアコンスイッチのカスタマイズ（機能の設定変更）」P.7-8

エアコン

内外気切り換え・エアコンスイッチの自動

制御 *6

P.7-7，7-8

許可 ○

拒否

設定温度調整
P.7-5

設定温度表示より上げる

設定温度表示通り ○

設定温度表示より下げる

ECO モードのときのエアコンの ECO 制御

P.4-47
有り ○

無し

吹き出し口が のときの足元とウインド
ウガラスへの風量割合
P.7-3

標準 ○

足元に多く送風

ウインドウガラスに多く送風

吹き出し口が のときの足元と上半身へ
の風量割合
P.7-3

標準 ○

足元に多く送風

上半身に多く送風

リヤウインドウデフォッ
ガー（曇り取り）スイッ
チ

エンジンがかかっているときに外気温が低
くなると自動的にリヤウインドウデフォッ
ガーとヒーテッドドアミラーを ON にする

機能
P.4-53

作動する

作動しない ○

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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A
ABS（アンチロックブレーキシステム）...

5-43
ABS 警告灯 ................................. 5-44

ACC（レーダークルーズコントロールシ
ステム）.......................................... 5-52

AS&G .............................................. 5-22

ASC OFF スイッチ(アクティブスタビリ
ティコントロールオフスイッチ ) .. 5-47

ASC OFF表示 ................................. 5-47
ASC(アクティブスタビリティコント
ロール ) .......................................... 5-46

ASC警告表示 .................................. 5-48
ASC作動表示 .................................. 5-47
AYC................................................. 5-34

C
CVT

INVECS-III CVT .......................... 5-26

E
ECOモードスイッチ ....................... 4-47
ECOランプ ..................................... 4-14
EPS （電動パワーステアリング）..... 5-45

F
FCM（衝突被害軽減ブレーキシステム）...

5-65

I
INT（ワイパー）........................ 4-49, 4-52
ISO FIX対応チャイルドシート........ 3-21

L
LDW(車線逸脱警報システム ).......... 5-84
LEDヘッドライト警告灯 ................. 4-41

M
MIST（ワイパー）.............................. 4-49

S
S-AWC............................................. 5-34

SRSエアバッグ ............................... 3-28
SRSエアバッグ警告 ........................ 3-34
SRSカーテンエアバッグ........ 3-29, 3-33
SRSサイドエアバッグ ........... 3-29, 3-32
SRSニーエアバッグ ............... 3-29, 3-32

U
USB充電ポート................................. 6-3
USB入力端子 .................................... 8-2

W
W（ワット）数 ...................... 11-39, 11-40

ア
アームレスト（ひじ掛け）................... 3-6
アクセサリーソケット ...................... 6-2
アクティブスタビリティコントロール
（ASC）........................................... 5-46
アシストグリップ.............................. 6-9
アルミホイール ............................... 9-12
アンチロックブレーキシステム（ABS）...

5-43
ABS 警告灯 ................................. 5-44

アンテナ ............................................ 8-3

イ
ISO FIX対応チャイルドシート ....... 3-21
インテリアランプオートカット機能（自
動消灯）............................................ 6-6

インフォメーション画面................... 4-6
INVECS-III CVT............................... 5-26
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M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。
S車載の『自動車検査証』をご参照ください。

ウ
ウインカー（方向指示レバー）......... 4-46
ウインドウガラスのお手入れ ......... 9-12
ウォッシャー

ウォッシャー液の点検・補給 ....... 9-6
フロントウォッシャースイッチ.. 4-52
リヤウォッシャースイッチ ......... 4-52

エ
ASC................................................. 5-46

エアコン
ウインドウガラスの曇り，霜を取りた
いときは.................................... 7-10

エアコンの上手な使い方 ............ 7-11
急速暖房したいときは ................ 7-10
クリーンエアフィルター ............ 7-11
左右独立温度コントロール式フルオー
トエアコン .................................. 7-4

吹き出し口 .................................... 7-2
エアバッグ

SRS エアバッグ.......................... 3-28
SRS エアバッグ警告................... 3-34
SRS カーテンエアバッグ .. 3-29, 3-33
SRS サイドエアバッグ ...... 3-29, 3-32
SRS ニーエアバッグ.......... 3-29, 3-32

ABS................................................. 5-43
AS&G .............................................. 5-22

ASC OFF表示.................................. 5-47
ASC警告表示................................... 5-48
ASC作動表示................................... 5-47
ACC電源オートカット機能............. 5-19
AYC ................................................. 5-34

ECOモードスイッチ ....................... 4-47
S-AWC............................................. 5-34

エマージェンシーキー..................... 2-16
エンジンイモビライザー（盗難防止装置）

2-2

エンジンオイル
エンジンオイルの補給................... 9-6
エンジンオイル量の点検・補給 ..... M

エンジン型式 ...................................... S
エンジン警告灯 ............................... 4-38
エンジンスイッチ ............................ 5-17
エンジンのかけ方 ............................ 5-19
エンジンフード（ボンネット）............ 9-5
エンジン冷却水温表示画面 ............. 4-10

オ
オートストップ＆ゴー(AS&G) ........ 5-22
オートマチックトランスミッション

CVT ............................................. 5-26
CVT 車の運転のしかた................ 5-31
セレクターレバー........................ 5-28

オートライトコントロール ............. 4-40
オーバーヒート ............................. 11-28
オイル ............................................. 12-3
応急用スペアタイヤ...................... 11-21
お手入れ

アルミホイール ........................... 9-12
ウインドウガラス ....................... 9-12
外装品 ......................................... 9-10
サンルーフ .................................. 9-12
樹脂部品...................................... 9-12
洗車 ............................................. 9-11
内装品 ........................................... 9-9
本革 ............................................. 9-10
ワイパー...................................... 9-12
ワックス...................................... 9-11

カ
外装品のお手入れ ........................... 9-10
カスタマイズ（機能の設定変更）...... 12-9
カップホルダー ................................. 6-8
カメラスイッチ ............................... 5-96
寒冷時の取り扱い ........................... 10-2

キ
キー ................................................... 2-2

エマジェンシーキー.................... 2-16
キーナンバープレート ...................... 2-2
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キーレスエントリー .......................... 2-3
電池交換のしかた ......................... 2-6

キーレスオペレーションシステム .... 2-6
電池交換のしかた ......................... 2-6

機能の設定変更（カスタマイズ）...... 12-9
給油

フューエルリッド（燃料補給口）2-37
給油するときは ............................... 2-38
緊急制動信号システム .................... 5-39

ク
空気圧....................................... 9-8, 12-8
区間距離計（トリップメーター）...... 4-11
曇り取り

ウインドウガラスの曇り取り ..... 7-10
リヤウインドウデフォッガースイッチ

4-53

クラクション（ホーンスイッチ）...... 4-54
クリープ現象................................... 5-32
クリーンエアフィルター.......... 7-11, 9-8
クルーズコントロール（自動定速走行装
置）................................................. 5-48

グローブボックス.............................. 6-6

ケ
警告

ABS 警告 ..................................... 5-44
警告灯 ..................................... 4-21, 4-37

ABS 警告灯 .................................. 5-44
SRS エアバッグ警告灯................ 3-34
LED ヘッドライト警告灯 ............ 4-41
エンジン警告灯............................ 4-38
充電警告灯................................... 4-38
電動パーキングブレーキ警告灯 .. 4-38
プリテンショナー警告灯 ............. 3-20
ブレーキ警告灯............................ 4-37

警告表示
ASC 警告表示 .............................. 5-48
充電警告表示 ............................... 4-39
燃料残量警告表示 ........................ 4-11
半ドア警告表示............................ 4-10
ブレーキ警告表示 ........................ 4-38
油圧警告表示 ............................... 4-39

けん引 ............................................ 11-30

コ
コートフック ..................................... 6-9
交換

キーの電池..................................... 2-6
クリーンエアフィルター ............... 9-8
タイヤ ........................................ 11-23
バルブ（電球）........................... 11-40
ヒューズ .................................... 11-34

工具................................................ 11-12
後側方車両検知警報システム .......... 5-79

後退時車両検知警報システム.......... 5-82
後退灯

バルブ（電球）の交換 .............. 11-43
バルブ（電球）のワット数 ....... 11-39

故障したときは！.......................... 11-11
誤発進抑制機能（前進＆後退時）...... 5-75
小物入れ

グローブボックス ......................... 6-6
サングラスポケット ...................... 6-7
フロアコンソールボックス ........... 6-7
ラゲッジフロアボックス............... 6-7

こんなことでお困りのときは ! ........ 11-6

サ
サードシート..................................... 3-7
サービスデータ ............................... 12-2
サービスリマインダー .................... 4-12
サイドアンダーミラー .................... 5-16
左右独立温度コントロール式フルオート
エアコン .......................................... 7-4

三角表示板（停止表示板）............... 11-11
サングラスポケット .......................... 6-7
サンバイザー..................................... 6-2
サンルーフ ...................................... 2-35
サンルーフのお手入れ .................... 9-12
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シ
シート

サードシート ................................ 3-7
シートアレンジ ............................. 3-2
セカンドシート ............................. 3-6
チャイルドシート ....................... 3-20
荷室の作り方 ................................ 3-8
フラットシートの作り方 ............ 3-11
フロントシート ............................. 3-3
フロントシートヒーター .............. 3-5
ヘッドレスト ................................ 3-7

シートベルト................................... 3-12
３点式シートベルト.................... 3-14
セカンド／サードシートベルトの格納
のしかた.................................... 3-19

プリテンショナー機構／フォースリ
ミッター機構付シートベルト ... 3-19

CVT
INVECS-III CVT .......................... 5-26

室内灯 ............................................... 6-4
ダウンライト ................................ 6-5
ラゲッジルームランプ .................. 6-5
ルームランプ（フロント）............. 6-4
ルームランプ（リヤ）.................... 6-4

自動定速走行装置（クルーズコントロー
ル）................................................. 5-48

車線逸脱警報システム (LDW) ......... 5-84
ジャッキ........................................ 11-12

ジャッキアップ ............................. 11-13
ジャッキバー ............................. 11-12
ホイールナットレンチ............... 11-12

車幅灯 ................................... 4-40, 11-39
車幅灯表示灯 ................................... 4-37
車両重量 ............................................. S
車両寸法 ............................................. S
充電警告灯....................................... 4-38
充電警告表示 ................................... 4-39
修理の連絡先 ...................................... M
樹脂部品のお手入れ ........................ 9-12
衝突被害軽減ブレーキシステム (FCM)....

5-65

ス
スイッチ

ステアリングヒータースイッチ .. 4-54
パワーウインドウスイッチ ......... 2-34
ホーン（クラクション）スイッチ.......

4-54
ロックスイッチ（パワーウインドウ）.

2-34

ステアリングヒータースイッチ ...... 4-54
スピードメーター .............................. 4-2
スペアタイヤ ................................. 11-21

セ
制限速度表示機能 ........................... 5-88
制動灯 ........................................... 11-39
セカンドシート ................................. 3-6
セキュリティーアラーム................. 2-28
セレクターレバー ........................... 5-28
洗車 ................................................. 9-11
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純正品のおすすめ

お客様のお車に最適な純正品をご使

用ください。
純正品は，厳しい検査に合格し，そ

の品質が保証されています。
また，三菱自動車販売会社を通じて
お求めになれます。

新車時の性能と快適な乗り心地を長

く維持していただくために，点検や
交換の際は，三菱自動車販売会社に
ご相談ください。

三菱自動車指定の純正品や油脂類以

外のものを使用すると，故障などの
原因になることがあります。

純正品にはGENUINE PARTSと記載

してあります。

事故が起きたときは！

あわてずにつぎの処置をしてください。
続発事故防止

続発事故を防ぐため，車を路肩など
の安全な場所に移動させ，エンジン
を止めます。

負傷者の救護

•医師，救急車などが到着するまで

の間，可能な応急手当を行います。
この場合，とくに頭部に傷などが
あるときは，そのままの姿勢で動
かさないようにしますが，続発事
故のおそれがあるときは安全な場
所に移動させます。

•外傷がなくても医師の診断を受け

てください。後になってから後遺
症が出るおそれがあります。

警察への届け出

事故が発生した場所，状況および負
傷者や負傷の程度などを警察官に報
告し指示を受けます。

相手方の確認とメモ

相手方の氏名，住所，電話番号を確
認し，事故の状況をメモします。

ご購入された販売会社と保険会社へ

の連絡

万一にそなえて

安心のため，自賠責保険（強制保険）
のほかに任意自動車保険にも加入しま
しょう。
詳しくは三菱自動車販売会社へご相談
ください。
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